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わ
が
国
医
学
の
宝
玉
を
完
全
復
元
好
評
頒
布
中
／
，

＃
棚
掘
り
銭
ね
多
催

偉
大
な
玄
白
と
、
似
る
、
と
い
う
二
つ
の
構
成
上
の
要

素
を
、
造
形
芸
術
と
し
て
、
調
和
の
世
界
を
彫
り
上
げ

よ
う
、
昇
華
さ
せ
よ
う
と
繰
返
し
追
求
し
て
、
出
来
上

が
っ
た
の
が
こ
の
像
で
あ
る
・

ブ
ロ
ン
ズ
立
像
（
高
さ
調
習
桐
輔
入
・
長
谷
川
義
起
先
生
箱
書

①
「
活
物
窮
理
」
と
は
生
体
に
つ
い
て
研
究
・
探
究
す
る

こ
と
で
あ
る
。
世
界
の
近
代
外
科
の
先
駆
と
な
っ
た

華
岡
青
洲
は
、
「
活
物
窮
理
』
を
外
科
医
と
し
て
の
生

命
を
か
け
た
信
条
と
し
た
。

②
百
鶴
図
は
、
杉
田
玄
白
が
六
十
護
の
誕
生
日
に
仕
上

げ
た
も
の
で
、
繊
細
華
麗
に
描
か
れ
て
い
る
。
製
作

は
技
術
の
粋
を
尽
し
独
自
の
手
法
に
よ
り
復
元
、
仕

上
げ
部
分
は
手
描
き
に
よ
る
。

日
展
評
議
員
＆
舞
蛎
馴
承
窕
仏
瞳

売捌所／株式会社金原商店製作所／財団法人日本医学文化保存会



原
著

少
、
そ
の
後
次
第
に
増
加
し
て
慶
応
匹
症

温
暖
な
気
候
と
、
人
口
に
比
し
て
の
‐

可
能
な
ら
し
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
種
子
島
の
自
然
に
つ
き
略
述
し
、

は
し
が
き

江
戸
時
代
の
人
口
の
推
移
は
、
全
国
的
に
は
ほ
ぼ
横
這
い
の
状
況
を
呈
す
る
の
で
あ
る
が
、
わ
が
種
子
島
に
お
い
て
は
十
七
世
紀
後
半
に
は

六
千
五
百
人
ば
か
り
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
一
万
六
千
人
と
増
加
の
一
途
を
辿
り
、
し
ば
ら
く
停
滞
、
十
九
世
紀
初
頭
に
は
一
万
四
千
人
と
減

少
、
そ
の
後
次
第
に
増
加
し
て
慶
応
四
年
に
は
一
万
八
千
人
余
に
な
っ
た
と
い
う
。

温
暖
な
気
候
と
、
人
口
に
比
し
て
の
土
地
の
広
大
さ
と
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
封
鎖
経
済
の
中
に
お
い
て
も
或
る
程
度
ま
で
の
人
口
増
加
を

種
子
島
の
自
然

種
子
島
（
四
四
七
平
方
粁
）
は
薩
南
諸
島
の
一
島
で
、
日
本
の
主
要
離
島
の
一
つ
と
し
て
、
北
緯
三
○
度
附
近
に
位
置
し
、
亜
熱
帯
地
域
に

ち
か
い
自
然
条
件
に
あ
る
。
南
北
約
五
七
粁
、
東
西
五
’
一
二
粁
の
細
長
い
島
で
、
標
高
二
五
○
米
以
下
の
低
丘
陵
台
地
を
な
し
て
い
る
。

北
緯
三
○
度
と
い
う
位
置
お
よ
び
黒
潮
の
影
響
に
よ
り
気
候
は
暖
か
く
、
一
年
中
殆
ん
ど
霜
を
み
る
こ
と
が
な
い
が
、
毎
年
二
’
三
度
に
及

種
子
島
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
人
口
推
移
の

状
況
に
つ
い
て
の
一
考
察

河

つ
ぎ
に
「
種
子
島
家
譜
」
お
よ
び
諸
家
の
「
系
図
」
に
基
づ
き
人
口
の
実
態
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

日
本
医
史
学
雑
誌
，
第
十
九
巻

第
四
号
？
昭
和
四
十
八
年
十
二
月

内

昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
二
日
受
付

和

夫
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函
『
ぬ資料

期間
種子島測候所
昭和25年～42年

(表一） 気温・風速・水量
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ぷ
台
風
と
冬
季
の
強
い
季
節
風
と
に
よ
っ
て
、
全
般
的
に
は
必
ず
し
も
恵
ま
れ
た
気
象
条
件
と
は
い
え
な
い
。

表
一
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
年
間
平
均
気
温
は
一
九
度
以
上
で
、
鹿
児
島
よ
り
約
三
度
も
高
く
、
十
二
月
よ
り
二
月
に
至
る
期
間
も
十
度
を
下

る
こ
と
は
全
く
な
い
。
気
温
の
年
較
差
も
極
め
て
小
さ
い
温
暖
な
地
域
で
あ
る
。

年
間
降
水
量
は
二
五
六
三
ミ
リ
、
大
隅
半
島
よ
り
宮
崎
に
か
け
て
の
地
域
と
大
体
似
て
い
る
。

ま
た
こ
の
地
域
の
最
大
の
特
徴
は
台
風
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
わ
が
国
に
来
襲
す
る
台
風
の
約
八
十
％
に
当
た
る
の
で
あ
る
。

さ
き
に
「
必
ず
し
も
恵
ま
れ
た
気
象
条
件
と
は
い
え
な
い
」
と
は
述
べ
た
も
の
の
、
こ
の
気
候
は
甘
藷
の
栽
培
に
は
適
し
、
ま
た
海
の
幸
、

山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
こ
の
島
は
、
貧
困
で
は
あ
っ
た
と
し
て
も
燕
そ
れ
程
の
窮
乏
を
感
じ
な
い
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

人
間
の
生
存
・
居
住
の
た
め
に
は
住
み
よ
い
土
地
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

人
口
の
推
移

つ
ぎ
に
「
種
子
島
家
譜
」
に
基
づ
き
人
口
推
移
の
状
況
を
考
察
し
よ
う
。

イ
「
種
子
島
家
譜
」
に
よ
る
人
口
推
移
の
状
況

１
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
六
千
四
五
百
人

六
月
上
旬
上
使
高
林
又
兵
衛
向
井
八
郎
兵
衛
、
日
州
志
布
志
よ
り
佐
多
に
至
る
。
此
に
於
て
種
子
島
の
事
を
間
は
る
。
久
時
は
在

島
な
り
と
聞
き
、
乃
ち
使
翰
を
覺
府
に
馳
せ
て
家
老
上
妻
惣
左
衛
門
秀
隆
を
召
す
。
八
日
夜
大
泊
に
至
り
翌
九
日
上
使
に
謁
す
。
上
使

問
ひ
て
曰
く
「
種
子
島
の
田
畠
幾
許
ぞ
」
と
。
答
へ
て
曰
く
「
八
千
七
百
石
余
り
」
と
。
「
島
の
縦
横
幾
里
ぞ
」
曰
く
「
縦
十
四
五
里
、

横
三
里
二
里
一
里
許
り
」
と
。
「
島
中
の
人
数
幾
許
ぞ
」
曰
く
「
男
女
六
千
四
五
百
人
許
り
」
と
…
。
：

２
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
八
千
六
百
九
人

正
月
廿
八
日
宗
門
手
札
改
メ
検
使
和
田
助
右
衛
門
岸
良
助
左
衛
門
来
た
る
・
四
月
五
日
魔
府
に
帰
る
（
一
島
八
千
六
百
九
人
）
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７
享
保
十
五
年
（
一
七
三
○
）
一
万
二
千
六
百
七
十
六
人

七
月
島
中
の
民
籍
を
検
定
す
（
一
万
二
千
六
百
七
十
六
人
）

８
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
一
万
三
千
七
百
廿
九
人

二
月
二
日
宗
門
手
札
改
メ
検
使
稲
留
藤
左
衛
門
伊
藤
善
右
衛
門
来
た
り
、
同
年
八
月
廿
一
日
帰
る
点
検
す
る
所
一
万
三
千
七
百

廿
九
人
（
男
七
千
三
百
九
十
八
人
女
六
千
四
百
三
十
一
人
）

９
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
人
口
記
載
な
し
但
し
「
要
用
集
抄
」
に
一
万
六
千
八
百
壱
人

二
月
十
五
日
札
改
メ
検
使
本
田
治
右
衛
門
松
元
伊
角
来
た
る

皿
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
一
万
六
千
四
百
三
十
一
人

七
月
廿
日
札
改
メ
検
使
谷
山
角
太
夫
佐
土
原
八
次
郎
帰
る
（
共
に
計
一
万
六
千
四
百
三
十
一
人
）

、
享
和
元
年
（
一
八
○
四
）
一
万
四
千
二
百
九
人

３
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
九
千
六
百
八
人

五
月
廿
四
日
札
改
メ
検
使
酒
匂
大
蔵
兵
衛
土
師
孫
右
衛
門
帰
る
。
此
の
時
男
女
九
千
六
百
八
人

４
宝
永
四
年
（
一
七
○
七
）
一
万
二
百
四
十
九
人

び
ゆ
う
が

二
月
六
日
宗
門
手
札
改
メ
検
使
弁
官
新
右
衛
門
折
田
平
右
衛
門
来
た
る
・
六
月
帰
る
（
惣
計
一
万
二
百
四
十
九
人
）

５
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
一
万
八
百
五
人

二
月
廿
七
日
宗
門
札
改
メ
検
使
是
枝
運
右
衛
門
平
田
伝
兵
衛
来
た
る
。
七
月
帰
る
（
其
の
計
一
万
八
百
五
人
）

６
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
一
万
千
百
五
十
人

七
月
廿
六
日
宗
門
札
改
メ
検
使
諏
訪
氏
相
良
氏
及
び
井
上
氏
徳
田
氏
塵
府
に
帰
る
（
是
の
時
、
点
検
す
る
所
の
男
女
一
万
千
百

五
十
人
）

320



末且剥仲祠〃 川崖逆鍵毎 式長く蝉ｅ掲 円ｊｊ目にやや 瞑早くⅦｅｓ鑪 隅幸鍾昼岬鵯ｅ ＋くＵ一球酬い一辻 川蕪Ｎｅ里や唖１ 個作経Ｕ瀧侶叶竝 息７唾骨う刈隠〉 作くく抑〃心 牝。

Ⅲ十や瀧ⅨＫＹ農龍 弾く酬尽旺無や蝿鵯 忌坦

昨蕪Ｕ一価一酋涯ＲⅧ暑鱒 丑蒋仰ぐ眉・ 畷』知１皿服や忘劃睡謹 口灘目吟州ⅡＰ勺佃 嘩Ｒｅ武汁ｅ弾十コ岬ｅ やｍＪ域這日韓Ｎ肘爬檮く いⅡ塒〃逗哩腫湘ド佃Ｕ一扣睡 １件雛やく〉Ｉ。副長職唄岨 如目却今く轡Ｕ一帷鼎汁蝿寵塩 川侭八鰈園Ｊ脚今腰Ｎド豐 末ｌ謡蝉く這臘閏伽や蝿 恕〃

Ｉく蝶弾侭蝿脂・報今吊迩 六蕪旺§逆鐸￥距舞宮蝿Ｕ一鵯 Ｉ出剛仰ぐ、１畳肘唾。蕪Ｕ一

牌Ｊ弾長平然魅臘や十押岬禰母 Ⅱ環Ｎ岬十今掴．帽目ロ侭鍵畏

く＋Ⅱく櫓く型ｒに却佃瓜や．十・ 息川ロや御皿今く今損ｅ稿無惜担

皿極Ｋ酬く叩くく型醒糀偶蛆冊Ｕ弧。 Ⅲ、伴如Ｕ一十卑汁十報Ｉ岬隠ｅ掲 汁ＲＫＫ皿川押川川今司酬。〃や・遇や

目皿ぺ末弾佃蒋便佃饗弾Ｗ岬旧悪無浦ｅ

侭Ⅱ仙隅Ｎ￥潅ｅ早稿岬Ｎ穂ｓＵ一判ｅ浄

１件く六胆汁岳Ｕ汁呪や〕紬〃錘口彊匹二

掴目沌Ｋ今Ⅱ〃川口喋劃Ｋ鰈蝿く型岨轡

駅侭ｅ牌細侭今く侭く弾ド無蝉抑ｅ抑〃和

１翌竿弾１蝉長１Ｊ鰈Ｊく恕〆ど杣逆唄

岬Ｊ轆煙十ｊｊ砿皿蕪Ｋ圧伽Ｊ報も世Ｋ凹Ｕ一

樫田巾Ｋ副１ＷⅢ尺ｌ剛里川ｅ閏低ｅ冊叫

六○阪急Ｉ口叶隅く弾川堤※嵐Ⅳ投川 苗くＰ１十くほ目１皿鮴く詐孫岬部署十

署１劃岬川１ｅ仮くく瀞１・わ鱒扣偶 く弾固くく蛆１Ｋ叶皿四く匹皿鵯鑿橋駅

、母岬騨時ｌ蕪柿一川畏任母桶Ｕ一ｓ船〃

Ⅱ暇饗蝿副くくく十十僻目亟岨□Ｕ一匹
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ロ
諸
家
の
「
系
図
」
に
よ
る
人
口
に
つ
い
て
の
考
察

・
時
代
に
よ
る
人
口
の
増
減

諸
家
の
系
図
約
三
十
巻
を
も
と
と
し
て
、
人
口
推
移
の
実
態
を
考
察
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
普
通
、
系
図
の
記
載
事
項
は

１
名
乗
２
幼
名
３
通
称
４
生
年
月
日
５
生
母
６
履
歴
７
段
年
月
日
８
法
名
等
で
あ
る
。

生
年
・
殿
年
等
不
詳
の
も
の
も
あ
り
、
時
に
数
ヶ
月
、
一
年
乃
至
二
年
程
の
生
存
者
さ
え
記
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
出
生
者
全
て
が

記
載
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
。
女
子
の
場
合
に
は
名
前
の
記
載
は
殆
ん
ど
な
く
殿
年
不
明
の
者
が
約
半
数
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
十
家
分
の
系
図
も
調
査
の
実
際
に
当
っ
て
は
殆
ん
ど
資
料
と
す
る
に
堪
え
な
い
も
の
も
数
家
を
数
え
た
し
、
ま
た
僅
か

二
一
十
家
と
い
う
こ
と
は
二
男
家
・
三
男
家
を
加
え
て
も
そ
の
数
僅
か
千
名
と
い
う
統
計
と
し
て
は
極
め
て
信
頼
度
の
低
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。

こ
の
統
計
を
と
る
に
当
り
、
便
宜
上
、
三
期
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
の
人
口
の
総
数
・
出
生
数
．
死
亡
数
或
は
一
組
の
夫
婦
の
産
児
数

等
を
記
載
に
従
っ
て
調
査
整
理
し
て
み
た
。

そ
れ
以
外
は
せ
い
ぜ
い
十
名
内
外
の
流
人
に
よ
る
入
人
で
あ
り
、
或
は
修
学
の
た
め
の
京
師
、
江
戸
へ
の
僅
か
な
移
動
に
過
ぎ
な
い
。

依
っ
て
江
戸
時
代
で
の
種
子
島
に
お
け
る
人
口
の
推
移
は
当
地
域
の
み
で
の
出
生
と
死
亡
の
割
合
に
よ
っ
て
、
そ
の
増
減
は
左
右
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

三
期
の
区
分
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

１
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
ｌ
寛
一

２
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
ｌ
安
一

ｌ
寛
文

（
寛
永
十
九
年
壬
午
肥
前
島
原
が
擴
嘘
と
為
る
を
以
て
、
将
軍
命
じ
て
隣
国
の
民
を
島
原
に
移
さ
し
む
。
種
子
島
の
百
姓
四
戸
、
其
の
数
男
女
十
三
人
、

十
月
塵
府
に
到
り
、
十
二
月
六
日
島
原
に
赴
く
、
馬
一
匹
農
具
及
び
五
穀
の
種
銀
一
首
目
を
賜
ふ
）

七
年

ｌ
安
永
二
年

（
一
一
ハ
ー
ハ
キ
〕
）

（
一
七
七
三
）

十
六
家
分

廿
四
家
分
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(表二）時代別による人口の増減
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す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
種
子
島
に
お
い
て
は
人
口
の
老
化
現
象
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
一
組
の
夫
婦
の
産
児
数
の
傾
向
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。

(表三） 時代別による産児数

産児数2人産児数4人
以下の夫婦以上の夫婦

夫婦の
組数 一組の夫婦の産児数と組数

,-､慶

孟屋
九兀
六年
l l

一寛
ユー

全文

全七
哩

､‐/年

’ ２
１
２
４
４
１
１
ｍ
略
２
５
１

ン
ン
二
ン
ン
ン
ン
ン
二
ン
ン
ン

０
０
２
０
１
２
２
２
２
３
３
２
０
０
２
０
２
１
３
１
２
３
４
２

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

、
３
２
２
２
１
８
１
４
２
３
１

二
ン
二
ン
ン
ン
二
ン
ン
ン
ン
二

－
０
０
２
３
０
３
１
４
１
４
２
１
０
０
２
３
０
４
０
３
２
３
５

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

４
９
１
２
１

ン
ン
ン
ン
二

－
１
２
１
１
３
４
０
２
４

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

20/51

一39％

18/51

-35％

51

’畑
７
９
１
２

二
ン
ン
ン
二

－
１
１
２
２
２
１
４
３
３

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

寛
文
八
年
Ｉ
安
永
二
年

（
一
六
六
八
’
一
七
七
三
）

３
％

８
６

Ｊ
３

鋤
・
一
．

26/83

-31％

83

２
２
１
２

二
ン
ン
二

０
１
０
２
１
３
２
３

男
女
男
女
男
女
男
女

６
皿
５
４
３

ン
ン
二
ン
二

０
０
１
１
２
１
２
２
３
２

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

皿
皿
１
１
’

二
ン
二
ン
ン

－
０
２
０
３
０
３
１
４
１

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

安
永
三
年
Ｉ
弘
化
元
年

（
一
七
七
四
’
一
八
四
四
）

52/71

-73％

13/71

＝18％

71

I巽>】

（
一
七
七
三
）
ｌ
↓

③
安
永
三
年
（
一
七

七
四
）
Ｉ
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）
と
か

な
り
人
口
の
老
化
現

象
が
顕
著
と
な
っ
て

く
る
こ
と
で
あ
る
。

死
亡
数
／
出
生
数
の

値
が
次
第
に
大
き
く

な
り
、
死
亡
数
が
出

生
数
を
上
廻
り
は
じ

め
る
。
出
生
数
が
少

な
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
若
年
屑
の
減

少
で
あ
り
、
そ
れ
は

老
人
層
の
相
対
的
増

加
と
考
え
ら
れ
る
。
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表
三
に
よ
れ
ば
慶
長
Ｉ
寛
文
・
寛
文
ｌ
安
永
年
間
に
お
け
る
産
児
数
の
傾
向
が
大
体
似
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
後
安
永
ｌ
弘
化
年
間
の

動
き
は
前
の
二
期
に
対
し
大
い
に
異
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

少
な
く
と
も
寛
文
ｌ
安
永
年
間
に
至
る
時
代
は
人
口
漸
増
の
時
代
で
あ
っ
た
し
、
安
永
ｌ
弘
化
年
間
は
確
実
に
人
口
停
滞
か
ら
減
少
の
時
期

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
途
中
、
「
種
子
島
家
譜
」
に
よ
る
文
化
八
年
の
一
万
二
千
七
百
三
十
人
は
算
出
方
法
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
、
島
内
全
人
口
は
減
少
の
極
限
に
お
い
て
も
江
戸
時
代
は
や
は
り
一
万
四
千
人
台
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
こ
れ
ら
系
図
の
記
載
に
基
づ
く
表
四
を
も
っ
て
全
般
を
推
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
危
険
で
は
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
初
期
と
比
較
す
る

な
ら
ば
中
期
或
は
後
期
に
は
あ
る
程
度
、
寿
命
は
延
び
て
来
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
表
か
ら
考
え
て
み
て
も
出
生

率
の
低
下
に
よ
る
人
口
の
老
化
現
象
が
江
戸
時
代
後
期
に
は
確
か
に
現
わ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
よ
う
。

・
男
女
別
人
口
構
成
と
出
産
状
況

つ
ぎ
に
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
、
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
に
お
け
る
人
口
に
つ
き
調
査
事
項
を
図
示
し
、
ま

た
表
と
し
て
み
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
推
定
さ
れ
よ
う
。

恐
ら
く
は
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
○
年
代
）
以
後
の
お
よ
そ
百
年
間
は
漸
増
の
富
士
山
型
と
見
ら
れ
よ
う
し
、
宝
暦
年
間
（
一
七
六
○
年

代
）
以
後
は
つ
ぼ
型
に
移
行
し
、
人
口
の
老
化
現
象
は
次
第
に
顕
著
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
享
和
年
間
か
ら
文
化
文
政
年
間

（
一
八
○
○
年
代
前
半
）
を
人
口
の
最
低
限
と
し
て
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
既
に
一
万
八
千
人
余
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
徐
々
に
富

士
山
に
復
し
つ
つ
、
人
口
漸
増
の
傾
向
を
辿
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

・
既
婚
婦
人
の
出
産
状
況

既
婚
婦
人
の
第
一
子
出
生
年
齢
そ
の
他
に
つ
い
て
上
記
の
よ
う
な
調
査
を
試
み
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
第
一
子
出
生
の
年
齢
は
二
十
才
前
後
と
何
れ
の
時
代
も
同
じ
よ
う
で
あ
る
。
末
子
出
生
の
年
齢
は
、
寛
文
七
年
に
は
三
五
才
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や
因
め(表四）時代別による死亡年齢

｜
（
讓
垂
極
詐
皿
窺
該
柿
群
）

死 亡 年 齢B離鴎名
1217(2) 18
38

3） 69(2) 71(2) 74767779
早世(4)不明113）

１２
１９

６

１

齢
者

年
の

亡
明

死
不

20才以下で
70才以上

の死亡者数
での死亡

（早世を加
者数算）
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５
１
１
１
－
１
１
１
１
５
５
３

２
２
１
０
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一
．
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女

寛
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年
安
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三
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ｌ
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四
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四
四
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地
雌
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７
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地
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６
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少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

’
四
○
才
も
可
成
り
の
率
を
も
っ
て
見
ら
れ
る
が
、
安
永
二
年
・
文
化
四
年
と
末
子
出
生
年
齢
も
二
十
才
代
に
集
中
し
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
産
児
数
に
お
い
て
も
寛
文
七
年
に
は
二
人
以
下
７
／
班
四
人
以
上
胆
／
”
で
四
人
以
上
の
子
女
を
も
っ
者
が
多
い
の
に
比
し
、
安
永

二
年
に
は
二
人
以
下
肥
／
則
四
人
以
上
８
／
型
文
化
四
年
に
は
二
人
以
下
記
／
斑
四
人
以
上
４
／
”
と
い
う
よ
う
に
家
族
数
は
非
常
に

坐
（
〕
ラ
（
》
０

以
上
、
い
く
つ
か
の
資
料
を
列
挙
し
考
察
を
試
み
た
が
、
や
は
り
「
種
子
島
家
譜
」
記
載
の
人
口
記
録
を
裏
づ
け
る
結
果
と
な
っ
た
よ
う
で

た
だ
享
和
か
ら
文
化
年
間
に
至
る
時
期
が
種
子
島
に
お
け
る
人
口
の
最
も
減
少
し
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
判
る
が
、
そ
れ
が
疾
病
・
飢
餓

男女別人口構成

男（71）
(内不Iﾘ］1

女（59）
(内不明21） 12) 寛

文
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０
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０
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1 I
第一子～末子出生期間

（ ）内は人数，年(人） 産児数と夫婦の組数 ｜ （総括） 死亡年齢

30 38 40

60 74 80

85 89

不明19人
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３
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(表五）既婚婦人の出産状況

’総ム。。糞別人･麦娠の組数｜ ’’
末子出生年齢
（ ）内は人数

第一子出生年齢
（ ）内は人数

26(1) 29(1)

30(1) 35(2)

37(1) 38(1)

39(2)

不明08)

’

71｜ 16(1) 19(3)

20(1) 21(2)

22(2) 35(1)

不明(11

寛
文
七

男

27130年
（
一
六
六
七
）

左
の
夫
婦
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妻
を
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と
し
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59女

｜

’

男
女

安
永
二
年
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一
七
七
三
）

21(1) 23(1)

24(1) 25(2)

26(1) 27(3)
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不明(16）
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以
上
「
種
子
島
家
譜
」
お
よ
び
当
地
の
諸
家
「
系
図
」
に
基
づ
き
種
子
島
に
お
け
る
江
戸
時
代
人
口
の
推
移
に
つ
き
管
見
を
試
み
た
次
第
で

あ
る
。

低
下
と
も
考
え
ら
れ
る
。

に
よ
る
減
少
か
或
は
堕
胎
・
殺
児
に
よ
る
減
少
で
あ
る
か
は
そ
う
簡
単
に
結
論
づ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
種
子
島
家
譜
」
元
禄
三
年
十
二
月
の
記
録
に
「
将
軍
『
宜
し
く
法
の
如
く
赤
子
を
棄
つ
る
こ
と
勿
れ
』
の
禁
を
守
る
べ
し
」
と
命
じ
た
と

ノ

シ
ス

あ
り
、
ま
た
、
法
華
宗
「
御
符
書
」
の
「
子
消
之
部
」
に
護
符
数
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
「
此
符
慈
悲
得
失
勘
随
分
可
二
用
捨
】
」
と
あ
り
、

か
な
り
慎
重
な
取
扱
い
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
生
れ
出
る
子
ど
も
に
対
し
て
の
当
時
の
人
々
の
考

え
を
示
す
一
つ
の
資
料
と
も
い
え
よ
う
。
巷
間
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
間
引
き
が
そ
れ
程
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
た
や
す
く
行
な
わ
れ
た
と
は
考

え
た
く
な
い
が
、
し
か
し
「
慈
悲
得
失
」
を
考
え
「
子
を
消
す
」
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

兎
に
角
、
江
戸
時
代
の
種
子
島
の
人
口
は
明
ら
か
に
漸
増
・
停
滞
・
減
少
・
漸
増
と
い
う
形
を
と
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
若
し

人
為
的
な
理
由
或
は
飢
餓
、
疾
病
等
自
然
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
減
少
は
人
間
そ
の
も
の
の
自
然
的
生
殖
力
の

附
録

え
教

つ
ぎ
に
孫
女
の
出
産
後
間
も
な
く
、
娘
で
あ
る
母
親
死
亡
、
貰
い
乳
の
苦
労
を
述
べ
た
「
道
潔
一
代
記
録
」
の
一
節
と
「
胞
衣
」
の
と
り
あ

つ
か
い
の
丁
寧
さ
を
示
す
種
子
島
家
蔵
「
御
奥
様
御
着
帯
日
記
」
の
一
節
を
抜
き
書
き
し
、
附
録
と
し
て
こ
の
槁
を
終
え
た
い
。

「
道
潔
一
代
記
録
」
よ
り

文
政
三
年
庚
辰
三
月
廿
二
日
、

く
難
渋
に
及
び
、
双
方
の
医
師
頼

症
打
替
り
、
終
一
一
四
月
廿
五
日
夜

庚
辰
三
月
廿
二
日
、
嫡
子
同
苗
直
一
郎
妻
、
女
子
誕
生
。
初
め
て
の
孫
女
、
大
悦
斜
な
ら
ず
候
。
然
ル
処
、
胞
衣
卸
方
こ
れ
無

び
、
双
方
の
医
師
頼
み
入
れ
、
種
と
手
を
尽
し
養
薬
い
た
し
候
処
、
五
日
め
二
胞
衣
卸
方
ハ
こ
れ
有
り
候
得
共
、
其
後
段
と
病

終
一
一
四
月
廿
五
日
夜
に
入
る
時
分
死
去
。
誠
一
一
以
て
愁
傷
無
限
。
：
．
…
中
略
…
…
然
ル
処
、
出
生
の
幼
女
乳
な
し
。
難
渋
す
。
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一
御
胞
衣
の

ひ
、
浜
崎
御

ひ
廻
し
置
候

と
あ
る
よ
う
に

え
た
い
。

価
て
遠
近
四
方
へ
相
か
け
、
抱
え
廻
り
乳
を
も
ら
ひ
、
其
の
内
島
内
手
広
く
、
乳
母
頼
ミ
入
れ
方
、
手
を
尽
し
候
得
共
、
似
合
い
の
乳
母
頼

ミ
入
れ
方
相
調
は
ず
、
凡
そ
五
拾
日
余
、
双
方
江
の
乳
も
ら
ひ
、
愁
傷
上
の
難
儀
、
筆
記
に
尽
し
難
し
。
漸
く
に
し
て
、
同
五
月
始
方
、
上

石
寺
塩
屋
内
一
一
て
乳
母
壱
人
、
三
才
な
る
女
子
つ
れ
た
る
を
頼
ミ
入
れ
召
抱
え
、
一
応
安
気
い
た
し
候
得
共
、
全
躰
乳
少
き
の
女
、
其
上
三

才
の
女
子
召
つ
れ
来
り
候
得
ば
、
猶
以
乳
不
足
二
て
認
心
配
に
及
び
候
と
こ
ろ
、
折
柄
西
町
の
榎
本
伊
助
妻
江
乳
出
来
、
仕
合
せ
に
存
じ
、

よ
ん
ど
こ
ろ
無
く
、
此
方
の
幼
女
を
預
け
養
育
方
の
儀
、
頼
ミ
入
れ
候
と
こ
ろ
、
都
合
よ
く
承
引
に
て
、
い
よ
／
、
預
り
介
抱
い
た
す
べ
し

と
の
事
に
て
、
仕
合
せ
に
存
じ
、
同
九
月
中
頃
、
拙
者
夫
婦
に
て
幼
女
を
抱
き
、
両
種
井
蒲
団
・
か
い
巻
等
取
り
揃
へ
、
伊
助
宅
へ
つ
れ
行

き
、
預
け
置
き
候
次
第
、
近
方
の
事
と
は
申
し
な
が
ら
、
産
ミ
残
し
形
見
な
る
愛
孫
を
い
た
し
か
た
な
く
人
手
に
渡
し
候
事
、
憐
れ
と
や
悲

し
き
と
や
、
い
ふ
べ
き
言
葉
も
な
く
、
夫
婦
共
と
涙
を
袖
に
包
み
て
帰
り
ぬ
。
尤
も
乳
母
の
方
へ
初
孫
養
育
の
間
、
謝
礼
一
ヶ
年
に
真
米
壱

餌
づ
つ
。
外
に
臨
時
の
恵
み
筆
記
に
残
し
ぬ
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
あ
と
産
」
に
つ
き

「
御
奥
様
御
着
帯
日
記
」
（
弘
化
四
年
）
よ
り

御
胞
衣
の
儀
は
、
盤
に
納
め
白
木
箱
一
一
入
れ
、
其
の
上
を
桐
油
を
以
て
包
み
、
足
軽
江
持
た
せ
、
御
胞
衣
の
役
、
上
下
着
に
て
付
き
添

ひ
、
浜
崎
御
屋
敷
内
上
の
段
、
か
ね
て
御
髪
く
ず
納
め
候
場
所
江
納
め
申
し
候
。
尤
も
秀
山
院
に
も
被
差
越
候
。
納
め
候
て
よ
り
も
が
り
結

以
上
を
も
っ
て
二

参
考
文

１
種
子
島
家
譜

２
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家
「
系
図
」 「

種

「
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衣
」
の
始
末
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と
丁
寧
に
と
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っ
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よ
う
で
あ
る
。
古
い
時
代
の
人
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の
出
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に
示
さ
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気
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の
現
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と
考

子
島
に
お
け
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時
代
の
人
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推
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状
況
」
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．

献
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つ
い
て
の
一
考
察
を
終
え
た
い
。
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OntheTransitionofPopulationofTanegashima

d
u
r
i
n
g
t
h
e
E
d
o
E
r
a

K
a
z
u
o
K
A
W
A
U
C
H
I

Inthesecondhalfofthel7thcenturies,Tanegashima
(the

southernmost
islandof

Japan)
h
a
d
a

populationofabout6,500but
it

increasedtol5,000at
t
h
e
e
n
d
o
f

t
h
e
n
e
x
t

centurVanddecreased
to

14,000inthefirsthalfofthel9thcentury・
At

t
h
e
e
n
d
o
f
t
h
e
E
d
o
e
r
a
(
1
8
6
8
)
,

thepoouationwasabout

18,000.
1nspiteofthesefiguresthiswasnotseenasaremarkable

transitionofpopulation
inJapan

d
u
r
i
n
g
t
h
e
E
d
o
e
r
a
.

Thisislandisplacedinthesubtropical
zoneandtheclimateismoderatethroughout

theyear
and

i
t
h
a
d
a
l
o
w
e
r
d
e
n
s
i
t
y
o
f
p
o
p
u
l
a
t
i
o
n
t
h
a
n
o
t
h
e
r
a
r
e
a
s

i
n
t
h
o
s
e
t
i
m
e
s
.

So
that

the
i
n
h
a
b
i
t
a
n
t
s
h
a
d
a
n

e
a
s
i
e
r

l
i
f
e
.

Themigrationwasnotthereasonforthechangeinpopulationbecausetherewasonlyone
record

indicatingthatl3peasantsmigratedfromthereafterthecivilwarofShimabara(1637),
andtherewere

n
Q
m
o
r
e
t
h
a
n
l
O
p
e
a
s
a
n
t
s
w
h
o
i
m
i
g
r
a
t
e
d
t
h
e
r
e
d
u
r
i
n
g
t
h
e
E
d
o
e
r
a
.

Therefore,
i
t
w
a
s
t
h
o
u
g
h
t
t
h
a
t
t
h
e
i
n
c
r
e
a
s
e
a
n
d
d
e
c
r
e
a
s
e
i
n
t
h
e
n
u
m
b
e
r
o
f

inhabitantsofthisisland

w
e
r
e
m
o
s
t
l
y
a
i
f
e
c
t
e
d
b
y
b
i
r
t
h
s
a
n
d
d
e
a
t
h
s
,
b
u
t
t
h
e
b
i
r
t
h
r
a
t
e
t
h
e
r
e
d
e
c
r
e
a
s
e
d
a
f
t
e
r

t
h
e
m
i
d
d
l
e
o
f

the
E
d
o
e
r
a
a
n
d
t
h
e
a
v
e
r
a
g
e
l
i
f
e
e
x
p
e
c
t
a
n
c
y
w
a
s
m
o
r
e
t
h
a
n
b
e
f
o
r
e
.



原
著

学
レ
ベ
ル
、
な
声
，

掲
げ
て
お
こ
う
。

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
医
学
物
理
派
の
代
表
者
で
あ
る
イ
タ
リ
ー
の
ポ
レ
リ
⑦
さ
く
四
国
己
ど
き
。
ぃ
ｏ
胃
吋
①
臣
（
５
９
１
己
）
が
唱
え
た

神
経
流
動
説
が
医
界
を
ふ
う
び
し
て
い
た
。
・
コ
ル
テ
ル
は
ブ
ー
ル
ハ
ー
ベ
の
弟
子
で
あ
り
、
同
じ
系
統
を
ひ
い
た
エ
ジ
ン
パ
ラ
学
派
の
カ
レ
ン

ミ
筐
国
日
○
巳
－
９
（
弓
届
１
９
）
は
生
気
論
者
で
あ
っ
た
。
カ
レ
ン
は
疾
病
を
熱
病
、
神
経
症
、
悪
液
質
、
局
所
機
能
異
常
に
わ
け
た
。
生

命
の
本
質
は
神
経
の
正
常
な
緊
張
状
態
が
保
た
れ
た
場
合
で
あ
る
。
神
経
の
興
奮
性
の
異
常
に
よ
っ
て
、
そ
の
緊
張
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
る

と
、
病
気
が
お
こ
る
と
い
う
神
経
病
理
学
説
を
主
張
し
た
。
ゴ
ル
テ
ル
は
カ
レ
ン
の
神
経
病
理
学
説
支
持
者
で
あ
り
、
ボ
レ
リ
の
神
経
流
動
説

を
深
く
信
じ
て
い
た
こ
と
が
「
西
説
」
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
の
翻
訳
者
で
あ
る
宇
田
川
玄
随
自
身
も
、
こ
の
説
を
信
じ
て
疑

わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
解
体
新
書
」
の
原
著
程

四
、
原
著
お
よ
び
訳
書
の
時
代
的
背
景

、
コ
ル
テ
ル
の
原
著
刊
行
が
一
七
四
四
年
、
「
西
説
」
の
翻
訳
終
了
が
一
七
九
二
年
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
書
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
十
八
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
界
の
潮
流
と
、
十
八
世
末
の
わ
が
国
の
医

学
レ
ベ
ル
、
な
ら
び
に
疾
病
に
対
す
る
考
え
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
述
は
さ
け
る
が
、
一
、
二
の
要
点
の
み
を

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
（
三
）

＊

の
原
著
者
ク
ル
ム
ス
は
神
経
流
動
説
に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
た
め
、
「
解
体
新
書
」
で
は
こ
の
説
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て

詫
季
雍
唾
癖
誰
嶢
一
，
』
》
坪
一
弐
膳
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
六
日
受
付

大
滝
紀
雄
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五
、
内
容

「
西
説
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
部
分
的
な
解
説
は
あ
る
が
、
系
統
的
な
も
の
は
ま
っ
た
く
見
当
ら
な
い
の
で
、
各
篇
に
つ

い
て
簡
単
な
が
ら
解
説
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

目
次
の
項
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
西
説
」
は
七
項
目
、
五
十
五
篇
、
三
二
○
章
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
。
七
項
目
と
は
病
気
を
部
位

的
に
分
け
て
、
二
頭
脳
（
頭
部
）
三
頚
項
（
頚
部
）
四
胸
隔
（
胸
部
）
五
腹
肚
（
腹
部
）
六
尿
道
（
泌
尿
系
）
七
皮
表
（
皮
膚
）
と
し
て
い
る

が
、
第
一
項
は
第
二
項
以
下
の
ど
の
項
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
発
熱
、
悪
液
質
、
浮
腫
、
黄
疸
、
炎
症
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど
全

い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
西
説
」
で
は
旗
幟
鮮
明
に
本
説
が
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
》
こ
と
こ
れ
に
関
し
て
は
細
字
の
注
釈

で
も
「
解
体
新
書
」
は
無
視
さ
れ
、
本
説
を
支
持
し
た
「
医
学
宝
函
」
の
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ

、
、
、
、
、

れ
、
全
世
界
か
ら
姿
を
消
す
運
命
を
た
ど
る
こ
の
神
経
流
動
説
も
「
医
範
提
綱
」
や
「
重
訂
解
体
新
書
」
に
先
ん
じ
て
、
は
な
ば
な
し
く
わ
が

国
の
医
学
界
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
説
は
宇
田
川
榛
斉
の
「
増
訂
」
で
も
、
引
き
つ
づ
い
て
生
理
解
剖
の
根
幹
原
理

と
し
て
、
脈
々
と
波
う
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊
＊
＊

な
お
、
阿
知
波
氏
に
よ
る
と
、
蘭
書
思
想
別
受
容
期
を
三
期
に
わ
け
て
い
る
。

１
ラ
ィ
デ
ン
学
統
医
学
受
容
期
（
一
七
五
○
’
一
八
五
○
）

２
生
気
論
医
学
受
容
期
（
一
八
二
○
’
一
八
五
五
）

３
病
理
解
剖
を
主
体
と
し
た
医
学
受
容
期
（
一
八
六
六
’
一
八
八
○
）

ゴ
ル
テ
ル
は
ラ
イ
デ
ン
学
派
に
属
し
、
生
気
論
の
影
響
を
つ
よ
く
う
け
て
い
る
。

＊
小
川
鼎
三
解
体
新
書
中
公
新
書
八
一
頁

＊
＊
阿
知
波
五
郎
ヘ
ル
マ
ン
・
プ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
昭
四
四
年
一
○
六
頁
第
三
表

＊
＊
＊
阿
知
波
五
郎
日
本
外
科
の
成
立
、
昭
四
二
年
三
頁
第
一
表
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表
現
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

身
に
わ
た
る
も
の
を
さ
し
て
い
る
。
こ
れ
を
原
著
で
は
と
］
ぬ
①
目
①
①
ロ
①
困
一
の
胃
①
国
と
記
し
》
汎
発
病
な
い
し
全
身
病
と
で
も
訳
す
べ
き
で
あ

、
、
、
、

ろ
う
が
、
玄
随
は
適
当
な
訳
語
を
見
出
し
か
ね
て
、
「
病
気
の
発
す
る
と
こ
ろ
が
定
ま
っ
た
場
所
で
な
い
」
と
い
う
解
釈
か
ら
、
発
無
定
処
と

、
、
、
、

い
う
ま
こ
と
に
奇
抜
な
表
現
を
し
て
い
る
。
「
増
訂
」
で
も
こ
の
訳
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
医
書
で
発
無
定
処
と
い
う

１
寒
熱
篇
（
「
増
訂
」
で
は
熱
病
篇
）

＊

発
熱
を
分
け
て
真
コ
ー
ル
ッ
と
類
コ
ー
ル
ッ
と
す
る
。
（
「
増
訂
」
で
は
真
熱
と
仮
熱
）
真
コ
ー
ル
ッ
は
真
の
発
熱
を
い
い
、
類
コ
ー
ル
ッ

は
諸
病
に
付
随
し
て
お
こ
っ
た
発
熱
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
発
熱
の
も
う
一
つ
の
分
類
法
と
し
て
「
西
説
」
「
増
訂
」
と
も
に
稽
留
熱
、
間

歌
熱
、
番
替
熱
と
す
る
。
熱
の
原
因
は
ス
ト
う
め
８
［
に
よ
る
。
ス
ト
フ
の
適
訳
が
見
当
ら
ず
「
邪
毒
」
と
訳
し
て
い
る
。
熱
は
発
汗
に
よ
り

＊
＊

排
泄
さ
れ
、
ま
た
尿
中
白
垂
（
お
り
）
が
あ
る
と
熱
毒
が
体
外
に
で
る
と
説
い
て
い
る
。
阿
知
波
博
土
に
よ
る
と
当
時
は
熱
論
が
最
重
要
テ
ー

マ
で
あ
り
、
こ
の
説
も
醤
フ
ー
ル
ハ
ー
ベ
の
「
治
準
」
の
コ
ー
ル
ッ
論
に
一
致
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

＊
「
西
説
」
で
は
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
テ
ン
の
原
語
は
す
べ
て
漢
字
の
あ
て
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
目
次
欄
に
示
し
て
お
い
た
の
で
、
特
に
必
要

と
思
わ
れ
な
い
か
ぎ
り
カ
ナ
文
字
と
す
る
。

＊
＊
阿
知
波
五
郎
近
代
日
本
外
科
の
成
立
十
一
頁

２
オ
ン
ゲ
タ
ア
ン
ト
ヘ
イ
ド
篇
（
カ
ケ
キ
シ
ァ
）

「
増
訂
」
で
は
萎
黄
病
と
い
う
字
句
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
萎
黄
病
は
、
現
在
わ
れ
わ
れ
の
い
う
血
液
疾
患
の
一
つ
で
あ
る
萎
黄
病

ｏ
匡
○
目
ゆ
昏
印
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
る
。
現
在
の
悪
液
質
８
８
関
試
の
概
念
に
似
て
い
る
。

こ
の
篇
で
は
食
物
の
消
化
の
理
論
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
食
物
が
口
に
は
い
る
と
、
神
水
（
唾
液
）
が
混
じ
っ
て
咀
噛
が
た

キ
リ
イ
ル

す
け
ら
れ
、
消
化
物
は
冑
と
腸
に
送
ら
れ
る
。
胄
液
と
大
機
里
爾
汁
（
膵
液
）
と
胆
汁
が
で
て
混
和
さ
れ
乳
簾
が
で
き
る
。
こ
れ
が
液
道
（
乳

環
管
）
に
入
り
、
血
中
に
混
和
し
て
身
体
を
一
周
す
る
と
説
明
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
リ
ン
パ
系
が
発
見
さ
れ
て
間
も
な
い
十
七
世
紀
の
ヨ
ー
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篇
に
詳
し
い
。

生
気
の
運
行
が
正
常
で
な
か
っ
た
り
、
体
液
が
腐
敗
す
る
と
本
病
が
お
こ
る
。
壊
液
に
は
熱
壊
液
と
寒
壊
液
が
存
在
す
る
。
壊
液
を
悪
液
に

ま
で
進
行
さ
せ
な
い
で
良
液
に
恢
復
さ
せ
る
の
が
治
療
の
要
点
で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
考
え
方
は
生
気
論
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
医
学
常
識

で
は
と
う
て
い
理
解
で
き
な
い
。
な
お
、
「
細
字
の
注
釈
」
の
項
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
神
経
液
そ
の
他
の
諸
液
と
、
諸
腸
の
説
明
は
本

り
こ
ん
で
し
ま
う
と
、

３
壊
液
篇

ア
ラ

「
歯
揺
キ
始
メ
、
終
日
変
シ
テ
暗
黒
色
ヲ
為
シ
、
歯
ク
キ
モ
亦
ウ
ル
ミ
テ
常
ナ
ラ
サ
ル
色
ヲ
兄
ハ
シ
、
壊
燗
シ
テ
流
血
シ
ャ
ス
キ
’
一
至
ル
．
：
」

こ
の
原
因
は
シ
ケ
ウ
ル
ポ
イ
ク
の
毒
に
よ
る
、
一
方
、
空
気
伝
染
も
一
因
と
考
え
て
い
る
。
シ
ケ
ウ
ル
ポ
ィ
ク
は
懐
液
病
や
オ
ン
ゲ
タ
ァ
ン
ト

ヘ
イ
ド
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
ら
と
の
鑑
別
診
断
は
は
な
は
だ
お
ぼ
つ
か
な
い
。
ビ
タ
ミ
ン
の
概
念
の
な
か
っ
た
当
時
と

し
て
は
止
む
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ス
コ
ル
ブ
ッ
ス
の
治
療
法
と
し
て
、
「
増
訂
」
で
は
山
箭
菜
精
（
ワ
サ
ビ
）
と
拘
幟
が
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は
、
経
験
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

蛇
足
な
が
ら
、
壊
血
病
と
い
う
病
名
は
「
西
説
」
「
増
訂
」
と
も
に
み
ら
れ
な
い
が
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
刊
の
小
森
桃
嶋
訳
述
の

蛇
足
な
が
ら
、
壊
血
病
と
い
う
病
金

た
疾
患
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

「
歯
揺
キ
始
メ
、
終
日
変
シ
テ
暗
黒
色
ヲ
為

ロ
ッ
パ
を
支
配
し
て
い
た
医
学
理
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
カ
ヶ
キ
シ
ァ
は
こ
の
機
能
が
低
下
し
た
り
、
消
化
し
難
い
も
の
が
体
内
に
は
い
っ
た

た
め
に
お
こ
る
と
説
く
。
ま
た
、
胃
お
よ
び
腸
に
毒
物
が
蓄
積
し
て
い
る
間
は
吐
剤
と
下
剤
で
一
掃
で
き
る
が
、
こ
れ
が
一
た
ん
血
中
に
は
い

り
こ
ん
で
し
ま
う
と
、
治
療
は
困
難
を
き
わ
め
る
と
解
説
す
る
。

「
蘭
方
枢
機
」
に
は
登
場
し
て
く
る
。

５
シ
ン
キ
ン
ゲ
ン
篇
（
カ
タ
リ
）

４
シ
ケ
ウ
ル
ポ
イ
ク
篇
（
ス
コ
ル
ブ
ッ
ス
）

現
代
医
学
で
い
う
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
欠
乏
症
の
壊
血
病
留
日
宮
旨
扇
は
た
し
か
に
こ
の
項
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
こ
れ
に
類
似
し
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オ
ラ
ン
ダ
語
の
シ
ン
キ
ン
ゲ
ン
、
ラ
テ
ン
語
の
カ
タ
リ
は
い
ず
れ
も
複
数
形
で
あ
る
。
手
許
に
あ
る
現
代
の
藺
英
辞
典
を
ひ
い
て
み
る
と
、

園
巨
富
品
Ⅱ
８
国
尉
呂
と
記
さ
れ
、
炎
症
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
の
ち
の
内
科
書
た
と
え
ば
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
や
「
医
療
正
始
」
を
は
じ

、
、
、

め
、
明
治
の
初
期
、
中
期
の
医
書
に
ま
で
シ
ン
キ
ン
ゲ
ン
は
し
ば
し
ば
現
わ
れ
て
く
る
。
た
だ
し
ほ
と
ん
ど
単
数
形
が
と
ら
れ
、
聖
京
健
で
な

、
、
、

、
、
、

く
聖
京
堀
（
シ
ン
キ
ン
グ
）
と
な
っ
て
い
る
。
カ
タ
リ
は
「
西
説
」
の
よ
う
に
加
担
栗
と
書
く
人
は
今
は
い
な
い
が
、
現
在
で
も
年
輩
の
医
師

く
聖
京
堀
（
シ
ン
キ
ン
グ
）
と
な
三

国
の
国
冒
騨
ロ
ロ

れ
て
い
る
。

、
、
、
、
、

は
胃
腸
加
答
児
な
ど
と
書
い
て
い
る
。

炎
症
の
原
閃
は
病
毒
が
神
経
液
中
に
は
い
り
、
全
身
を
循
行
す
る
た
め
に
起
こ
る
と
い
う
、
現
在
の
医
学
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
ま
こ
と
に
荒

、
、
、
、
、
、
、
、

唐
無
稽
な
神
経
流
動
説
で
は
あ
る
が
、
奇
抜
な
考
え
方
な
の
で
「
西
説
」
四
十
一
章
神
経
液
ノ
説
ヲ
挙
グ
を
中
心
に
大
要
を
つ
か
ん
で
み
よ
う
。

神
経
帰
国
①
芝
①
ロ
に
は
二
種
類
が
あ
り
、
一
つ
は
精
神
⑦
①
①
印
弓
弓
（
９
日
目
帥
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
小
二
脳
で
製
造
さ
れ
、
神
経
線

馬
巨
①
君
島
画
昌
①
ロ
と
い
う
小
管
内
を
循
行
し
全
身
諸
部
に
運
輸
さ
れ
る
。
神
経
液
屠
ロ
①
君
１
国
§
（
ま
た
は
爵
目
①
葛
ご
ｏ
唱
）
は
全
身
に
循
行

す
る
一
方
、
神
経
を
包
裏
し
た
膜
中
に
あ
る
神
経
線
に
そ
そ
い
で
、
湿
潤
を
保
つ
役
目
を
果
す
。

「
増
訂
」
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
同
一
著
者
ら
に
よ
る
「
医
範
提
綱
」
を
参
照
せ
よ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
医
範
提
綱
」
第
一

、
、
、
、

、
、
、
、

巻
神
経
の
項
を
み
る
と
、
神
経
は
眼
、
耳
、
口
、
筋
肉
等
に
分
布
す
る
意
識
神
経
と
論
肺
、
心
、
胃
腸
等
に
分
布
す
る
運
化
神
経
に
分
類
さ

れ
、
現
在
の
動
物
神
経
（
脳
脊
髄
神
経
）
と
植
物
神
経
（
自
律
神
経
）
の
概
念
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
相
変
ら
ず
神
経
流
動
説
が
重
視
さ
れ
て

ニ
誌
ル
…
…
一Ｌ

い
る
。

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
現
在
の
鼻
炎
、
咽
頭
炎
、
上
気
道
炎
、
胃
炎
な
ど
を
さ
す
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
レ
ー
ベ
ル
ト

、
、
、
、
、
、

肖
日
騨
冒
〕
胃
胃
耳
原
著
、
坪
井
芳
洲
（
為
春
）
訳
の
「
医
療
新
書
」
（
一
八
六
六
）
巻
之
一
呼
吸
器
病
を
み
る
と
、
急
性
鼻
聖
京
堀
と
書
か

■

「
其
病
ダ
ル
総
シ
テ
先
シ
頭
痛
ニ
始
ル
。
・
・
…
頭
ヨ
リ
シ
テ
鼻
一
一
至
り
、
夫
ヨ
リ
歯
牙
二
至
り
、
咽
喉
一
一
及
上
、
終
二
胃
中
一
一
下
り
、
肺
臓
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と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

る
）
が
口
か
ら
で
る
こ
と
、
フ
ラ
ー
ッ
ス

ケ

ゲ

ヒ

ィ
ィ
グ
ト
と
は
「
即
チ
痛
風
ノ
類
ナ
リ
」
と
細
字
で
説
明
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
東
洋
医
学
で
い
う
痛
風
で
あ
る
が
、
現
在
の
尿
酸
ナ
ト
リ

ゥ
ム
と
関
係
の
ふ
か
い
痛
風
曾
昌
で
は
な
く
、
関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
な
い
し
神
経
痛
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
因
も
前
項
に
な
ら
っ
て
、
酷
属

な
る
毒
液
が
神
経
中
の
神
経
液
に
定
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
と
説
明
す
る
。
な
お
、
「
増
訂
」
で
は
「
イ
イ
グ
ト
篇
」
は
「
痛
風
篇
」

篇｜ 原 著 ｜ 西 説 ６
イ
イ
グ
ト
篇

こ
こ
で
私
は
原
著
と
「
西
説
」

’５
６
７
８
９
脚
皿
岨
噛

Zinkingen

Jigt

Winden

Geelsucht

ZwarkGalziekte

Benautheit

Lammigheit

Waterzucht

Slaapsucht、

４
９
６
３
７
１
５
２
７

４
４
５
６
６
７
７
８
８

一
一
一
一
一
一
一
一
へ

７
６
０
７
４
８
２
６
２

３
４
５
５
６
６
７
７
８

シンキンゲン

イイグト

諸 気

黄 疽

胆汁敗黒

煩 悶

痒

水 腫

昏 睡

４
８
５
２
６
０
４
１
７

４
４
５
６
６
７
７
８
８

一
一
一
一
一
一
一
一
一

７
５
９
６
３
７
１
５
２

３
４
４
５
６
６
７
７
８山 に

章
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
、

ソ
れ
か
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
、
細
か
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
あ
え
て
記
し
て
お
く
。

表
で
み
る
と
お
り
、
第
五
篇
の
シ
ン
キ
ン
ゲ
ン
ま
で
と
、
第
十
三
編
の
昏
睡
以
降
で
は
原
著
、

翻
訳
と
も
に
章
の
数
は
ぴ
っ
た
り
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
六
篇
の
イ
イ
グ
ト
か
ら
第
十
二

篇
の
水
腫
ま
で
は
、
「
西
説
」
の
各
章
は
原
著
の
そ
れ
よ
り
一
つ
ず
つ
番
号
が
若
く
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
原
著
の
四
十
六
章
は
四
十
五
章
に
、
八
十
章
は
七
十
九
章
と
い
う
ふ
う
で
あ

る
。
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
原
著
で
は
四
十
五
章
が
欠
番
で
、
八
十
二
章
が
重
複
し
て
い
る
。
翻

訳
者
玄
随
は
こ
の
誤
り
に
気
ず
い
て
、
正
し
く
章
の
番
号
を
付
し
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
く
い

ち
が
い
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
ゴ
ル
テ
ル
の
二
重
ミ
ス
（
？
）
の
結
果
、
以
後

の
数
字
が
正
し
く
な
っ
て
い
る
。

７
諸
気
篇
妬
鼓
脹
篇

こ
れ
は
現
在
の
空
気
嚥
下
症
、
暖
気
、
鼓
腸
、
脾
湾
曲
症
候
群
な
ど
、
一
連
の
消
化
管
内
ガ
ス

症
状
を
論
じ
て
い
る
。
諸
気
と
い
う
言
葉
は
現
在
で
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、
昌
且
目
の
翻
訳
と

し
て
は
適
切
と
思
わ
れ
る
。
「
西
説
」
「
増
訂
」
と
も
に
唆
気
（
現
在
で
も
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ

（
放
屈
）
が
直
腸
か
ら
で
る
こ
と
、
腹
中
雷
鳴
（
腹
鳴
）
で
腹
が
鳴
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
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し
か
し
、
治
療
法
と
し
て
水
銃
法
（
涜
腸
）
で
ガ
ス
を
排
除
し
た
り
、
薬
物
と
し
て
メ
ン
ト
ー
ル
を
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
今
も
昔
も

大
し
た
ち
が
い
が
な
い
よ
う
だ
。

が
、
こ
れ
ら
は
今
の
医
学
で
も
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
。
な
お
、
当
然
こ
こ
に
は
い
る
べ
き
鼓
脹
（
現
在
の
鼓
腸
）
篇
が
十
五
巻
、
四
十
六
篇
に

別
項
を
も
う
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
次
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
諸
気
篇
は
一
般
症
状
（
発
無
定
処
）
に
は
い
る

が
、
鼓
脹
篇
は
腹
部
の
症
状
だ
か
ら
、
病
属
腹
肚
の
カ
ー
ズ
コ
リ
ー
に
は
い
る
と
い
う
苦
し
い
分
類
法
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。

風
気
は
外
界
か
ら
呑
下
し
た
空
気
で
も
な
け
れ
ば
、
呼
吸
に
よ
っ
て
吸
入
し
た
空
気
で
も
な
い
。
体
内
に
あ
る
老
廃
物
が
外
に
洩
れ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
諸
気
が
た
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
人
体
内
の
諸
液
が
腐
敗
変
壊
し
て
風
気
腫
を
発
す
る
と
説
明
す
る
。
そ
の
他
の
原
因

と
し
て
、
婦
人
が
子
宮
衝
逆
す
な
わ
ち
ム
ー
ル
ス
ペ
ル
（
ヒ
ス
テ
リ
ー
）
を
お
こ
し
て
気
分
が
動
揺
し
諸
気
症
が
お
こ
る
。
ま
た
、
胃
腸
の
自

然
運
動
に
反
し
た
作
用
で
も
諸
気
が
お
こ
る
。

現
在
で
は
胃
腸
管
内
の
ガ
ス
は
腐
敗
醗
酵
に
も
よ
る
が
、
口
か
ら
嚥
下
さ
れ
た
空
気
が
か
な
り
重
要
部
分
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
腸
管
外
た
と
え
ば
腹
腔
内
に
ガ
ス
が
多
量
に
存
在
す
れ
ば
、
急
性
腹
症
の
よ
う
な
重
症
症
状
を
お
こ
す
こ
と
は
当
時
は
ま
だ
判
然
と
し

ま
た
、
腸
管
外
た
と
》

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
る
＃
戻
乍
迄
埜
原

古
来
か
ら
黄
疸
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
病
気
で
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
こ
れ
に
関
す
る
記
載
も
数
が
多
い
。
九
八
三
年
没
の
源
順
撰
「
倭
名
類

聚
抄
」
巻
第
三
、
病
類
第
四
十
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

黄
疸
病
源
論
一
云
黄
疸
潅
蝿
葎
雍
準
病
岐
身
体
面
目
爪
甲
及
上
小
便
尽
グ
黄
ナ
ル
之
病
也

キ
門
ム
ヤ
マ
と

そ
れ
以
後
も
黄
疸
は
黄
腫
胖
病
、
浮
苦
病
（
フ
ク
病
）
、
黄
胖
、
黄
胖
病
な
ど
多
数
の
呼
び
名
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
記
載
は
簡
単
で
、
肝

や
胆
の
病
気
と
い
う
よ
り
も
、
貧
血
病
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
「
西
説
」
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
記
述
と
ま
っ
た
く
ち
が
っ
て
、
黄
疸
発
生
の
理
論
が
病
態
生
理
に
も
と
ず
い
て
、
か
な
り
正
確

黄

疸

篇
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余
談
で
は
あ
る
が
、
吉
田
長
淑
が
「
西
説
」
を
読
ん
で
発
奮
し
、
わ
が
国
最
初
の
西
洋
内
科
医
を
開
業
し
た
の
は
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、

新
宮
凉
庭
が
二
十
一
才
（
文
化
四
年
）
の
頃
、
「
西
説
」
の
黄
疸
篇
を
読
ん
で
感
激
、
開
眼
し
、
西
洋
医
学
を
学
ぶ
決
意
を
し
た
こ
と
は
あ
ま

・
＊

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
凉
庭
の
「
西
遊
日
記
」
に
そ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
新
宮
凉
庭
伝
に
詳
し
い
。

的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
肝
臓
機
能
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
、
当
時
は
胆
汁
を
分
泌
し
消
化
を
助
け
る
の
が

、
、
、
、
、
、
、
、

肝
の
唯
一
の
作
用
と
さ
れ
て
い
た
。
第
五
十
六
章
黄
疸
ノ
大
較
ヲ
論
ス
か
ら
引
用
す
る
。

ス
ナ
ハ

夫
レ
胆
肺
ノ
中
一
一
胆
汁
ヲ
蔵
メ
盛
ル
コ
ト
。
元
是
レ
肝
臓
ノ
中
ヨ
リ
シ
テ
成
シ
テ
送
り
納
ル
ル
所
ナ
リ
。
胆
受
テ
コ
レ
ヲ
蓄
へ
・
廼
チ
更
一
一

ソ
叩

胆
汁
管
ヨ
リ
コ
レ
ヲ
出
シ
。
冑
ノ
下
ロ
ー
密
邇
セ
ル
簿
腸
（
小
腸
）
ノ
始
ナ
ル
十
二
指
腸
二
輪
シ
潅
ク
ナ
リ
。
此
皆
天
造
自
然
ノ
常
｝
一
シ

テ
。
飲
食
ヲ
消
磨
化
熟
ス
ル
ヵ
為
ニ
シ
テ
然
ル
所
ノ
者
ナ
リ
。
蝿
識
菰
蝿
翠
刻
唖
謡
避
域
祁
哩
彌
錦
伽
硫
蔀
弄
姉
琴
胆
汁
ノ
平
人
二
於
ル
其
色
常
二
黄
ナ

リ
。
其
腐
敗
ス
ル
’
一
及
テ
ハ
・
其
色
変
シ
テ
常
ナ
ラ
ス
仮
令
ハ
灰
白
ヲ
為
シ
。
又
ハ
蒼
緑
ヲ
為
シ
若
ク
ハ
鉛
色
若
ク
ハ
霜
黒
種
々
ノ
異
色
ヲ
現

ス
ル
ナ
リ
。
其
胆
汁
変
ス
ル
ト
変
セ
サ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ス
。
何
レ
ニ
モ
其
循
行
ノ
常
ヲ
保
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
シ
テ
。
却
テ
コ
レ
ヲ
血
脈
（
静
脈
）

ノ
方
へ
濫
流
セ
シ
ム
ル
時
ハ
・
則
チ
一
身
ノ
血
ト
混
渭
ス
。
一
身
ノ
血
ト
混
清
ス
ル
時
ハ
・
其
胆
汁
自
家
ノ
黄
色
ヲ
外
皮
膚
一
一
透
見
シ
・
上
ハ

コ
レ諸

ヲ
白
晴
（
眼
球
結
膜
）
二
発
シ
。
下
ハ
諸
ヲ
小
水
二
潟
シ
委
ク
黄
色
ヲ
為
ス
ナ
リ
。
其
黄
汁
ノ
染
漬
ス
ル
所
。
紙
若
ク
ハ
布
帛
諏
チ
黄
色
ヲ

成
コ
ト
。
潅
慨
ノ
能
ク
操
雪
ス
ル
所
ニ
ァ
ラ
ス
。
是
時
二
当
テ
ハ
・
其
大
便
元
卜
黄
色
ナ
ル
ヘ
キ
者
。
必
ス
変
シ
テ
白
色
ヲ
成
シ
或
は
淡
黒
ヲ

成
ス
コ
ト
。
大
抵
爾
リ
ト
ス
。
此
何
ノ
故
ソ
ト
ナ
レ
ハ
・
他
ナ
シ
。
是
し
常
一
一
薄
腸
二
輪
シ
テ
大
便
ヲ
染
ル
所
ノ
胆
汁
。
常
ノ
如
ク
輪
シ
来
ラ

ス
シ
テ
。
上
諸
ヲ
血
脈
一
一
濫
ス
ル
ヵ
故
一
一
。
大
便
染
ル
所
ナ
キ
｜
一
因
テ
ナ
リ
。
コ
レ
｜
一
因
テ
身
体
黄
色
ヲ
皮
表
二
発
ス
ル
ノ
証
有
コ
ト
ヲ
致
ス

ラ
テ
ン

イ
グ
テ
ロ
ス

コ
レ
ヲ
名
テ
黄
疸
卜
云
ナ
リ
。
羅
甸
コ
レ
ヲ
壹
孤
的
禄
私
卜
云
。

ま
た
、
一
小
石
が
あ
っ
て
胆
道
を
塞
ぐ
時
は
、
胆
汁
が
腸
管
に
排
出
さ
れ
な
い
た
め
に
、
便
が
白
色
を
呈
す
る
と
も
記
し
て
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
進
歩
し
た
現
代
医
学
か
ら
み
れ
ば
は
な
は
だ
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
こ
れ
だ
け
の
詳
し
い
説
明
は
、
き
わ
め
て
漸
新
的
、
科
学
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前
篇
の
黄
疸
篇
が
ひ
じ
ょ
う
に
近
代
的
、
学
問
的
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
本
篇
は
ま
さ
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
時
代
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
ゞ
コ
ル
テ
ル
の
臨
床
態
度
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
自
然
哲
学
的
な
も
の
で
あ
り
、
本
書
で
も
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
引
用
し
た
個
所
が
い
く

＊

っ
か
あ
る
。
ま
た
、
阿
知
波
五
郎
氏
も
こ
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。

現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
る
上
腹
側
部
ご
ｇ
呂
○
自
身
旨
日
と
い
う
言
葉
と
、
心
気
ご
ｇ
９
９
島
国
が
同
じ
語
源
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

の
は
こ
う
し
た
考
え
か
ら
生
じ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
本
篇
は
医
学
用
語
の
語
源
的
意
義
か
ら
み
れ
ば
重
要
な
項
で
あ
る
。

＊
近
代
日
本
外
科
学
の
成
立
一
二
六
頁
ゴ
ル
テ
ル
の
医
学
思
想

近
代
日
本
外
科
学
の
成
立
一

し
ば
憂
う
つ
病
に
か
か
る
。
し
‐

な
い
場
合
も
多
い
と
解
説
す
る
。

ず
る
・ ９

肚
汁
勵
兵
駐

胆
汁
が
腐
敗
し
て
黒
色
と
な
り
、
血
行
に
は
い
り
脳
に
昇
る
と
、
顔
色
も
黒
く
な
り
憂
う
つ
悲
悶
ヒ
ポ
コ
ン
デ
ル
（
メ
ラ
ン
コ
リ
ァ
）
が
お

こ
る
と
説
く
。
ヒ
ポ
コ
ン
デ
ル
畠
旨
。
号
。
且
①
局
は
元
来
肋
骨
下
の
上
腹
側
部
を
い
う
の
で
、
胆
嚢
や
こ
の
部
分
に
症
状
の
あ
る
人
が
し
ば

し
ば
憂
う
つ
病
に
か
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
対
に
ヒ
ポ
コ
ン
デ
ル
す
な
わ
ち
憂
う
つ
病
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
少
し
も
胆
汁
敗
黒
の
症
状
が

胆
汁
敗
黒
症

訂
Ⅱ
ユ
心
如
ハ
ロ
、
Ⅵ
丘
厚
町
宕
夕
、
甲
二
ｑ
、
単
副
Ｊ
ザ
』
ゴ

「
煩
悶
ハ
意
識
ノ
疾
ナ
リ
ト
釈
ス
ル
ノ
ミ
’
一
テ
其
症
状
ヲ
説
キ
示
シ
難
ク
…
…
」
と
「
増
訂
」
で
書
き
始
め
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
篇
で
は

現
在
の
精
神
的
な
煩
悶
を
論
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
し
い
て
肉
体
的
に
説
明
し
よ
う
と
試
み
る
た
め
に
種
々
の
無
理
が
生

煩
悶
篇
ア
ン
キ
シ
ィ
タ
ス

煩
悶
の
所
在
は
内
部
の
諸
蔵
器
に
あ
り
、
四
肢
関
節
に
発
す
る
瘤
痛
と
は
自
ら
異
る
。

胃
内
に
腐
敗
毒
ｌ
い
わ
ゆ
る
腐
敗
胆
汁
が
う
っ
積
し
て
煩
悶
が
発
生
す
る
か
ら
、
治
療
は
吐
剤
を
用
い
る
こ
と
。
ま
た
、
発
汗
剤
や
刺
絡

で
悪
い
汗
や
血
を
と
る
こ
と
が
煩
悶
の
治
療
で
あ
る
と
説
く
の
は
、
在
来
の
東
洋
思
想
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

0
＊
新
宮
凉
庭
伝
山
本
四
郎
著
昭
和
四
三
年
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
七
、
二
三
、
二
四
頁
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函
》
鉤

SeisetsuNaikaSenyo (3)

ToshioOTAKI

Intheearlypartofthel8thcentury,whenGorterwrote"GEZUIVERDEGENEESKONST''(Japanese

translation: "SeisetsuNaikaSenyo"),theiatrophysicaldoctorinewaspredominantinthemedicalcircles

ofEurope・ GiovanniAlfonsoBorellimaintainedthattheexistenceofasubstancecomesfroma liquid

dischargedthroughthenerves…･･･thesuccusnerveus…･･,whichwasa slightlymodifiedtheoryof the

Galenic "animal spirits''. Gorter, apupilofH.Boerhaave,hadasimilaropiniontothoseofBorelliand
WilliamCullen.

ThecontentsofthisbookincludeFebris(fever),Cachexia,Corruptio,Scheurbuik(includingscorbutus),

Zinking(catarrh),Winden(aerophagyandmeteorism),Icterus(jaundice),Melancholia,Hypochondria,
etc．



原
著

１

森
鴎
外
の
北
遊
記
の
五
月
十
五
日
（
大
正
三
年
）
の
条
に
、
「
夜
八
木
沢
の
母
と
姉
来
訪
す
」
と
あ
る
。

北
遊
記
は
鴎
外
が
東
北
、
北
海
道
の
各
師
団
の
衛
生
状
態
を
視
察
し
た
際
の
旅
行
記
で
あ
る
。

大
正
三
年
五
月
四
日
に
上
野
を
出
発
し
、
途
中
仙
台
、
盛
岡
に
立
寄
り
旭
川
か
ら
弘
前
、
山
形
と
各
師
団
管
下
の
連
隊
を
視
察
し
て
、
十
九

日
に
帰
京
す
る
ま
で
の
十
六
日
間
の
視
察
旅
行
の
記
録
で
あ
る
。

旭
川
か
ら
弘
前
へ
到
い
た
の
は
五
月
十
四
日
で
、
宿
舎
は
元
寺
町
の
城
東
館
で
あ
っ
た
。

２

翌
十
五
日
の
午
前
は
輔
重
兵
第
八
大
隊
及
び
歩
兵
第
五
十
二
連
隊
を
視
察
し
た
。
午
後
は
新
寺
町
の
天
徳
寺
、
徳
蔵
寺
及
び
上
白
銀
町
の
市

立
図
書
館
を
訪
ね
た
。
八
木
沢
の
母
と
姉
と
が
城
東
館
に
来
訪
し
た
の
は
そ
の
夜
で
あ
る
。

八
木
沢
と
い
う
の
は
こ
の
視
察
旅
行
で
鴎
外
に
随
行
し
た
軍
医
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
野
駅
を
出
発
し
た
五
月
四
日
の
条
に
、
「
晴
午
前
八

時
二
十
分
上
野
を
発
す
、
八
木
沢
石
田
の
二
軍
医
随
行
す
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

母
と
姉
と
が
訪
ね
て
来
た
の
だ
か
ら
、
八
木
沢
軍
医
は
必
ず
弘
前
の
人
に
違
い
な
い
。
わ
た
く
し
は
鴎
外
の
北
遊
記
を
読
ん
で
、
鴎
外
に
随

行
し
た
八
木
沢
軍
医
が
弘
前
の
人
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。

森
鴎
外
の
北
遊
記
に
見
え
る
軍
医
八
木
澤
正
雄

(1）

齪
零
鱸
群
舞
凱
確
昭
和
四
十
八
年
十
二
月

松
木

明
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お
そ
ら
く
当
時
鴎
外
の
副
官
で
も
し
て
い
て
、
こ
の
視
察
旅
行
に
随
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
ほ
か
に
も
き
っ
と
鴎
外
と
交
渉
が
あ

３

つ
た
人
に
相
違
な
い
、
わ
た
く
し
は
そ
う
考
え
て
当
時
の
鴎
外
の
日
記
を
見
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
大
正
三
年
十
月
十
日
の
条
に
、

「
土
晴
西
沢
行
蔵
、
八
木
沢
正
雄
と
共
に
伝
染
病
研
究
問
題
を
討
究
す
」

と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。
こ
れ
で
八
木
沢
軍
医
の
名
が
正
雄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
が
鴎
外
の
日
記
に
八
木
沢
軍
医
の
氏
名
が
見
え
る
最
初
で
あ
る
。

次
い
で
大
正
三
年
か
ら
翌
四
年
へ
か
け
て
、
鴎
外
の
日
記
に
八
木
沢
正
雄
の
氏
名
が
次
の
よ
う
に
み
え
、
最
後
が
大
正
四
年
八
月
二
十
四
日

で
あ
る
。

い
て
は
全
く
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

大
正
三
年

十
月
二
十
四
日
土
朝
福
原
文
部
次
官
の
大
島
陸
軍
次
官
に
与
ふ
る
書
に
、
西
沢
、
八
木
沢
を
伝
染
病
研
究
所
に
任
用
せ
ん
と
す
る
件
あ

り
、
大
島
に
意
見
を
述
べ
次
い
で
西
沢
を
呼
び
て
諭
す
所
あ
り
。

十
月
二
十
五
日
日
朝
西
沢
、
八
木
沢
研
究
所
に
性
き
て
帰
途
来
訪
す
。

十
一
月
六
日
金
西
沢
行
蔵
、
八
木
沢
正
雄
伝
染
病
研
究
所
へ
引
継
に
往
く
。

十
二
月
十
五
日
火
晴
寒
退
く
青
山
胤
通
に
書
を
遣
っ
て
八
木
沢
正
雄
の
事
を
言
ふ
。

大
正
四
年

三
月
二
日

弘
前
市
出
身
の
医
者
や
軍
人
な
ら
そ
ん
な
に
数
も
多
く
な
い
の
で
、
大
抵
は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
た
が
、
今
ま
で
に
八
木
沢
軍
医
に
つ

火
晴
八
木
沢
正
雄
が
洋
行
の
事
を
大
臣
に
言
ひ
て
許
さ
る
。
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留
学
し
た
人
の
よ
う
で
あ
る
。

ど
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

か
ろ
う
か
と
考
え
た
。

す
る
と
果
し
て
八
木
沢
正
雄
の
名
が
あ
っ
た
。
明
治
三
十
二
年
の
第
十
一
回
の
卒
業
生
で
あ
る
。
し
か
し
す
で
に
物
故
し
て
い
る
の
で
、
単

に
そ
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
わ
た
く
し
は
同
期
の
卒
業
生
の
中
に
誰
か
知
っ
て
い
る
人
で
も
な
い
か
と
名
簿
を
見
渡

し
た
が
、
知
っ
て
い
る
人
は
一
人
も
な
か
っ
た
。

み
た
の
で
あ
る
。

七
月
一
日
木
晴
山
田
隆
一
に
八
木
沢
正
雄
の
事
を
言
ふ
。

八
月
二
十
四
日
火
陰
夜
八
木
沢
正
雄
留
別
の
宴
を
富
士
見
軒
に
催
す
予
も
往
く
。

わ
た
く
し
は
弘
前
市
出
身
の
軍
医
で
鴎
外
と
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
に
と
く
に
興
味
を
覚
え
、
是
非
と
も
八
木
沢
軍
医
の
人
と
な
り
や
経
歴
な

く

人
に
尋
ね
る
に
し
て
も
ち
ょ
っ
と
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
前
に
何
か
手
許
に
あ
る
も
の
で
、
凡
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
も
の
が
な

弘
前
出
身
の
軍
医
な
ら
き
っ
と
弘
前
の
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
思
い
な
が
ら
弘
前
中
学
校
の
同
窓
会
の
名
簿
を
繰
っ
て

こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
別
に
鴎
外
の
副
官
で
は
な
く
、
伝
染
病
研
究
所
の
移
管
に
際
し
て
そ
の
衝
に
あ
た
り
、
の
ち
鴎
外
の
推
挙
に
よ
っ
て

１
鴎
外
全
集
著
作
編
随
筆
第
二
十
三
巻
昭
和
二
十
六
年
岩
波
書
店
。

２
北
遊
記
に
は
蝿
重
兵
第
八
聯
隊
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
八
大
隊
の
誤
り
で
あ
る
。

３
鴎
外
全
集
著
作
編
日
記
三
第
三
十
二
巻
昭
和
二
十
八
年
岩
波
書
店
。

2）
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八
木
沢
軍
医
の
卒
業
し
た
明
治
三
十
二
年
の
前
年
の
卒
業
に
は
、
新
潟
医
科
大
学
で
小
児
科
の
教
授
を
さ
れ
た
岩
川
克
輝
博
士
が
あ
り
、
ま

た
そ
の
翌
年
の
卒
業
に
は
地
質
学
者
の
大
湯
正
雄
博
士
や
、
植
物
学
者
の
郡
場
寛
博
士
な
ど
が
お
ら
れ
た
。

さ
ら
に
当
時
医
者
に
な
り
軍
医
と
し
て
陸
軍
省
に
勤
務
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
多
分
東
京
大
学
医
学
部
（
当
時
医
科
大
学
）
で
も
卒
業
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
東
京
大
学
医
学
部
の
卒
業
な
ら
、
鉄
門
倶
楽
部
の
名
簿
に
あ
る
筈
だ
。
鉄
門
倶
楽
部
と
い
う
の
は
東
京
大
学
医
学

部
の
同
窓
会
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
考
え
て
早
速
調
べ
て
み
た
ら
、
果
し
て
八
木
沢
正
雄
の
氏
名
が
あ
っ
た
。
明
治
三
十
九
年
の
卒
業
で
あ

る
。
や
は
り
物
故
者
の
た
め
氏
名
し
か
載
っ
て
い
な
か
っ
た
。
よ
も
や
東
京
大
学
医
学
部
の
卒
業
で
あ
ろ
う
と
は
全
く
意
外
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
九
年
は
日
露
戦
争
の
終
了
し
た
年
の
翌
年
で
、
同
期
の
卒
業
に
は
結
核
の
熊
谷
岱
蔵
博
士
や
人
類
学
者
の
長
谷
部
言
人
博
士
な
ど

が
あ
る
。
ま
た
前
年
の
明
治
三
十
八
年
の
卒
業
に
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
弘
前
市
出
身
の
岩
川
克
輝
博
士
が
お
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
弘
前
市
出
身
の
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
人
と
言
え
ば
、
明
治
十
二
年
の
第
二
回
卒
業
に
佐
々
木
文
蒋
が
あ
る
。
伊
東
重
が

明
治
十
九
年
の
卒
業
で
、
次
い
で
小
野
芳
甫
が
明
治
三
十
六
年
、
次
が
岩
川
克
輝
で
明
治
三
十
八
年
、
そ
れ
か
ら
明
治
四
十
三
年
卒
業
の
斎
藤

周
蔵
で
あ
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
た
び
は
じ
め
て
岩
川
克
輝
博
士
と
斎
藤
周
蔵
博
士
と
の
間
に
、
八
木
沢
正
雄
軍
医
が
卒
業

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
は
か
ら
ず
も
わ
た
く
し
の
先
輩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

の
三
年
前
で
あ
る
。

み
る
ま
で
も
な
く
、

然
の
こ
と
で
あ
る
。

岩
川
克
輝
弘
前
市
出
身
明
治
三
十
八
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
医
学
博
士
新
潟
医
科
大
学
教
授
昭
和
十
九
年
没
六
十
五
才

大
湯
正
雄
弘
前
市
出
身
明
治
三
十
九
年
東
京
大
学
理
学
部
卒
業
地
質
学
者
理
学
博
士
東
北
大
学
理
学
部
助
教
授
大
正
十
年
没

明
治
三
十
二
年
と
言
え
ば
、
北
清
事
変
の
あ
っ
た
明
治
三
十
三
年
の
前
年
に
あ
た
り
、
例
の
青
森
の
歩
兵
第
五
連
隊
の
雪
中
遭
難
事
件
の
年

三
年
前
で
あ
る
。
こ
の
年
の
卒
業
生
は
わ
ず
か
に
二
十
八
名
で
、
そ
の
大
半
は
す
で
に
物
故
し
て
生
存
者
は
い
く
ら
も
な
か
っ
た
。
考
え
て

る
ま
で
も
な
く
、
明
治
三
十
二
年
の
卒
業
な
ら
現
在
で
は
少
く
と
も
八
十
才
以
上
に
な
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
生
存
者
の
少
い
の
も
ま
た
当
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明
治
三
士
一
年
の
卒
業
生
の
氏
名
を
見
た
ら
、
八
木
沢
正
雄
の
氏
名
が
見
出
さ
れ
た
。
陸
軍
二
等
軍
医
正
東
京
大
学
助
教
授
伝
染
病
研

究
所
技
師
と
あ
っ
た
。
こ
れ
で
大
正
八
年
に
は
存
命
中
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
を
さ
き
の
鴎
外
の
日
記
の
記
事
と
照
合
し
て
み
れ

ば
、
の
ち
陸
軍
省
を
罷
め
て
伝
染
病
研
究
所
へ
専
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
東
京
大
学
附
属
の
研
究
所
だ
っ
た
の
で
助
教
授
と
な
っ
て
、
同
時
に

Ｊ３

そ
れ
か
ら
数
日
経
っ
て
古
雑
誌
な
ど
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
偶
然
大
正
八
年
の
弘
前
中
学
校
の
校
友
会
報
が
出
て
来
た
。
開
校
二
十
五
周
年

の
記
念
号
で
、
わ
た
く
し
が
中
学
四
年
の
時
の
で
あ
る
。
何
気
な
く
手
に
と
っ
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
み
た
ら
、
巻
末
に
同
窓
生
の
名
簿
が
載

っ
て
い
た
。

四
十
才

郡
場
寛
青
森
市
出
身
植
物
学
者
明
治
四
十
年
東
京
大
学
理
学
部
卒
業
理
学
博
士
京
都
大
学
理
学
部
教
授
昭
和
十
八
年
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
昭
南
植
物
園
長
昭
和
二
十
九
年
弘
前
大
学
学
長
昭
和
三
十
三
年
没
七
十
四
才

佐
々
木
文
蔚
弘
前
市
出
身
明
治
十
二
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
海
軍
軍
医
大
尉
と
な
り
、
明
治
二
十
五
年
フ
ラ
ン
ス
か
ら
駆
逐
艦
千

島
の
廻
航
帰
国
の
途
中
、
愛
媛
県
沖
で
英
国
軍
艦
ラ
ヴ
エ
ン
ナ
号
と
衝
突
沈
没
旬
職
し
た
。
四
十
一
才
。

伊
東
重
弘
前
市
出
身
明
治
十
九
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
帰
国
開
業
弘
前
市
医
師
会
長
県
医
師
会
長
弘
前
市
長
を
歴
任
、

大
正
六
年
に
代
議
士
と
な
る
。
大
正
十
五
年
欧
米
旅
行
の
途
次
パ
リ
で
客
死
し
た
。
七
十
才
。

小
野
芳
甫
弘
前
市
出
身
明
治
三
十
六
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
帰
国
開
業
昭
和
二
十
三
年
没
七
十
八
才
。

斎
藤
周
蔵
南
津
軽
郡
五
郷
村
出
身
明
治
四
十
三
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
伊
東
重
の
女
婿
医
学
博
士
開
業
弘
前
市
医
師
会
長

昭
和
四
十
四
年
没
八
十
六
才
。
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軍
医
も
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
二
等
軍
医
正
と
言
え
ば
、
中
佐
相
当
官
で
あ
る
。

従
来
北
里
柴
三
郎
博
士
が
所
長
と
し
て
運
営
し
て
き
た
伝
染
病
研
究
所
を
、
大
正
三
年
十
月
大
隈
内
閣
の
時
に
、
そ
れ
ま
で
内
務
省
の
所
管

だ
っ
た
の
を
文
部
省
に
移
管
し
、
東
京
大
学
に
所
属
さ
せ
、
医
学
部
の
附
属
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
移
管
に
は
当
時
陸
軍
省
医
務
局
長
だ

っ
た
鴎
外
も
ま
た
関
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

４

寺
イ
ザ
ワ

こ
れ
に
つ
い
て
は
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
の
西
沢
行
蔵
の
追
憶
談
が
あ
る
。
西
沢
行
蔵
は
わ
た
く
し
が
東
京
大
学
医
学
部
に
在
学
し
た
大
正
の

末
年
こ
ろ
の
教
授
で
、
伝
染
病
研
究
所
に
勤
務
し
た
。

全
く
夢
想
だ
に
も
し
た
こ
と
の
な
い
意
外
の
こ
と
で
、
唯
詰
然
と
し
て
何
等
の
御
返
事
も
出
来
な
い
で
ゐ
る
と
、
局
長
の
あ
と
を
受
け
て

山
田
課
長
が
緊
張
し
て
話
し
出
さ
れ
た
。

「
馬
を
免
疫
し
て
行
く
位
の
こ
と
は
、
少
し
秩
序
的
に
や
れ
ば
左
程
六
ケ
敷
い
こ
と
で
も
無
い
で
せ
う
が
」

そ
し
て
我
々
の
返
事
を
注
意
し
て
待
っ
て
居
ら
れ
た
。
我
々
の
動
悸
は
ま
だ
続
い
て
居
た
。
こ
の
時
局
長
は
顔
を
和
げ
て
言
わ
れ
た
。

「
や
っ
て
見
れ
ば
出
来
る
も
の
だ
よ
。
出
来
な
け
れ
ば
ソ
レ
ま
で
で
、
仕
方
が
な
い
で
な
い
か
一

大
正
三
年
十
月
末
に
余
と
八
木
沢
軍
医
と
は
局
長
（
鴎
外
）
よ
り
招
致
さ
れ
て
急
遠
医
務
局
に
出
頭
し
た
。

余
等
は
敬
礼
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
近
づ
く
と
、
す
ぐ
に
そ
こ
の
椅
子
を
勧
め
ら
れ
た
。
局
長
は
い
つ
も
の
通
り
侭
然
た
る
態
度
で
あ
っ
た

が
、
少
し
改
ま
っ
た
口
調
で
大
体
左
の
如
く
話
し
出
さ
れ
た
。

「
青
山
と
北
里
と
は
ド
ー
モ
平
素
か
ら
仲
が
悪
く
て
ネ
ー
、
今
度
愈
々
伝
染
病
研
究
所
を
大
学
に
移
管
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
北
里
は
こ
れ

を
承
知
し
な
い
。
研
究
所
員
は
総
辞
職
を
す
る
と
い
ふ
の
で
、
今
後
の
血
清
製
造
を
引
受
け
る
も
の
が
こ
ち
ら
に
な
い
。
緒
方
は
出
来
ぬ
と

い
ふ
の
で
青
山
も
ハ
タ
と
困
っ
た
が
、
今
更
ド
ー
す
る
こ
と
も
出
来
ぬ
。
ソ
コ
デ
陸
軍
か
ら
君
達
を
出
す
こ
と
に
し
た
い
の
で
あ
る
。
是
非

ヤ
ッ
テ
貰
ひ
た
い
の
だ
が
ド
ー
ダ
」

348



究
所
へ
引
継
に
往
く
」
と
あ
る
。

の
は
終
始
西
沢
た
だ

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

伝
染
病
研
究
所
で
の
血
清
製
造
の
仕
事
は
、
最
初
か
ら
西
沢
、
八
木
沢
の
両
軍
医
が
担
当
し
て
行
っ
た
。
「
引
継
ぎ
を
受
け
て
か
ら
は
余
等

は
必
死
の
勢
を
以
て
作
業
に
着
手
し
た
」
と
西
沢
の
追
想
談
に
あ
る
。
当
時
の
苦
心
ま
こ
と
に
思
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

十
一
月
六
日
に
は
文
部
次
官
の
福
原
鐙
次
郎
が
伝
染
病
研
究
所
の
所
長
に
新
任
さ
れ
、
東
京
大
学
医
学
部
の
横
手
千
代
之
助
（
衛
生
学
）
、

林
春
雄
（
薬
理
学
）
、
長
与
又
郎
（
病
理
学
）
な
ど
の
諸
教
授
、
事
務
担
当
の
二
木
謙
三
、
西
沢
行
蔵
、
八
木
沢
正
雄
な
ど
の
人
々
が
、
と
も

に
伝
染
病
研
究
所
に
出
向
い
て
引
継
ぎ
を
終
了
し
た
。

局
長
の
腹
は
も
う
定
っ
て
る
。
コ
ー
な
っ
て
は
最
早
姥
れ
て
後
己
む
ま
で
で
あ
る
と
、
潜
在
せ
る
決
心
が
ム
ラ
ノ
、
と
起
っ
た
。
八
木
沢

軍
医
を
顧
み
て
目
と
目
が
出
合
っ
た
時
、
八
木
沢
の
眉
宇
の
間
に
も
覚
悟
の
色
が
閃
い
て
居
た
。
我
等
の
本
分
と
し
て
最
早
何
等
陦
路
す
べ

き
で
な
い
。
そ
し
て
漸
く
次
の
如
き
言
葉
を
以
て
御
答
へ
申
し
上
げ
た
。

「
自
分
共
で
出
来
る
丈
の
事
は
何
処
ま
で
も
や
り
ま
す
。
然
し
自
分
等
の
腕
に
は
大
難
事
業
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
一
両
日
の
間
よ
く
考
へ
さ

し
て
戴
き
た
い
の
で
御
座
い
ま
す
」

実
際
に
伝
染
病
研
究
所
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
の
は
、
十
一
月
六
日
で
あ
っ
た
。
当
日
の
日
記
に
は
「
西
沢
行
蔵
、
八
木
沢
正
雄
伝
染
病
研

こ
れ
が
十
月
二
十
四
日
の
鴎
外
の
日
記
に
あ
る
「
西
沢
を
呼
び
て
諭
す
所
あ
り
」
の
詳
細
な
内
容
で
あ
る
。

こ
の
時
鴎
外
に
招
致
さ
れ
た
の
は
西
沢
と
八
木
沢
と
の
二
人
で
あ
っ
た
が
、
日
記
に
は
西
沢
と
だ
け
あ
る
。
実
際
に
鴎
外
と
談
話
を
交
し
た

は
終
始
西
沢
た
だ
一
人
で
、
八
木
沢
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
た
だ
の
一
言
も
発
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
日
記
に
は
西
沢
の
氏
名
だ
け
が
記
載

然
し
実
際
に
は
前
後
の
こ
と
も
何
も
考
ふ
る
暇
が
な
く
、
無
意
識
の
問
に
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

局
長
は
簡
単
に
そ
れ
が
よ
い
と
大
き
く
う
な
づ
か
れ
た
。
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な
い

◎
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
八
木
沢
正
雄
は
日
な
ら
ず
し
て
留
学
の
途
に
つ
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
鴎
外
の
日
記
に
は
八
木
沢
正
雄
に

関
す
る
記
載
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
留
学
中
鴎
外
と
の
間
に
文
通
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
帰
国
に
際
し
て
は
挨
拶
な
ど
も
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
片
言
隻
句
も
見
ら
れ
な
い
の
は
、
ま
た
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
全
く
不
思
議
に
堪
え

席
し
た
。

こ
れ
ら
の
諸
教
授
は
い
ず
れ
も
わ
た
く
し
の
在
学
中
に
講
義
を
担
当
さ
れ
た
先
生
方
で
事
務
担
当
の
二
木
謙
三
博
士
は
の
ち
教
授
に
な
ら

れ
て
、
伝
染
病
学
の
講
義
を
さ
れ
た
。
二
木
博
士
は
周
知
の
よ
う
に
赤
痢
菌
の
駒
込
Ａ
菌
Ｂ
菌
の
発
見
者
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
魚
咬
症
の
研

究
で
名
高
い
人
で
あ
る
。
こ
と
に
伝
染
病
媒
介
者
と
し
て
の
魚
に
つ
い
て
の
お
話
は
非
常
に
面
白
く
、
宛
然
魚
哲
学
の
概
が
あ
っ
た
。

大
正
三
年
十
二
月
十
五
日
の
日
記
に
は
、
「
青
山
胤
通
に
書
を
遣
っ
て
八
木
沢
正
雄
の
事
を
言
ふ
」
と
あ
る
が
、
そ
の
書
簡
が
全
集
に
収
載

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

青
山
胤
通
は
東
京
大
学
医
学
部
の
教
授
（
内
科
学
）
で
あ
っ
た
が
、
福
原
鏡
次
郎
の
後
を
受
け
て
伝
染
病
研
究
所
長
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
伝

染
病
研
究
所
に
於
い
て
の
八
木
沢
正
雄
の
身
分
に
つ
い
て
、
青
山
胤
通
に
謀
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

翌
大
正
四
年
に
な
っ
て
か
ら
は
、
八
木
沢
正
雄
の
留
学
が
問
題
に
な
っ
た
。

「
三
月
二
日
火
八
木
沢
正
雄
が
洋
行
の
事
を
大
臣
に
言
ひ
て
許
さ
る
」

大
臣
と
は
時
の
陸
軍
大
臣
岡
市
之
助
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
七
月
一
日
の
日
記
に
は
「
山
田
隆
一
に
八
木
沢
正
雄
の
こ
と
を
言
ふ
」
と
あ
る
。
山
田
隆
一
は
さ
き
に
も
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
陸
軍

省
医
務
課
長
で
あ
っ
た
。
八
木
沢
正
雄
の
留
学
の
件
に
つ
い
て
、
何
か
具
体
的
な
話
で
も
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
後
八
木
沢
正
雄
の
留
学
が
い
よ
い
よ
決
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
月
二
十
四
日
に
は
そ
の
送
別
の
宴
が
開
か
れ
て
、
そ
れ
に
鴎
外
が
出

と
に
か
く
鴎
外
が
部
下
の
軍
医
の
留
学
に
つ
い
て
竝
竝
な
ら
ぬ
配
慮
を
示
し
て
い
る
の
は
、
ほ
か
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
異
例
の
こ
と
で
は

350



な
か
ろ
学
っ
か
。

こ
れ
も
畢
寛
伝
染
病
研
究
所
の
移
管
に
際
し
て
、
陸
軍
の
責
任
に
於
い
て
治
療
血
清
の
製
造
を
引
継
い
だ
関
係
上
諺
こ
れ
に
関
す
る
新
し
い

知
見
と
技
術
を
導
入
す
る
必
要
か
ら
、
八
木
沢
正
雄
を
留
学
さ
せ
て
そ
の
衝
に
当
ら
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
八
木
沢
正
雄
自
身
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
人
で
あ
っ
た
と
思
う
。

４
軍
医
と
し
て
の
鴎
外
先
生
山
田
弘
倫
昭
和
九
年
医
海
時
報
社

７４く

八
木
沢
正
雄
は
帰
朝
後
二
等
軍
医
正
に
昇
進
し
、
東
京
大
学
医
学
部
助
教
授
と
な
り
、
軍
医
学
校
教
官
を
兼
ね
陸
軍
の
防
疫
を
担
当
し
て
活

躍
し
た
が
、
大
正
十
年
一
月
三
日
に
死
去
し
た
。
鴎
外
の
逝
去
は
大
正
十
一
年
七
月
九
日
で
あ
る
か
ら
、
鴎
外
に
先
立
つ
こ
と
－
年
六
ヶ
月
で

大
正
十
年
は
わ
た
く
し
が
新
設
の
弘
前
高
等
学
校
（
官
立
）
へ
入
学
し
た
年
で
あ
る
。
八
木
沢
正
雄
は
明
治
三
十
九
年
東
京
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
て
以
来
、
東
京
に
在
住
し
そ
の
社
会
的
地
位
も
ま
だ
さ
ほ
ど
高
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
大
正
十
年
一
月
に
死
去
し
た
の
で
、
わ
た
く

し
が
知
ら
な
か
っ
た
の
も
ま
た
当
然
で
あ
っ
た
。

葬
儀
は
陸
軍
軍
医
学
校
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
臨
時
脚
気
病
調
査
会
の
弔
詞
を
山
田
弘
倫
軍
医
が
書
い
て
鴎
外
に
呈
出
し
た
。
こ
れ
に
は

鴎
外
の
訂
正
加
筆
は
な
か
っ
た
。
こ
の
種
の
案
文
で
鴎
外
の
訂
正
加
筆
が
な
か
っ
た
の
は
、
た
だ
こ
の
一
文
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ぁ

←
《
》
づ
（
）
０

る
0

こ
れ
に
よ
っ
て
八
木
沢
正
雄
は
ま
た
臨
時
脚
気
病
調
査
会
の
委
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

脚
気
の
問
題
は
明
治
の
初
年
か
ら
朝
野
を
挙
げ
て
関
心
が
も
た
れ
、
こ
と
に
陸
軍
に
於
い
て
は
患
者
が
多
発
し
て
兵
員
の
損
耗
が
甚
だ
し
か
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関
係
し
た
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。

は
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

く

北
遊
記
の
記
事
に
よ
っ
て
鴎
外
が
来
弘
し
た
大
正
三
年
当
時
に
は
、
八
木
沢
正
雄
の
母
と
姉
と
が
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
ど
う
に
か
し
て
こ
の
こ
と
を
確
め
た
い
と
考
え
た
。

ナ
カ
チ
ヨ
ウ
シ
タ
マ
チ

明
治
か
ら
大
正
へ
か
け
て
上
級
の
学
校
へ
進
学
し
て
名
を
成
し
た
人
は
、
た
い
て
い
中
町
下
町
方
面
の
も
と
の
士
族
街
の
人
に
多
い
。
こ

ウ
ワ

れ
に
反
し
て
上
町
方
面
は
商
家
が
多
い
た
め
に
進
学
す
る
人
が
少
い
。
し
た
が
っ
て
八
木
沢
正
雄
も
お
そ
ら
く
下
町
方
面
の
人
で
、
旧
士
族
に

関
係
し
た
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
も
上
町
出
身
の
人
で
あ
れ
ば
、
わ
た
く
し
が
上
町
に
居
住
し
て
い
る
関
係
上
、
今
ま
で
に
知
ら
な
い
筈

八
木
沢
正
雄
は
弘
前
市
出
身
、
明
治
三
十
二
年
弘
前
中
学
校
卒
業
、
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
を
経
て
明
治
三
十
九
年
東
京
大
学
医
学
部
を
卒

業
し
た
。
軍
医
と
し
て
鴎
外
の
医
務
局
長
時
代
陸
軍
省
に
勤
務
、
大
正
三
年
五
月
鴎
外
が
東
北
北
海
道
の
各
師
団
の
衛
生
状
態
の
視
察
旅
行
に

随
行
し
て
弘
前
に
来
訪
し
た
。
十
一
月
に
伝
染
病
研
究
所
の
移
管
に
際
し
て
、
事
務
引
継
ぎ
に
あ
た
り
主
と
し
て
治
療
血
清
の
製
造
を
担
当
し

た
。
大
正
四
年
八
月
鴎
外
の
推
娩
に
よ
っ
て
留
学
し
た
。
大
正
八
年
に
は
二
等
軍
医
正
と
な
り
、
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
及
び
東
京
大
学
医
学
部

助
教
授
と
し
て
、
伝
染
病
研
究
所
に
勤
務
し
た
。
ま
た
臨
時
脚
気
病
調
査
会
委
員
と
な
っ
た
。
大
正
十
年
一
月
三
日
死
去
し
た
。

っ
た
た
め
に
、
早
く
か
ら
調
査
機
関
の
設
立
が
望
ま
れ
て
い
た
が
、
明
治
四
十
一
年
に
な
っ
て
漸
く
臨
時
脚
気
病
調
査
会
が
陸
軍
に
設
け
ら
れ

た
。
当
時
は
ま
だ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
が
知
ら
れ
ず
脚
気
の
病
因
に
つ
い
て
は
模
索
の
域
を
出
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
が
発
見
さ
れ
て
、

脚
気
の
本
態
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
治
療
及
び
予
防
が
確
立
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
大
正
十
二
年
こ
の
調
査
会
は
廃
止
さ
れ
た
。

以
上
手
許
に
あ
る
文
献
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
八
木
沢
正
雄
に
つ
い
て
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

5）
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そ
れ
に
八
木
沢
姓
は
弘
前
で
も
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
。
こ
と
に
上
町
で
は
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
茂
森
町
に
た
し
か
八
木
沢
と
い
う

商
家
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
が
、
商
家
と
軍
医
と
で
は
ち
ょ
っ
と
関
係
が
あ
り
そ
う
に
も
思
え
な
か
っ
た
。

あ
と
で
調
べ
て
み
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
弘
前
に
は
八
木
沢
姓
の
家
が
三
四
軒
あ
る
。
い
ず
れ
も
下
町
に
限
ら
れ
て
い

て
、
八
木
沢
正
雄
と
は
直
接
関
係
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
た
あ
る
日
、
母
の
親
し
く
し
て
い
る
古
川
き
よ
さ
ん
が
見
え
た
。
古
川
き
よ
さ
ん
は
茂
森
町
の
出
身
で
、
母
と
高

等
小
学
校
が
同
級
だ
っ
た
。
ま
た
県
立
弘
前
高
等
女
学
校
の
第
二
回
の
卒
業
生
（
明
治
三
十
八
年
）
で
、
な
が
ら
く
仙
台
で
女
学
校
の
体
育
の

教
師
を
し
て
い
た
人
で
あ
る
。
と
く
に
弓
が
特
意
だ
っ
た
。
明
治
か
ら
大
正
へ
か
け
て
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
た
木
村
横
斜
と
同
人
の
俳
人
古
川

天
仙
（
武
英
大
正
十
一
年
没
五
十
才
）
の
妹
で
あ
る
。
ひ
ろ
く
全
市
に
わ
た
っ
て
親
戚
や
知
人
を
も
ち
、
下
町
方
面
の
事
情
に
も
精
し
か

天
仙

っ
た
。そ

れ
で
わ
た
く
し
は
古
川
き
よ
さ
ん
に
八
木
沢
正
雄
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
の
で
あ
る
。

古
川
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
考
え
た
。

「
軍
医
の
人
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
し
か
も
と
百
石
町
と
覚
え
て
い
ま
す
が
、
八
木
沢
と
い
う
家
が
あ
り
ま
し
た

よ
。
今
福
島
と
い
う
お
医
者
さ
ん
の
あ
る
あ
た
り
か
と
思
い
ま
す
。
あ
そ
こ
の
八
木
沢
な
ら
も
と
士
族
で
、
な
ん
で
も
專
徳
寺
（
新
寺
町
）

の
先
年
な
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
が
出
た
家
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
に
弟
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
軍
人
で
す
が
軍
医
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
方
も
と
う
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
奥
さ
ん
は
ま
だ
達
者
で
東
京
に
お
り
ま
す
。
八
木
沢
て
る
さ
ん
と
言
っ
て
も
と
楠
美
と

言
い
ま
し
た
が
、
わ
た
く
し
と
女
学
校
が
同
級
で
す
。
な
ん
で
し
た
ら
専
徳
寺
さ
ん
へ
聞
い
て
み
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
」

き
っ
と
そ
の
八
木
沢
に
相
違
な
い
。
わ
た
く
し
は
心
の
中
で
そ
う
思
っ
た
。
そ
し
て
專
徳
寺
へ
聞
き
合
せ
て
く
れ
る
よ
う
古
川
さ
ん
に
お
願
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「
や
っ
ぱ
り
八
木
沢
と
い
う
軍
医
の
方
は
専
徳
寺
の
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
の
弟
さ
ん
だ
そ
う
で
す
よ
。
専
徳
寺
の
お
母
さ
ん
に
は
弟
の
方

が
二
人
あ
っ
て
、
さ
き
の
方
は
軍
人
で
次
の
方
が
軍
医
だ
そ
う
で
す
。
今
で
は
そ
の
方
も
亡
く
な
っ
て
、
家
族
の
方
は
東
京
に
居
る
と
の
こ
と

で
す
」

た
。

専
徳
寺
の
母
と
い
う
の
は
、
鴎
外
の
日
記
に
「
夜
八
木
沢
の
母
及
び
姉
来
訪
す
」
と
あ
る
そ
の
姉
だ
な
と
、
わ
た
く
し
は
咄
瑳
に
そ
う
思
っ

た
。
そ
れ
で
八
木
沢
正
雄
の
遺
族
の
こ
と
な
ど
、
長
兄
の
奥
さ
ん
の
て
る
さ
ん
に
問
い
合
せ
て
下
さ
る
よ
う
古
川
き
よ
さ
ん
に
重
ね
て
依
頼
し

い
し
た
。

翌
日
古
川
さ
ん
か
ら
返
事
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
八
木
沢
正
雄
の
系
族
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
の
に
、
少
か
ら
ざ
る
興
味
を
覚
え
た
。（

未
完
）
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原
著こ

の
論
文
は
一
八
五
九
年
（
安
政
六
年
）
七
月
十
五
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
雑
誌
は
旨
①
ａ
ｏ
目
の
目
①
国
①
詳
巨
目
ぬ
困
巨
め
⑳
盲
目
印
（
聾
．

需
芹
①
３
９
愚
）
第
十
六
巻
、
三
九
七
、
く
三
九
八
頁
、
一
八
五
九
年
で
、
題
名
は
ゞ
言
①
ｓ
ｏ
旨
尉
呂
ｌ
弓
○
℃
。
四
ｇ
ご
印
呂
①
ゅ
目
①
Ｈ
出
農
。
§
烏

ご
面
。
閏
］
》
》
と
あ
る
。
な
お
「
箱
館
」
（
国
鳥
○
号
扇
）
を
←
《
国
鳥
目
且
①
ゞ
と
濁
っ
て
記
し
て
い
る
の
は
人
々
の
発
音
を
そ
の
ま
ま
文
字
に

冒
冒
ロ
四
目
〉
》
と
あ
る
。
汗

←
た
。
寺

す
る
。

表
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

論
文
に
よ
る
と
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
教
会
所
属
の
医
師
と
し
て
一
八
五
八
年
（
安
政
五
年
）
十
月
末
に
箱
館
に
赴
任
し
直
ち
に
教
会
の
人
ば
か

り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
患
者
を
も
診
療
し
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
の
医
生
を
三
人
程
使
い
、
彼
ら
に
医
学
を
教
え
な
が
ら
外
来
に
押

し
寄
せ
た
患
者
を
治
療
し
て
い
る
。
三
人
の
医
生
が
だ
れ
で
あ
る
か
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
一
人
は
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と

（
で
１
）

前
槁
で
記
し
た
通
り
箱
館
の
ロ
シ
ア
領
事
館
に
所
属
し
て
い
た
医
師
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
つ
い
て
の
詳
細
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
。
し

か
し
筆
者
が
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
留
学
中
、
偶
然
に
も
彼
の
論
文
し
か
も
箱
館
の
医
学
地
理
と
も
言
う
べ
き
非
常
に
興
味
あ
る
論
文
を
発
見
し

た
。
本
論
文
は
こ
れ
ま
で
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
医
学
と
関
連
し
た
事
項
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
に
そ
の
大
意
を
紹
介

い
》
っ
。

当
時
箱
館
の
人
々
の
間
で
は
眼
疾
と
梅
毒
が
多
か
っ
た
。
疫
病
は
少
な
く
極
め
て
少
数
例
な
が
ら
マ
ラ
リ
ア
を
観
察
し
て
い
る
と
記
し
て
い

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
「
箱
館
の
医
学
地
誌
」松

木
明

譲
電
難
癖
‐
鰐
筑
酷
昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
五
日
受
付

知
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箱
館
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
箱
館
の
知
事
（
奉
行
の
こ
と
か
ｌ
松
木
）
に
日
本
人
の
患
者
を
診
察
し
薬
剤
の
投
与
を
し
た
い
旨
申
し
出
た
。
両

方
と
も
無
料
で
あ
る
。
私
は
日
本
人
医
師
に
仕
事
を
さ
せ
、
彼
等
は
ま
た
私
に
相
談
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
た
め
ま
ず
江
戸
か
ら
許
可
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
開
業
当
初
幸
運
に
も
二
例
の
水
腫
病
患
者
を
治
癒
せ
し
め
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
日
本
人
の
医
師
が
治

療
出
来
な
か
っ
た
も
の
で
、
こ
の
た
め
私
の
医
術
の
尊
敬
と
信
用
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
こ
と
を
日
本
人
の
医
師
が
報
告
し
た
の
で

私
の
外
来
臨
床
講
義
と
共
に
外
来
も
同
様
に
可
能
に
な
っ
た
。
間
も
な
く
二
人
の
医
生
が
毎
日
来
た
が
、
彼
ら
は
単
に
助
手
と
い
う
ば
か
り
で

な
く
実
施
訓
練
生
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
患
者
が
殺
到
し
て
す
べ
て
を
診
察
投
薬
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
私
の
指
導
の
下
に

多
く
の
患
者
を
彼
ら
に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
日
本
人
の
医
師
は
建
物
の
非
常
に
低
い
階
に
居
住
し
て
い
る
が
、
こ
の
建
物
は
病
院

と
は
思
え
な
い
程
の
も
の
で
あ
る
。
三
人
の
中
で
一
人
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
少
し
解
し
、
わ
れ
わ
れ
が
用
い
る
多
く
の
薬
も
知
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
オ
ラ
ン
ダ
医
書
か
ら
学
ん
だ
種
々
の
適
応
症
に
用
い
て
い
る
。
江
戸
に
は
数
年
前
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
医
学
校
が
一
つ
あ

る
。
若
い
医
学
生
は
家
族
の
如
く
年
配
の
医
学
生
に
つ
い
て
勉
強
す
る
。
解
剖
は
時
々
犬
の
屍
体
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。
産
科
手
術
の
如
き
外

誌
に
報
告
す
る
。

る
の
は
興
味
深
い
。
人
体
解
剖
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

こ
の
他
箱
館
の
気
温
や
地
形
、
風
土
、
食
生
活
な
ど
に
も
彼
の
筆
が
及
ん
で
お
り
、
短
い
論
文
な
が
ら
も
北
海
道
の
医
学
史
を
論
ず
る
上
に

極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
左
に
そ
の
大
意
を
記
す
。

日
本
箱
館
の
医
学
地
誌

日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
教
会
所
属
医
師
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
か
ら
の
通
信

一
八
五
九
年
七
月
十
五
日
。
箱
館

昨
年
十
月
末
に
当
地
に
赴
任
し
た
が
、
本
年
四
月
よ
り
私
の
医
師
と
し
て
の
業
務
が
非
常
に
拡
大
を
さ
れ
た
の
で
、
私
の
生
活
に
つ
い
て
貴
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科
手
術
は
余
り
行
わ
れ
な
い
。
前
述
の
三
人
の
中
一
人
は
他
よ
り
少
し
才
能
が
あ
り
忍
耐
強
い
の
で
私
は
特
別
に
指
導
し
彼
は
私
に
つ
い
て
ロ

シ
ア
語
を
、
私
は
彼
に
つ
い
て
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
。
私
は
日
本
語
が
大
分
上
達
し
た
の
で
患
者
と
話
し
て
も
分
る
よ
う
に
な
っ
た
が
筆
記

だ
け
は
う
ま
く
な
い
。
私
が
治
し
て
う
ま
く
行
っ
た
の
は
大
低
年
老
い
た
難
破
船
の
船
員
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
日
本
の
医
師
が
治
療

に
失
敗
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
疾
病
は
眼
疾
と
梅
毒
で
あ
る
。
両
者
と
も
非
常
に
慢
延
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
私

は
あ
ま
り
観
察
し
て
い
な
い
。
売
淫
も
非
常
に
多
い
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
医
学
警
察
に
よ
る
警
告
も
な
い
。
も
し
日
本
人
が
眼
疾
に
罹
り
神

に
も
見
放
さ
れ
た
ら
、
日
本
の
医
師
も
全
く
手
の
施
し
よ
う
も
な
い
。
そ
し
て
た
と
え
両
眼
で
な
く
て
も
片
眼
は
つ
ぶ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
べ

て
の
種
類
の
角
膜
の
混
濁
な
ど
と
同
じ
様
に
良
性
の
ブ
ド
ウ
膜
腫
に
対
し
て
も
人
工
的
に
瞳
孔
造
設
術
を
行
っ
て
い
る
の
を
数
多
く
見
て
い
る

が
、
私
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
一
例
も
試
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
現
在
も
な
お
わ
れ
わ
れ
は
あ
る
寺
の
非
常
に
少
な
い
室
数
の
と
こ
ろ
に
居

住
し
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
冬
領
事
が
建
て
る
家
に
引
越
す
見
込
み
も
な
い
。

そ
の
上
今
の
と
こ
ろ
下
級
軍
医
が
一
人
足
り
な
い
た
め
医
師
に
と
っ
て
決
し
て
楽
し
い
仕
事
で
な
い
処
方
茎
書
き
な
ど
を
私
が
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
領
事
館
の
建
物
を
日
本
の
患
者
達
は
ま
る
で
野
戦
病
院
の
如
く
思
う
で
あ
ろ
う
。

眼
疾
が
非
常
に
多
い
原
因
と
し
て
生
活
様
式
が
あ
げ
ら
れ
る
。
梅
毒
も
ま
た
然
り
。
と
く
に
す
さ
ま
じ
い
西
風
、
西
北
風
が
吹
い
て
寒
冷
が

厳
し
く
と
も
日
本
人
は
火
鉢
の
側
に
座
し
暖
炉
を
知
ら
な
い
。
暖
っ
た
ま
ま
で
戸
外
へ
出
る
が
、
半
分
も
剃
毛
さ
れ
た
頭
を
寒
風
に
晒
す
の
で

あ
る
。
う
つ
た
い
や
炎
症
が
生
ず
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
妻
た
ち
は
眉
毛
を
剃
り
落
し
て
い
る
。
梅
毒
に
対
し
て
は
彼
等
は
甘
禾
を
与
え
て

お
り
、
稀
に
昇
求
も
投
与
し
て
い
る
。
水
銀
使
用
上
の
注
意
は
皆
無
で
あ
り
そ
の
た
め
に
恐
ろ
し
い
後
遺
症
が
起
っ
て
い
る
。
頭
蓋
、
脊
椎
、

下
顎
の
カ
リ
エ
ス
を
す
で
に
私
は
見
て
い
る
。
水
銀
剤
で
治
ら
な
い
例
に
対
し
て
私
は
ヨ
ー
ド
ヵ
リ
を
用
い
て
い
る
。
梅
毒
性
の
皮
膚
性
疾
患

は
あ
ま
り
観
察
し
て
い
な
い
。
家
族
性
の
疾
患
は
折
癬
で
あ
る
。
上
流
の
家
の
人
々
に
お
い
て
す
ら
見
ら
れ
る
。
疫
病
は
少
な
く
、
箱
館
は
そ

の
地
形
か
ら
い
っ
て
空
気
の
停
滞
が
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
マ
ラ
リ
ヤ
は
少
な
い
と
思
わ
れ
、
私
の
妻
と
娘
を
除
い
て
四
月
か
ら
二
、
三
例
観

察
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
風
土
順
化
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
私
の
気
象
学
の
日
誌
か
ら
二
、
三
の
事
を
記
す
。
（
一
八
五
八
年
）
十
一
月
最
高
気
温
（
＋
）
届
．
昭
○
最
低
（
１
）
昭
。
（
以
下
同
様

に
最
高
と
最
低
）
。
十
二
月
、
（
＋
）
亀
。
と
（
１
）
３
○
一
月
（
一
八
五
九
年
）
（
＋
）
吟
電
○
と
（
１
）
蛸
。
平
均
（
１
）
い
ｓ
ｏ
○
二

月
、
（
＋
）
刃
噌
。
と
（
１
）
電
○
平
均
（
１
）
］
旬
。
○
三
月
、
（
１
）
局
面
。
⑦
と
（
１
）
噌
○
平
均
（
＋
）
騨
翰
。
（
こ
れ
は
誤
り
な
ら
ん

ｌ
松
木
）
。
四
月
、
（
＋
）
扇
面
。
。
と
（
＋
）
唱
ｏ
平
均
剴
切
○
五
月
、
（
＋
）
届
。
。
と
（
＋
）
卸
噌
ｏ
平
均
（
＋
）
邑
卜
。
○
六
月
、

（
＋
）
忌
め
。
。
と
（
十
）
式
噌
⑦
平
均
国
司
６
七
月
（
十
五
日
現
在
）
（
＋
）
国
＆
。
ｏ
と
（
＋
）
匡
勘
。
○
五
月
か
ら
雨
多
く
、
静
か
な

海
か
ら
東
風
が
霧
を
も
た
ら
す
。
六
月
に
は
雨
の
日
が
十
五
日
、
七
月
の
今
日
ま
で
雨
の
日
は
八
日
。
冬
期
雪
が
多
い
が
、
風
が
強
い
の
で
積

ら
な
い
。
こ
の
た
め
道
路
は
悪
い
そ
り
道
と
な
る
が
日
本
人
は
こ
れ
を
利
用
し
な
い
。
高
さ
二
○
○
フ
ィ
ー
ト
の
山
の
傾
斜
面
に
存
す
る
箱

館
は
南
に
か
け
て
高
い
山
脈
に
よ
っ
て
護
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
こ
こ
で
は
風
向
き
が
二
つ
よ
り
な
い
。
秋
、
冬
、
春
に
は
西
風
つ
ま
り
北

西
風
又
は
南
西
の
風
だ
け
で
霧
は
発
生
し
な
い
。
五
月
か
ら
は
東
風
で
こ
れ
が
霧
を
も
た
ら
す
。
箱
館
の
郊
外
は
と
く
に
美
し
い
と
は
言
え

ず
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
高
山
が
あ
り
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
を
な
し
て
数
露
里
（
一
露
里
は
一
○
六
七
米
Ｉ
松
木
）
で
海
に
至
る
。
所
々
に
険
し

い
場
所
が
あ
り
海
か
ら
は
登
れ
な
い
。
夏
は
雲
が
少
な
い
。
こ
こ
で
は
植
物
は
少
な
く
、
故
国
に
お
け
る
様
な
美
し
い
牧
草
地
も
な
い
。

農
業
に
つ
い
て
内
陸
深
く
ま
で
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
唯
箱
館
か
ら
二
五
露
里
ほ
ど
離
れ
た
あ
る
村
で
米
を
作
っ
て
い
る
。
大
根
は
ロ
シ
ア

よ
り
多
く
用
い
て
い
る
。
日
本
人
は
有
毒
な
も
の
を
除
い
て
海
産
物
を
食
す
。
す
べ
て
の
貝
類
、
数
え
切
れ
な
い
程
の
木
の
根
や
植
物
、
海
藻

な
ど
は
乾
燥
し
て
ス
ー
プ
と
し
て
調
理
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
妻
た
ち
を
も
含
め
て
領
事
と
共
に
三
十
露
里
も
離
れ
た
と
こ
ろ
へ
二
、
三
度
馬
で

ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
夕
方
に
は
ま
た
馬
で
帰
っ
た
。
特
に
美
し
い
場
所
に
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
様
に
私
は
仕
事
を

す
る
た
め
町
で
馬
に
乗
る
。
車
は
道
を
通
る
の
に
困
難
で
あ
り
、
ま
た
車
は
少
な
い
。
す
べ
て
の
こ
と
は
人
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
か
あ
る
い

は
荷
役
馬
に
よ
っ
て
運
搬
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
同
胞
は
少
な
く
な
い
。
冬
に
は
二
隻
の
軍
艦
が
入
港
し
た
し
、
六
月
か
ら
は
多
く
の
ロ
シ
ア
船

が
入
港
し
た
た
め
し
ば
し
ば
晩
餐
会
が
あ
っ
た
。

注
意
、
軽
い
地
震
三
回
、
一
月
三
日
、
二
月
十
三
日
、
四
月
十
四
日
。
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@$MedicalTopographyofHakodateinHokkaido''

byDr.Albrecht

AkitomoMATSUKIM.，．

Thisreporthas as itsaimto introduceDr., Albrecht'spaper entitled "MedicalTopographyof
HakodateinJapan"whichappearedin:GMedicinischeZeitungRusslands"(St.Petersburg)29:397-398, 1858.

Accordingtothispaper,Dr・albrechtcametoHakodateasanattendingphysicianto theRussian
ChurchinHakodateat theendofOctober,1858andwrotethepaperonJuly15, 1859.

Soonafterhisarrival, heopenedaclinic totreat anumber of Japanesepatientswhile teaching
medicinetothreeJapanesemedicalstudents.

Hereportedthateyediseaseandsyphiliswereprevailant among inhabitants ofHakodateat that
tlrne・

althoughhetreatedseveralcasesofmalaria, hereportedthatepidemicswererare.
Althoughnothingissaidaboutperforminghumancadaver dissection, thispaper isan important

documentforthestudyofthemedicalhistoryofHokkaido.

(DepartmentofAnesthesiology,UniversityofHirosaki, SchoolofMedicine,Aomori-Ken, Japan)
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国
昌
註
の
置
皀
畠
①
ａ
ｎ
里
］
（
旨
門
口
里
（
得
》
画
吟
揚
』
①
一
画
）

ｐ
Ｈ
．
、
ご
国
風
同
匡
吋
昼
頤
の
》
写
①
ａ
①
Ｑ
Ｈ
①
。
①
ロ
芹
ご
呉
昌
○
戸
巳
国
白
色
》
尹
国
い
四
目
①
日
ご
①
同
具
昏
①
⑦
①
ロ
ヰ
巴
の
四
日
圃
円
望
国
○
四
門
口
具
］
四
℃
四
房

四
コ
旦
四
ぐ
庁
①
１
勺
昂
印
丘
①
貝
呉
言
①
の
凰
山
Ｉ
氏
君
巴
〕
Ｏ
Ｒ
ｍ
ｏ
ｇ
①
ご
ざ
門
牙
①
シ
・
ぐ
四
口
。
①
ョ
①
昌
呉
旨
①
島
。
巴
⑳
ｇ
①
目
用
言
旨
石
臼
〕
・
国
。
国
冒

臼
勺
ご
両
。
①
言
三
四
冒
届
お
ゞ
ロ
①
①
昌
臼
①
Ｑ
吾
①
ご
昌
房
Ｑ
望
幽
蔚
切
シ
ロ
ョ
望
曾
弓
①
四
ｍ
①
具
目
》
四
口
Ｑ
沖
。
日
届
段
弓
馬
＄
ず
①
画
且
①
Ｑ

ｏ
昌
昏
①
印
国
廟
ａ
⑦
①
ロ
関
巴
弓
毒
○
日
“
切
四
ゆ
め
巨
託
、
①
○
己
Ｉ
の
①
口
角
巴
．
国
①
君
四
ｍ
目
⑦
×
芹
四
℃
ロ
ｇ
貝
⑦
Ｑ
８
号
①
め
冨
壺
具
⑦
①
ご
閏
里
○
．
○
・

四
○
乏
四
ａ
呉
君
幽
普
言
嗅
○
口
．
函
①
君
四
い
号
①
笥
里
］
号
田
口
四
国
具
昏
①
シ
頤
凰
ｏ
巳
冒
禺
里
己
①
己
四
耳
目
①
昌
具
牙
①
ご
昌
房
竺
塑
胃
の
印

⑦
。
ぐ
①
門
自
白
①
口
諄
・
四
国
ロ
。
己
幽
ご
画
胃
四
目
○
口
ロ
斤
○
由
乏
○
円
声
言
い
①
茸
言
い
再
め
○
三
房
ｇ
５
ｐ
Ｃ
【
ず
○
○
戸
⑳
四
国
Ｑ
己
四
℃
①
例
日
ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｑ
の
門
．

筆
者
は
欧
米
の
医
学
雑
誌
を
探
索
し
国
三
豊
旨
①
ｇ
ｏ
巴
］
（
〕
巨
日
巴
（
国
冨
ご
と
］
◎
巨
冒
里
呉
シ
ョ
①
ｐ
８
ｐ
宮
①
島
の
畠
渥
印
ｍ
ｏ
ｇ
昌
○
目

Ｑ
Ｐ
冨
吟
）
に
そ
の
氏
名
を
求
め
た
の
で
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

』

な
い
と
思
わ
れ
る
。

原
著

（
１
）
（
２
）

所
謂
お
雇
い
外
国
人
の
一
人
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
医
師
ス
チ
ュ
ー
ァ
ー
ト
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
拙
稿
の
中
で
簡
単
に
触
れ
た
。
エ
ル

ド
リ
ッ
ジ
は
横
浜
で
死
亡
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
死
が
外
国
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
か
を
知
る
の
も
彼
を
評
価
す
る
上
で
看
過
で
き

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
計
報

弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科

態
零
蕊
密
軽
卦
膳
昭
和
四
十
八
年
十
月
三
十
日
受
付

松
木
明

知
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DuringhisresidenceatWashington, andwhilestillonGeneralHoward'sstaff, theyoungofficerenteredon
thestudyofmedicine, andobtainedthedegreeofM.D・fromtheoldGeorgetownFaculty. Hewasimmedi-

atelyappointedDemonstratorofAnatomyinhisCollege, apostwhichhecontinuedtoholdtillhewent to

JapanasSecretaryofascientificmissionunderGeneralHoraceCapron. ThepartyreachedYokohama in

August, 1871. Dr.EldridgewasappointedbytheJapaneseGovernmentSurgeon-GeneraloftheKaitakushi,
andwasstationedatHakodate. Thereheestablishedamedical schoolandeducatedmanyJapanese;healso

treatedpatientsinahospitalattachedtotheschool. HealsopublishedamagazineentitledKinsei-I-Seton

(ModernMedicalScience),whichwasdistributedamongthemedicalpractitionersinHokkaido,andserved

toadvancemedicalknowledgeinthenorthempartofJapan. In l875Dr. Eldridgesettled inpractice in

Yokohama,whereheremainedinactiveworktillhisdeath. Heheldmanyoffices,includingthatofDirector

of theGeneralHospitalofYokohama. HewasappointedaMemberoftheCentral SanitaryBoardby the

JapaneseGovernment inl883, Hisservicestothecauseofmedical andsanitaryprogress in Japanwere

recognizedbytheEmperorofJapan,whoconferredonhimtheFourthOrderofMeritinl897,andtheThird

OrderofMeritnotlongbeforehisdeath. AmongDr.Eldridge'scontributionstomedicalliteraturewerepapers

onBeri-Beri, ontheArrowPoisonoftheAinos, onEchinococci intheFemaleBladder, on theOccurrence

of lnternalAneurysminEuropeanResidents inJapan, ontheUbiquitousMicrobe, onPlague, etc.

JournalofAmericanMedicalAssociation(37:1476, 1901)

StuartEldridge,MD.,ActingAssistantSurgeon,U.S・Marine-HospitalService, onduty in theoificeof

theUnitedStatesConsulGeneral,Yokohama, Japan, isdead. Hewas anativeofNewJersey, lived in
【
＠
ぬ



雪
四
巨
弄
①
ゅ
写
四
．
重
軍
》
甘
舜
印
①
く
閂
巴
］
⑦
胃
晩
．
曽
己
乏
閉
囚
津
①
Ｈ
乏
四
ａ
ｎ
○
日
５
９
①
空
言
且
吾
吾
の
シ
四
一
ａ
三
目
局
巴
己
①
己
肖
目
］
①
貝
．
弓
閉
冨
罠
晶
‐

８
口
．
胃
口
昌
、
己
．
壷
①
尋
①
巨
弄
さ
］
鈎
己
國
邑
乏
詳
一
目
⑦
①
目
①
円
巴
国
○
時
色
。
①
○
四
壱
園
○
房
四
【
己
君
四
印
画
陣
①
う
三
四
Ｈ
ｇ
①
日
亘
○
君
の
・
ず
］
津
５
］
四
℃
騨
口
の
印
①

ｍ
Ｏ
ぐ
①
【
ロ
日
⑦
日
》
四
目
ｇ
ｏ
凋
四
昌
嗣
①
Ｑ
｝
５
⑩
巨
冨
病
日
国
四
戸
○
旦
呉
①
色
目
Ｑ
里
印
①
夛
会
Ｒ
①
．
国
①
葛
幽
ゆ
幽
閉
侭
目
①
Ｑ
８
２
』
ご
言
昌
①
穴
旦
国
日
幽
旨

』
、
④
吟
。

（
４
）こ

の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
注
目
①
己
８
口
旨
昌
邑
巴
具
冨
①
ｇ
ｏ
宮
①
よ
り
も
イ
ギ
リ
ス
の
雑
誌
Ｆ
四
月
里
の
方
が
よ
り
多
く
の
日
本
に

関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
に
関
し
て
当
時
相
当
の
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
）

Ｂ
Ｍ
Ｊ
の
方
の
記
事
は
石
橋
長
英
、
小
川
鼎
三
著
「
お
雇
い
外
国
人
」
の
中
に
見
え
る
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
記
載
と
順
序
は
多
少
異
な
る
が
内

容
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
唯
Ｂ
Ｍ
Ｊ
の
方
で
は
彼
が
米
国
農
務
省
の
第
一
番
目
の
司
書
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
書
に
は
な

い
。
Ｂ
Ｍ
Ｊ
で
は
「
近
世
医
説
」
を
「
言
目
印
①
ｚ
ｌ
め
①
３
口
」
と
誤
記
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
記
事
は
極
め
て
簡
単
で
あ
り
、
他
書
と
異
る
の
は
一
三
－
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
生
れ
で
後
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
に
移
っ
た
と
あ
る
だ
け

る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
人
の
医
師
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
死
に
関
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
雑
誌
の
方
が
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
よ
り
も
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
を
さ
い
て
い

4 3 2 1

文
献

松
木
明
知
北
海
道
に
お
け
る
人
体
解
剖
の
事
蹟
日
本
医
史
学
雑
誌
第
一
六
巻
第
二
号
昭
和
四
五
年
六
月

松
木
明
知
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
日
本
医
事
新
報
二
三
九
二
号
昭
和
四
五
年
二
月
二
八
日

石
橋
長
英
、
小
川
鼎
三
「
お
雇
い
外
国
人
（
第
九
、
医
学
）
」
、
一
六
四
頁
鹿
島
研
究
所
出
版
昭
和
四
四
年
九
月

松
木
明
知
ラ
ン
セ
ッ
ト
誌
（
一
八
二
三
’
一
九
○
○
）
に
現
わ
れ
た
日
本
未
発
表
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ObituaryofDr.StuartEIdridge

AkitomoMATSUKI

Thel902issueoftheBritishJournalofMedicine reportedthedeath inYokohamaofDr. Stuart

EldridgewhowasanAmericanphysicianlivinginJapan, mentioninghis career in theUnitedStates

andJapan.

TheAmericanJournalofMedicine(1901)also reportedhis death, however, itwasonlyashort

paragraphonhismedicalactivity. Judgingfromthis, hewasmorehighlyregardedinBritain than in
theUnitedStates.

師
や
め



医史学紀要

AnnalsofMedicalHistory

V()lumesl-10(1917.1928) Quarterly

NewSeries

Volumesl-10(1929-1938) Bimonthly

ThirdSeries

Volumesl-4 (1939-1942) Bim()nthly

編集:F.R.Pa(Jkard.(主幹）

H･CIIShin9｡F.H.Gar,･ison､A.C･Klel)s(他）

NewYork,PaulB・Hoeber,Publishers.

全24巻原本完全揃い ￥180,000

HistoryofMedicine in theUnitedStates(1901)の著者である
パッカード氏をはじめ、ギヤリソン氏、その他の米国医史学界重鎮
が編集にあたった、医史学研究に必須な文献。

r､一息'･孝箇c一一一一一一一一一e一一一､一一一恩～､一・一一一一一吋

中国医学史(紀元前から1932年まで) I
HiStoryofChineseMedicine

MWW"壗藻|美著 1
I 1973年ニューヨーク刊（原本1936年一第2版一上海刊) !

\14,850 !

し一一一一一一一一一一一一｡一一e～…･…～､一一一一一一一』

ご注文と医学史に関する古書のお問い合せは、雄松堂書店古書係へ

雄松壷書店
………〒‘…｛,"‘”

WUgmm関西営業所京都市中京区二条通河原町東入ル京都書店会館内
〒604電話075(222)0165(代）



私
は
こ
の
仙
台
に
は
非
常
に
深
い
関
係
が
ご
ざ
い
ま
す
。
十
三
年
間
も
東
北
大
学
の
解
剖
学
教
室
で
初
め
二
年
間
を
助
手
と
し
て
、
あ
と
助

教
授
と
し
て
こ
の
土
地
で
す
ご
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
第
二
の
故
郷
と
も
云
え
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
今
度
の
総
会
を
仙
台
で
開
く
に
あ

た
っ
て
山
形
会
長
か
ら
特
別
講
演
を
し
ろ
と
い
う
の
で
、
私
は
御
挨
拶
の
程
度
に
し
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ

こ
に
掲
げ
ま
し
た
よ
う
な
変
っ
た
題
目
に
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
雑
談
、
私
の
想
い
出
話
で
あ
り
ま
し
て
、
し
か
し
そ
の
想
い
出
話

が
、
な
る
べ
く
間
達
が
な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
文
献
も
調
べ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
憾
悔
話
と
い
う
ほ
う
が
当
っ
て
い
る
の
で
、
私
が
医
史
学

に
入
っ
て
い
く
の
に
ど
ん
な
に
陦
踏
し
た
か
、
ま
あ
何
し
ろ
決
心
す
る
ま
で
に
大
分
時
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
お
話
す
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
医
史
学
の
重
要
性
を
次
第
に
自
分
で
見
つ
け
て
い
っ
た
そ
の
過
程
を
申
上
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

Ｊ一
三
高
時
代
の
私
は
一
体
い
つ
頃
か
ら
医
学
の
歴
史
に
興
味
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
ま
し
た
。
大
正
十
年
の

く
日
記
が
残
っ
て
い
ま
す
。
京
都
の
第
三
高
等
学
校
の
二
年
か
ら
三
年
生
の
時
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず
い
英
語
で
書
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
前
に
佐

伯
理
一
郎
先
生
の
英
語
で
書
い
た
日
記
が
お
話
に
で
て
お
り
ま
し
た
が
、
あ
あ
い
う
詳
し
い
も
の
で
な
く
、
字
も
下
手
だ
し
、
文
章
も
う
ま
く

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
大
正
十
年
と
い
う
と
一
九
二
一
年
で
す
が
、
そ
の
十
月
二
十
六
日
の
と
こ
ろ
、
農
．
君
＆
旨
①
旨
昏
①
①
：
昌
昌
ｍ

胃
乏
①
昌
さ
岳
①
国
．
三
・
○
．
諺
．
具
ご
ご
ざ
Ｒ
巴
ご
ゞ
８
房
胃
讐
①
一
開
冒
３
号
ｏ
貝
詞
匡
号
罵
言
Ｒ
冒
急
ご
ｐ
Ｈ
．
甸
旦
旨
画
昌
葺
．
岸

言
勝
冒
蔚
蔚
豊
畠
と
書
い
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
京
都
大
学
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
行
っ
て
藤
浪
鑑
先
生
の
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
に
関
す
る
講
演
を
問
い

原
著

医
史
学
と
私

繩
嘩
霊
嘆
礎
辨
醍
や
峰
雪
＃
ユ
贈
昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
二
日
受
付

１
－
Ｊノ

川

鼎
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て
面
白
か
つ
た
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
僕
の
日
記
の
中
で
医
史
学
に
関
す
る
少
く
と
も
残
っ
て
い
る
も
の
で
は
最
初
の
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
そ
の
と
き
別
才
で
し
た
が
、
そ
の
一
九
二
一
年
の
十
月
十
三
日
は
で
す
な
、
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
が
一
八
二
一
年
十
月
十
三
日
の
生

れ
で
す
か
ら
、
正
に
生
誕
百
年
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
十
月
十
三
日
に
東
大
病
理
学
教
室
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
生
誕
百
年
記
念
会
が
開
か
れ

て
、
京
都
か
ら
藤
浪
鑑
先
生
が
で
て
こ
ら
れ
て
東
大
の
小
金
井
良
精
先
生
と
の
お
二
人
が
講
演
し
て
、
ま
た
駐
日
ド
イ
ツ
大
使
と
か
古
在
東
大

総
長
が
祝
辞
を
述
べ
る
な
ど
大
変
盛
大
な
会
を
開
い
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
藤
浪
鑑
先
生
は
そ
れ
か
ら
京
都
に
帰
っ
て
、
二
週
間
も
た
た
な

い
う
ち
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
右
の
講
演
を
さ
れ
た
わ
け
で
、
内
容
が
同
じ
だ
っ
た
か
ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
そ
れ
を
私
は
き
き
に
行
っ
て

岸
急
閉
日
蔚
扁
昌
品
と
や
っ
て
る
の
で
す
。
こ
こ
に
天
野
重
安
と
い
う
後
の
京
大
教
授
が
ま
と
め
て
出
さ
れ
た
「
藤
浪
鑑
撰
集
」
と
い
う

本
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
目
次
に
鑑
先
生
の
十
四
の
論
著
の
題
が
挙
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
巾
で
、
大
正
十
年
の
分
は
、
「
ル
ド
ル
フ
・

ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
と
社
会
医
学
」
、
「
ル
ド
ル
フ
・
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
先
生
の
事
蹟
一
覧
表
」
の
二
つ
で
あ
り
ま
す
。
私
の
日
記
は
簡
単
で
す
か
ら
何

を
聞
い
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま
あ
何
し
ろ
こ
れ
に
近
い
も
の
を
そ
の
と
き
聞
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
興
味
ふ
か
く
思
っ
た
に

違
い
な
い
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
月
も
た
た
な
い
十
一
月
二
十
三
日
の
日
記
に
、
冒
昏
①
日
。
日
日
ぬ
い
言
昌
巴
冒
蔚
唱
里
四
目
Ｑ
冒
昏
①

呉
蔚
日
○
○
邑
弓
①
貝
８
書
①
ｚ
Ｐ
ｚ
尿
○
口
○
》
乏
扁
局
巴
冒
侭
言
冨
月
冒
君
ｌ
即
応
符
と
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
書
簡
集
を
買
っ
た
わ
け

で
す
。
背
に
負
月
冒
君
１
国
凰
凰
①
と
あ
り
ま
す
が
、
中
は
日
本
文
に
訳
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
南
江
堂
で
買
い
ま
し
た
。
ま
あ
、
一

月
も
た
た
な
い
う
ち
に
こ
れ
を
買
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
藤
浪
先
生
の
お
話
に
相
当
な
感
銘
を
う
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
面
白
い
こ
と
に
は
高
等
学
校
の
時
に
買
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
い
つ
し
か
私
の
書
斎
か
ら
消
え
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
人
に
貸
し
た

の
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
今
か
ら
五
年
近
く
前
に
な
り
ま
す
が
、
森
於
莵
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
哩
年
の
末
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
直
後
に
於
莵
先
生
の
奥
様
か
ら
私
に
形
見
に
と
い
っ
て
三
冊
の
本
を
下
さ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
冊
が
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ

書
簡
集
で
そ
の
時
、
私
は
中
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
が
こ
れ
は
私
が
昔
、
持
っ
て
い
た
の
と
同
じ
装
頓
の
本
で
あ
り
、
な
つ
か
し
い
な
と
思
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
家
に
帰
っ
て
か
ら
、
そ
の
本
を
開
け
た
ら
で
す
な
、
最
初
の
頁
に
小
川
蔵
書
と
判
．
が
押
し
て
あ
る
の
で
あ
り
ま
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す
。
東
大
の
学
生
時
代
か
ら
私
は
森
先
生
と
特
に
親
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
お
貸
し
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
を
奥
様
が
気
が
つ
い
て

お
返
し
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
形
見
に
と
い
わ
れ
た
。
私
は
実
に
不
思
議
な
気
が
し
ま
し
た
。
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
も
の
が
私
の
書
斎

に
返
っ
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
蔵
書
印
は
あ
ま
り
古
い
も
の
で
は
な
い
。
戦
後
に
先
生
が
台
湾
か
ら
戻
ら
れ
て
か
ら
お
貸
し
し
た
の
だ

ろ
う
。
あ
と
で
、
幻
燈
で
判
．
を
押
し
て
あ
る
と
こ
ろ
の
証
拠
を
お
見
せ
し
ま
す
。

藤
浪
鑑
先
生
は
ド
イ
ツ
留
学
の
時
に
ベ
ル
リ
ン
で
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
教
室
で
学
ん
だ
の
で
す
か
ら
、
大
正
十
年
の
生
誕
百
年
の
と
き
に
藤
浪

先
生
が
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
事
蹟
を
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
き
わ
め
て
自
然
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
「
藤
浪
鑑
撰
要
」
の
最
初
に
は
「
某
生
に
与
え
て
医
史
学
を
論
ず
る
の
書
」
と
い
う
論
著
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。
恐
ら
く
こ
の
一

冊
の
中
で
一
番
大
事
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
某
生
と
い
う
の
は
誰
だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
人
に
対
し
て
医
史
学
の
重
要
性
を

論
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
大
正
四
年
の
作
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
大
正
四
年
は
、
富
士
川
勝
先
生
が
「
日
本
疾
病
史
」
に
よ
っ
て
京
都

大
学
か
ら
医
学
博
士
の
学
位
を
う
け
た
年
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
年
に
こ
の
某
生
は
で
す
な
、
ど
う
し
て
「
日
本
疾
病
史
」
と
い
う
ご
と
き
論
文

で
医
学
博
士
が
得
ら
れ
る
か
と
疑
問
を
述
べ
た
ら
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
藤
浪
先
生
が
堂
々
と
医
学
の
歴
史
を
知
ら
な
け
れ

ば
現
在
の
医
学
の
本
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
議
論
は
今
日
の
私
ど
も
を
教
訓
す
る
点
の
多

い
、
実
に
立
派
な
内
容
で
あ
り
ま
す
。
解
剖
学
を
勉
強
し
て
も
発
生
学
を
知
ら
な
け
れ
ば
人
体
の
構
造
は
充
分
に
理
解
で
き
な
い
。
そ
れ
と
同

じ
で
医
学
の
発
達
史
を
ぜ
ひ
私
ど
も
は
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
こ
の
論
文
に
は
素
晴
し
い
こ
と
が
沢
山
に
書
い
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
細
胞
病
理
学
は
決
し
て
突
如
と
し
て
世
に
現
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
ゥ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
先
輩
の
ロ
キ
タ
ン
ス

キ
ー
の
液
体
病
理
学
を
知
る
こ
と
な
く
し
て
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
学
説
が
解
る
筈
が
な
い
。
ま
た
、
ロ
キ
タ
ン
ス
キ
ー
の
液
体
病
理
学
も
大
昔
の

ガ
レ
ン
、
そ
の
ま
た
昔
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
病
理
説
と
没
交
渉
で
あ
る
と
果
し
て
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
論
じ
て
あ
り
ま

す
。
人
類
の
歴
史
に
は
絶
え
ず
疾
病
に
対
す
る
人
間
の
努
力
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
医
学
の
歴
史
と
は
人
間
の
文
化
の
歴
史

の
反
映
に
他
な
ら
な
い
も
の
で
、
即
ち
、
文
化
史
と
し
て
医
学
史
は
大
事
な
の
だ
と
主
張
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
論
文
は
大
正
四
年
に
害
か
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れ
て
、
大
正
七
年
の
中
外
医
事
新
報
に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
三
高
の
二
年
生
の
時
は
ま
だ
医
学
に
進
む
と
決
心
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
自
身
は
植
物
学
、
植
物
生
理
特
に
光
合

成
と
い
う
か
葉
緑
素
の
研
究
を
や
る
こ
と
を
中
学
の
終
り
頃
か
ら
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
従
っ
て
こ
の
頃
は
ま
だ
医
科
に
進
む
気
が
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
二
年
生
の
時
に
須
藤
新
吉
先
生
か
ら
ヴ
ン
ト
の
心
理
学
の
講
義
を
聞
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
に
ヴ
ン
ト
の
目
瀞
目
○
－

四
切
目
①
界
胃
ｇ
旨
嗅
①
に
非
常
に
興
味
を
も
ち
ま
し
て
、
そ
の
時
か
ら
医
科
の
方
に
傾
斜
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
二
年

生
の
と
き
で
、
大
正
十
年
一
月
九
日
に
は
永
井
潜
先
生
の
「
生
物
学
と
哲
学
と
の
境
」
を
今
日
買
っ
た
と
日
記
に
つ
け
て
お
り
、
そ
の
月
の
二

十
七
日
に
は
こ
の
本
を
読
了
し
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
永
井
潜
先
生
の
「
生
物
学
と
哲
学
と
の
境
」
と
「
生
命
論
」
を
読
ん
で
私
は
大
い
に

し
か
し
、
大
正
十
一
年
に
三
高
を
で
る
ま
ぎ
わ
ま
で
、
東
大
に
入
学
願
書
を
出
す
最
後
の
瞬
間
ま
で
植
物
に
す
る
か
医
科
に
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
迷
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
医
科
に
進
む
と
決
定
し
ま
し
た
の
は
雑
誌
「
思
想
」
に
連
載
さ
れ
ま
し
た
上
野
直
昭
氏
の
「
ウ
イ
ル
ヘ

ル
ム
・
ヴ
ン
ト
想
い
出
の
記
」
と
い
う
文
章
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
読
ん
で
私
は
医
科
に
進
む
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
五
十
年
も
経
っ
て
上
野
直
昭
氏
（
昭
和
四
八
年
四
月
十
一
日
没
、
九
○
才
）
と
日
本
学
士
院
に
お
い
て
休
憩
の
時
間
に
隣
り
合
せ
て

坐
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
私
が
大
正
十
一
年
の
一
月
か
ら
二
月
あ
た
り
に
雑
誌
「
思
想
」
に
「
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
の
想
い
出
の
記
」
を

お
書
き
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ
れ
が
誘
私
の
そ
の
後
、
脳
を
研
究
し
よ
う
と
い
う
方
針
を
最
後
に
決
め
た
も
の
で
す
と
い
い
ま
す
と
、
大
変

に
上
野
先
生
も
喜
ば
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ヴ
ン
ト
が
集
め
て
お
り
ま
し
た
膨
大
な
文
献
薄
書
物
の
類
は
こ
の
東
北
大
学
の
図
書
館
本
館

に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
東
北
大
学
の
、
ま
た
日
本
の
本
当
に
大
き
い
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｊ二
以
上
が
高
等
学
校
の
頃
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
東
大
の
医
学
部
に
入
っ
て
か
ら
の
、
私
の
日
記
は
一
部
欠
け
て
い
ま
す
。
上
野
図
書

く
館
に
行
っ
て
富
士
川
勝
先
生
の
医
学
史
を
読
ん
だ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
自
分
で
は
先
生
の
名
著
日
本
医
学
史
を
買
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は

確
か
で
、
何
故
、
東
大
の
図
書
館
で
読
ま
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
東
大
二
年
の
時
に
、
大
震
災
が
あ
り
、
図
書
館
が
全
焼
し
た
の

啓
発
さ
れ
た
の
で
し
た
。
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で
す
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
で
上
野
の
図
書
館
で
読
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
崎
佐
先
生
の
医
事
法
制
の
講
義
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
の
日
記
を
読
み
ま
す
と
、
法
学
士
の
講
義
は
一
風
変
っ
と
っ
て
面
白
い
な
ど
と
書

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
頃
の
日
記
は
日
本
文
で
す
。

桑
木
厳
翼
氏
の
哲
学
史
の
講
義
を
文
学
部
に
行
っ
て
、
こ
れ
は
そ
の
こ
ろ
医
学
部
の
方
で
時
間
に
予
裕
が
で
き
ま
す
と
ち
ゃ
ん
と
聴
講
願
を

出
し
て
文
学
部
に
行
っ
て
聴
い
た
り
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
桑
木
氏
の
哲
学
講
義
が
ペ
ダ
ン
チ
ッ
ク
で
な
い
の
が
よ
い
と
い
う
よ
う
な
生
意
気

な
こ
と
を
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ど
う
も
哲
学
の
講
義
は
京
都
大
学
で
も
少
し
聞
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
認
難
し
く
て
さ
っ
ぱ
り
解
ら
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
桑
木
先
生
の
講
義
は
わ
り
あ
い
に
解
る
よ
う
に
や
っ
て
く
れ
た
も
ん
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

た
。
と
こ
ろ
哩

で
あ
り
ま
す
。

医
学
部
で
医
史
学
の
講
義
は
な
か
っ
た
。
も
し
そ
れ
が
あ
っ
て
試
験
も
あ
れ
ば
も
っ
と
早
く
齢
東
大
の
学
生
時
代
か
ら
医
史
学
に
興
味
を
も

っ
た
の
で
な
い
か
と
残
念
に
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
学
生
の
と
き
勉
強
ば
か
り
し
と
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
遊
び
の
時
間
も
甚
だ
多
か
つ
た

が
、
医
史
学
の
授
業
が
な
か
っ
た
こ
と
は
今
で
も
非
常
に
残
念
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
形
会
長
な
ど
は
東
北
大
学
の
学
生
の
時
か
ら
医
史
学
を

よ
く
勉
強
し
て
沢
山
良
い
仕
事
を
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
は
そ
れ
に
較
べ
て
恥
か
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
と
に
な
っ
て
非
常

に
惜
し
く
思
い
ま
す
の
は
、
私
が
生
れ
ま
し
た
大
分
県
の
家
、
杵
築
の
城
下
町
に
あ
っ
て
、
井
坂
と
い
う
姓
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
筆
写

し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
字
引
や
ら
昔
の
医
書
が
長
持
に
沢
山
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
も
し
私
が
学
生
時
代
に
医
史
学
に
興
味
を
も
っ
て
い
た

ら
、
そ
れ
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
ま
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
今
は
そ
れ
が
全
部
失
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
や
っ
と
近
年

に
な
っ
て
襖
の
下
張
り
を
は
い
で
ヘ
ン
な
も
の
を
見
つ
け
た
り
し
て
喜
ん
で
お
る
始
末
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
下
張
り
を
調
べ
て
私
の
祖
父
井
坂

玄
琳
が
若
い
時
は
豊
後
日
出
藩
の
小
川
文
之
助
で
あ
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
緒
方
洪
庵
塾
の
第
二
十
五
番
、
で
す
か
ら
早
い
方
に
な
り
ま

す
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
江
戸
や
杵
築
で
漢
洋
折
衷
の
医
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
藤
浪
鑑
先
生
の
撰
集
に
戻
り
ま
す
が
、
藤
浪
先
生
は
東
大
医
学
部
で
二
年
生
の
時
、
そ
れ
は
明
治
二
十
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
で
す
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○
四
年
に
で
た
も
の
で
す
。

が
、
三
宅
秀
先
生
の
医
学
史
の
講
義
を
聴
い
た
と
あ
り
ま
す
。
某
生
が
日
本
で
は
医
学
史
の
講
義
が
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
た
時
に
、
自
分

は
学
生
の
時
に
聴
い
た
ん
だ
。
こ
れ
は
恐
ら
く
我
が
国
の
大
学
で
最
終
の
医
学
史
の
講
義
だ
ろ
う
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
な
く
な
っ
た
と
い

う
の
は
、
明
治
二
十
六
年
に
講
座
制
が
は
じ
め
て
帝
国
大
学
に
で
き
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
医
学
史
の
講
義
が
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

Ｊ三
大
正
十
五
年
に
東
大
を
で
ま
す
と
、
私
は
直
ち
に
仙
台
に
ま
い
り
ま
し
て
、
解
剖
学
教
室
の
布
施
現
之
助
先
生
に
師
事
し
た
の
で
あ
り

く
ま
す
。
ま
ず
脳
の
解
剖
学
を
身
に
つ
け
て
、
そ
の
後
で
、
脳
の
生
理
学
を
や
ろ
う
と
考
え
て
お
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
脳
の
解
剖
学
を

知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
二
年
位
で
脳
の
解
剖
学
が
大
体
わ
か
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
生
理
学
を
や
る
前
に
解
剖

学
を
し
っ
か
り
や
る
と
い
う
考
え
は
正
し
い
の
で
す
が
、
二
年
位
で
脳
の
解
剖
が
わ
か
る
と
考
え
た
の
が
浅
は
か
な
の
で
あ
り
ま
し
て
、
二
年

位
た
て
ば
少
し
解
っ
て
き
て
、
や
っ
と
面
白
く
な
る
の
で
し
た
。
ま
た
そ
の
時
に
助
教
授
に
な
っ
た
の
で
腰
が
坐
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
ず
い
ぶ
ん
長
い
間
仙
台
に
い
る
う
ち
に
医
史
学
へ
の
興
味
が
遅
ま
き
な
が
ら
お
き
て
き
ま
し
た
。
医
学
史
同
好
会
が
医
学
部

の
学
生
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
そ
の
活
発
な
動
き
が
私
に
は
よ
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
仙
台
の
町
を
散
歩
し
て
い
て
、
古
本
屋
で
羊

皮
紙
と
い
う
ん
だ
と
思
ん
だ
が
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ー
ト
ン
・
ア
ナ
ト
ミ
コ
ン
と
い
う
題
名
の
解
剖
の
薄
い
本
、
私
が
最
初
に
入
手
し
た
古
書
を
み

つ
け
て
買
い
ま
し
た
。
出
版
は
一
六
○
四
年
と
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
で
身
体
の
各
部
分
の
名
称
が
表
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

多
分
無
一
文
館
と
い
う
店
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
さ
っ
き
山
形
会
長
に
無
一
文
館
は
今
も
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
聞
き
ま
し
た
と

こ
ろ
、
戦
争
の
最
後
の
空
襲
の
時
に
、
あ
そ
こ
の
主
人
も
焼
け
死
ん
だ
、
今
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
著
者
カ
ブ
ロ
ー
ル
は
フ
ラ

ン
ス
の
モ
ン
ペ
リ
エ
の
学
者
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
カ
ブ
ロ
ー
ル
の
こ
と
も
後
に
は
だ
ん
だ
ん
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
、
私
は
そ
の

本
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
の
初
版
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
一
五
九
四
年
に
で
た
も
の
で
、
ラ
テ
ン
語
版
が
一
六
○
二
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で

出
て
い
ま
す
。
従
っ
て
私
が
入
手
し
た
の
は
ラ
テ
ン
語
本
の
再
版
の
分
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
後
で
幻
燈
で
御
覧
に
入
れ
ま
す
。
ベ
サ
リ
ゥ
ス

の
解
剖
書
フ
ァ
ブ
リ
ヵ
の
第
四
版
を
戦
後
の
混
乱
の
時
に
東
京
で
手
に
入
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
不
思
議
に
も
や
は
り
同
じ
く
一
六
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た
だ
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
、
少
し
工
合
の
悪
い
一
件
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
九
年
の
会
計
年
度
が
終
り
に
近
づ
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
主
任

教
授
の
布
施
現
之
助
先
生
が
、
今
年
は
研
究
費
が
余
り
そ
う
だ
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
古
本
屋
か
ら
国
８
Ｑ
シ
圃
冑
の
解
剖
書
を
買
お
う
と
思

う
と
図
書
掛
の
私
に
相
談
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
不
賛
成
と
申
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
骨
董
品
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
布
施

先
生
に
い
ま
大
い
に
役
に
立
つ
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
出
国
且
ｇ
ｇ
Ｑ
閏
日
房
目
農
呂
房
呂
の
ロ
ン
ロ
胃
○
目
①
が
こ
の
教
室
で
は
完
全
に
揃
っ
て
い

な
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
買
っ
て
下
さ
い
と
い
っ
た
の
で
す
。
ヴ
イ
ク
・
ダ
ジ
ー
ル
の
本
は
二
百
円
か
三
百
円
か
、
そ
の
当
時
と
し
て
は
大
金
で

あ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
決
定
権
は
主
任
教
授
に
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
布
施
先
生
の
御
意
見
が
実
行
に
移
さ
れ
た
の
で
す
。
ヴ
イ
ク
・
ダ
ジ

ー
ル
の
本
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
通
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
注
文
し
て
何
ヵ
月
か
た
っ
て
着
き
ま
し
た
。
そ
の
実
物
を
初
め
て
見
た
瞬
間
に
私
は
負

け
た
と
思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
本
の
素
晴
ら
し
さ
、
ま
た
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、
脳
の
解
剖
学
の
発
達
史
は
こ
の
本
を
み
な
け
れ
ば
論

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
藤
浪
先
生
が
今
の
学
問
の
進
歩
だ
け
追
っ
か
け
て
い
っ
て
、

今
ま
で
の
昔
か
ら
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
そ
れ
は
本
当
に
知
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
そ
の
顕
著
な
一
例
を
私
自
身
が
布
施
先
生

か
ら
の
一
撃
に
よ
っ
て
体
験
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
件
が
昭
和
九
年
で
す
か
ら
、
そ
の
少
し
前
に
な
り
ま
す
。
昭
和
八
年
に
、
大
鳥
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の
年
の

十
月
七
日
と
八
日
の
二
口
問
に
わ
た
っ
て
医
史
学
展
覧
会
が
仙
台
の
大
学
で
開
か
れ
ま
し
た
、
そ
し
て
八
日
の
午
後
に
藤
浪
剛
一
先
生
（
鑑
先

生
の
弟
）
と
富
士
川
勝
先
生
の
両
氏
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
講
演
会
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
日
記
は
な
い
が
、
富
士
川

先
生
が
そ
の
と
き
大
槻
玄
沢
の
西
賓
対
語
に
つ
い
て
非
常
に
面
白
い
話
を
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
で
も
私
が
大
事
に
持
っ
て

そ
の
他
、
仙
台
で
確
か
に
買
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
の
は
賀
川
玄
悦
の
「
産
論
」
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
に
私
と
同
じ

解
剖
学
教
室
で
研
究
し
て
い
ま
し
た
勝
又
正
氏
が
賀
川
玄
迪
の
「
産
論
翼
」
を
持
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
君
が
持
っ
て
い
る
方
が
良
い

だ
ろ
う
と
い
っ
て
呉
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
当
時
か
ら
古
い
物
を
見
つ
け
て
は
喜
ん
で
い
た
の
か
な
と
、
幾
分
そ
の
傾
向
が
あ

っ
た
よ
う
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
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お
り
ま
す
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
諺
そ
れ
は
丁
度
そ
の
年
尋
昭
和
八
年
に
一
冊
本
と
し
て
富
士
川
先
生
が
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
私
は

買
っ
て
い
た
の
で
先
生
に
署
名
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
直
接
に
富
士
川
先
生
か
ら
署
名
を
い
た
だ
い
た
の
は
そ
の
本
だ
け
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
丁
重
な
署
名
で
あ
り
ま
し
た
。
「
昭
和
八
年
十
一
月
十
一
日
、
著
者
富
士
川
瀞
小
川
鼎
三
君
清
零
」
と
な
っ
て
お
り
、
字

も
非
常
に
き
れ
い
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
富
士
川
先
生
も
ま
さ
か
こ
の
若
造
が
で
す
な
、
将
来
こ
の
自
分
た
ち
の
や
っ
て
い
る
日
本
医
史
学

会
の
理
事
長
を
柄
に
も
な
く
引
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
勿
論
、
私
は
夢
に
も
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
、
学
生
が
主
に
な
っ
て
生
理
学
の
佐
武
安
太
郎
教
授
を
中
心
に
、
解
剖
学
の
長
谷
部
言
人
教
授
も
参
加
さ
れ
て
、
医
史
学

同
好
会
が
で
き
た
の
は
昭
和
七
年
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
年
に
卒
業
し
た
青
木
大
輔
氏
が
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ
っ
て
山
形
敞
一
教
授
も
そ
の

頃
か
ら
盛
ん
に
や
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
山
形
君
は
そ
の
と
き
ま
だ
医
学
部
の
一
年
生
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
中
外
医
事
新
報
の
記

事
に
よ
り
ま
す
と
昭
和
八
年
の
前
半
に
慶
応
医
史
学
研
究
会
が
生
れ
た
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
慶
応
、
東
北
大
学
の
二
つ
だ
け
の
よ
う
で
す

が
、
そ
の
こ
ろ
学
生
の
間
で
医
史
学
研
究
熱
が
お
き
て
い
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
東
北
大
学
医
学
史
同
好
会
は
そ
の
後
は
な
は
だ
活
発
で
あ
り

ま
し
た
。
私
は
今
度
、
順
天
堂
大
学
の
山
崎
文
庫
に
東
北
大
学
の
こ
の
同
好
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
い
く
つ
あ
る
か
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
第

一
輯
か
ら
第
十
三
輯
ま
で
、
た
だ
そ
の
間
欠
け
て
い
る
の
が
大
分
あ
り
ま
す
。
第
一
輯
は
昭
和
八
年
の
十
二
月
に
で
て
、
青
木
大
輔
氏
の
も
の

が
で
て
お
り
、
第
十
三
輯
は
仙
台
藩
医
史
資
料
第
十
一
と
あ
り
ま
し
て
、
つ
ま
り
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
第
三
輯
か
ら
は
仙
台
藩
医
史
資
料

が
載
っ
た
わ
け
で
す
。
第
十
三
輯
は
昭
和
十
年
の
六
月
に
東
北
帝
大
二
十
五
周
年
記
念
と
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
私
も
憶
え
て
お
る
ん
で
す

が
、
長
岡
半
太
郎
博
士
が
記
念
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
生
理
学
教
室
で
仙
台
医
史
資
料
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
出
品
点
数
は
四
百
に
及

び
未
曽
有
の
盛
観
で
あ
っ
た
と
、
こ
の
第
十
三
輯
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
医
史
学
同
好
会
の
会
長
は
佐
武
、
長
谷
部
両
教
授
と
な
っ
て

お
り
ま
し
て
、
会
員
は
十
九
人
の
名
前
が
並
ん
で
お
り
ま
す
。
学
年
順
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
中
に
は
私
の
今
で
も
親
し
く
し
て

い
る
人
の
名
前
が
沢
山
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一
人
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
の
研
究
で
非
常
に
素
晴
ら
し
い
業
績
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
名
古
屋
大
学
の

高
橋
信
次
教
授
と
今
年
の
六
月
三
日
、
伊
豆
長
岡
の
旅
館
で
二
人
で
一
晩
だ
け
泊
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
た
ま
た
ま
仙
台
の
医
史
学
同
好
会
に
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話
が
及
び
ま
し
て
、
あ
の
仙
台
藩
の
医
学
校
初
代
学
頭
の
渡
辺
道
可
を
書
い
た
の
が
君
か
と
い
う
わ
け
で
、
当
時
を
偲
ん
で
非
常
に
話
に
実
が

入
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
同
好
会
に
私
は
学
生
に
呼
ば
れ
て
、
出
か
け
て
い
っ
て
話
を
聞
い
た
り
、
ま
た
一
度
だ
け
「
シ
ー
ポ
ル
ト
と
日

本
の
鯨
」
と
か
い
う
題
で
話
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
あ
ま
り
、
私
は
積
極
的
に
そ
の
方
面
の
仕
事
を
し
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
、

今
で
は
非
常
に
良
い
機
会
だ
っ
た
の
を
逸
し
た
と
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
、
と
こ
ろ
が
、
い
ま
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
八
年
と
い
え

ば
私
は
赤
核
の
問
題
で
大
事
な
と
こ
ろ
を
最
初
に
つ
か
ま
え
た
時
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
八
年
四
月
、
千
葉
で
開
か
れ
た
日
本
解
剖
学
会
で
オ
ッ

ト
セ
イ
の
赤
核
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
発
表
し
て
お
り
ま
す
。
脳
解
剖
学
で
自
分
と
し
て
は
最
も
重
大
と
思
え
る
問
題
を
つ
か
み
、
そ
れ
と
取

組
ん
だ
時
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
あ
と
で
日
本
じ
ゅ
う
の
歯
鯨
を
追
い
ま
わ
す
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
考
え
て
み
る
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の

閻
巨
目
四
百
℃
ｏ
ａ
８
に
載
っ
て
お
り
ま
す
己
画
巨
嘗
冒
酔
さ
品
蔚
。
「
長
い
ロ
バ
シ
の
イ
ル
カ
」
を
探
す
た
め
に
長
崎
に
昭
和
九
年
の
夏
と
昭

和
十
年
の
夏
と
二
回
出
か
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
矢
張
り
、
こ
ち
ら
の
方
の
研
究
に
気
を
と
ら
れ
て
、
学
生
の
人
達
と
歩
調
を
合
せ
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
一
年
か
ら
私
は
東
大
講
師
を
兼
任
い
た
し
ま
し
た
。
東
京
と
仙
台
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
生
活
が
続
く
の
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
間
に
昭
和
十
三
年
六
月
に
「
シ
ー
ポ
ル
ト
研
究
」
と
い
う
本
が
岩
波
か
ら
で
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
「
シ
ー
ポ
ル
ト
と
本
邦
の
鯨
」
と
い

う
私
の
論
文
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
高
野
長
英
、
石
井
宗
謙
、
岡
研
介
な
ど
が
鯨
に
つ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
論
文
を
書
い
た
が
、
そ

の
原
本
が
何
で
あ
る
か
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
高
野
長
英
の
分
は
シ
ー
ポ
ル
ト
に
提
出
し
た
と
い
う
鯨
に
関
す
る
論
文
そ
の
も
の
が
見

つ
か
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
私
の
著
作
と
し
て
は
歴
史
も
の
の
最
初
と
い
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
厳
密
に
は
医
学
の
歴
史
と
い
え
な

い
の
で
す
が
、
し
か
し
、
本
腰
を
入
れ
た
最
初
の
も
の
と
言
え
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
私
を
ひ
き
こ
み
ま
し
た
の
が
、
大
鳥
蘭
三
郎
さ
ん
な
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
緒
方
富
雄
、
大
久
保
利
謙
さ
ん
な
ど
が
共
同
し
て
私
を
ひ
き
出
し
た
と
思
い
ま
す
が
確
か
に
大
鳥
さ
ん
が
こ
の
時
、
強
力

に
ひ
っ
ぱ
り
込
ん
だ
覚
え
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
萱
冨
邑
冒
、
昏
具
に
あ
り
ま
す
シ
ー
ポ
ル
ト
の
弟
子
た
ち
の
論
文
の
中
か
ら
鯨
に
関
係
す
る

分
を
私
が
受
持
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
文
献
を
調
べ
る
上
で
は
伊
藤
篤
太
郎
先
生
の
お
宅
、
こ
れ
は
巣
鴨
の
辺
に
あ
り
ま
し
た
が
そ
こ
を
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そ
の
頃
の
中
外
医
事
新
報
に
大
久
保
甚
一
氏
と
山
形
敞
一
両
氏
の
塁
日
簡
を
通
じ
て
見
た
る
小
関
三
英
」
で
あ
る
と
か
、
山
川
章
太
郎
教
授

の
一
‐
小
関
三
英
と
そ
の
書
簡
」
と
い
う
の
が
、
後
者
は
実
に
十
三
回
に
わ
た
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
最
初
に
書
い
て
あ
り
ま
す
よ

う
に
山
形
、
大
久
保
両
君
が
主
に
研
究
し
た
も
の
だ
が
、
山
川
教
授
が
代
表
者
と
し
て
名
前
を
出
す
と
し
て
あ
り
ま
す
。

Ｊ四
次
い
で
昭
和
十
四
年
に
私
は
兼
任
か
ら
東
大
の
専
任
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
十
五
年
が
皇
紀
二
千
六
百
年
と
い
う
の
で
い
ろ
い
ろ

く
な
お
祝
い
の
行
事
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
の
帝
国
学
士
院
は
そ
の
記
念
に
明
治
前
日
本
科
学
史
の
編
纂
を
企
て
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
、

そ
の
結
実
で
あ
る
明
治
前
日
本
医
学
史
な
ど
の
出
版
物
を
読
ん
で
み
ま
す
と
、
実
際
に
そ
の
仕
事
が
始
っ
た
の
は
昭
和
十
六
年
一
月
以
降
の
よ

う
で
あ
り
ま
す
。
最
初
の
医
学
部
門
の
担
当
者
は
長
与
又
郎
で
し
た
。
し
か
し
長
与
先
生
は
昭
和
十
六
年
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
次
い
で
、
稲

田
竜
吉
先
生
が
担
当
さ
れ
、
緒
方
富
雄
氏
が
実
質
的
な
世
話
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
私
に
は
解
剖
学
史
を
担
当
と
い
う
辞
令
が
き
た

の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
大
変
困
る
と
思
い
ま
し
た
。
医
史
学
を
や
っ
て
い
な
い
し
、
解
剖
学
の
歴
史
を
さ
っ
ぱ
り
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
そ
れ
は
困
る
、
今
ま
で
に
す
で
に
や
っ
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
か
ら
と
辞
退
し
た
の
に
半
ば
強
制
的
に
そ
の
役
目
を
押
し
つ
け
ら
れ
た

気
が
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
仕
方
が
な
い
の
で
休
日
な
ど
を
利
用
し
て
蔵
志
、
解
体
新
書
な
ど
有
名
な
解
剖
書
の
読
み
下
し
を
始
め
ま
し
た
。

原
稿
用
紙
に
漢
文
を
ほ
ぐ
し
て
書
い
て
み
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
昭
和
十
七
年
二
月
の
医
史
学
会
の
例
会
で
、
「
三
浦
梅
園
の
造
物
余
證
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
演
説
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
内

容
が
日
本
医
史
学
雑
誌
に
昭
和
十
七
年
七
月
発
行
の
分
に
載
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
が
医
史
学
に
お
け
る
私
の
処
女
作
な
の
で
、
私
の
立

ち
上
り
は
他
の
多
く
の
人
々
に
比
べ
て
か
な
り
晩
生
、
お
く
て
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
大
学
新
聞
の
昭
和
十
七
年
八
月
十
日
の
分
に
「
日

本
最
初
の
人
体
解
剖
、
山
脇
東
洋
の
蔵
志
を
読
み
て
」
と
い
う
の
を
か
な
り
長
文
で
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
解
剖
学
の
歴
史
を
だ

お
訪
ね
し
て
、
非
常
に
宝

で
あ
っ
て
、
仙
台
の
生
坐

つ
づ
け
て
お
り
ま
し
た
。

、
非
常
に
貴
重
な
伊
藤
圭
介
の
蔵
書
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
篇
太
郎
先
生
は
伊
藤
圭
介
の
孫

仙
台
の
生
物
学
教
室
で
植
物
学
を
教
え
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
間
に
も
、
東
北
大
学
の
医
史
学
同
好
会
は
更
に
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
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い
ぶ
熱
心
に
や
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
み
え
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
周
囲
の
人
か
ら
援
助
を
受
け
ま
し
た
。
例
え
ば
、
持
参
し
た
こ
の

本
「
本
邦
漢
方
医
及
び
閏
方
医
の
最
初
の
解
剖
に
関
す
る
読
史
余
談
」
は
呉
秀
三
先
生
の
著
で
あ
り
ま
し
て
、
．
富
士
川
家
蔵
本
と
い
う
判
が
押

さ
れ
て
い
ま
し
て
、
さ
ら
に
山
崎
佐
蔵
書
と
い
う
蔵
書
票
が
つ
い
て
お
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
を
山
崎
先
生
か
ら
、
今
、
君
が
勉
強
し
て
い
る
の

に
大
事
だ
か
ら
と
い
っ
て
渡
さ
れ
た
の
で
す
が
、
私
は
い
た
だ
い
た
も
の
か
と
思
い
、
小
川
蔵
書
の
印
を
押
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
将
来
、
適

当
な
と
こ
ろ
に
置
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
二
次
大
戦
の
最
中
、
昭
和
十
八
年
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
国
際
文
化
振
興
会
が
日
本
の
医
学
史
の
大
略
を
海
外
の
占
領
地
に
示
す
と
い
う
計

画
を
立
て
た
の
で
太
田
正
雄
、
山
崎
佐
、
鶴
見
三
二
、
高
野
六
郎
、
緒
方
富
雄
、
そ
れ
と
私
が
呼
ば
れ
て
集
ま
り
相
談
し
て
、
分
担
執
筆
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
戦
争
中
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
割
合
に
勉
強
し
た
と
み
え
ま
し
て
、
私
は
緒
方
君
と
一
緒
に
や
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
「
現
代
の
医
学
研
究
」
と
い
う
題
で
明
治
以
降
の
主
な
研
究
を
一
所
懸
命
に
な
っ
て
調
べ
ま
し
た
。
こ
れ
は
し
か
し
、

緒
方
君
に
し
ば
し
ば
意
見
を
求
め
て
相
談
し
ま
し
た
が
、
主
に
執
筆
し
た
の
は
私
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
敗
戦
で
ご
た
ご
た
し
て
し
ま
っ

て
、
提
出
し
た
原
稿
が
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
編
集
主
任
だ
っ
た
太
田
正
雄
先
生
も
間
も
な
く
亡
く
な
っ
て
困
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
時
に
、
い
つ
の
ま
に
か
、
昭
和
二
十
一
年
、
「
日
本
の
医
学
」
と
題
し
て
民
風
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
著
者
に
一
度
も
校

正
刷
を
見
せ
な
か
っ
た
為
に
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
が
甚
だ
多
い
本
で
す
。
し
か
し
、
あ
の
本
の
「
現
代
の
医
学
研
究
」
の
部
を
私
は
か
な
り
骨
折
っ

て
書
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
私
で
な
け
れ
ば
、
し
な
い
間
違
い
、
つ
ま
り
緒
方
君
で
あ
れ
ば
間
違
わ
な
い
は
ず
と
い
う
所
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
人
工
癌
を
作
っ
た
山
極
勝
三
郎
先
生
と
一
緒
に
研
究
し
た
市
川
厚
一
氏
を
市
川
厚
二
と
し
て
い
る
。
あ
れ
は
、
鯨
を
研
究
し
た
本

多
厚
二
と
い
う
人
が
あ
っ
た
の
で
、
う
っ
か
り
名
前
を
と
り
違
え
た
の
で
す
。
あ
れ
は
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
は
な
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
だ

に
あ
れ
を
孫
び
き
す
る
人
が
あ
る
ら
し
く
、
市
川
厚
二
と
書
い
た
文
を
見
る
毎
に
、
相
済
ま
ん
こ
と
を
し
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

昭
和
二
十
年
に
戦
争
が
終
っ
て
、
そ
の
翌
年
、
混
乱
の
中
で
神
田
の
あ
る
古
本
屋
で
ベ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
吉
第
四
版
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ

の
翌
年
、
二
十
二
年
の
四
月
、
大
阪
で
戦
後
最
初
の
日
本
医
学
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
総
会
の
直
前
に
武
田
薬
品
の
図
書
館
に
行
き
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柄
に
も
な
く
、
こ
の
会
の
第
七
代
理
事
長
に
な
り
ま
し
た
の
は
昭
和
三
十
五
年
の
四
月
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
欧
米
に
出
張
し
ま
し

た
時
に
は
各
国
の
医
史
学
研
究
の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
医
事
に
関
係
し
た
遺
跡
な
ど
を
見
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
東

大
を
停
年
退
職
す
る
と
共
に
順
天
堂
大
学
で
医
史
学
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
学
科
は
日
本
で
は
等
閉
に
ふ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
微
力
な
が
ら
、
そ
の
穴
を
す
こ
し
で
も
埋
め
た
い
と
念
じ
て
、
そ
の
決
意
を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
爾
来
、
多
く
の
人
々
の
御
援
助
で

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
（
こ
の
講
演
は
第
澗
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
仙
台
）
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
）

ま
し
て
、
乾
々
斎
文
庫
、
こ
れ
は
藤
浪
剛
一
先
生
が
も
っ
て
お
ら
れ
た
本
で
す
が
、
そ
の
中
の
「
越
姐
弄
筆
」
を
み
ま
し
て
、
そ
の
内
容
は
麻

田
剛
立
の
解
剖
学
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
指
摘
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
日
本
の
解
剖
学
の
歴
史
を
調
べ
て
い
て
、
自
分
と

し
て
も
一
番
元
気
の
良
か
っ
た
、
仕
事
も
面
白
く
い
っ
た
時
の
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

日
本
医
史
学
会
の
理
事
に
名
を
連
ね
た
の
は
山
崎
佐
先
生
が
理
事
長
に
な
っ
た
時
、
昭
和
十
八
年
の
一
月
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
日
本
医
史
学

雑
誌
は
長
い
間
休
刊
い
た
し
ま
し
て
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
に
復
刊
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
内
山
孝
一
理
事
長
の
時
代
で
あ
り
ま
し

た
。
第
五
巻
第
一
号
と
い
う
の
が
で
ま
し
た
。
そ
の
復
刊
第
一
号
の
最
初
に
私
の
奇
繧
管
考
と
い
う
の
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。
乳
歴
管
の
幹
つ

ま
り
ロ
ロ
。
言
印
昏
Ｃ
３
ｇ
８
⑳
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
頃
は
日
本
に
お
け
る
こ
の
問
題
に
特
別
の
興
味
を
も
っ
て
い
た
の

で
、
同
年
の
九
月
、
ロ
ー
マ
と
サ
レ
ル
ノ
で
開
か
れ
た
第
十
四
回
国
際
医
史
学
会
に
出
席
し
た
と
き
、
江
戸
時
代
の
日
本
人
が
い
か
に
熱
心
に

リ
ン
パ
管
の
幹
を
実
物
に
つ
い
て
探
し
求
め
た
か
と
い
う
問
題
を
発
表
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

結
局
、
学
士
院
の
計
画
し
ま
し
た
明
治
前
科
学
史
の
医
学
部
門
の
出
版
さ
れ
ま
し
た
最
初
は
昭
和
三
十
年
で
、
そ
の
四
月
十
五
日
に
明
治
前

日
本
医
学
史
の
第
一
巻
が
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
出
て
お
り
ま
す
。
私
の
書
き
ま
し
た
明
治
前
日
本
解
剖
史
が
そ
れ
に
載
っ
て
お
り
ま
す
。
昭

和
十
六
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
陽
の
目
を
見
る
ま
で
実
に
十
五
年
間
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
付
図
は
私
の
分
に
は
少
い
の
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
戦
争
中
、
あ
る
い
は
戦
後
ま
も
な
く
で
な
る
べ
く
図
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
、
一
人
が
十
個
以
下
と
い
う
制
限
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
れ
を
守
っ
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。
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巍
酔
誌
史
嘩
轆
曉
や
』
奔
打
或
賠
昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
二
日

第
七
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
特
別
講
演
抄
録

バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
書
（
い
わ
ゆ
る
革
新
解
剖
学
）

そ
の
内
容
と
表
現

オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
ロ
イ
デ
ン
ダ
イ
ク
博
士

口
試
シ
，
三
戸
問
屋
言
①
ご
昌
濤
－
両
豚
彦
ｏ
口
許

一
緒
言

明
一
九
七
四
年
は
解
体
新
書
が
江
戸
で
出
版
（
一
七
七
四
）
さ
れ
て
か
ら
正
に
二
○
○
年
で
あ
り
ま
す
。
杉
田
玄
白
が
蘭
害
を
訳
し
て
西
洋

の
解
剖
学
を
初
め
て
日
本
に
と
り
入
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
原
本
は
ド
イ
ツ
人
ク
ル
ム
ス
］
．
シ
・
禺
巳
日
こ
の
の
シ
目
弓
目
、
号
①
目
号
呂
⑦
ロ
を

ラ
ィ
デ
ン
の
外
科
医
デ
イ
ク
テ
ン
⑦
、
己
旨
冨
邑
が
蘭
訳
し
て
一
七
三
四
年
に
出
版
し
た
も
の
で
す
。
私
は
慶
応
大
学
の
松
岡
、
清
岡
両
氏
の

英
訳
蘭
学
事
始
（
一
九
六
九
）
に
よ
り
そ
の
経
緯
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
甚
だ
興
味
ふ
か
い
話
で
あ
り
ま
す
。

日
本
医
学
の
近
代
化
は
一
七
七
四
年
を
も
っ
て
始
ま
り
、
そ
の
後
の
約
一
○
○
年
間
で
次
第
に
完
全
な
も
の
に
近
づ
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ

を
推
進
し
た
主
な
欧
州
人
と
し
て
こ
こ
で
は
シ
ー
ボ
ル
ト
と
ポ
ン
ペ
の
両
人
だ
け
名
前
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
。
こ
の
一
世
紀
の
間
に
多
数
の
オ

ラ
ン
ダ
医
書
が
日
本
語
に
訳
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
と
限
ら
ず
、
欧
州
全
体
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
の
医
書
は

ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
る
の
が
普
通
で
し
た
が
、
主
に
外
科
医
の
た
め
に
解
剖
書
や
外
科
害
が
各
国
語
に
訳
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
の
本
屋
が
蘭
訳
書
を
さ
か
ん
に
出
版
し
、
そ
れ
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ラ
テ
ン
語
の
本
も
日
本
に
伝
わ
っ
た
が
、
こ

れ
は
文
章
よ
り
も
図
が
い
っ
そ
う
多
く
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
一
八
二
六
年
出
版
の
重
訂
解
体
新
書
の
付
図
に
エ
ウ
ス
タ
キ
オ
国
．
両
扁
国
‐

呂
冒
ゅ
の
有
名
な
筋
肉
図
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
本
か
ら
と
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
医
書
が
本
当
は
欧
州
全
体
の
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凹
い
ず
れ
も
〃
新
し
い
解
剖

液
循
環
を
と
り
上
げ
て
い
る
。

②
い
ず
れ
も
ル
ネ
サ
ン
ス
伝
統
の
形
式
で
説
く
。
人
体
に
つ
い
て
古
代
と
近
世
の
両
方
の
説
が
混
在
し
て
い
る
。

⑧
古
典
生
理
学
が
一
七
世
紀
の
実
験
生
理
学
で
次
第
に
お
き
か
え
ら
れ
る
。
機
械
論
哲
学
の
影
響
を
う
け
る
。

二
●
、
目
冒
国
藍
騨
（
解
剖
略
書
の
構
成
）

日
本
に
移
入
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
書
は
み
な
次
に
述
べ
る
性
格
の
も
の
で
し
た
。

刈
い
ず
れ
も
〃
新
し
い
解
剖
学
″
シ
ご
胃
○
日
田
昌
○
ぐ
四
と
い
う
ご
と
き
題
名
を
も
ち
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
研
究
に
基
き
、
ハ
ー
ヴ
ェ
ィ
の
Ⅲ

阿
知
波
五
郎
氏
（
一
九
六
三
）
は
西
洋
医
学
の
日
本
伝
来
に
三
期
を
分
け
ま
し
た
。
一
七
五
○
’
一
八
五
○
年
が
ラ
ィ
デ
ン
学
統
の
伝
来
、
一

八
二
○
’
一
八
五
五
年
が
生
気
論
の
輸
入
、
一
八
六
六
’
一
八
八
○
年
が
主
と
し
て
病
理
学
の
伝
わ
っ
た
時
期
で
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
江
戸

時
代
の
日
本
に
伝
わ
っ
た
解
剖
学
は
バ
ロ
ッ
ク
期
の
も
の
で
、
そ
れ
が
新
し
い
発
見
に
よ
り
少
し
く
改
善
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
本
当
の
近
代

解
剖
学
は
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
シ
ャ
ー
囚
呂
曽
に
よ
り
一
八
○
○
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
マ
ジ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
実
験
研

究
に
よ
り
発
展
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
毛
Ｆ
閃
昌
国
両
○
（
一
九
四
九
）
は
バ
ロ
ッ
ク
期
の
解
剖
学
を
閏
呂
胃
ｇ
ｏ
ご
言
画
ご
胃
○
日
目

（
構
築
解
剖
学
）
と
呼
び
ま
し
た
。
こ
れ
が
欧
州
を
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
支
配
し
、
日
本
で
は
さ
ら
に
数
十
年
も
永
く
続
い
た
の
で
す
。

も
の
で
あ
る
と
前
述
し
ま
し
た
が
、
し
か
し
体
裁
と
内
容
に
確
か
に
オ
ラ
ン
ダ
式
の
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
江
戸
時
代
の
日
本
人
が
読
ん

だ
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
書
が
ど
ん
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
論
じ
ま
す
。

日
本
語
訳
を
し
た
人
々
が
欧
州
文
化
の
背
景
を
顧
み
て
い
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
解
体
新
書
で
は
ク
ル
ム
ス
本
の
脚
注
が
省
か
れ
た
こ
と

が
そ
の
一
例
で
す
し
、
ま
た
蘭
学
の
全
体
に
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
や
聖
書
の
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
一
七
世
紀
の
欧
州

の
学
問
は
古
代
の
神
話
や
聖
書
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、
出
島
商
館
の
医
者
た
ち
は
そ
の
雰
囲
気
の
中
で
学
問
を
身
に
つ
け
て

い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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三
〃
新
し
い
解
剖
学
〃

ハ
ー
ヴ
エ
イ
の
循
環
説
が
バ
ロ
ッ
ク
期
の
解
剖
学
か
ら
ガ
レ
ン
説
を
追
い
だ
し
て
ゆ
く
。
ト
ー
マ
ス
・
バ
ル
ト
リ
ン
の
本
は
ハ
ー
ヴ
ェ
ィ
礼

讃
で
充
ち
て
い
る
。
ま
た
一
七
世
紀
に
乳
ビ
の
流
れ
が
知
ら
れ
て
、
胸
管
の
こ
と
な
ど
リ
ン
パ
管
の
系
統
が
み
つ
か
っ
た
。
日
本
の
書
物
に
も

（
例
え
ば
三
谷
笙
州
の
解
体
発
蒙
）
注
入
リ
ン
パ
管
が
珠
数
だ
ま
の
一
列
に
連
な
っ
た
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。

叫
カ
ル
ヴ
ィ
ン
派
の
キ
リ
ス
ト
教
的
寓
話
が
所
々
に
み
ら
れ
る
。

次
に
あ
げ
る
五
つ
の
○
○
日
胃
且
菌
が
日
本
に
影
響
を
お
こ
し
た
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
る
。

鋤
弓
冒
日
溺
国
胃
吾
巳
冒
の
シ
国
胃
。
冒
冨
邑
○
目
．
ラ
テ
ン
語
一
六
八
六
、
オ
ラ
ン
ダ
語
一
六
八
八
。

励
聾
ｇ
①
ロ
国
富
己
冨
色
耳
の
冨
呂
言
①
国
①
ご
日
日
号
シ
目
８
日
尉
．
オ
ラ
ン
ダ
語
一
六
七
八
、
一
六
八
六
、
一
六
九
六
。

ｑ
冒
言
ぐ
①
当
局
の
野
昌
隠
冒
色
醇
口
四
さ
冒
言
巨
昌
．
⑦
．
囚
膀
冒
印
の
蘭
訳
本
一
六
六
一
・

Ｊ
弔
冒
く
国
富
浦
昌
の
Ｐ
目
曾
○
冒
尉
○
津
…
：
．
》
シ
、
ロ
．
醗
叩
開
口
の
蘭
訳
本
一
七
二
・

句
］
・
犀
．
〆
巳
日
巨
い
の
○
具
苛
＆
戸
匡
邑
島
鴨
月
旦
①
庁
目
》
⑦
．
己
冒
①
邑
の
蘭
訳
本
一
七
三
四
。

著
名
な
医
者
ハ
レ
ル
匿
耳
の
○
三
ぐ
。
自
国
畠
の
鳧
（
一
七
○
八
’
一
七
七
七
）
は
こ
れ
ら
の
Ｃ
Ｏ
日
月
旦
訂
が
世
俗
的
な
書
き
方
〃
の
Ｒ
巳
胃
″

印
ご
房
で
あ
る
と
評
し
た
。
そ
の
著
者
た
ち
が
古
代
の
学
説
を
大
事
に
守
り
、
批
判
を
加
え
ず
、
自
ら
の
実
験
を
述
べ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
人

体
を
三
部
、
頭
と
胸
と
腹
に
分
け
て
、
四
肢
は
筋
肉
と
骨
の
条
下
で
述
べ
る
。
神
経
系
は
脳
と
脊
髄
を
主
に
述
べ
て
、
末
梢
神
経
を
軽
視
す

る
。
最
も
古
い
○
○
日
胃
昌
冨
は
剖
見
の
順
序
に
従
っ
て
腹
か
ら
始
ま
る
。
死
体
の
腐
敗
の
こ
と
を
考
え
る
と
そ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
こ

ろ
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
旨
言
ぐ
○
自
国
自
国
①
（
一
六
二
一
’
一
六
七
○
）
は
四
肢
を
塩
水
に
入
れ
て
貯
え
た
が
、
殆
ん
ど
効
力
が
な
か
っ
た
。
腹

の
次
ぎ
に
胸
が
開
か
れ
、
つ
い
で
頭
蓋
と
な
る
。
脳
は
煮
た
り
油
に
漬
け
た
り
し
た
。
皇
①
一
切
聾
①
ロ
⑳
の
ロ
が
そ
の
時
代
に
脳
を
か
な
り
よ
く
調

べ
た
の
は
ふ
し
ぎ
な
程
で
あ
る
。

、
可
〉

［
Ｊ
ｄ
０

ハ
く
・



一
八
世
紀
初
め
の
ク
ル
ム
ス
の
○
○
日
篇
目
国
で
は
新
知
見
が
本
文
や
脚
注
に
示
さ
れ
て
、
脳
神
経
の
数
え
方
が
そ
れ
ま
で
の
七
対
か
ら

君
筐
耐
の
一
○
対
説
に
変
っ
て
い
る
。
そ
の
一
○
対
の
お
も
し
ろ
い
記
憶
法
ま
で
書
い
て
あ
る
。

解
剖
言
の
内
容
が
一
七
世
紀
の
発
見
で
革
新
し
た
が
、
図
の
ほ
う
は
進
歩
が
お
く
れ
た
。
］
目
聾
風
自
国
目
。
巴
８
円
や
⑦
①
国
己
号

冨
胃
閉
開
や
ｏ
胃
尉
さ
昌
閂
君
昂
目
の
よ
う
な
良
い
画
家
が
い
つ
も
居
る
と
は
限
ら
な
い
。

ク
ル
ム
ス
の
本
に
は
確
か
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
蜀
号
国
目
の
図
に
基
く
も
の
が
あ
り
、
カ
ッ
セ
リ
オ
の
．
。
尉
駕
邑
○
の
筋
肉
図
や
、
ハ
ィ

ス
テ
ル
Ｆ
，
国
国
粋
閏
の
舌
の
図
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
本
で
一
番
ま
ず
い
の
は
神
経
系
の
図
で
、
脳
の
図
が
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
も
の
と
も
ち

が
い
、
ご
く
貧
弱
で
あ
る
。
量
苣
尉
の
発
見
し
た
動
脈
輪
も
載
っ
て
い
な
い
。
そ
の
ま
ま
こ
の
誤
り
が
日
本
の
書
物
に
は
い
り
こ
む
。
ク
ル
ム

ス
の
本
で
独
創
的
な
の
は
第
二
一
図
葉
の
乳
ビ
管
で
、
ク
ル
ム
ス
は
こ
れ
を
五
○
才
の
男
の
死
体
で
自
ら
し
ら
べ
た
と
い
う
。
そ
の
図
で
は
胸

管
に
病
的
な
変
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
印
象
を
う
け
る
。

と
に
か
く
バ
ロ
ッ
ク
期
の
○
○
日
月
旦
国
は
す
べ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
解
剖
学
に
基
礎
を
お
き
、
ヴ
エ
サ
リ
ウ
ス
以
後
の
新
知
見
で
ガ
レ

ン
の
考
え
方
を
改
め
た
も
の
だ
が
、
し
か
し
ガ
レ
ン
の
説
が
全
部
捨
て
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
構
造
の
点
で
は
ガ
レ

ン
の
説
が
改
め
ら
れ
た
が
、
機
能
の
面
で
は
古
典
生
理
学
が
一
七
世
紀
の
衣
裳
で
堂
々
と
表
に
で
て
い
る
。

研
究
を
紹
介
し
て
い
る
。

”
新
し
い
〃
と
か
〃
改
革
さ
れ
た
〃
と
い
う
形
容
詞
は
こ
れ
ら
の
新
知
見
を
と
り
入
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ッ
は
記
載
の

順
序
を
変
え
て
、
一
六
八
六
年
の
本
で
は
心
臓
か
ら
始
め
て
い
る
。
⑦
、
四
四
ゅ
旨
的
は
く
①
豐
侭
の
本
を
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
し
た
と
き
注
釈
や

付
録
を
つ
け
て
、
こ
の
中
に
新
し
い
発
見
を
と
り
入
れ
、
そ
こ
に
弓
冒
ョ
男
君
筐
厨
〕
ｚ
・
聾
①
己
路
ロ
》
ｚ
・
国
警
ョ
２
Ｐ
罰
．
号
⑦
国
呉
の

四
〃
ブ
リ
ニ
ウ
ス
の
形
式
〃

一
七
世
紀
の
学
者
は
省
略
を
お
そ
れ
た
。
教
科
書
で
も
簡
潔
な
記
述
は
極
め
て
少
な
く
、
逸
話
や
ら
歴
史
が
沢
山
に
書
か
れ
る
。
古
典
の
伝
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説
的
な
も
の
ま
で
残
ら
ず
と
り
上
げ
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
四
目
扁
静
ａ
ロ
己
屋
の
日
四
さ
月
は
大
変
に
尊
敬
さ
れ
て
い
て
、
彼

の
自
然
誌
閏
降
日
旨
ｚ
四
目
国
冒
日
は
一
七
世
紀
に
た
び
た
び
版
を
重
ね
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
も
幾
つ
か
あ
り
、
そ
れ
に
近
世
の
発
見
も
合
せ

て
書
か
れ
て
い
た
。
ク
ル
ム
ス
の
第
一
図
葉
に
も
注
の
部
分
に
有
名
な
解
剖
学
者
の
伝
記
が
一
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
述
べ
て
あ
る
。
し
か
し
こ

の
書
の
本
文
は
各
図
葉
の
説
明
か
ら
離
れ
て
い
な
い
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
く
①
農
畠
や
○
四
呂
胃
国
胃
昏
○
旨
の
ラ
テ
ン
語
本
は
そ
う
い
う
余
計
な
引
用
が
少
な
い
こ
と
で
、
⑦
．
四
四
⑫
旨
ゆ
が

く
①
農
品
の
本
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
し
た
と
き
古
代
や
近
世
の
文
章
を
ひ
い
て
、
こ
の
訳
本
を
飾
り
た
て
て
い
る
。
そ
の
行
き
方
は
一
七
、
一

八
世
紀
に
甚
だ
多
く
み
ら
れ
る
の
で
、
版
を
改
め
る
毎
に
本
が
部
厚
く
な
る
。
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ッ
の
解
剖
書
の
一
六
九
六
年
版
は
一
六
七
八
年

の
初
版
に
く
ら
べ
て
三
倍
も
厚
い
。
そ
し
て
人
体
の
構
造
に
関
す
る
大
事
な
こ
と
は
み
な
初
版
に
で
て
い
る
。

五
新
し
い
生
理
学

ハ
ー
ヴ
エ
イ
の
血
液
循
環
説
が
解
剖
学
の
み
で
な
く
生
理
学
に
大
き
い
変
化
を
お
こ
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
器
官
の
作
用
と
代
謝
が

新
し
い
立
場
で
み
な
お
さ
れ
る
。
そ
し
て
主
に
デ
カ
ル
ト
詞
①
吊
口
①
⑳
８
風
①
ゅ
の
影
響
で
生
理
学
に
機
械
論
の
哲
学
が
入
り
こ
む
。
そ
れ
以

外
で
は
生
理
学
は
や
は
り
古
典
的
な
精
気
説
（
普
冒
目
め
昌
冨
房
》
ゅ
ｚ
胃
日
昌
印
》
ゅ
シ
ロ
冒
昌
ｍ
）
の
上
に
立
っ
て
い
た
。
ハ
ー
ヴ
ェ
ィ
の

研
究
で
心
臓
は
ポ
ン
プ
だ
と
わ
か
り
、
普
冒
目
ゆ
く
冒
房
が
か
な
り
動
揺
す
る
。
ト
ー
マ
ス
・
バ
ル
ト
リ
ン
は
乳
ビ
管
の
研
究
で
肝
臓
を
従

来
の
高
い
地
位
か
ら
ひ
き
下
し
た
。
こ
れ
ら
の
発
見
で
古
典
生
理
学
は
つ
よ
く
動
揺
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
ラ
イ
デ
ン
の
教
授
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
母
寺
旨
の
》
野
四
目
８
耐
号
房
国
鳥
（
一
六
一
四
’
一
六
七
二
）
の
。
胃
目
四
目
①
（
医
化
学
）

は
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
、
人
体
を
試
験
管
や
レ
ト
ル
ト
の
中
で
お
こ
る
化
学
作
用
の
実
験
室
に
た
と
え
た
。
も
っ
と
も
当
時
の
化
学
は
ま

だ
錬
金
術
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
は
人
体
の
液
成
分
を
し
ら
べ
て
酸
と
ア
ル
カ
リ
の
二
要
素
に
分
け
、
発
酵
や
沸
騰
の
考
え

方
を
用
い
て
、
消
化
・
血
液
循
環
・
リ
ン
パ
の
作
用
な
ど
を
説
明
し
よ
う
と
企
て
た
。
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ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ッ
は
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
化
学
説
を
と
り
入
れ
た
が
》
そ
の
一
部
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
呼
吸
で
は
沸
騰
説
を
重

要
視
し
て
、
空
気
の
小
粒
が
弱
酸
性
の
塩
類
を
含
む
と
し
、
こ
の
囚
①
ｇ
ｌ
印
巴
庁
が
黒
ず
ん
だ
静
脈
血
に
触
れ
て
沸
騰
し
て
変
化
を
お
こ
す
。
そ

の
と
き
放
た
れ
た
熱
が
呼
気
の
中
に
で
て
い
く
と
述
べ
て
い
る
。
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
化
学
説
は
消
化
に
関
し
て
わ
り
あ
い
多
く
の
賛
成
者
を
得

た
。
若
い
グ
ラ
ー
フ
詞
号
⑦
国
禺
は
膵
液
の
作
用
に
つ
い
て
有
名
な
実
験
を
し
て
い
る
。

デ
カ
ル
ト
の
考
え
方
は
二
つ
の
形
で
Ｃ
Ｏ
日
月
旦
国
に
入
っ
て
い
る
。
一
つ
は
松
果
体
が
精
神
の
座
で
あ
る
と
い
う
説
で
、
こ
れ
が
神
経
に

ｇ
冨
首
ゆ
四
口
目
農
の
を
送
り
出
す
と
い
う
が
、
多
く
の
学
者
は
解
剖
の
所
見
か
ら
こ
の
デ
カ
ル
ト
説
を
疑
っ
て
い
る
。
バ
ル
ト
リ
ン
は
デ
カ

ル
ト
説
を
認
め
た
が
、
囚
國
め
旨
ゅ
は
こ
の
説
を
簡
単
に
と
り
扱
い
、
君
筐
厨
の
脳
解
剖
学
を
重
要
視
し
て
い
る
。
ク
ル
ム
ス
の
本
で
は
注
釈
の

部
に
精
神
の
座
に
つ
い
て
古
代
か
ら
の
諸
説
が
詳
し
く
書
い
て
あ
る
。

小
粒
説
（
８
８
色
ゅ
。
巳
胃
吾
①
○
星
）
は
一
七
世
紀
の
終
り
に
発
展
す
る
が
、
と
く
に
ド
イ
ツ
の
ク
ラ
ー
ネ
ン
目
胃
Ｃ
ｇ
Ｈ
Ｑ
動
曽
９
（
一
六
二

○
’
一
六
九
○
）
が
熱
心
に
デ
カ
ル
ト
の
小
粒
説
を
支
持
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ブ
ラ
ン
ヵ
ー
ル
ッ
本
の
一
六
九
六
年
版
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の

説
に
よ
る
と
体
内
の
多
く
の
現
象
は
小
孔
と
小
粒
の
相
互
作
用
に
よ
り
お
こ
る
。
空
気
の
基
本
的
な
小
粒
は
巨
胃
①
風
塑
ｍ
号
己
勝
（
精
妙
な
物

質
の
意
）
で
あ
り
、
液
体
も
固
体
も
小
粒
よ
り
成
る
。
旨
鼻
禽
冨
呂
耳
晨
ゅ
は
通
り
ぬ
け
る
能
力
を
も
ち
、
す
べ
て
の
運
勤
を
お
こ
す
。
小
粒

の
形
と
そ
の
動
き
方
で
感
覚
や
生
理
活
動
が
き
ま
る
。
と
く
に
嗅
覚
の
場
合
小
粒
説
が
明
瞭
で
、
ブ
ラ
ン
ヵ
ー
ル
ッ
は
ク
ラ
ー
ネ
ン
の
主
張
に

賛
同
し
て
、
空
気
と
共
に
鼻
に
入
る
香
り
の
あ
る
小
粒
が
嗅
神
経
の
終
末
に
触
れ
て
そ
の
運
動
を
お
こ
す
の
が
嗅
覚
で
あ
る
と
い
う
。
レ
ウ
エ

ン
フ
ー
ク
ア
ョ
○
己
①
鼠
邑
Ｆ
開
巨
急
①
邑
冒
鳥
が
ウ
ナ
ギ
の
尾
の
毛
細
管
で
血
球
を
み
た
こ
と
が
小
粒
説
を
支
持
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
ヘ

ル
ヘ
イ
ン
ご
①
呂
里
ｇ
は
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ッ
の
Ｈ
①
昏
門
目
８
幽
息
さ
冒
竜
を
ひ
ど
く
非
難
し
て
号
ざ
吋
日
且
自
胃
○
日
］
だ
と
い
っ
た
。

六
胸
管
と
バ
イ
ブ
ル

カ
ル
ヴ
イ
ン
派
の
オ
ラ
ン
ダ
諸
国
で
一
七
世
紀
の
学
者
連
は
人
体
に
関
す
る
新
知
識
が
い
か
に
し
て
教
会
が
わ
の
和
解
を
得
ら
れ
る
か
に
苦
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心
し
た
。
デ
カ
ル
ト
の
機
械
論
は
神
学
者
の
怒
り
を
招
い
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
教
え
を
異
端
的
に
ひ
ん
ま
げ
た
と
い
う
は
げ
し
い
反
対
が

と
く
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
お
き
た
。
ゞ
フ
ラ
ン
カ
ー
ル
ッ
も
デ
カ
ル
ト
の
流
れ
を
く
む
ク
ラ
ー
ネ
ン
の
小
粒
説
を
書
い
て
い
る
こ
と
で
神
学
者
の

注
意
を
ひ
い
た
。
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ッ
本
の
初
版
で
は
牧
師
た
ち
の
喜
ぶ
よ
う
に
リ
ン
パ
系
の
こ
と
が
聖
書
に
で
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
旧
約
伝

導
書
の
第
七
章
第
六
節
に
あ
る
身
体
と
精
神
を
結
ぶ
き
ず
な
が
胸
管
に
当
る
と
い
う
。
バ
イ
ブ
ル
で
は
そ
の
次
に
泉
の
所
で
壊
れ
た
水
差
し
の

こ
と
が
あ
る
が
、
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ッ
は
こ
の
水
差
し
が
心
臓
で
あ
る
と
す
る
。

ク
ル
ム
ス
は
第
一
二
図
葉
の
注
釈
で
そ
れ
を
説
明
す
る
が
、
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。
概
し
て
五
つ
の
○
．
日
己
①
冒
昌
四
は
聖
書
に
対
し
て
用
心

ぶ
か
く
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
血
液
循
環
説
が
最
も
問
題
と
な
る
点
で
、
神
学
者
は
そ
の
説
が
精
神
と
身
体
の
関
係
を
攪

乱
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
学
説
を
破
る
と
い
う
。
し
か
し
、
多
く
の
研
究
者
は
フ
ラ
ン
ヵ
ー
ル
ッ
と
同
様
に
片
手
に
バ
イ
ブ
ル
を
持
っ

て
、
実
際
に
は
何
も
困
る
こ
と
は
な
い
、
造
物
主
は
偉
大
で
あ
る
と
称
し
て
切
り
ぬ
け
た
。

七
結
論

一
七
世
紀
の
終
り
二
、
三
○
年
の
間
に
で
た
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
書
は
み
な
バ
ロ
ッ
ク
期
の
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
が
杉
田
玄
白
に
よ
り
日
本
に

紹
介
さ
れ
、
つ
づ
い
て
蘭
学
の
発
展
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
述
べ
た
解
剖
略
書
ｎ
ｏ
ョ
己
①
巨
会
四
は
す
べ
て
ヴ
ェ
サ
リ
ゥ
ス
の
大
著
蜀
号
Ｈ
－
８
を

基
礎
に
お
き
、
ハ
ー
ヴ
エ
イ
の
血
液
循
環
を
述
べ
、
リ
ン
パ
系
に
つ
い
て
の
一
七
世
紀
の
研
究
を
と
り
入
れ
て
い
る
。
器
官
の
働
き
に
つ
い
て

は
ガ
レ
ン
の
古
典
生
理
学
と
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
化
学
説
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
一
七
世
紀
の
終
り
の
後
期
デ
カ
ル
ト
説
、
そ
れ
も
ク
ラ
ー
ネ
ン
の

詳
述
し
た
小
粒
説
な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
○
○
日
己
①
ロ
昌
釦
が
典
型
的
な
ル
ネ
サ
ン
ス
式
の
書
き
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
古

代
の
学
者
に
多
く
の
注
意
を
払
い
、
合
せ
て
近
世
の
新
知
見
を
述
べ
る
が
津
カ
ル
ヴ
ィ
ン
派
の
キ
リ
ス
ト
教
的
寓
話
も
と
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

図
は
ヴ
エ
サ
リ
ウ
ス
、
カ
ッ
セ
リ
オ
、
エ
ウ
ス
タ
キ
オ
の
も
の
を
基
と
し
、
そ
の
他
に
一
七
世
紀
の
学
者
の
も
の
を
借
り
て
い
る
。
と
く
に
脈

（
痙
津
諦
啄
坤
聡
雄
垂
当
相
署
弛
癖
罎
評
蕊
師
搾
諦
畦
錐
麺
錘
証
罐
）

管
系
の
詳
細
に
つ
い
て
は
一
七
世
紀
の
図
が
多
い
。
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耳
小
骨
に
は
現
在
の
三
骨
の
外
に
キ
ヌ
タ
骨
の
豆
状
突
起
と
思
わ
れ
る
輪
状
骨
を
加
え
、
歯
と
爪
を
骨
学
で
扱
い
、
智
歯
と
臼
歯
を
区
別
し

て
い
る
。
汗
の
分
泌
は
毛
の
収
縮
に
よ
っ
て
起
る
。
脂
肪
は
栄
養
の
貯
え
で
あ
る
こ
と
を
既
に
述
べ
て
い
る
。
硬
膜
静
脈
洞
は
三
の
み
を
挙

げ
、
漏
斗
を
透
明
中
隔
の
前
の
開
口
と
し
、
下
垂
体
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
脳
神
経
は
十
対
、
顔
面
神
経
を
内
耳
神
経
に
含
め
、
舌
咽
神
経
と

迷
走
神
経
と
の
順
は
逆
、
舌
下
神
経
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
頚
神
経
を
七
対
、
仙
骨
神
経
を
六
対
と
し
て
い
る
。
眼
に
入
る
光
線
は
、
眼
房

水
、
硝
子
体
液
に
よ
り
屈
折
さ
れ
、
対
象
が
網
膜
に
結
像
し
、
網
膜
で
感
覚
が
起
る
こ
と
、
耳
で
は
卵
円
窓
、
正
円
窓
お
よ
び
第
二
鼓
膜
と
思

わ
れ
る
も
の
が
既
に
記
さ
れ
て
い
る
。
小
川
先
生
の
御
指
摘
の
如
く
、
鼻
は
胃
庁
ぐ
○
○
局
巳
目
の
農
①
目
号
里
喉
頭
隆
起
は
雪
①
房
閂
⑫
く
閂
‐

胃
ぐ
①
ロ
冒
匡
シ
鳥
目
？
８
月
一
幅
己
四
四
冒
邑
乏
○
ａ
と
記
載
さ
れ
、
蘭
学
事
始
に
「
鼻
の
と
こ
ろ
に
て
、
フ
ル
ヘ
ッ
ヘ
ン
ド
せ
し
も
の
な
り
」

と
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
玄
白
の
思
い
違
い
で
あ
る
。
舌
の
盲
孔
を
唾
液
分
泌
管
開
口
と
し
て
い
る
。
気
管
支
動
、
静
脈
は
肺
の
栄
養
を
司
る

も
の
と
し
、
現
在
の
機
能
血
管
と
栄
養
血
管
の
概
念
が
既
に
存
在
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
心
臓
を
心
耳
と
心
室
に
分
け
、
心
房
を
区
別
せ
ず
、

腹
腔
動
脈
を
左
右
に
分
け
、
右
は
現
在
の
総
肝
動
脈
に
、
左
は
左
胄
動
脈
と
脾
動
脈
に
夫
々
相
当
す
る
。
門
脈
の
語
源
は
肝
門
に
あ
り
、
こ
の

項
に
よ
り
、
心
臓
に
血
液
を
送
る
も
の
の
み
を
広
く
静
脈
、
臓
器
に
血
液
を
送
る
も
の
を
動
脈
と
定
義
し
て
い
た
様
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
グ

片
桐
一
男
先
生
の
御
奨
め
に
よ
り
、
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
の
逐
語
訳
を
始
め
、
当
初
は
難
渋
し
、
筆
を
お
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ

た
が
、
途
中
、
小
川
鼎
三
先
生
の
御
教
示
を
受
け
た
こ
と
と
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
綴
字
法
を
分
析
し
て
、
現
在
の
辞
典
の
使
用
を
可
能
な

ら
し
め
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
本
文
を
一
応
雛
訳
し
得
た
の
で
認
第
五
章
以
後
を
章
を
追
っ
て
現
在
の
解
剖
学
の
記
載
と
異
る
点
、
そ
の
他
に

第
七
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
一
般
講
演
抄
録
追
加

タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）

つ
き
述
べ
る
。

酒

井

恒
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リ
ゾ
ン
鞘
は
門
脈
還
流
を
助
け
、
大
綱
は
内
臓
を
温
め
る
と
し
て
い
る
の
は
面
白
い
。
消
化
液
は
単
に
食
物
を
潤
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
》
消

化
作
用
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
腎
臓
皮
質
で
尿
が
作
ら
れ
る
。
精
巣
の
細
管
内
で
精
子
が
造
ら
れ
、
精
嚢
の
中
に
貯
え
ら
れ
る
と
し
て
い

る
。
流
産
を
定
義
し
、
母
体
血
と
胎
児
血
が
胎
盤
を
通
じ
て
相
流
通
す
る
と
い
う
。
今
後
は
更
に
脚
註
の
逐
語
訳
を
進
め
、
解
体
新
書
、
重
訂

解
体
新
書
の
記
載
と
比
較
し
、
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
（
名
古
屋
大
学
医
学
部
教
授
）

「
放
射
線
医
学
日
本
文
献
索
引
集
」
刊
行

日
本
医
学
放
射
線
学
会
で
は
そ
の
創
立
帥
周
年
を
祝
っ
て
「
放
射
線
医
学

日
本
文
献
索
引
集
」
を
刊
行
し
た
。
そ
の
刊
行
の
趣
意
は
左
記
の
も
の
で
あ

プ
（
》
Ｑ

な
お
、
定
価
は
五
、
○
○
○
円
送
料
三
五
○
円
で
左
記
の
所
に
申
込
ん

で
下
さ
い
。

東
京
都
文
京
区
本
郷
五
’
二
九
’
一
三
赤
門
ア
ピ
タ
シ
オ
ン
内
三
○

一
号
日
本
医
学
放
射
線
学
会

趣
意
書

日
本
医
学
放
射
線
学
会
創
立
帥
周
年
記
念
出
版

放
射
線
医
学
日
本
文
献
索
引
集
（
昭
和
三
五
年
一
月
よ
り
昭
和
四
七
年
一

二
月
）

日
本
医
学
放
射
線
学
会
発
行

放
射
線
医
学
に
関
す
る
文
献
に
は
明
治
四
五
年
よ
り
昭
和
四
年
に
至
る
葆

光
会
（
藤
浪
剛
一
教
授
）
の
医
理
学
文
献
題
目
索
引
集
、
別
に
大
正
二
一
年

よ
り
昭
和
一
五
年
に
至
る
斎
藤
大
雅
博
士
の
日
本
レ
ン
ト
ゲ
ン
学
文
献
が
あ

I

る
。
昭
和
一
六
年
に
は
日
本
医
学
放
射
線
学
会
編
が
あ
る
。
次
い
で
昭
和
一

五
年
よ
り
三
六
年
迄
の
も
の
は
高
橋
・
北
畠
編
、
日
本
医
学
放
射
線
学
会
発

行
の
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
で
は
大
正
元
年
よ
り
約
五
○
年
の
放
射

線
医
学
文
献
索
引
集
が
先
人
と
日
本
医
学
放
射
線
学
会
の
努
力
で
連
綿
と
し

て
、
完
全
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
医
学
放
射
線
学
会
が
そ
の
五
○
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
昭
和
三
六

年
よ
り
現
在
迄
の
索
引
集
を
計
画
し
た
の
は
、
と
の
歴
史
的
背
景
を
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
索
引
集
の
特
長
は

一
、
こ
の
一
○
年
間
の
放
射
線
医
学
に
関
す
る
総
ゆ
ろ
文
献
を
一
○
○
に
上

る
雑
誌
に
実
際
に
あ
た
っ
て
渉
猟
し
、
そ
の
索
引
項
目
は
一
六
、
八
七

六
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

二
、
核
医
学
に
関
す
る
放
射
線
医
学
文
献
を
洩
ら
さ
ぬ
よ
う
に
し
た
。

東
京
都
文
京
区
本
郷
五
丁
目
二
九
番
一
号

赤
門
ア
ピ
タ
シ
オ
ン
内
三
○
一
号
室

社
団
法
人
日
本
医
学
放
射
線
学
会

電
話
（
八
一
四
三
○
七
七
）

毒
三
三
函
山
下
久
雄

I
）

I

I
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弓
冨
国
吋
騨
弓
丘
恩
①
ロ
騨
謡
旨
昏
の
出
扇
ぎ
Ｈ
］
具

ｍ
屋
吊
唱
①
里
崖
昌
四
賜
昏
＄
旨
自
国
目
頤
宮
口
』

Ｐ
冨
弓
冒
○
冨
胃
め
巨
匿
》
冒
・
ロ
．

国
の
日
日
‐
閑
．
固
め
両
日
Ｃ
口
具
三
・
己
，

シ
コ
ロ
閉
昏
＄
冨
湧
函
弓
？
弓
騨
乞
畠

一
八
四
六
年
十
年
一
六
、
ボ
ス
ト
ン
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
病

院
で
ト
ー
マ
ス
・
モ
ー
ル
ト
ン
が
エ
ー
テ
ル
麻
酔
の
公
開
実
験
を
し
て
以
来
、

エ
ー
テ
ル
麻
酔
は
全
世
界
に
爆
発
的
に
普
及
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
以
外
で
最
初
に
エ
ー
テ
ル
麻
酔
下
に
手
術
が
行
わ
れ
た
の
は
イ

ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
八
四
六
年
十
二
月
一
九
日
で
あ
っ
た
。
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
エ
ー
テ
ル
麻
酔
臨
床
実
験
の
根
拠
と
な
っ
た
ボ
ス
ト
ン
の
ピ

ー
グ
ロ
ー
教
授
の
手
紙
が
イ
ギ
リ
ス
に
到
着
し
た
の
は
十
二
月
一
六
日
で
あ

っ
た
。
し
か
し
一
六
日
か
ら
開
業
医
ブ
ー
ト
博
士
、
歯
科
医
ロ
ピ
ン
ソ
ン
博

士
ら
に
よ
っ
て
麻
酔
が
行
わ
れ
た
一
九
日
に
至
る
正
味
三
日
の
動
静
は
こ
れ

ま
で
全
く
不
明
で
あ
っ
た
。

筆
者
ら
は
こ
の
間
の
事
情
を
明
か
に
す
る
た
め
、
実
際
に
麻
酔
を
行
っ
た

歯
科
医
ロ
ピ
ン
ソ
ン
が
こ
れ
に
つ
い
て
何
か
記
載
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
種
為
文
献
を
探
索
し
た
結
果
、
諺
目
①
１
８
口
旨
匡
昌
里
且
ｐ
ｇ
且

の
９
９
月
（
ｚ
の
葛
静
ユ
舟
屍
詔
）
に
《
《
シ
ロ
開
助
言
＄
胃
甘
口
の
回
国
一
の
匡
侭
①
ｑ
１

号
冨
降
Ｃ
Ｑ
四
目
旨
貢
且
月
ご
目
旨
８
両
日
名
①
〕
．
と
題
し
て
彼
が
最
初
に

施
行
し
た
エ
ー
テ
ル
麻
酔
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
ビ
ー
ゲ
ロ
ー
教
授
の
論
文
等
を
参
考
に
し
て
ブ
ー
ト
博
士

は
そ
れ
ま
で
最
も
数
多
く
行
わ
れ
て
い
た
抜
歯
術
を
行
う
こ
と
が
最
初
の
臨

床
例
と
し
て
適
当
で
あ
り
、
そ
の
た
め
近
く
に
住
ん
で
い
た
歯
科
医
ロ
ピ
ン

ソ
ン
に
麻
酔
と
抜
歯
術
を
依
頼
し
、
患
者
と
し
て
自
分
の
姪
で
あ
る
｝
－
１
ス

嬢
を
選
択
し
た
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。

抄
録
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第
三
七
号
文
書
興
禅
寺
書
状
堀
内
林
哲
宛

第
一
四
二
号
文
書
鈴
木
春
山
書
状
堀
内
忠
龍
宛

Ｉ資
料Ｉ註

・
興
禅
寺
Ⅱ
芝
白
金
に
あ
り
。

（
喘
裏
）

「
堀
内
林
哲
様
興
禅
寺
」

貴
墨
拝
読
、
昨
日
よ
り
御
風
気
二
御
座
候
よ
し
、
御
加
養
中
御
労
慮
御

使
簡
痛
入
候
仕
合
御
座
候
、
入
洛
御
尋
被
レ
下
、
随
分
相
応
仕
候
、
為
一

御
饒
別
一
道
中
相
用
候
様
二
と
刻
煙
草
不
レ
懸
一
貴
慮
一
辱
奉
レ
存
候
、
先

日
も
御
隣
家
二
て
慮
外
御
済
保
被
レ
下
候
御
事
、
其
後
御
礼
も
不
二
申

上
一
、
然
ル
に
又
々
ケ
様
の
御
厚
志
重
交
辱
奉
レ
存
候
、
折
角
御
厭
可
レ

被
し
成
候
、
是
方
も
御
販
天
も
申
上
兼
候
、
御
免
可
し
被
し
下
候
、
頓
首
復

五
月
十
九
日

堀
内
文
書
の
研
究
九

片
桐
一
男

第
一
五
一
号
文
書
箕
作
玩
甫
書
状
堀
内
忠
龍
宛

註

・
鈴
木
春
山
Ⅱ
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
田
原
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
る
。

名
は
強
、
字
は
自
強
、
春
山
ま
た
は
童
浦
と
号
し
た
。
文
政
三
年
、
長

崎
遊
学
。
渡
辺
峯
山
と
親
交
を
結
ぶ
。
訳
著
に
『
兵
学
小
識
』
『
銃
陣
初

学
抄
』
『
三
兵
活
法
』
『
海
上
攻
守
説
』
『
西
洋
兵
制
』
な
ど
あ
り
。
弘

化
三
年
（
一
八
四
六
）
閏
五
月
十
日
病
残
、
四
十
六
歳
。

、
内
科
集
成
Ⅱ
小
関
三
英
の
訳
『
泰
西
内
科
集
成
』
（
天
保
三
年
一
八
三

一
一
）
◎

（
端
裏
）

「
堀
内
忠
龍
様
鈴
木
春
山
」

昨
日
は
御
狂
顧
之
処
、
折
節
不
在
甚
失
敬
御
海
容
可
レ
被
し
下
候
、
然
は

今
日
は
送
別
御
作
難
し
有
拝
吟
仕
候
、
慈
思
召
及
之
旨
不
し
堪
一
感
想
一
候
、

籾
又
内
科
集
成
代
料
三
拾
弐
匁
、
則
御
塾
生
様
へ
御
勘
定
申
上
候
、
猶

又
後
編
出
来
候
半
皇
御
恵
贈
奉
レ
希
度
候
、
早
々
謹
言

堀
内
忠
龍
様
箕
作
尻
甫

芳
翰
拝
見
、
漸
々
時
候
二
相
成
御
同
慶
奉
レ
存
候
、
高
況
御
安
吉
欣
慰
之

至
奉
レ
存
候
、
拙
序
一
両
日
前
、
塩
谷
再
校
正
の
分
出
来
候
へ
共
、
い
ま

た
不
鰯
処
有
し
之
候
、
乍
レ
去
余
り
延
引
二
而
先
つ
御
伺
本
之
内
へ
差
か

へ
御
指
出
し
二
相
成
候
様
存
候
、
一
本
書
写
仕
今
朝
よ
り
為
し
持
上
度
存
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第
一
五
二
号
文
書
箕
作
院
甫
書
状
堀
内
（
忠
龍
）
宛

候
へ
共
、
無
人
に
て
不
し
能
、
其
処
存
居
候
処
、
御
使
被
レ
下
や
失
敬
な

か
ら
附
上
仕
候
間
、
御
覧
被
し
下
御
批
正
無
二
遠
慮
一
願
し
奉
候
、
其
内
二

三
先
生
へ
為
し
見
候
上
、
御
上
木
可
し
被
し
下
奉
レ
存
候
、
拝
復
早
々
頓
首

五
月
廿
八
日

註

箕
作
玩
甫
Ⅱ
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
九
月
七
日
、
津
山
に
生
ま
れ

る
。
名
は
虚
儒
、
字
は
痒
西
、
玩
甫
は
通
称
で
、
紫
川
、
秋
眠
な
ど
と

号
し
た
。
文
政
五
年
、
津
山
藩
侍
医
と
な
る
。
天
保
十
年
、
天
文
台
出

仕
。
安
政
三
年
、
蕃
害
調
所
教
授
職
と
な
る
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

六
月
十
七
日
残
、
六
十
五
歳
。
著
訳
言
に
『
外
科
必
読
』
『
産
科
簡
明
』

『
泰
丙
名
医
彙
講
』
の
ほ
か
、
安
政
元
年
と
二
年
に
塩
谷
宕
陰
と
と
も

に
『
海
国
図
志
』
を
校
正
・
出
版
し
た
。
本
翰
に
み
え
る
「
塩
谷
再
校

の
分
」
も
こ
れ
に
関
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
端
裏
）「

堀
内
様
箕
作
」

捧
読
仕
候
、
如
一
菜
教
一
大
寒
中
高
趾
御
清
穆
拝
慶
仕
候
、
不
一
存
寄
一
結

構
之
品
被
レ
下
、
難
し
有
拝
受
仕
候
、
兎
角
御
無
沙
汰
無
一
申
訳
一
仕
合
御

海
恕
可
レ
被
し
下
候
、
其
内
拝
趨
萬
可
レ
得
二
貴
意
一
候
、
草
を
頓
首

臘
月
十
日

第
一
六
○
号
文
書
沖
程
清
風
書
状
堀
内
忠
龍
宛

註

宛
人
・
差
出
人
と
も
名
を
詳
記
し
て
い
な
い
が
、
筆
跡
か
ら
し
て
箕
作

院
甫
が
堀
内
忠
龍
に
宛
て
た
一
翰
で
あ
る
。

（
端
裏
）

「
堀
内
忠
龍
様
沖
玄
哉
」

多
沢
君
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
可
レ
被
し
下
候

閏
月
初
二
日
僚
帰
到
佳
什
拝
見
難
し
有
奉
レ
存
候
、
益
御
清
健
之
状
奉
二

拝
賀
一
候
、
出
立
前
後
太
多
忙
不
し
能
し
留
二
一
詩
一
不
し
得
し
請
二
詩
一
遺

憾
不
し
紗
、
帰
後
不
二
相
替
一
繁
務
無
し
還
一
裁
書
一
疎
漫
之
罪
海
量
二
御
免

被
レ
下
度
候
、
高
作
本
藩
之
人
も
伝
覧
御
和
韻
仕
候
、
何
卒
後
便
二
御

近
製
並
二
嬢
通
壁
仕
主
味
史
高
稿
又
と
拝
見
奉
レ
存
候
、
時
気
御
自
重

為
し
送
奉
レ
祈
候

臆
昨
都
門
発
刺
時
、
受
来
泳
史
幾
篇
詩
、
ゞ
中
古
論
何
公
案
、
学
海
知

君
無
際
涯
、

海
天
東
望
断
陽
時
、
帰
雁
遥
伝
容
我
詩
、
欲
報
瓊
踞
何
処
走
、
雲
濤
萬

里
秒
無
涯

沖
程
清
風

堀
内
先
生
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第
一
六
一
号
文
書
程
田
玄
悦
書
状
堀
内
忠
龍
宛

第
一
六
二
号
文
書
大
岡
廉
平
書
状
堀
内
忠
龍
宛

（
端
裏
）

「
堀
忠
龍
様
程
田
玄
悦

包
添
」

一
筆
啓
上
仕
候
、
甚
暑
之
節
御
座
候
得
共
、
愈
御
安
康
奉
二
拝
賀
一
候
、

然
は
此
品
如
何
敷
御
座
候
得
共
、
暑
中
御
容
〔
子
〕
相
伺
度
印
迄
一
一
入
二

貴
覧
一
候
、
御
笑
味
〔
被
レ
下
〕
候
へ
は
難
し
有
仕
合
奉
レ
存
候
、
先
は
暑
中

御
見
舞
申
上
度
、
如
レ
此
御
座
候
、
猶
書
余
〔
ハ
〕
参
堂
万
可
二
申
上
一
候
、

早
々
以
上

七
月
三
日

￥
土

三
一
口

程
田
玄
悦
Ⅱ
沼
津
侍
医
。
吉
田
長
淑
の
門
弟
。

一
言
拝
呈
仕
候
、
時
下
春
暖
日
増
候
得
共
、
御
尊
家
様
不
し
残
愈
御
万

福
可
レ
被
し
成
二
御
起
居
一
奉
二
遥
賀
一
候
、
然
は
小
弟
事
兼
而
御
噺
も
申
上

候
通
、
尊
藩
辺
は
未
勝
之
地
一
雨
甚
残
心
二
御
座
候
付
、
今
般
思
立
一

来
来
上
旬
一
一
も
江
戸
発
足
仕
候
、
会
津
ヨ
リ
尊
藩
二
出
、
其
よ
り
南
部

津
出
羽
全
国
大
概
は
相
探
、
帰
路
北
越
二
掛
、
佐
渡
能
登
等
諸
州
一
遍

第
一
六
三
号
古
賀
太
一
郎
書
状

註

・
大
岡
廉
平
Ⅱ
近
江
の
人
。
名
は
寛
、
字
は
子
栗
、
牽
洲
と
号
し
た
。
天

保
七
年
（
一
八
三
六
）
、
坪
井
信
道
が
「
悼
大
岡
廉
平
」
を
書
い
て
い
る
。

歴
仕
候
、
南
部
之
境
御
座
候
処
、
尊
藩
へ
罷
出
候
は
多
分
来
月
二
十
日

前
後
二
可
二
相
及
一
、
兼
而
御
参
府
御
暇
二
而
御
勤
守
之
由
承
及
候
処
、

鰯
耀
道
中
之
行
違
二
相
成
候
哉
心
配
仕
候
、
万
一
未
御
出
府
無
し
之
前
二

相
及
候
得
ハ
、
万
繕
御
世
話
可
二
相
成
一
唖
驚
相
楽
居
申
候
、
先
は
右
申

上
度
、
早
々
如
レ
此
御
座
候
、
恐
々
不
備

三
月
十
一
日

堀
内
忠
龍
様
大
岡
廉
平

拝

過
日
は
途
中
二
而
度
々
拝
晤
本
懐
奉
レ
存
候
、
然
は
来
ル
十
六
日
二
は

（
マ
も
）

先
人
忌
日
二
付
、
年
と
桐
茸
始
、
諸
知
音
之
伺
相
兼
、
来
ル
自
然
、
明

後
日
御
す
き
二
も
被
し
成
二
御
座
一
候
半
里
、
午
時
比
一
一
拙
宅
御
出
被
レ
下

度
奉
レ
存
候
、
此
段
得
一
貴
意
一
度
、
匁
々
不
備

九
月
十
四
日

註

本
状
は
張
込
帖
「
雨
細
雪
疎
」
に
含
ま
れ
る
、
差
出
人
名
・
宛
名
と
も

389



第
二
七
○
号
文
書
誓
誠

に
欠
い
た
一
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
張
込
人
の
別
筆
で
「
古
賀
太
一
郎

肥
前
」
と
あ
る
。

・
古
賀
太
一
郎
１
名
坤
、
字
は
元
戴
、
若
皐
と
号
す
。
佐
賀
の
人
。
古
賀

精
里
の
長
男
穀
堂
（
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
残
五
十
九
歳
）
の
息
。

・
個
葦
Ⅱ
古
賀
個
庵
、
古
賀
精
里
の
三
男
で
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
残
、

六
十
歳
。
太
一
郎
の
叔
父
に
当
る
。
古
賀
謹
一
郎
は
個
庵
の
息
。

夫
死
生
有
し
命
。
固
非
二
司
命
之
所
迄
及
也
・
雌
し
然
其
疾
可
レ
起
而
不
し
得
し

起
者
往
と
乎
有
レ
焉
。
是
則
未
三
能
壷
一
人
事
一
而
死
非
し
命
者
也
。
蓋
売
二

其
人
事
一
而
使
二
其
可
レ
起
者
必
得
Ｐ
起
者
乃
医
之
所
業
也
。
其
称
二
仁
術
一

者
豈
虚
乎
。
筍
志
二
其
業
一
者
鳴
呼
不
レ
勉
乎
。
若
或
誤
二
其
方
剤
一
則
不
二

唯
厭
疾
弗
Ｐ
瘻
而
爾
。
或
至
レ
使
下
其
未
二
必
可
Ｐ
死
者
不
し
死
二
其
疾
一
而
死
中

其
薬
上
也
。
其
為
二
不
仁
一
也
軌
大
焉
乎
。
鳴
呼
不
し
恐
焉
乎
。

博
学
而
思
焉
、
審
問
而
質
焉
、
所
ョ
以
成
二
其
業
一
也
・
雌
し
然
與
下
不
レ
入
二

我
門
一
者
上
、
講
．
習
其
業
一
、
彼
我
持
二
其
所
Ｐ
見
、
而
舌
戦
闘
論
不
二
相

容
一
者
、
固
無
し
益
二
子
彼
一
、
而
有
レ
損
二
子
我
一
也
。
我
之
所
し
是
、
豈
知
二

果
是
一
乎
、
彼
之
所
し
非
、
豈
知
一
稟
非
一
乎
。
学
而
思
焉
、
思
而
惑
焉
、

惑
而
問
焉
、
問
而
施
焉
、
其
験
必
得
し
焉
。

吾
家
有
二
所
し
秘
之
方
法
一
、
豈
其
私
レ
焉
爾
乎
。
蓋
其
術
之
所
し
至
、
有
三

独
得
二
之
於
其
心
一
、
而
不
レ
可
レ
使
三
人
暁
二
其
意
一
者
、
乃
微
意
之
所
し
存

也
。
筍
非
二
其
人
一
、
則
謹
莫
レ
授
二
其
方
法
一
。
若
或
與
下
不
三
彼
入
二
吾
門
一

第
二
七
一
号
文
書
門
生
譜

寛
政
元
年
四
月

門
生
譜

天
明
六
年
十
二
月

註

こ
の
誓
誠
は
堀
内
亮
一
『
堀
内
素
堂
』
一
二
’
一
三
ペ
ー
ジ
に
白
文
の

ま
ま
収
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
誓
誠
が
吉
益
東
洞
の
天
命
説
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
、
と
の

指
摘
が
あ
る
。
詳
細
は
大
塚
恭
男
氏
「
堀
内
文
書
よ
り
み
た
江
戸
時
代

後
期
の
医
療
（
第
一
報
）
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
十
八
巻
一
号
、
昭
和

四
七
年
三
月
）
を
参
看
さ
れ
た
い
。

者
上
講
一
冥
業
一
、
則
彼
頗
疑
二
其
説
一
、
而
我
徒
承
一
其
潮
一
、
固
無
し
益
二

子
彼
一
、
而
有
レ
損
一
手
我
一
也
。
是
方
伎
家
所
ョ
以
有
一
秘
方
一
也
。

珍
一
婦
女
之
疾
一
、
必
待
一
着
視
之
人
一
。
若
側
無
し
人
、
則
不
レ
肯
し
近
一
其

林
墓
一
、
所
ョ
以
避
一
其
嫌
疑
一
也
。
筍
孝
一
其
職
業
一
之
間
有
し
宣
下
淫
。
湛

於
女
色
一
之
行
上
、
斯
医
家
之
所
一
巌
誠
一
也
。

右
吾
家
之
所
一
嚴
誠
一
也
。
遊
二
於
我
門
一
之
徒
、
謹
誓
二
之
於
天
地
神

明
一
、
翼
莫
レ
稔
一
斯
誓
一
美
。

寛
政
庚
申
初
夏
堀
内
忠
明
謹
記

御
台
所
組

萩
生
免
許

宇
津
木
運
蔵

乃
冨
（
花
押
）

赤
井
専
五
郎

宗
峻
（
花
押
）

剛
国
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御
台
所
組
ｇ
蕊
）

寛
政
二
年
九
月
斉
藤
萬
太
郎

祐
方
（
花
押
）

町
医
師
小
出

寛
政
四
年
五
月
寺
鳩
式
次

本
庄
弥
次
郎
内小

池
忠
伯

高
山
村

寛
政
九
年
四
月
佐
藤
秀
蔵

林
庸
（
花
押
）

以
上
起
証
文
別
有
之

中
津
川
大
肝
煎

文
化
六
己
巳
三
月
五
十
四
歳
小
田
切
清
左
衛
門

彦
政
（
花
押
）

高
山
村

寛
政
十
一
年
九
月
佐
藤
長
吉

大
御
門
上
番

文
化
元
年
六
月
脇
本
友
右
衛
門

宮
内
村

高
橋
忠
碩

上
ノ
山

村
山
元
孝

鮎
貝

小
池
忠
叔

萩
生
村

宇
都
木
良
助

相
沢
惣
助

通
計
十
四
人

天
保
十
二
年

二
月

河
内
忠
逸

四
月

十
三
年
五
月

六
月

″″″″″十
四
年
三
月

四
月

五
月

十
五
年
正
月

″弘
化
元
年
八
月

二
年
三
月

″
″

三
年
正
月

三
年
五
月

″
七
月

″
九
月

″
″

弘
化
改
元

″嘉
永
元

日
向
沃
肥

長
州

水
野
剛
羽
守
様

最
上
寒
河
江

花
沢
之
条

三
蝋
蕪

日
向
沃
肥

長
州

肥
前

五
島

比
岐
侯

江
戸

鼓
上
国

早
坂

武
田

鈴
木

鈴
木

佐
を
木

程
田

鈴
木

吾
妻

吾
妻

大
木

久
保
田

坪
井

鰹中
林

佐
常
木

志
水

八
尾
嶋

森
谷

鈴
木

栢
倉

斎
藤

木
脇

野
本

中
野

仙
貞

玄
幹

長
伯

豊
庵

省
庵

玄
悦

龍
太
郎

篇
庵

千
齢

忠
益

祐
庵

安
貞

観
龍

玄
長

玄
英

又
玄

一
蔵

（
マ
マ
）

立
次

圓
益

亮
達

寛
司

元
隆

草
庵
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｜
松
坂
元
庵

烹
沢

一
舟
山

鰯辰
己

沢

三
宮
忠
貞

一
小
池
良
伯

一
山
田
伯
龍

一
小
池
忠
邦

一
鈴
木
千
里

｜
渡
辺
吉
郎

１
１
１
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
ｒ
ｒ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｑ
Ｉ
ｊ

ｌ
黒
沢
清
助

″三
年

″

道松 逸
徳純軒

三
年
七
月

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

前後
長立三

'′ 州湯田

秋
田
侯
一
三
田
玄
端

沼
津
雇
田
玄
悦

浜
田
梅

梁
川
三
田
玄
雄

栗
山

大
中

（
マ
Ｌ
）

横
野

花
田
玄
意

山
田
忠
靖

黒
沢
省
吾

結
城
兼
太

小
津
忠
純

jl

仁庸玄玄
通 平庵孝

一
村
山

一
舟
山

文
政

一
松
木
救
庵

｜
大
沢
忠
橋

｜
山
口
龍
玄

｜
山
崎
長
春

｜
松
倉
忠
粛

一
上
村
玄
立

｜
内
山
忠
郁

菊
池
忠
従

高
橋
玄
泰

忠
篤

文
龍

三
年
十
月

玄
薙

六

年
四
年

五
年

五
年

四
年

〃 〃 〃 〃 〃

赤
石
山
野
元
貞

赤
石
松
井
玄
純

天
童
奥
山
雲
陵

宮
崎
忠
橋

前
野
灘
益

黒 梅
津
良
斎

大
橋
秀
武

細
野
生
舂

河
内
養
正

二
宮
桂
奔

沢
農
輔

名
静
字
子
遠
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天
保
四
年
五
月

天
保
六
年

天
保
六
年

同
年
十
一
月

天
保
三
年
六
月

同
七
年
五
月

。

同
十
年
六
月

同
年
同
月

同同同
十
二
年
五
月

同
年
同
月

同
年
六
月

同
十
一
年
十
一
月

同同同

年
同
月

年
八
月

年年年

六
月

七
月

十
月

小
池
忠
郁

名
忠
郁
字
子
文

上
村
玄
端

名
習
字
子
常

松
坂
貞
庵

名
弘
字
毅
郷

渡
部
吉
弥

小
池
忠
琢

名
理
字
忠
琢

上
村
玄
端

二
宮

細
谷
忠
貞

名
忠
貞
字
公
幹

階

庄
内
生
須
貝
元
亮

鈴
木
千
里

名
汪
と
字
千
里

飯
田
有
益

山
口
彰
水

寺
島
退
茸

後
改
志
田
玄
英

最
上
生
栢
倉
庄
蔵

色
摩
嘉
門

後
改
山
田
伯
龍

山
崎
周
益

佐
藤
文
龍

黒
沢
忠
達

越
后
生
大
沢
忠
格

第
二
七
二
号
文
書
門
人
戒
令

天
保
六
年
七
月

同天
保
八
年

天
保
九
年

天
保
十
年
四
月

天
保
十
一
年

″″″″

″
九
月

一
薬
製
之
義
、
別
而
貞
寧
懇
篤
に
心
を
用
可
レ
申
事

病
人
取
扱
無
一
如
在
一
、
深
切
に
誠
を
尽
し
可
レ
申
事

一
昼
夜
‐
ニ
限
ら
ず
出
入
賓
客
ニ
対
し
、
貴
鹿
ト
な
く
無
礼
是
な
く
、
質

素
律
義
二
取
扱
、
茶
・
た
は
こ
送
迎
等
二
至
迄
心
を
尽
し
可
レ
申
事

一
医
事
之
暇
有
し
之
時
は
、
文
学
入
精
可
レ
為
一
専
要
一
、
諸
会
業
広
く
参

会
可
し
致
事

朝
夕
座
敷
之
掃
除
心
を
用
ひ
可
レ
申
事

一
私
用
二
は
仮
初
一
一
出
候
節
も
、
家
内
之
者
へ
断
候
而
可
一
罷
出
一
事

一
世
上
之
噂
咄
、
男
女
み
た
り
成
儀
等
、
心
を
用
ひ
可
し
申
事

田
野
東
元
二
改後坐

則

小
池
忠
郁

福
嶋
生

上
ノ
山
生

酒
田
生

鍵長山山本松松伊大村三

耀沼崎口川坂木東貫山浦

有
恒

忠
篤

求
章

文
中

救
庵

忠
温

松
逸

立
元

長
春

〔
泰
〕
庵

溌
灘
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第
二
八
三
号
文
書
越
後
国
屋
形
一
房

越
後
国
屋
形

長
尾
平
氏
景
御
先
祖
之
事

一
相
模
国
鎌
倉
権
五
郎
平
氏
景
政
四
代
梶
原
平
三
景
時
御
子
孫
也

御
幕
紋
巴
之
九
曜
ノ
星

平
景
治
蕊
擁
率
詫
志
郡

平
氏
景
融
跡
詠
磨
認
雑
海
国
号

平
景
房
長
尾

右
関
東
八
ケ
国
屋
形
上
杉
中
納
言
藤
原
維
信
御
聟
也

・
長
尾
従
四
位
下

平
為
景
左
京
太
夫
号
道
七
入
道

母
ハ
道
上
杉
維
信
御
聟
也

註

・
堀
内
亮
一
『
堀
内
素
堂
』
一
四
ペ
ー
ジ
所
載
。

一
朝
夕
賄
之
事
諺
一
汁
一
菜
、
家
内
大
勢
二
候
得
ハ
や
自
分
ｊ
、
支
度

可
し
致
事

家
之
不
為
に
相
成
候
事
に
よ
ら
ず
、
心
を
尽
し
可
レ
申
候
事

一
門
の
内
外
見
苦
敷
事
候
ハ
、
、
召
仕
へ
心
を
付
可
レ
申
候
事

文
化
元
年
八
月
壺
天
主
人

長
尾
喜
平
次
後
に

平
景
虎
上
杉
大
納
言
管
領
職

藤
原
憲
政
之
御
家
継
給
フ

関
東
八
箇
国
屋
形

上
杉
氏
管
領
職
藤
原
朝
臣
憲
政
御
先
祖
之
事

一
丹
弼
国
司
上
杉
三
位
中
将
左
衛
門
佐
藤
原
朝
臣
重
房
之
御
子
息
上
杉
三

位
中
将
掃
部
頭
頼
重
八
代
之
御
子
孫
也

御
幕
紋
竹
之
丸
内
二
雀
一
了

藤
原
憲
資
垂
嘩
禮
銅
銅
言

藤
原
憲
宗
錘
李
癖
癩
鋤
納
言

藤
原
憲
康
錘
李
艫
蛎
噸
言

藤
原
維
康
睾
嘩
楕
癖
識

藤
原
維
信
錘
聿
罐
爾
銅
納
言

藤
原
憲
家
垂
嘩
楕
癩
職

藤
原
憲
政
鮭
幸
暉
瀧
蝿
納
言

龍
若
丸
上
杉
殿

上
杉
憲
政
弘
治
元
年
八
月
十
一
日
越
後
国
長
尾
景
虎
御
頼
其
上
御
名
字
御

譲
被
成
候
事

長
尾
景
虎
上
杉
之
御
名
字
御
継
被
成
候
事

上
杉
中
納
言
維
信
之
御
孫
長
尾
左
京
大
夫
為
景
之
三
男
也

（
マ
マ
）

上
杉
従
三
位
中
納
言
藤
原
弾
正
弼
輝
虎
号
越
後
守
卜
但
永
録
三
年
酢
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御
上
絡
被
成
管
領
職
定
リ

公
方
足
利
光
源
院
殿
源
朝
臣
義
輝
之
御
前
二
而
輝
之
字
ヲ
拝
領
被
成

号
上
杉
中
納
言
輝
虎
卜
永
録
六
年
号
謙
信
入
道
長
尾
景
虎
之
御
事
也

長
尾
氏
景
公
御
家
中
侍

氏
江

村
田

松
川

太
田

宇
加
地

蔵
田

高
橋

林
辺

小
野

長
尾
景
房
公
御
家
中
侍

駿
河
秀
景

新
発
田
出
羽
守

五
十
嵐
入
道

柿
崎
出
雲
守

飯
沼
源
太
頼
久

高
梨
源
五
郎
頼
親

栢
崎
右
衛
門
太
夫

飯
沼
日
向
守
正
清

高
梨
播
磨
守
景
宗

長
尾
蔵
人
景
忠

本
庄
出
羽
守
時
長

菅
名
入
道

柿
崎
大
和
守

新
津
入
道

長
尾
為
景
様
御
一
類
衆

上
田
政
景
殿

上
条
山
城
守
殿
景
義

長
尾
義
景
殿

飯
野
景
久
殿

古
志
景
信
殿

飯
沼
四
郎
兵
衛
殿

苅
和
相
模
守
景
親

栃
尾
佐
渡
守
殿
景
冬

苅
和
実
景
殿

上
杉
謙
信
様
御
籏
本

御
一
門
衆

政
虎
北
条
三
郎
殿
ノ
事

上
杉
三
郎
殿
小
田
原
北
条
氏
政
之
御
子
息

上
田
長
尾
義
景
ノ
御
聟
也

景
勝
上
田
長
尾
義
景
之
御
子
息
謙
信
之
御

上
杉
弾
正
少
弼
殿
家
ヲ
継
号
越
後
宰
相
ト

後
二
陸
奥
国
二
而
会
津
之
号
権
中
納
言
ト

上
杉
景
満
殿
古
志
之
長
尾
十
郎
殿
事
也

上
杉
景
行
殿
飯
野
長
尾
小
四
郎
殿
事
也

山
浦
入
道
殿

畠
山
入
道
殿
上
田
長
尾
義
景
之
御
聾
也
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山
本
寺
伊
予
守
殿

山
本
寺
杢
蔵
殿

右
之
外
謙
信
一
家
之
上
条
山
浦
山
本
寺
各
為
上
杉
一
党
卜
自
分
後
代
幕
可

為
同
紋
及
久
末
々
同
各
幕
下
不
可
有
異
儀
者
也
、
依
謙
信
之
系
図
如
件

信
州
大
名
河
中
嶋
合
戦
に
甲
州
武
田
信
玄
晴
信
二
打
負
越
州
謙
信
公
江

降
参
其
上
河
中
嶋
先
陳
被
致
候

村
上
源
義
清
殿

‐
高
梨
源
政
頼
殿

此
両
家
之
衆
河
中
嶋
合
戦
以
来
御
当
家
江
幕
下
二
被
成
候

越
後
越
中
能
登
佐
渡
上
野
五
ケ
国

謙
信
様
御
分
城
持
大
将
衆本

庄
美
作
守

斎
藤
下
野
守

川
田
対
馬
守

石
川
備
後
守

本
庄
弥
太
郎

高
梨
源
三
郎

北
条
安
芸
守

毛
利
上
総
介

大
岡
阿
波
守

北
条
丹
後
守

松
川
大
隅
守

中
条
越
前
守

黒
川
備
前
守

新
発
田
尾
張
守

水
原
壱
岐
守

下
条
薩
摩
守

賀
地
但
馬
守

新
津
丹
後
守

菅
名
但
馬
守

鬼
小
嶋
弥
太
郎

黒
金
治
部

直
江
入
道

山
岸
宮
内
小

柏
崎
日
向
守

大
崎
筑
前
守

桃
井
讃
岐
守

唐
崎
左
馬
助

河
田
伊
豆
守

甘
糟
近
江
守

神
藤
出
羽
守

安
田
伯
耆
守

長
井
丹
後
守

烏
山
因
幡
守

平
賀
志
麿
守

竹
俣
筑
前
守

飯
森
摂
津
守

河
田
豊
前
守
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本
庄
越
前
守

鬼
岩
小
次
郎

宮
部
修
理
亮

竹
俣
三
河
守

直
江
大
和
守

本
庄
清
七
郎

市
貝
式
部

河
田
伯
耆
守

鮎
川
主
計
頭

有
垣
備
中
守

柿
崎
大
和
守

吉
江
常
陸
入
道

大
国
入
道

小
林
左
京
助

柏
原
壱
岐
守

須
田
相
模
守

吉
江
織
部

黒
金
上
野
介

宇
佐
美
駿
河
守

村
山
安
芸
守

嶋
津
淡
路
守

柿
崎
弥
三
郎

唐
崎
孫
二
郎

泉
沢
河
内
守

新
発
田
因
幡
守

琵
琶
嶋
八
郎

田
中

大
井
田

阿
老

菅
沼
越
中
守

広
田

木
戸

上
杉
景
勝
様
御
家
中
侍

御
一
門

甲
州
武
田
源
朝
臣
晴
信
之
御
孫
也

武
田
大
膳
大
夫
殿

景
勝
様
御
姉
聟
畠
山
入
庵
之
御
子
息

畠
山
長
門
守
殿

景
勝
様
御
養
子
畠
山
入
庵
之
御
子
息

上
杉
源
四
郎
殿

村
上
兵
部
少
（
輔
脱
字
力
）
殿

侍
衆本

庄
豊
後
守

長
尾
権
四
郎

直
江
山
城
守

中
条
与
次

須
田
大
炊
頭

本
庄
出
羽
守
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嶋
津
玄
蕃

井
上
宮
内

大
滝
土
佐
守

芋
川
肥
前
守

安
田
上
総
介

水
原
常
陸
介

大
国
但
馬
守

岩
井
備
中
守

色
部
長
門
守

清
野
周
防
守

大
石
播
磨
守

平
田
尾
張
守

鉄
上
野
介

川
田
軍
兵
衛

藤
田
能
登
守

下
条
駿
河
守

新
津
内
記

千
坂
対
馬
守

青
江
喜
四
郎

西
条
志
摩
守

菅
名
孫
四
郎

市
川
惣
四
郎

村
田
与
治
郎

山
岸
中
務

上
田
政
景
様
御
家
中
侍

長
尾
右
馬
頭

福
王
寺

深
沢

斎
木
土
佐
守

樋
口

金
子

栗
林

福
嶋

広
居

宮
嶋

栗
田
刑
部

保
科
主
馬

松
田
越
中
守

芋
川
備
前
守

大
室
源
二
郎

樋
口
内
膳
正

安
田
筑
前
守
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Ｉ
資
料
ニ

ノ
、
ｆ
１
１
４
Ｊ
１
く
〃
、
ｆ

道
潔
一
代
記
（
全
三
巻
筆
垂
一
也
什
畔
打
巻
之
二
四
十
三
丁
）
の
著

者
羽
生
六
郎
左
衛
門
逵
饒
愈
悼
垂
蓉
壷
朋
一
蒄
詣
鯵
は
種
子
島
氏
の
家

ハ
プ

臣
で
あ
る
。
伊
勢
流
の
故
実
家
で
あ
り
、
郡
方
役
と
し
て
は
農
政
に

執
心
し
、
又
物
奉
行
介
添
役
と
し
て
の
再
度
の
上
阪
は
老
練
な
能
吏

で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

種
子
島
材
商
売
の
た
め
の
長
崎
出
張
は
思
わ
ぬ
幸
運
を
も
た
ら
し

た
。
文
化
元
年
六
月
二
十
三
日
長
崎
入
津
よ
り
約
一
ヶ
月
の
長
崎
滞

ヨ
シ
ホ
カ
ウ
サ
ィ

在
で
あ
っ
た
。
阿
蘭
陀
館
内
掛
り
外
科
医
師
良
雄
幸
載
の
知
遇
を
得

て
出
島
阿
闘
陀
館
内
を
見
物
し
た
の
で
あ
る
。

レ
ッ
テ
キ

阿
蘭
陀
医
者
列
狄
の
薬
所
の
模
様
、
初
め
て
見
る
阿
蘭
陀
人
・
黒

人
、
列
狄
の
治
療
の
手
業
、
館
内
諸
所
の
見
物
は
た
だ
驚
く
ば
か
り

で
あ
る
。

良
雄
氏
に
対
し
「
胸
中
迷
ひ
を
ひ
ら
き
、
心
意
を
慰
め
た
れ
（
高

恩
也
」
と
い
い
、
良
雄
氏
の
阿
蘭
陀
評
の
「
生
死
共
に
天
性
に
随
ひ

羽
生
六
郎
左
衛
門
著
「
阿
蘭
陀
館
内
見
物
記
」

ｌ
阿
蘭
院
医
者
列
狄
と
の
出
逢
い
Ｉ

河
内
和
夫

任
せ
て
、
五
情
の
道
を
貴
び
居
る
也
然
れ
パ
君
子
国
共
謂
つ
く

し
」
に
対
し
全
く
同
感
の
意
を
示
し
て
い
る
。

つ
ぎ
は
「
阿
間
陀
館
内
見
物
」
の
一
節
で
あ
る
。

一
阿
藺
陀
館
屋
ハ
糀
崎
町
之
前
海
中
一
一
凡
広
サ
壱
町
余
の
築
地

を
構
へ
其
形
扇
の
地
紙
の
如
し

雷
欝
蕊
熱
織
雛
糊

入
ハ
阿
蘭
陀
通
詞
井
掛
り
之
医
師
其
外
ハ
決
而
不
相
成
御
大
禁
な
り

僕
事
ハ
此
以
前
京
都
大
坂
其
外
九
州
公
役
の
旅
行
し
て
、
名

所
旧
跡
等
見
物
残
る
事
な
し
と
い
へ
ど
も
長
崎
旅
行
容
易

な
ら
ず
況
や
阿
蘭
陀
館
内
見
物
公
儀
の
御
大
禁
思
慮
の

外
な
り
と
い
へ
ど
も
公
役
隙
ど
り
て
此
地
へ
長
く
滞
在
僕

の
身
一
一
と
り
て
ハ
幸
也
何
と
ぞ
し
て
お
も
ふ
念
願
あ
り
て

ヨ
シ
ホ
カ
ウ
サ
ィ

思
慮
を
尽
し
け
る
が
阿
蘭
陀
館
内
掛
り
外
科
医
師
良
雄
幸
載

と
い
う
人
な
る
よ
し
此
人
に
手
寄
を
求
め
な
ば
思
慮
も
あ

る
ま
じ
き
や
と
気
寄
て
彼
の
方
を
尋
ね
訪
ひ
け
る
が
此
医

カ
リ
ソ
メ

師
博
識
高
名
之
人
物
殊
一
一
仁
和
深
く
し
て
仮
令
の
取
逢
よ
り

懇
意
を
受
た
り
斯
て
予
が
大
望
阿
蘭
陀
館
内
見
物
之
事
さ

ざ
や
き
け
れ
（
幸
載
云
く
遠
国
の
来
客
懇
望
の
事
難
黙
止

然
（
気
寄
の
訳
有
之
間
明
後
日
朝
飯
後
入
来
あ
る
べ
し
と

あ
れ
パ
仕
合
一
一
お
も
ひ
て
六
月
廿
八
日
良
雄
方
江
参
入

し
け
る
が
幸
載
云
く
今
日
館
内
へ
御
用
向
あ
り
て
通
詞
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五
六
人
医
師
壱
人
館
内
入
之
筈

シ
ヤ
ウ
ニ
ン

今
日
の
館
内
入
ハ
上
人
方
家
内
に
病
者
あ
り
然
パ
セ
ケ
年
跡
阿
蘭
陀

レ
ツ
テ
キ

よ
り
列
狄
と
い
う
高
名
の
外
科
本
道
の
医
者
此
地
江
公
儀
の
尊
命

に
て
御
頼
入
来
朝
館
内
居
住
也
良
雄
氏
事
早
速
方
彼
列
狄
へ
入

門
稽
古
被
仰
付
七
ケ
年
来
稽
古
受
申
候
也
と
ぞ
依
て
彼
の
病
人

今
日
ハ
阿
蘭
陀
医
者
へ
相
掛
り
療
治
願
御
免
に
て
通
詞
井
医
者
差
付
館

内
入
有
之
事
也
と
ぞ
尤
病
人
養
生
二
付
館
内
入
も
平
人
ハ
不
相
成

と
也

然
（
御
方
を
今
日
之
館
内
入
通
詞
人
数
の
内
に
ま
ぎ
ら
し
引

入
申
度
此
趣
極
内
分
を
以
大
通
詞
方
へ
も
頼
入
置
候
故

同
心
可
致
然
（
御
方
も
則
今
日
館
内
在
勤
中
ハ
通
詞
人

之
姿
一
一
而
候
故
其
御
心
得
一
一
而
惣
て
之
事
通
詞
仕
向
通

見
習
行
作
可
有
之
と
の
事
也

長
崎
表
ハ
都
て
町
人
に
て
通
詞
も
医
者
も
大
小
之
帯
刀
ハ
不
相
成

長
き
腰
刀
計
二
而
袴
羽
織
着
服
就
而
ハ
此
方
二
も
同
様
の
振
舞
可
然

旨
良
雄
氏
任
指
図
打
刀
ハ
良
雄
の
許
江
預
ケ
面
腰
刀
一
本
也

斯
て
此
方
迄
通
詞
六
人
と
良
雄
氏
同
烈
一
一
而
今
朝
五
ッ
時

時
分
館
内
入

塊
ン
．

出
島
渡
り
口
に
長
屋
門
の
如
き
通
り
改
番
所
あ
り
土
地
に
盤
床
を
す

へ
番
者
弐
人
腰
掛
ケ
也
今
日
の
同
行
七
人
共
二
彼
番
人
立
出
て

両
の
快
方
懐
中
迄
悉
く
改
之
是
何
ぞ
持
入
交
易
為
致
間
敷
為
也
ト
ぞ

直
二
異
国
医
師
列
狄
が
薬
所
部
屋
江
上
ル

長
屋
の
内
二
階
座
敷
江
土
地
方
直
登
り
之
大
梯
子
あ
り
是
方
上
ル

テ
ン
ヂ
ヨ
ウ

薬
所
座
敷
拾
弐
帖
敷
天
井
よ
り
柱
障
子
の
腰
板
鴨
居
等
迄
都
而
小

紋
付
の
紅
紙
に
て
張
廻
し
木
面
の
見
得
た
る
ハ
敷
居
計
也
座
敷
の

側
二
広
サ
三
尺
余
長
壱
間
計
の
広
床
あ
り
其
床
二
ふ
と
ん
を
敷

カ
リ
ソ
メ

其
上
に
藤
ニ
テ
組
た
る
呉
座
敷
付
あ
り
是
ハ
列
狄
が
仮
令
の
寝
所
也

と
ぞ
其
座
敷
内
二
用
意
の
箪
笥
其
外
箱
類
惣
而
之
器
物
異
様
也

座
敷
の
中
央
に
高
サ
ー
尺
五
寸
幅
弐
尺
五
寸
方
之
四
シ
足
阿
蘭

陀
木
二
而
作
り
立
た
る
盤
有
是
ハ
外
科
道
具
を
さ
し
立
置
為
の
盤
也

鋏
小
刀
サ
ン
リ
ヤ
ウ
シ
ン
其
外
名
目
シ
ラ
ヌ
療
治
金
具
何
拾
本

ト
ギ

あ
る
や
か
ぞ
へ
が
た
く
磨
チ
ギ
リ
タ
ル
刀
劔
を
立
並
べ
た
る
が
如
し

又
座
敷
正
面
の
柱
の
目
通
り
に
高
サ
八
九
寸
横
四
五
寸
計
の
鏡
一

面
か
か
り
居
た
り
是
ハ
長
屋
の
部
屋
１
１
右
二
同
じ
良
雄
氏
へ
尋

る
に
阿
蘭
陀
人
は
面
直
一
身
の
保
護
至
極
大
切
に
守
る
者
也
然
る
間

一
日
の
内
に
も
幾
度
か
彼
の
姿
鏡
に
立
そ
ひ
て
一
身
の
血
相
を
見
る

其
用
意
に
て
皆
共
如
此
と
也
良
雄
氏
の
職
し
相
違
な
し
今
日
四
シ
前

方
セ
ツ
前
之
頃
迄
彼
の
列
狄
が
部
屋
居
付
程
の
事
な
り
し
が
病
者

療
治
を
仕
か
け
置
幾
度
も
彼
の
姿
鏡
に
立
そ
ひ
た
り
是
見
相
の
躰

と
見
得
た
り
列
狄
が
年
齢
を
良
雄
氏
へ
尋
る
に
四
拾
三
歳
也
卜
其

容
躰
を
試
る
に
日
本
人
の
此
年
頃
な
る
人
替
る
事
な
し
丈
ケ
高
く

ヤ
セ痩

肉
に
し
て
足
の
股
と
ツ
ト
の
ふ
と
り
な
く
股
よ
り
足
の
き
び
す
迄

同
し
程
合
足
の
指
先
方
踏
入
腰
迄
届
く
足
貫
キ
又
袖
細
の
胴

キ
リ

着
腰
限
な
る
を
着
す
顔
色
ハ
桃
色
に
し
て
美
し
く
・
髪
ハ
黒
く
し

て
延
ず
長
サ
壱
寸
計
千
ち
ｒ
ミ
ニ
チ
ピ
ミ
眼
ハ
タ
ゴ
目
也
黒
眼

薄
赤
く
白
眼
鼠
色
形
躰
惣
じ
て
日
本
人
二
異
り
た
り
人
別
二
笠

の
如
き
か
ぶ
り
物
あ
り
凡
図
如
左

氏
殿
蝋
辨
織
畷
瀞
羅
灘

〆
乙
か
ぶ
り
て
居
る
也
さ
れ
（
ち
ざ
ミ
た
る
髪
も
か
ぶ
り
物
に

て
隠
れ
て
後
下
タ
の
方
計
見
ゆ
る
也
初
て
近
寄
た
る
時
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一

列
狄
が
薬
所
二
階
へ
通
詞
井
医
者
同
烈
に
て
上
り
見
る
に
前

以
今
日
館
内
入
の
人
数
知
ら
せ
有
之
た
る
に
や
人
数
一
一
応
じ

空
イ
ス

カ
ネ

て
居
子
七
脚
座
敷
客
居
と
お
ぼ
し
き
所
よ
り
曲
尺
折
り
に

ヰ
ス

す
へ
並
べ
て
あ
り
大
通
詞
始
順
と
直
に
居
子
一
一
腰
を
掛
る

僕
も
良
雄
氏
の
引
廻
し
に
て
通
詞
人
に
紛
れ
入
た
れ
（
良

雄
氏
の
内
教
に
任
せ
六
番
め
の
居
子
一
一
腰
を
懸
ル
良
雄
氏

ヰ
ス

も
同
断
也
此
時
亭
医
列
狄
主
居
の
方
居
子
よ
り
立
出
て
上

〈
人
相
変
じ
て
心
地
あ
し
き
や
う
な
り
し
が
凡
終
日
ほ

ど
見
馴
た
れ
パ
左
も
な
か
り
し
也

右
阿
蘭
陀
の
形
相
数
十
人
を
見
る
に
皆
同
し
身
分
の
高
下
に
て
替

り
あ
り
や
衣
類
の
善
悪
ハ
あ
り
と
い
へ
ど
も
取
仕
立
ハ
替
り
な
し

ク
ロ
ス

籾
又
黒
子
と
云
者
あ
り
く
る
ん
ぼ
と
も
云
阿
蘭
陀
国
を
離
れ
て
孤

力
遡

島
の
夷
族
船
中
加
子
黒
子
を
乗
せ
ざ
れ
・
ハ
船
の
働
き
自
由
な
ら
ず

と
ぞ
館
内
に
黒
子
の
居
所
長
屋
の
や
う
成
家
有
土
地
に
猫
ぶ
く

の
如
き
至
て
む
さ
な
き
莚
を
敷
住
居
せ
り
形
ハ
阿
蘭
陀
人
二
替

り
な
し
と
い
へ
ど
も
顔
よ
り
惣
身
に
至
る
迄
薄
墨
を
か
け
た
る
如

く
黒
く
し
て
か
ぶ
り
物
ハ
な
く
惣
別
渋
染
の
木
綿
湯
手
帯
の
如
く

な
る
を
以
耳
方
上
頭
上
を
包
ミ
廻
し
留
め
て
其
余
り
を
壱
尺
計

後
襟
の
方
へ
垂
ス
衣
類
股
引
二
至
迄
麓
服
た
り
と
い
へ
ど
も

仕
立
方
ハ
大
躰
似
た
る
如
し
船
入
津
の
折
見
物
す
る
に
此
黒
子
在

船
中
の
働
き
驚
入
た
る
仕
業
也
本
柱
ニ
ハ
上
段
中
段
二
三
尺
方
計
成

ユ
カ

竹
床
を
か
き
三
段
に
か
け
た
る
帆
足
を
右
竹
ゆ
か
の
上
に
居
て
取

る
籾
又
帆
柱
に
数
十
の
実
縄
あ
り
此
実
縄
に
桁
縄
あ
り
て
綱
梯
子

の
如
し
洋
中
走
り
船
の
仕
廻
か
ら
く
り
仕
か
け
に
て
日
本
人
な

ど
の
及
び
難
き
業
見
物
し
て
感
に
絶
る
事
多
し

席
の
大
通
詞
よ
り
は
じ
め
居
子
よ
り
三
人
め
計
に
立
向
ひ
中
腰
ほ

ど
に
し
て
両
手
を
乳
通
り
計
に
て
組
む
如
く
し
て
三
拝
ヅ
ッ
順
と

皆
共
立
廻
り
て
拝
礼
無
言
な
り
夫
方
し
て
列
狄
ハ
元
の
如
く
居

子
二
帰
り
居
る
然
る
に
茶
の
給
仕
人
是
阿
蘭
陀
人
提
程
計
な
る

手
桶
に
垂
口
の
附
た
る
に
茶
を
入
片
手
二
持
左
手
に
ハ
茶
碗
を
持

座
中
へ
出
右
左
茶
器
持
な
が
ら
中
腰
ほ
ど
に
て
惣
客
へ
向
ひ
目
礼

其
儘
上
客
よ
り
順
と
同
し
茶
碗
に
て
呑
廻
し
本
朝
の
濃
茶
の
呑
方

の
如
し
茶
の
風
味
甘
茶
の
如
し
口
馴
ざ
れ
パ
呑
難
し
引
菓
子

ク
リ

出
ル
此
干
菓
子
ハ
至
て
結
構
也
異
国
木
の
操
ば
ち
の
や
う
な
る

に
盛
り
て
持
出
順
と
引
て
廻
ル
夫
よ
り
し
て
酒
出
ル
是
も
茶
を

入
た
る
小
桶
の
如
く
な
る
垂
口
あ
る
の
に
入
盃
ハ
奇
明
な
る
赤
黒
き

底
深
な
る
土
器
也
。
是
も
呑
廻
り
酒
の
味
ハ
備
後
国
の
宝
明
酒
二
苦

甘
き
味
を
そ
へ
た
る
如
し
是
も
口
馴
ず
し
て
壱
盃
呑
て
こ
盃
と
ハ

呑
れ
ず
然
し
な
が
ら
呑
な
れ
ぬ
れ
（
宜
敷
に
や
通
詞
同
行
の
内
に

も
二
盃
三
盃
続
け
か
け
て
呑
人
も
あ
り

夫
よ
り
し
て
今
日
館
内
入
の
病
者
上
人
方
の
子
共
両
人
を

薬
所
二
階
へ
烈
上
り
て
列
狄
が
療
治
取
付
其
次
第
外
科

の
手
業
驚
入
筆
舌
に
尽
し
難
し
就
中
め
づ
ら
敷
ハ
壱

人
の
病
者
ハ
三
年
巳
前
方
の
麻
湿
長
崎
中
功
医
の
仕
は
ぐ

ら
し
の
よ
し
病
者
を
居
子
に
載
せ
置
隠
茎
を
出
さ
せ
て

琴
の
糸
の
様
成
を
四
五
寸
程
に
切
り
延
立
て
其
糸
に
種
と
の

方
鈩
、
邑

油
薬
を
厚
く
ぬ
り
小
用
道
に
捻
り
込
貫
け
（
糸
濃
を
ぬ
る

其
う
ミ
を
拭
ひ
幾
返
も
薬
を
ぬ
り
て
抜
ぎ
さ
し
す
る
事
凡

一
時
計
其
内
通
詞
人
を
以
病
人
の
気
分
を
伺
ふ
間
ミ
ー
ー
ハ

気
附
の
薬
を
用
ふ
此
外
科
業
ハ
門
人
の
良
雄
氏
も
入
門
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七
ヶ
年
始
て
見
た
る
と
の
事
也
又
壱
人
の
病
者
ハ
穣
血

サ
ン
リ
ヨ
ウ
シ
ン

の
滞
り
な
り
と
て
両
の
腕
両
足
の
股
よ
り
三
量
鍼
一
一
テ

血
ヲ
ト
ル
血
の
垂
る
撰
事
凡
壱
升
共
い
は
ん
か
此
時
に

ハ
病
者
の
両
眼
を
湯
手
に
て
塞
ぎ
是
又
問
と
ニ
ハ
気
附
の
薬

を
呑
す
る
其
外
奇
明
の
業
あ
り
彼
の
三
量
鍼
も
日
本
外

科
道
具
の
仕
業
の
如
く
突
立
一
一
て
ハ
な
く
平
き
板
金
弐
枚
に

て
鉄
炮
の
火
挾
の
先
き
を
と
が
ら
し
た
る
如
き
を
挾
ミ
引
イ

ポ
あ
り
て
引
ケ
パ
火
挾
の
如
き
物
落
て
挾
ミ
板
金
の
間
方

分
銅
あ
り
て
打
出
す
此
切
先
キ
打
込
テ
血
を
発
ス
此
器
ハ

突
込
の
三
量
鍼
方
病
者
の
気
取
り
も
宜
し
か
る
べ
く
見
ゆ
見

物
し
て
も
見
能
き
有
さ
ま
也

彼
列
狄
ハ
寵
愛
の
傾
城
腹
に
生
し
た
る
四
才
の
女
子
壱
人
あ

り
薬
所
次
の
一
間
広
座
敷
列
狄
が
居
間
也
ト
テ
療
治
の

間
彼
幼
女
幾
度
も
薬
所
へ
遊
び
て
走
出
ル
異
国
人
形
相

ハ
異
り
て
も
七
情
ハ
至
て
切
也
卜
良
雄
方
聞
居
た
り
し
が

誠
二
其
情
現
在
に
顕
れ
て
親
の
童
児
慈
愛
の
切
成
る
事
感

不
斜
療
治
片
手
に
幼
女
抱
き
そ
そ
り
す
る
事
実
深
き
有
さ

ツ
ラ
ツ
『
フ

ま
也
斯
て
此
幼
女
を
熟
と
見
る
に
血
脈
は
相
違
な
し
と
い

へ
ど
も
形
相
ハ
日
本
人
の
幼
女
ノ
形
相
な
り
顔
作
り
の
仕

立
ハ
実
父
に
似
た
り
髪
の
上
の
仕
立
と
衣
類
ハ
長
崎
町

幼
女
の
仕
立
の
如
し
居
間
の
一
間
を
伺
ひ
見
る
に
呼
付
ヶ

の
傾
城
ハ
列
狄
が
衣
服
の
始
末
片
手
に
三
味
線
を
ひ
き
て
慰

む
躰
と
見
え
た
り
列
狄
帰
朝
の
折
一
一
ハ
彼
の
幼
女
を
烈
帰

▲一 一

る
こ
と
な
ら
ぬ
御
法
様
然
る
間
幼
女
成
長
の
折
仕
付
用

と
し
て
最
早
銀
子
拾
貫
目
計
母
女
江
預
ヶ
居
た
り
卜
ぞ

右
通
病
者
散
人
の
療
治
隙
取
時
刻
を
移
す
其
内
僕
も
居

子
へ
腰
掛
し
て
居
る
迄
之
事
館
内
諸
所
見
物
せ
ん
も
無
念
な

り
と
ぉ
も
ひ
良
雄
氏
江
尋
け
る
が
尤
之
事
案
内
可
附
候

間
見
物
せ
よ
と
て
案
内
者
壱
人
用
意
し
て
も
ら
ひ
館
内
不

残
見
物
す
大
概
如
左

大
賄
前
へ
行
て
見
る
に
径
三
尺
計
の
大
平
鍋
塗
り
付
釜
都

て
野
猪
羊
牛
鶏
等
油
剪
物
中
ノ
、
以
其
匂
ひ
思
ひ
ら
れ
ず

官
人
ハ
別
賄
中
分
以
下
大
賄
也
と
ぞ
昼
夜
時
鳴
鐘
を
打

昼
飯
集
り
所
ハ
カ
ビ
タ
ン
部
屋
前
之
広
庭
也
土
地
に
棲
息

の
時
分
故
布
屋
を
栫
て
有
昼
飯
見
物
す
る
に
此
所
へ
集

り
人
拾
五
六
人
也
土
地
一
一
居
子
を
並
べ
食
物
ハ
足
高
几

案
の
如
き
台
を
数
多
居
子
の
前
土
地
一
一
す
へ
た
り
食
台
一

シ
’
一
三
人
計
ヅ
ッ
寄
り
て
喰
飯
ハ
壱
人
前
ヅ
ッ
ト
見
へ
て

鶏
卵
形
の
む
す
び
め
し
三
ツ
ヅ
ッ
添
物
ハ
都
て
油
物
日
本

二
て
ど
ん
ぶ
り
と
い
う
物
二
似
た
り
箸
ハ
な
く
し
て
指
に

て
つ
ま
ミ
又
ハ
日
本
に
て
酢
す
ぐ
ひ
に
似
た
る
物
あ
り
夫

に
て
す
ぐ
ひ
て
喰
ふ
凡
シ
ッ
フ
ク
の
如
し

ジ
ヤ
コ
ウ

ア
ミ

窮
香
と
い
う
獣
を
見
た
り
金
の
網
篭
に
飼
居
た
り
猫
の
形

に
似
て
騒
し
き
獣
也
篭
の
内
を
飛
め
ぐ
る
事
暫
く
も
止
事

な
し
カ
ビ
タ
ン
部
屋
長
屋
の
庭
江
居
た
り
右
之
外
阿
蘭
陀

人
之
行
作
労
珍
事
難
尽
筆
舌
大
綱
を
記
ス
斯
て
今
日
セ
ツ
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紅
晨
、

岬
へ
加

鴨
唖
（
一

画
斗
縊

酬
慨
（
｜

布
川
毎

十
拭
く

伝
誓
い

穏
彗
悟

枡
く
ふ時

分
館
内
方
退
去
良
雄
氏
の
許
江
同
道
い
た
し
候
籾
又

如
此
案
外
な
る
異
国
人
と
の
参
会
誰
し
も
容
易
な
ら
ず
手

し
る
し
と
彼
の
阿
蘭
陀
医
師
が
直
筆
害
跡
を
懇
望
い
た
し
度

良
雄
氏
江
館
内
一
一
而
病
者
療
治
中
頼
入
候
処
良
雄
氏
方
大
通

詞
へ
も
聞
一
一
入
候
処
遠
国
懇
意
之
旅
客
懇
望
之
事
弥
害
を

可
給
と
の
受
合
に
て
大
通
詞
方
列
狄
江
通
詞
有
之
候
処
則

立
て
大
キ
成
呉
服
箪
笥
躰
の
引
出
し
方
阿
蘭
陀
紙
竪
八
寸
横

七
寸
計
な
る
を
散
枚
取
出
し
即
席
二
而
書
之
一
枚
一
天
鶴

の
字
一
枚
一
天
亀
の
字
試
枚
共
二
横
文
字
也
筆
墨
之
形

、△＋,ﾊ唾、抑へ畳‘ハ

一一一・一.
南 草土

原地部黒
屋子

F哩幸輻至壺

南 草土
原地

草原

用

茜卜

子黒
部屋

孫、 営甑寒哩幸輻至壺
ナ
ガ
ヤ

ナ
ガ
圭

同

同
．
、

同|寺
オア

高
官
人

カ
ビ
タ
ン
居
所
高

障
子
ノ
光
り
三
里
汁
ョ
リ
見
ユ
ル

北
橋

'一悪質-‐一一

－－－－～～
一一一

一
階
ビ

、

～

此
辺
二
階
列
狄
薬
所
雑
墹
Ⅲ

イ
ド
ロ

’

｜此
橋
長
サ
拾
間
計

出
島
横
馬
場

屋
数
拾
威
三

部
屋
下
タ
ハ

茸
壁
〈
五
枚

土
塗

←
畳
ミ
て
も
あ
り
ひ
ら
き
て
あ
る

深
堀
瀬
□

書
を
伺
ひ
見
る
に
角
字
ノ
如
き

も
あ
り
又
テ
ン
字
ノ
如
キ
も
あ
り
然
れ
ば
阿
藺
陀
一
一
も

真
行
草
の
文
字
あ
る
に
や
彼
の
列
狄
が
筆
跡
散
枚
異
国
人

と
参
会
後
代
の
手
し
る
し
と
お
も
ひ
て
秘
蔵
し
居
け
る
が

此
事
故
実
師
家
雅
楽
様
被
聞
召
上
御
懇
望
一
一
付
難
有

奉
存
壱
枚
ハ
進
上
し
た
り
尤
阿
蘭
陀
人
之
筆
形
凡
如
（
左

図
参
照
）
軸
の
程
大
躰
人
の
小
指
程
計
惣
長
サ
セ
寸
計
也

北
一
面
惣
長
屋
地
良

計
二
階
ハ
都
テ
住
肘

惣
テ
荷
物
蔵
惣
テ
瓦

塁
ミ
ノ
腰
瓦
上
ハ
向

虫
ク
イ

見
え
ず

←

深
堀
瀬
□

１
１
Ａ

日
本
向
ト
ハ
大
キ
’
一
異
り
た
り

筆
の
軸
ハ
木
一
一
似
た
り
筆
形
ハ

紺
屋
一
一
用
る
上
絵
筆
の
如
く
毛

先
キ
糸
筋
の
如
し
筆
の
手
の
内

も
大
キ
｜
一
達
ふ
也
筆
を
紙
に
付

る
や
い
な
や
ひ
ね
り
曲
り
た
る

横
文
字
書
留
る
迄
目
の
届
く
間

も
な
く
滞
り
な
し
籾
又
彼
の
横

文
字
ハ
日
本
二
而
候
草
字
な
ら

ん
か
彼
列
狄
が
座
右
二
医
書
な

り
し
か
数
冊
或
ハ
ひ
ら
き
或
ハ
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一

阿
蘭
陀
人
を
同
席
中
｜
一
て
親
し
く
見
た
る
ハ
列
狄
と
宮
仕
人
煎

人
也
繕
か
此
三
人
の
振
舞
を
見
る
に
徳
実
面
に
顕
れ
不

用
の
事
を
已
が
同
傍
と
も
不
物
語
至
て
尋
常
な
る
有
さ
ま
也

良
雄
氏
に
予
が
見
る
所
の
趣
を
述
ぶ
答
云
能
社
見
知
り
た
り

異
国
も
さ
ま
／
～
あ
り
本
朝
も
広
大
な
り
と
い
へ
ど
も
今

人
倫
を
全
く
守
り
居
る
は
阿
蘭
陀
也
と
長
崎
に
お
ひ
て
心
あ

る
人
阿
蘭
陀
人
の
振
廻
を
覚
し
知
り
た
る
は
取
沙
汰
あ
る
事

也
全
躰
仏
法
を
信
仰
せ
ず
生
死
共
に
天
性
に
随
ひ
任
せ
て

五
情
の
道
を
貴
び
居
る
也
然
れ
パ
君
子
国
共
謂
つ
く
し
と

ぞ
然
る
間
来
朝
滞
在
之
間
も
日
本
の
国
法
を
守
り
己

が
館
内
よ
り
出
曽
て
地
方
へ
俳
個
す
る
事
も
な
く
持
渡
り

の
荷
物
官
組
且
算
用
取
引
一
一
至
る
迄
其
律
儀
な
る
事
此
国

に
見
て
心
中
一
一
恥
ケ
敷
事
多
し
去
ル
ー
依
て
此
国
よ
り
の

御
取
持
も
唐
人
と
ハ
格
別
御
崇
敬
あ
り
と
ぞ
阿
蘭
陀
通
詞

惣
て
八
拾
人
其
内
大
通
詞
三
人
給
付
一
人
｜
二
ヶ
年

銀
拾
貫
目
ヅ
畠
三
人
一
一
而
一
人
ヅ
掻
之
一
ヶ
年
受
込
年
番

あ
り
此
年
番
ニ
ハ
拾
貫
目
重
ミ
’
一
而
年
番
之
節
ハ
合
而
試
拾

貫
目
其
以
下
稽
古
通
詞
迄
順
と
一
一
応
じ
高
扶
持
被
下
置

右
通
詞
扶
持
ハ
此
国
と
阿
蘭
陀
と
半
割
二
而
御
渡
有
之
と

也
上
古
日
本
地
長
崎
江
商
売
と
し
て
来
朝
し
暫
之
間
ハ
館

屋
迎
も
な
く
阿
蘭
陀
人
滞
船
中
町
宿
也
と
ぞ
其
以
後
来

朝
の
船
数
相
定
り
猶
又
永
代
不
易
来
朝
究
り
之
上
二
而

館
屋
出
来
し
た
り
と
ぞ
其
前
町
宿
の
時
町
家
婦
人
の
腹
二

阿
蘭
陀
人
の
子
男
女
数
多
出
生
し
た
り
然
れ
（
其
支
流

弘
り
居
け
り
唐
人
も
同
断
也
然
る
間
通
詞
ハ
阿
蘭
陀
も

唐
も
町
宿
出
生
支
流
家
を
以
被
召
立
脇
人
よ
り
ハ
如
何
成

願
一
一
而
も
不
被
成
御
法
也
と
ぞ
籾
又
通
癖
の
勉
学
を
良
雄

氏
に
尋
る
に
阿
藺
陀
ロ
ハ
至
て
習
ひ
安
し
た
と
ヘ
バ
唐
口

を
三
年
し
て
習
ひ
覚
る
時
ハ
阿
閏
陀
口
ハ
ー
ヶ
年
二
習
ひ
覚

る
程
也
又
唐
の
筆
談
を
一
ヶ
年
稽
古
す
る
時
ハ
阿
藺
陀
筆

談
ハ
五
ヶ
年
一
一
も
及
ぶ
也
と
ぞ
是
良
雄
氏
の
愉
し
相
違
な
き

事
を
今
日
館
内
滞
在
の
内
に
党
し
知
た
り
前
と
記
ス
如
く

全
躰
徳
実
篤
き
国
な
れ
（
社
弁
口
も
余
程
静
に
し
て
一
舌

ノ
ー
の
続
き
に
ぶ
く
し
て
穏
也
三
日
も
附
会
な
（
当
座
恵
釈

ノ
事
共
ハ
間
覚
べ
き
や
う
な
り
文
字
ハ
又
夫
一
一
異
り
て

筆
勢
の
美
妙
な
る
事
日
本
人
な
ど
の
及
ぶ
べ
き
躰
一
一
ハ
見
へ

ざ
り
し
也
。

右
の
如
く
阿
蘭
陀
館
内
見
物
之
事
偏
に
良
雄
氏
の
懇
意
よ
り
し

て
胸
中
迷
ひ
を
ひ
ら
き
心
意
を
慰
め
た
れ
（
高
恩
也
去
一
一
依
て

帰
郷
離
別
の
折
一
一
ハ
相
応
な
る
謝
礼
を
も
て
な
し
共
に
袖
を
ひ

か
へ
て
わ
か
れ
を
惜
ミ
ぬ
又
帰
郷
の
以
後
も
便
宜
の
折
一
一
ハ
互

二
安
否
尋
、
書
翰
の
贈
答
い
た
し
た
り
。
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一
、
江
川
担
庵
の
侍
医
肥
田
春
安
土
屋
重
朗

江
川
担
庵
（
英
龍
）
は
伊
東
玄
朴
、
大
槻
俊
斎
、
坪
井
信
道
、
織
田
研
斎
、

林
洞
海
ら
多
く
の
蘭
方
医
家
と
交
友
が
あ
っ
た
が
、
家
来
と
し
て
八
田
兵
助
、

長
谷
川
刑
部
ら
の
蘭
学
者
を
養
成
し
て
い
る
。

肥
田
春
安
も
蘭
方
医
家
と
し
て
江
川
担
庵
に
仕
え
た
が
、
春
安
の
経
歴
や

事
績
に
は
ま
だ
不
明
な
点
も
少
な
く
な
い
。
春
安
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

伊
豆
八
幡
野
村
に
肥
田
春
達
の
長
男
と
し
て
生
れ
た
。
肥
田
家
は
も
と
田
方

郡
肥
田
村
に
住
ん
で
い
た
が
江
戸
初
期
八
幡
野
村
に
移
住
し
、
代
為
名
主
を

つ
と
め
た
。
父
春
達
は
八
幡
野
村
住
九
代
目
に
あ
た
り
、
名
主
で
あ
り
、
医

師
で
あ
り
、
ま
た
淡
路
と
称
し
て
八
幡
宮
神
主
も
兼
任
し
、
和
歌
に
も
長
じ

て
い
た
。

春
安
は
若
い
こ
ろ
前
野
良
沢
に
医
を
学
ん
だ
が
、
良
沢
没
後
の
医
学
の
師

は
明
ら
か
で
な
い
。
さ
ら
に
文
化
初
年
江
戸
で
中
津
藩
儒
官
倉
成
龍
渚
に
儒

学
を
学
ん
だ
が
、
こ
の
頃
坪
井
信
道
と
同
塾
で
あ
っ
た
。
や
が
て
伊
豆
に
帰

国
し
文
化
年
間
伊
豆
の
国
学
者
で
歌
人
で
あ
っ
た
竹
村
茂
雄
に
国
学
、
和
歌

を
学
ん
だ
。
竹
村
茂
雄
は
本
居
宣
長
に
国
学
を
、
村
田
春
海
に
歌
文
を
学
び
、

伊
豆
に
国
学
、
和
歌
を
ひ
ろ
め
、
み
づ
か
ら
草
奔
の
国
学
者
を
以
て
任
じ
、

村
の
支
配
者
層
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
肥
田
家
の
族
は
ほ
と
ん
ど
竹
一

七
月
例
会
七
月
二
十
八
日
（
土
）

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
二
番
教
室

』

一
日
本
医
史
学
会
例
会
記
事
一

一
Ｉ
り
く
く
イ
ー
り
く
ノ
ー
ｊ
ｊ
ｉ
～
く
く
く
Ｊ
ｊ
１
～
～
～
～
～
～
～
‐

I

I

村
茂
雄
か
ら
和
歌
を
学
ん
で
い
る
。
や
が
て
春
安
は
父
の
あ
と
を
つ
い
で
名

主
、
医
師
、
神
主
と
な
っ
た
が
、
系
譜
に
よ
る
と
文
政
初
期
「
居
村
不
治
に

付
無
拠
名
主
役
預
伜
保
太
郎
十
四
才
之
時
同
人
名
致
置
也
」
と
あ
り
、
家
を

留
守
に
し
勝
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
既
に
代
官
江
川
家
に
仕
え
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
但
し
担
庵
が
代
官
職
を
つ
い
だ
の
は
天
保
六
年
で
あ
る
か

ら
、
先
代
英
毅
の
時
で
あ
る
。

弘
化
四
年
坪
井
信
道
が
病
気
静
養
の
た
め
熱
海
一
碧
楼
に
投
宿
の
際
、
彼

を
見
舞
っ
た
。
信
道
は
そ
の
感
懐
を
一
篇
の
詩
に
よ
せ
て
い
る
。

嘉
永
元
年
よ
り
担
庵
は
韮
山
で
砲
術
教
授
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
弟
子
達

が
記
し
た
韮
山
塾
日
記
の
中
に
元
年
と
二
年
に
病
気
の
た
め
八
幡
野
村
ま
で

診
療
に
出
掛
け
た
り
、
担
庵
自
身
も
春
安
を
訪
問
し
た
記
事
が
見
受
け
ら
れ

プ
（
》
◎

嘉
永
三
年
肥
田
舂
安
は
江
川
担
庵
の
命
で
伊
東
玄
朴
よ
り
種
痘
術
を
伝
授

さ
れ
、
管
内
の
伊
豆
・
駿
河
・
甲
斐
・
相
模
・
武
蔵
で
種
痘
を
実
施
し
た
。

ま
た
遠
く
八
丈
、
三
宅
ま
で
も
種
痘
に
で
が
け
い
る
。

安
政
元
年
十
二
月
江
川
担
庵
江
戸
出
張
重
病
に
か
か
り
、
十
二
月
三
十
日

春
安
は
江
戸
へ
担
庵
の
診
療
に
出
向
し
た
。
担
庵
は
江
戸
蘭
方
医
ら
十
数
名

の
診
療
立
会
に
も
拘
ら
ず
、
翌
二
年
一
月
十
六
日
没
し
た
。

春
安
は
明
治
六
年
八
月
八
十
七
才
で
没
し
た
が
、
男
子
六
人
あ
り
、
み
な

医
を
学
ん
だ
。
適
為
塾
斎
姓
名
録
中
に
弘
化
四
年
三
月
豆
州
東
浦
八
幡
野
邑

肥
田
貢
と
あ
る
の
は
、
四
男
泰
蔵
と
同
一
人
物
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
五
男

浜
五
郎
は
嘉
永
七
年
象
先
堂
塾
に
入
門
、
の
ち
長
崎
へ
行
き
海
軍
伝
習
生
と

な
り
、
威
臨
丸
機
関
長
と
し
て
遣
米
使
節
に
加
わ
っ
た
。
明
治
以
降
海
軍
に

入
り
海
軍
機
関
総
監
と
な
り
、
退
官
後
は
御
料
局
長
と
な
っ
た
。
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一
、
種
子
島
に
於
け
る
江
戸
時
代
の
人
口
の
推
移
状
況
に
つ
い
て

河
内
和
夫

「
種
子
島
家
譜
」
に
よ
る
人
口
の
記
録
を
経
と
し
諸
家
の
「
系
図
」
を
緯

と
し
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
人
口
推
移
の
実
態
を
探
ろ
う
と
試
み
た
。

「
家
譜
」
の
記
録
が
そ
の
ま
ま
信
頼
で
き
る
か
、
或
は
「
系
図
」
に
よ
る

調
査
が
余
り
に
も
僅
少
に
過
ぎ
は
し
な
か
っ
た
か
な
ど
、
種
を
懸
念
も
な
い

で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
少
く
と
も
本
島
人
口
の
推
移
が
、
江
戸
時

代
初
期
よ
り
幕
末
に
至
る
時
期
に
お
い
て
、
漸
増
・
停
滞
・
減
少
・
漸
増
と

い
う
経
過
を
辿
っ
て
き
た
こ
と
だ
け
は
理
解
が
で
き
た
と
思
う
。

こ
の
稿
に
お
い
て
は
、
特
に
婦
人
の
出
産
を
中
心
と
し
て
考
え
た
か
っ
た

の
で
あ
る
が
、
産
科
関
係
の
資
料
が
発
見
で
き
ず
、
た
だ
人
口
の
増
減
、
産

児
数
、
死
亡
年
齢
な
ど
の
統
計
の
み
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ

当
日
、

祝
っ
て
、

た
。 三

、
先
哲
・
吉
益
東
洞
顕
彰
碑
人
つ
い
て
江
川
義
雄

去
る
十
一
月
九
日
、
広
島
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
吉
益
東
洞
の
顕
彰
碑
の

建
立
に
い
た
る
経
緯
の
説
明
が
あ
り
、
東
洞
の
業
績
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

二
、
慶
長
年
間
の
医
家
肖
像
二
点

九
月
例
会
九
月
二
十
二
日
（
土
）

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
二
番
教
室

例
会
の
後
、
土
屋
重
朗
氏
の
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
の
発
刊
を

有
志
で
土
屋
氏
を
囲
ん
で
こ
の
労
作
の
苦
心
談
な
ど
を
う
か
が
っ

I

川

鼎

三

四
、
緒
方
洪
庵
の
子
、
緒
方
惟
直
の
こ
と

本
講
演
の
詳
細
は
原
著
と
し
て
掲
載
予
定
。

二
、
江
馬
塾
に
お
け
る
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
の
需
要

三
、
シ
ョ
ー
メ
ル
異
聞
宇
賀
田
為
吉

本
講
演
の
要
旨
は
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
二
七
四
号
に
掲
載
。

二
、
宇
田
川
榛
斎
の
「
遠
田
医
範
」
と
「
医
範
提
綱
」
㈲大

鳥
蘭
三
郎

本
講
演
は
い
ず
れ
本
誌
に
原
著
で
発
表
す
る
。

｜
、
絵
画
資
料
に
見
る
日
本
の
医
師

本
講
演
は
原
著
と
し
て
本
誌
に
掲
載
予
定

つ

た
◎

本
講
演
は
原
著
と
し
て
本
誌
訓
巻
２
号
よ
り
掲
載

十
一
月
例
会
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）

於
順
天
堂
大
学
五
号
館
二
階
会
議
室

樋
口
誠
太
郎

緒
方
富
雄

片
桐
一
男
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Ｊ

昭
和
四
十
七
年
度
医
史
学
関
係
論
文
目
録
二く

通
史

生
物
改
造
の
思
想
、
技
術
、
教
育
と
文
化
鈴
木
善
次
教
育
と
文
化

（
八
）
五
五
’
五
七

科
学
、
科
学
教
育
、
科
学
史
紫
藤
貞
昭
日
本
大
学
商
学
集
誌
、
人
文

科
学
編
四
巻
一
号
一
三
’
二
二

医
学
の
歴
史
小
川
鼎
三
順
天
堂
医
学
一
八
巻
三
号
四
○
一
’
四

○
三

日
本
の
医
学
と
ド
イ
ツ
小
川
鼎
三
日
本
医
師
会
雑
誌
六
八
巻
一
号

三
○
’
三
四

解
体
新
書
へ
の
み
ち
小
川
鼎
三
ク
リ
’
一
シ
ア
ン
一
九
巻
一
号
一

八
二
’
九
三

ワ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
て
ｌ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ア
ジ
ア
医
学
を
考
え
る
ｌ

（
１
１
Ｖ
）
大
塚
恭
男
冨
昌
○
℃
函
Ｐ
の
両
ｚ
旨
両
国
Ｏ
Ｐ
Ｐ
悶
因
旨
両
君

第
一
七
巻
二
五
’
三
一
、
三
三
’
四
一
、
一
四
八
’
一
五
六
、
二
七
二

’
二
八
○
、
三
二
八
’
三
三
六

泰
西
医
学
と
数
学
大
矢
全
節
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号
二

○
二
’
二
○
三

東
洋
比
較
医
学
史
私
の
中
国
医
学
史
研
究
ジ
ョ
ー
セ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム

医
学
史
研
究
三
八
号
三
六
七
’
三
七
○

古
代
印
度
医
学
と
仏
教
医
学
と
の
比
較
②
石
原
明
、
杉
田
暉
道
日
本

医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号
一
九
四

古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
お
け
る
医
学
に
つ
い
て
鈴
木
哲
哉
日
本
医
史
学

雑
誌
一
八
巻
三
号
一
九
三
’
一
九
四

日
本
先
史
時
代
の
暦
誌
三
輪
卓
爾
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号

一
九
五
’
一
九
六

一
七
世
紀
の
生
物
学
中
村
禎
里
科
学
史
研
究
一
○
一
号
一
’
九

南
蛮
寺
興
廃
記
と
南
蛮
医
学
の
発
端
井
上
清
恒
昭
和
医
学
会
雑
誌

三
二
巻
九
号
四
五
一
’
四
五
六

中
世
末
期
の
医
療
に
関
す
る
研
究
日
記
文
学
に
見
る
医
療
の
概
況
渡
辺

俊
彦
日
本
体
育
学
会
二
三
回
大
会
三
七

幕
末
の
西
洋
医
術
発
展
記
酒
巻
英
之
助
逓
信
医
学
二
四
巻
五
号

四
四
五

杉
田
玄
白
か
ら
福
沢
諭
吉
へ
「
解
体
新
書
」
か
ら
「
学
問
の
す
す
め
」
へ

藤
野
恒
三
郎
東
洋
薬
事
報
一
三
巻
四
号
七
’
一
六
、
五
号
七
’

一
○
、
六
号
七
’
一
○
、
七
号
七
’
一
○
、
八
号
七
’
一
○
、
九

号
七
’
一
六

一
九
世
紀
の
日
英
両
国
に
お
け
る
医
師
像
の
比
較
に
つ
い
て
阿
知
波
五

郎
日
本
医
事
新
報
二
四
九
六
号
六
三
’
六
八

戦
国
武
将
の
医
学
意
識
と
医
道
伝
授
宮
本
義
己
日
本
医
史
学
雑
誌

一
八
巻
三
号
一
九
八
’
一
九
九

伝
記

教
え
を
受
け
た
方
為
の
お
も
か
げ
勝
木
保
次
生
体
の
科
学
二
三
巻

五
号
二
五
七
’
二
六
二

結
核
の
予
防
・
医
療
・
行
政
に
尽
し
た
思
い
出
の
人
⑧
ｌ
有
馬
英
二
あ
く

ま
で
臨
床
的
な
結
核
学
者
Ｉ
清
水
寛
複
十
字
一
○
七
号
一

六
’
一
九
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光
・
下
松
出
身
に
て
日
本
医
界
に
貢
献
顕
著
な
人
物
庄
司
忠
山
口

県
医
学
会
誌
六
号
三
一
八
’
三
二
一

群
馬
の
お
い
た
ち
ｌ
維
新
前
後
の
漢
方
医
Ｉ
田
中
和
雄
主
治
医
一

二
巻
一
○
号
二
四
’
二
五
、
二
号
二
六
’
二
七
、
一
二
号
二
四

’
二
五

ぉ
医
者
山
脈
徳
川
白
布
Ｘ
レ
イ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
一
号
二
八
’

二
九
、
三
二
号
二
八
’
二
九
、
三
四
号
二
八
’
二
九
、
三
五
号
二

八
’
二
九
、
三
六
号
二
八
’
二
九
、
三
七
号
二
八
’
二
九
、
三
八
号

二
八
’
二
九
、
三
九
号
二
八
’
二
九
、
四
○
号
二
六
’
二
九
、
四
一

号
二
八
’
二
九
、
四
二
号
二
六
’
二
九
、
四
三
号
二
八
’
二
九
、

四
四
号
二
八
’
二
九
、
四
五
号
二
六
’
二
七
、
四
六
号
二
六
’
二

七
、
四
七
号
二
八
’
二
九
、
四
八
号
二
八
’
二
九

医
学
文
化
を
た
ず
ね
て
剛
江
戸
の
医
師
進
士
慶
幹
医
海
時
報
五

六
七
号
三

明
治
漢
方
の
巨
頭
浅
田
宗
伯
の
家
規
な
ど
吉
川
芳
秋
保
険
診
療
二

七
巻
一
○
三
号
五
八
’
五
九

阿
波
人
物
山
脈
有
持
伯
民
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月
七
日

尼
子
富
士
郎
博
士
を
偲
ぶ
佐
藤
美
実
広
島
医
学
二
五
巻
六
号
八

九
’
九
○

明
治
の
大
医
赤
星
研
造
と
宮
城
県
村
主
巌
日
本
医
事
新
報
二
五
一

二
号
六
三
’
六
七

師
を
語
る
赤
岩
八
郎
先
生
今
永
一
医
海
時
報
五
五
八
号
三

師
を
語
る
青
山
胤
通
先
生
佐
為
廉
平
医
海
時
報
五
六
八
号
三

師
を
語
る
猪
子
止
才
之
助
先
生
奥
窪
廉
司
医
海
事
報
五
六
五
号

一
一

弘
前
に
お
け
る
渋
江
抽
斎
の
遺
族
と
伊
沢
蘭
軒
伊
沢
蘭
軒
覚
え
書
②

松
木
明
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
一
号
五
一
’
五
四

石
原
忍
先
生
と
そ
の
時
代
桐
沢
長
徳
銀
海
五
七
号
一
三
’
一
五
、

五
八
号
五
’
七
、
六
○
号
六
’
九
、
六
一
号
一
四
’
一
六
、
六
二

号
九
ｌ
二

怒
っ
た
石
原
先
生
ｌ
附
属
医
専
創
設
を
め
ぐ
っ
て
福
島
義
一
銀
海

六
○
号
一
○
Ｉ
二

備
前
地
方
蘭
医
学
史
石
井
宗
謙
と
シ
ー
ポ
ル
ト
の
遺
児
イ
ネ
中
山
沃

医
海
時
報
五
四
六
号
三

阿
波
人
物
山
脈
井
出
三
洋
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月
二
日

阿
波
人
物
山
脈
井
上
不
鳴
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月
一
八
日

阿
波
人
物
山
脈
井
上
達
也
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月

阿
波
人
物
山
脈
石
丸
修
安
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月

阿
波
人
物
山
脈
稲
井
静
電
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月

阿
波
人
物
山
脈
井
上
肇
堂
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月

伊
東
教
授
の
遺
業
鈴
木
正
夫
千
葉
医
学
会
雑
誌
四
八
巻
四
号
一

七
六

秋
田
の
蘭
医
岩
谷
省
達
松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
一
号

一
一
二
二
－
ｆ
一
一
二
ハ

「
伊
沢
蘭
研
」
補
遺
と
正
談
富
士
川
英
郎
鴎
外
一
○
号
一
’
七

伊
東
重
と
陸
掲
南
川
村
欽
吾
東
奥
義
塾
研
究
紀
要
第
六
集
一
’

四
四

宇
田
川
玄
随
と
玄
真
木
村
陽
二
郎
高
校
理
科
研
究
六
’
五
、
四
’

一
ハ

人
間
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
と
そ
の
時
代
吉
田
冨
三
日
本
臨
床
三
○
巻
六
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号
一
四
三
一
’
一
四
三
五

宇
田
川
榛
斎
の
医
範
提
綱
致
井
上
清
恒
昭
和
医
学
会
雑
誌
三
二
巻

六
号
二
七
一
’
二
七
七

緒
方
洪
庵
と
適
塾
小
川
鼎
三
宮
両
ロ
門
Ｐ
Ｆ
ｚ
同
君
の
一
三
○
号
四

オ
ス
ラ
ー
博
士
の
生
涯
佃
オ
ス
ラ
ー
の
業
績
と
生
涯
の
あ
ら
ま
し
②
生

い
立
ち
（
一
八
四
九
’
一
八
六
四
ま
で
）
日
野
原
重
明
言
８
国
目

九
巻
九
号
一
八
一
○
’
一
八
一
三
、
九
巻
一
○
号
一
九
四
四
’
一
九

四
七
側
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
文
科
か
ら
ト
ロ
ン
ト
医
学
校
へ
九
巻
一
三

号
二
三
四
七
’
二
三
五
○

七
科
約
説
と
太
田
用
成
土
屋
重
朗
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号

一
八
二
’
一
八
三

人
物
紹
介
小
川
培
地
を
完
成
さ
れ
た
小
川
辰
次
先
生
工
藤
祐
是
複

十
字
一
○
七
号
三
三

阿
波
人
物
山
脈
小
原
舂
造
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月
七
日

南
嶬
小
川
孜
成
に
つ
い
て
津
田
進
三
石
川
郷
土
史
学
会
会
誌
五
号

九
○
’
九
四

金
崎
周
説
金
崎
三
三
広
島
医
学
二
五
巻
七
号
八
七
五
’
八
七
六

金
崎
周
補
金
崎
三
三
広
島
医
学
二
五
巻
七
号
八
七
六

金
崎
宗
弘
金
崎
三
三
広
島
医
学
二
五
巻
七
号
八
七
六

日
本
生
物
学
史
雑
話
㈱
桂
川
甫
周
と
林
子
平
木
村
陽
二
郎
高
校
理

科
研
究
六
巻
三
号
四
Ｉ
六

阿
波
人
物
山
脈
賀
川
玄
悦
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月
六
日

阿
波
人
物
山
脈
神
河
多
文
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月
九
日

西
東
科
学
史
散
歩
田
貝
原
益
軒
大
矢
真
一
自
然
二
七
巻
一
号

二
○
’
一
二

柏
原
学
而
伝
土
屋
重
朗
日
本
医
事
新
報
二
四
九
一
号
六
五
’
六

七
、
二
四
九
二
号
六
八
七
○
、
二
四
九
三
号
六
八
’
七
三
、
二
四
九

四
号
六
七
’
六
九

シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
び
功
業
の
著
者
呉
秀
三
博
士
の
面
影
吉
川

芳
秋
保
険
険
診
療
二
六
巻
一
○
一
○
号
八
二
’
八
四

恩
師
久
保
猪
之
吉
先
生
の
憶
い
出
田
中
一
弘
日
本
医
事
新
報
二
五

三
九
号
五
○
’
五
四

回
想
の
国
崎
定
洞
曽
田
長
宗
医
学
史
研
究
三
八
号
三
七
二
’
三

七
七

回
想
の
国
崎
定
洞
山
田
と
く
医
学
史
研
究
三
八
号
三
七
九
’
三

八
一

国
崎
定
洞
と
現
代
前
田
信
雄
医
学
史
研
究
三
八
号
三
八
二
’
三

八
四

国
崎
定
洞
、
そ
の
後
の
調
査
よ
り
上
林
茂
暢
医
学
史
研
究
三
八
号

三
八
五
’
三
八
六

人
口
に
み
る
公
衆
衛
生
の
歴
史
伽
国
崎
定
洞
（
一
八
九
四
’
一
九
三
七
？
）

社
会
衛
生
学
よ
り
革
命
運
動
へ
⑪
衛
生
学
者
〃
国
崎
″
川
上
武
、

上
林
茂
暢
公
衆
衛
生
三
六
巻
三
号
一
八
六
’
一
八
七

小
石
元
俊
の
医
案
（
草
稿
）
中
野
操
医
潭
四
三
号
二
七
○
四
’

二
七
○
五

備
前
蘭
学
の
始
祖
児
玉
順
蔵
（
備
前
地
方
蘭
医
学
史
）
中
山
沃
医
海

時
報
五
五
二
号
三

後
藤
新
平
に
お
け
る
衛
生
論
の
人
間
的
展
開
布
施
昌
一
日
本
医
事
新

報
二
五
三
二
号
六
一
’
六
四
、
二
五
三
三
号
六
八
’
七
一
、
二
五

三
四
号
六
六
’
六
九
、
二
五
三
五
号
七
○
’
七
三
、
二
五
三
六
号
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六
七
’
七
○

長
岡
町
蘭
方
医
小
村
英
庵
木
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
二
六

九
号

阿
波
人
物
山
脈
高
良
斎
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月
八
日

相
良
知
安
と
フ
ル
ベ
ッ
キ
小
川
鼎
三
冨
両
己
弓
Ｐ
Ｆ
ｚ
両
君
の
一
三
四

号
四

近
世
日
本
医
学
の
先
覚
者
相
良
知
安
文
書
の
研
究
鍵
山
栄
日
本
医

史
学
雑
誌
一
八
巻
三
二
一
五
’
二
三
二

佐
藤
泰
然
と
順
天
堂
の
始
ま
り
小
川
鼎
三
三
国
ロ
后
麥
晶
ｚ
同
君
ｍ
一

三
一
号
四

佐
藤
尚
中
伝
仙
小
川
鼎
三
順
天
堂
医
学
一
八
巻
一
号
二
二
’

二
五
、
②
一
八
巻
二
号
二
八
六
’
二
九
一
、
⑧
一
八
巻
三
号

四
○
七
’
四
一
四
、
側
一
八
巻
四
号
五
一
八
’
五
二
三

佐
伯
理
一
郎
（
一
八
六
二
’
一
九
五
三
）
留
学
日
記
阿
知
波
五
郎
日

本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号
一
八
三
’
一
八
六

柴
田
収
蔵
日
記
を
読
む
大
滝
紀
雄
日
本
医
事
新
報
二
五
一
五
号

六
三
’
六
六

柴
田
先
生
と
長
井
先
生
フ
ァ
ル
マ
シ
ァ
七
巻
二
号
六
二
七
’
六
三

一
一

阿
波
人
物
山
脈
七
条
文
堂
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月

杉
田
玄
白
先
生
に
学
ぶ
宮
本
忍
胸
部
外
科
二
五
巻
四
号
二
四
五

瑞
方
面
山
の
「
典
座
教
訓
間
解
」
に
つ
い
て
関
根
正
雄
日
本
医
史
学

雑
誌
一
八
巻
二
号
一
○
七
’
二
八

杉
田
玄
白
覚
え
書
き
側
杉
靖
三
郎
社
会
保
険
二
二
巻
一
二
号
一

八
’
二
○
、
㈱
二
三
巻
二
号
一
四
’
一
六
、
㈹
二
三
巻
三
号
二

二
’
二
四
、
側
二
三
巻
六
号
一
四
’
一
六
や
㈱
二
三
巻
七
号
一

二
’
一
四
、
㈹
八
号
一
四
’
一
六

日
本
生
物
学
誌
雑
話
杉
田
玄
白
の
身
辺
木
村
陽
二
郎
高
校
理
科
研

究
五
巻
九
号
四
’
六

日
本
生
物
学
史
雑
話
杉
田
玄
白
の
深
慮
木
村
陽
二
郎
高
校
理
科
研

究
六
巻
一
号
四
’
六

医
学
館
創
設
者
由
緒
書
シ
リ
ー
ズ
そ
の
三
鈴
木
儀
六
の
由
緒
書
酒
井

恒
十
全
同
窓
会
会
報
四
五
号
四
七
年
二
月
二
○
日

阿
波
人
物
山
脈
須
田
泰
嶺
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月
一
○
日

阿
波
人
物
山
脈
関
寛
斎
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月
一
○
日

軍
医
と
し
て
の
関
寛
斎
福
島
義
一
医
海
時
報
五
四
三
号
三

土
居
咲
吾
金
崎
三
三
広
島
医
学
二
五
巻
七
号
八
七
五

建
部
清
庵
杉
靖
三
郎
健
康
医
学
二
一
九
号
五
四
’
五
七
、
二
二

○
号
五
四
’
五
七
、
二
二
一
号
五
四
’
五
七
、
二
二
二
号
五
四
’

五
七
、
二
二
三
号
五
四
’
五
七
、
二
二
四
号
五
四
’
五
七

ダ
ラ
ン
ペ
ー
ル
と
確
率
論
仙
山
崎
英
三
科
学
史
研
究
一
○
一
号

一
七
’
二
四

阿
波
人
物
山
脈
高
橋
赤
水
（
一
七
六
九
’
一
八
四
八
）
徳
島
毎
日
新
聞

四
七
年
一
月
九
日

阿
波
人
物
山
脈
高
畠
耕
斎
・
道
純
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月

阿
波
人
物
山
脈
橘
舂
庵
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月

こ
の
人
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ｌ
高
嶺
徳
明
（
魏
士
哲
）
の
こ
と
’
佐
藤

八
郎
鹿
児
島
県
医
師
会
報
一
二
’
一
三

「
ツ
ュ
ー
ン
ベ
リ
ー
研
究
資
料
」
補
遺
岩
生
成
一
東
方
会
創
立
二
十

五
周
年
記
念
東
方
学
論
集
六
七
’
七
八
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人
に
み
る
公
衆
衛
生
の
歴
史
⑨
暉
峻
義
等
（
一
八
八
九
’
一
九
六
六
）
わ

が
国
に
お
け
る
労
働
科
学
の
誕
生
川
上
武
、
上
林
茂
暢
公
衆
衛
生

三
六
巻
一
号
四
○
’
四
一

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
四
八
ア
ジ
ア
産
業
保
健
会
議
と
暉
峻
義
等
三

浦
豊
彦
労
働
衛
生
一
三
巻
一
二
号

戸
塚
静
海
よ
り
兄
柳
慶
宛
の
書
簡
の
紹
介
仙
戸
塚
茂
男
日
本
医
史
学

雑
誌
一
七
巻
四
号
三
二
’
三
一
五

長
与
専
斎
大
鳥
蘭
三
郎
日
本
及
び
日
本
人

目
で
見
る
医
学
史
明
治
の
医
事
衛
生
制
度
を
た
て
た
長
与
専
斎
小
川

鼎
三
冨
因
目
。
シ
Ｆ
ｚ
両
乏
の
一
三
六
号
四

長
井
長
義
先
生
の
生
い
立
ち
と
そ
の
背
景
岩
村
武
勇
フ
ァ
ル
マ
シ
ァ

八
巻
四
号
一
二
七
’
二
二
○

中
川
淳
庵
木
村
陽
二
郎
小
浜
市
史
紀
要
第
三
輯
一
二
’
二

八
東
洞
門
人
録
中
の
中
神
琴
溪
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床
一
九
巻
五
号

二
五
七
’
二
六
一

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
お
墓
参
り
今
昔
蒲
原
宏
東

洋
薬
事
報
一
四
巻
三
号
二
二
’
二
三

医
学
文
化
を
た
ず
ね
て
鯛
和
方
家
花
野
井
有
年
静
岡
県
医
学
史
の
う
ち

土
屋
重
郎
医
海
時
報
五
六
四
号
三

目
で
見
る
医
学
史
Ｍ
長
谷
川
泰
と
済
生
学
舎
伽
酒
井
シ
ヅ
富
両
国
‐

ｏ
Ｐ
Ｆ
ｚ
因
乏
の
一
三
九
号
四

華
岡
青
洲
の
麻
酔
と
外
科
緒
方
富
雄
第
五
回
世
界
麻
酔
学
会
議
特
別

講
演

医
学
文
化
を
た
ず
ね
て
伽
近
代
外
科
医
の
祖
華
岡
青
洲
を
語
る
菊
池

真
一
郎
医
海
時
報
五
三
五
号
三

阿
波
人
物
山
脈
畑
維
禎
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年

阿
波
人
物
山
脈
畑
維
龍
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年

阿
波
人
物
山
脈
林
随
仙
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年

平
田
篤
胤
の
医
学
服
部
敏
良
皇
学
館
論
叢
五
巻
四
号
一
’
一
二

坪
井
信
道
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
の
作
詩
の
年
代
緒
方
富
雄
日
本
医
史

学
雑
誌
一
八
巻
二
号
二
九
’
一
二
二

小
村
英
庵
旧
蔵
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
二

六
八

加
茂
市
蘭
方
医
森
田
千
庵
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
蒲
原
弘
新
潟
県
医

師
会
報
二
七
二
号

日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
日
本
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
と
賛
の
研
究

序
説
緒
方
富
雄
日
本
医
学
会
一
八
回
総
会
会
誌
一
八
三
七
’

一
八
四
四

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
関
係
資
料
緒
方
富
雄
早
稲
田

大
学
図
書
館
紀
要
一
三
号
一
’
二
三

人
に
見
る
公
衆
衛
生
の
歴
史
川
福
原
義
柄
（
一
八
七
五
’
一
九
二
七
）
社

会
衛
生
学
の
移
植
川
上
武
、
上
林
茂
暢
公
衆
衛
生
三
六
巻
二
号

一
二
二
ｌ
一
二
三

青
森
大
病
院
教
授
深
瀬
洋
舂
伊
沢
蘭
軒
覚
え
書
仙
松
木
明
日
本

医
史
学
雑
誌
一
七
巻
四
号
二
八
八
’
二
九
一

藤
井
方
亭
の
生
家
に
つ
い
て
茅
原
弘
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻

三
号
一
八
二

阿
波
人
物
山
脈
藤
本
文
策
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月

エ
ル
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ッ
先
生
石
橋
長
英
診
断
と
治
療
六
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○
巻
五
号
八
八
一
’
八
八
五

へ
ボ
ン
と
ウ
ィ
リ
ス
小
川
鼎
三
富
両
己
同
畠
ｚ
両
君
の
一
三
二
号

四
己
『
．
博
鼻
と
そ
の
周
辺
仁
木
厚
・
他
医
学
の
あ
ゆ
み
八
○
巻
一
号

四
五
’
四
八

ベ
ル
ッ
（
一
八
四
九
’
一
九
一
三
）
の
こ
と
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ

み
八
○
巻
六
号
四
二
○
、
八
○
巻
七
号
四
七
○

ポ
ー
ド
イ
ン
先
生
送
別
の
写
真
大
滝
紀
雄
日
本
医
事
新
報
二
五
一

○
号
六
四
’
六
五

堀
内
文
書
よ
り
見
た
江
戸
時
代
後
期
の
医
療
（
第
一
報
）
大
塚
恭
男
日

本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
一
号
二
九
’
三
七

堀
内
文
書
関
係
年
譜
酒
井
シ
ヅ
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
一
号

三
九
’
五
○

堀
内
文
書
に
み
ら
れ
る
蘭
学
者
の
生
活
と
思
想
目
杉
田
玄
白
の
手
紙
か
ら

小
川
鼎
三
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
一
号
一
’
一
○

堀
内
文
書
に
見
ら
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て
大
鳥
蘭
三
郎
日
本
医

史
学
雑
誌
一
八
巻
一
号
二
’
一
六

米
沢
藩
医
、
堀
内
家
と
そ
の
周
辺
堀
内
淳
一
日
本
医
史
学
雑
誌
一

八
巻
一
号
一
七
’
二
八

堀
内
文
書
の
研
究
側
片
桐
一
男
日
本
医
史
学
雑
誌
一
七
巻
四
号

三
一
七
’
三
二
四

堀
内
文
書
の
研
究
⑤
片
桐
一
男
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
一
号

五
五
’
六
○

ス
ロ
ィ
ス
、
ホ
ル
ト
マ
ン
時
代
の
講
義
録
か
ら
文
献
の
中
の
先
生
津

田
進
三
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
六
七
一
’
六
九
二

本
庄
普
一
先
生
の
墓
の
改
葬
に
際
し
て
桑
原
安
治
銀
海
六
二
号

一
二
’
一
四

國
邑
肩
江
戸
末
期
よ
り
明
治
中
期
ま
で
の
洋
史
を
中
心
と
し
た
医
学

大
滝
紀
雄
医
海
時
報
五
四
○
号
三

日
本
生
物
学
史
雑
話
二
九
前
野
良
沢
の
自
然
観
木
村
陽
二
郎
高
校

理
科
研
究
六
巻
八
号
四
’
六

日
本
生
物
学
史
雑
話
二
八
前
野
良
沢
と
高
山
彦
九
郎
木
村
陽
二
郎

高
校
理
科
研
究
六
巻
六
号
四
’
六

前
野
良
沢
の
「
蘭
訳
筌
」
に
つ
い
て
斎
藤
信
名
古
屋
市
立
大
学
教

養
部
紀
要
（
人
文
社
会
研
究
）
一
六
巻
四
九
’
六
九

曲
直
瀬
道
三
と
雲
陣
夜
話
米
田
正
治
日
本
医
事
新
報
二
五
○
七
号

六
九
’
七
○

慶
応
・
慈
恵
両
医
学
の
創
設
者
松
山
棟
庵
先
生
神
崎
勲
日
本
医
事

新
報
二
五
一
四
号
七
四

光
本
天
造
右
田
憲
吾
広
島
医
学
二
五
巻
七
号
八
七
七
’
八
七
八

阿
波
人
物
山
脈
美
馬
順
三
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月
徳
島
県

医
学
会
五
○
年
史

阿
波
人
物
山
脈
三
宅
玄
意
（
玄
達
）
徳
島
毎
Ｈ
新
聞
四
七
年
一
月

阿
波
人
物
山
脈
三
宅
舞
村
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月

阿
波
人
物
山
脈
三
宅
速
徳
島
毎
日
新
聞
四
七
年
一
月

ミ
ハ
エ
リ
ス
教
授
来
学
五
○
周
年
に
あ
た
っ
て
八
木
国
夫
名
大
医
学

友
時
報
二
七
五
号
一
’
二

日
仏
医
学
交
流
に
貢
献
し
た
茂
木
蔵
之
助
古
川
明
日
本
医
史
学
雑

誌
一
八
巻
三
号
一
八
六
’
一
八
七

医
師
と
し
て
の
森
鴎
外
側
伊
達
一
男
日
本
医
事
新
報
二
五
二
三
号
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六
六
’
六
九

鴎
外
の
文
学
と
人
間
中
野
重
治
・
他
文
学
四
○
巻
一
三
○
九
’

一
三
三
九

森
鴎
外
と
明
治
の
青
春
三
枝
康
高
文
学
四
○
巻
一
三
六
九
’
一

三
七
九

啓
蒙
批
評
時
代
の
鴎
外
磯
貝
英
雄
四
○
巻
一
三
九
三
’
一
四
○
三
、

一
五
三
三
’
一
五
四
四

森
鴎
外
と
三
村
竹
清
富
士
川
英
郎
文
学
四
○
巻
二
号
一
四
三

○
’
一
四
四
四

森
鴎
外
１
人
と
思
想
Ｉ
内
海
健
寿
労
働
の
科
学
一
○
月
号
六
五

小
倉
時
代
の
森
鴎
外
竹
盛
天
雄
文
学
四
○
巻
一
三
八
一
’
一
三

九
二

医
師
と
し
て
の
森
鴎
外
伊
達
一
男
日
本
医
事
新
報
二
四
九
五
号

六
七
’
七
一
、
二
五
二
三
号
六
六
’
六
九

医
師
と
し
て
の
森
鴎
外
⑤
伊
達
一
男
日
本
医
事
新
報
二
五
二
七
号

六
八
’
七
一

森
田
正
馬
伝
野
村
章
恒
生
活
の
発
見
一
五
巻
八
号
五
一
’
五
五
、

九
号
四
八
’
五
五
、
一
○
号
五
一
’
五
五
、
二
号
四
九
’
五
五
、

一
二
号
五
○
’
五
五
、
一
六
巻
一
号
五
○
’
五
五
、
二
号
五
二
’

六
三
、
三
号
五
一
’
六
三
、
四
号
五
二
’
六
三
、
五
号
五
二
’
六

三
、
六
号
五
一
’
六
三
、
七
号
六
三
’
七
一
、
八
号
五
四
’
六
三

Ｊ
．
Ｌ
・
ヤ
ン
ソ
ン
先
生
伝
坂
本
勇
獣
医
畜
産
新
報
五
五
八
号

二
六
’
三
一

山
田
黄
石
石
田
憲
吾
広
島
医
学
二
五
巻
七
号
八
七
六
’
八
七
七

柚
木
太
淳
の
「
解
体
瓊
言
」
考
井
上
清
恒
昭
和
医
学
会
雑
誌
三
二

巻
二
号
三
三
’
四
○

頼
山
陽
の
病
志
富
士
川
英
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
二
号
一

三
九
’
一
四
八
、
一
八
巻
三
号
二
○
五
’
二
一
四

専
門
史

星
野
良
悦
の
解
屍
中
山
沃
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号
一

八
○
’
一
八
一

長
岡
藩
の
解
剖
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
二
六
五
号

無
宿
市
太
郡
解
剖
図
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
二
六
六
号
、
二

六
七
号

日
本
最
初
期
切
手
と
解
剖
学
児
玉
譲
次
北
海
道
医
学
会
雑
誌
囚
七

巻
二
号
二
二
五
’
二
二
六

顕
微
鏡
の
歴
史
片
岡
英
二
郎
冨
且
の
目
冨
ａ
一
四
一
八
巻
九
号
四

七
三
’
四
八
二

家
田
剛
白
旧
蔵
江
戸
時
代
日
本
製
顕
微
鏡
（
水
原
、
家
田
三
郎
氏
所
蔵
）

蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
二
七
一
号

養
老
令
に
み
る
奈
良
時
代
の
疾
病
観
と
疾
病
宮
崎
吉
平
日
本
医
史
学

雑
誌
一
八
巻
二
号
一
○
七
’
二
八

青
森
県
八
戸
地
方
の
種
痘
史
に
関
す
る
一
史
料
松
本
明
知
日
本
医
史

学
雑
誌
一
七
巻
四
号
三
○
八
’
三
一
○

日
本
種
痘
史
と
く
に
北
方
系
の
種
痘
に
つ
い
て
松
木
明
知
医
海
時
報

五
四
七
号
三

わ
が
国
最
初
の
強
制
種
痘
の
図
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
二
七

○
号

日
本
の
医
史
学
書
日
本
整
形
外
科
の
古
典
と
資
料
仙
骨
継
療
治
重
宝
記
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蒲
原
宏
東
洋
薬
事
報
一
四
巻
四
号
四
’
六

補
遺
、
外
国
眼
科
学
者
を
招
待
し
た
最
初
の
日
本
眼
科
学
会
宇
山
安
夫

銀
海
五
七
号
八
’
一
二

日
本
近
代
眼
科
開
講
百
年
史
ｌ
幕
末
に
お
け
る
日
本
眼
科
事
情
Ｉ
中
泉

行
正
臨
床
眼
科
二
六
巻
一
二
号
一
三
四
五
’
一
四
四
七

若
越
に
於
け
る
室
町
時
代
の
医
師
及
び
金
創
外
科
に
つ
い
て
日
、
目
竹

内
真
一
若
越
郷
土
研
究
一
七
巻
二
号
一
’
七
、
一
七
巻
四
号

現
代
の
結
核
医
療
仙
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
の
結
核
医
療
の
移
り
変
わ
り

柴
田
正
衛
九
大
医
報
四
一
巻
三
号
九
’
三

結
核
と
文
学
岡
田
順
二
郎
日
本
胸
部
臨
床
三
一
巻
一
号
八
○
’

八
五
、
二
号
一
六
六
’
一
七
○
、
三
号
二
七
○
’
二
七
五

結
核
と
美
術
岡
西
順
二
郎
日
本
胸
部
臨
床
三
一
巻
四
号
三
五
七

’
三
六
二
、
三
一
巻
五
号
四
三
八
’
四
四
四

結
核
と
音
楽
岡
西
順
二
郎
日
本
胸
部
臨
床
三
一
巻
六
号
五
二
○

’
五
二
四

結
核
と
音
楽
②
岡
西
順
二
郎
日
本
胸
部
臨
床
三
一
巻
七
号
六
○

三
’
六
○
七

江
戸
時
代
の
結
核
岡
西
順
二
郎
日
本
胸
部
臨
床
三
一
巻
八
号
六

八
六
’
六
九
○

江
戸
時
代
の
結
核
②
岡
西
順
二
郎
日
本
胸
部
臨
床
三
一
巻
九
号

七
六
九
’
七
七
七

江
戸
時
代
の
結
核
③
岡
西
順
二
郎
日
本
胸
部
臨
床
三
一
巻
一
○
号

八
五
五
’
八
五
九

ァ
テ
ナ
イ
の
疫
病
ｌ
ツ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
に
ふ
れ
て
Ｉ
立
川
昭
二
北
里

大
学
教
養
部
紀
要
六
号
一
五
’
二
七

失
語
症
に
関
す
る
リ
ン
ネ
（
一
七
四
五
年
）
の
記
録
豊
倉
康
夫
神
経

研
究
の
進
歩
一
六
巻
三
号
五
六
三
’
五
六
四

医
療
史
の
ひ
と
こ
ま
止
血
具
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八
巻

五
号
二
○

松
平
忠
直
の
児
孫
と
池
田
事
件
王
丸
勇
日
本
医
事
新
報
二
四
九

八
号
六
三
’
六
八

徳
島
に
お
け
る
漢
方
医
存
続
運
動
に
つ
い
て
福
島
義
一
日
本
医
史
学

雑
誌
一
八
巻
三
号
二
○
○
’
二
○
一

仙
台
と
蘭
学
山
形
敞
一
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号
一
六
五

’
一
六
九

蘭
学
と
大
阪
中
野
操
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号
一
七
三

’
一
七
六

明
治
二
○
年
の
新
潟
町
医
師
名
簿
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
二

七
○
号
二
九
’
三
一

勝
浦
市
夷
隅
郡
医
師
会
史
勝
浦
市
夷
隅
郡
医
師
会

岩
国
藩
の
医
学
史
補
遺
庄
司
忠
日
本
医
事
新
報
二
五
○
三
号
’

二
五
○
六
号

大
分
県
医
師
会
史
大
分
県
医
師
会

長
崎
医
学
史
ノ
ー
ト
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
三
○
五
号
一

○
、
三
○
六
号
一
二
、
三
○
七
号
一
○
、
三
○
八
号
一
二
、
三
○

九
号
一
六
、
三
一
○
号
一
六
、
三
二
号
一
四
、
三
一
二
号
九
、

三
一
三
号
二
、
三
一
四
号
八
、
三
一
五
号
八
、
三
一
六
号
一

二
、
三
一
七
号
一
○
、
三
一
八
号
一
二
、
三
一
九
号
六
、
三
二
○

号
一
二

禅
宗
僧
の
延
寿
堂
に
つ
い
て
関
根
正
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
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三
号
一
九
九
’
二
○
○

旧
約
聖
書
時
代
の
衛
生
状
態
小
沢
吉
見
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻

三
号
二
○
一
’
二
○
二

奈
良
時
代
庶
民
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
お
よ
び
死
亡
日
野
英
子
日
本
医

史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号
一
九
六
’
一
九
七

中
国
の
医
療
衛
生
小
史
（
そ
の
一
）
大
川
き
ぐ
保
健
婦
雑
誌
二
八
巻

九
号
六
六
五
’
六
六
八

中
国
の
医
療
衛
生
小
史
（
そ
の
二
）
人
民
公
社
化
以
前
の
医
療
制
度
大

川
き
ぐ
保
健
婦
雑
誌
二
八
巻
一
○
号
七
三
一
’
七
三
六

中
国
の
医
療
衛
生
小
史
（
そ
の
三
）
②
人
民
公
社
化
以
後
の
医
療
制
度
大

川
き
ぐ
保
健
婦
雑
誌
二
八
巻
二
号
八
二
四
’
八
二
七

紀
元
前
の
ペ
ル
ガ
モ
ン
保
健
所
の
設
備
平
山
嵩
病
院
設
備
一
四

巻
六
号
一
八
’
一
九

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
三
七
富
岡
日
記
、
富
岡
後
記
の
頃
三
浦
豐
彦

労
働
衛
生
一
三
巻
一
号
四
五
’
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
三
八
粉
塵
計
発
達
小
史
三
浦
豊
彦
労
働
衛

生
一
三
巻
二
号
四
五
’
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
三
九
防
熱
衣
・
冷
却
服
の
発
達
三
浦
豊
彦

労
働
衛
生
一
三
巻
三
号
四
五
’
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
四
○
労
働
と
栄
養
失
調
三
浦
豐
彦
労
働
衛

生
一
三
巻
四
号
囚
五
’
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
四
一
人
絹
・
ス
フ
エ
業
の
労
働
衛
生
三
浦
豐
彦

労
働
衛
生
一
三
巻
五
号
四
五
’
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
四
二
水
銀
佃
三
浦
豊
彦
労
働
衛
生
一
三

巻
六
号
四
五
’
四
七

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
四
三
水
銀
②
三
浦
豊
彦
労
働
衛
生
一
三

巻
七
号
四
五
’
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
四
四
貝
原
益
軒
と
養
生
訓
三
浦
豊
彦
労
働
衛

生
一
三
巻
八
号
四
五
’
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
四
五
一
九
五
二
年
の
ロ
ス
ド
ン
事
件
三
浦
豊
彦

労
働
衛
生
一
三
巻
九
号
四
五
’
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
四
六
偏
見
と
の
た
た
か
い
三
浦
豊
彦
労
働

衛
生
一
三
巻
一
○
号
四
五
’
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
四
七
一
九
四
八
年
の
ド
ノ
ラ
事
件
三
浦
豊
彦

労
働
衛
生
一
三
巻
二
号
四
五
’
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト
四
八
ア
ジ
ア
産
業
保
健
会
議
と
暉
峻
義
等
三

浦
豊
彦
労
働
衛
生
一
三
巻
一
二
号
四
五
’
四
八

た
ば
こ
は
な
ぜ
胃
に
悪
い
か
大
田
病
院
第
二
病
棟
看
護
部
健
康
会
議

二
四
巻
六
号
四
九
’
五
一

昭
和
期
（
戦
前
）
の
学
校
衛
生
雑
誌
下
田
巧
健
康
教
室
二
三
巻

七
号
九
’
二

明
治
・
大
正
時
代
の
学
校
保
健
雑
誌
杉
浦
守
邦
健
康
教
室
二
三
巻

七
号
五
’
八

明
治
期
学
校
衛
生
史
の
研
究
⑨
学
校
身
体
検
査
制
度
杉
浦
守
邦
日
本
医

史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号
一
七
八
’
一
八
○

近
代
薬
療
史
宗
田
一
薬
事
新
報
六
七
一
号
’
七
二
五
号

冒
頓
匡
言
発
見
へ
の
史
的
道
標
二
宮
陸
雄
医
学
の
あ
ゆ
み
八
一
巻

一
三
号
八
四
三
’
八
四
八
、
八
二
巻
一
号
三
三
’
三
九
、
三
号
一

薬
学
史
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一
六
’
一
七
○
、
六
号
四
○
七
’
四
一
三
、
八
三
巻
六
号
四
二
九
’

四
三
五

ジ
ギ
蛍
リ
ス
の
発
見
と
そ
の
後
の
薬
物
史
へ
の
寄
与
今
井
昭
一
医
学

の
あ
ゆ
み
八
○
巻
四
号
二
一
三
’
二
一
六

日
本
生
物
学
史
雑
話
二
四
テ
リ
ア
カ
・
ウ
ニ
コ
ウ
ル
な
ど
木
村
陽
二

郎
高
校
理
科
研
究
五
巻
一
○
号
四
’
六

日
本
製
薬
史
稿
宗
田
一
医
学
史
研
究
三
八
巻
三
七
一
’
三
九

七
芥
子
焼
考
新
村
拓
医
学
史
研
究
三
八
号
三
九
八
’
四
○
一

麻
薬
（
ア
ヘ
ン
）
の
歴
史
中
江
孝
治
医
海
時
報
五
五
○
号
三

照
内
豊
に
よ
る
鈴
木
梅
太
郎
ら
の
ア
ベ
リ
酸
オ
リ
ザ
’
一
ン
の
最
初
の
ド
イ
ツ

文
に
よ
る
紹
介
鈴
木
重
昭
科
学
史
研
究
一
○
二
号
七
九
’
八

○
漢
方

漢
方
史
・
散
歩
・
葛
洪
天
然
痘
の
記
述
者
、
煉
丹
術
の
実
験
・
察
宗

傑
漢
方
医
薬
七
号
二
七
三
’
二
七
六

江
戸
時
代
の
薬
屋
と
漢
方
大
原
薬
業
資
料
館
と
内
藤
く
す
り
資
料
館
を
た

ず
ね
て
漢
方
研
究
編
集
部
漢
方
研
究
一
九
五
号
二
八
六
’
二

八
九

病
跡
学
漫
語
山
大
御
台
所
と
春
日
局
石
丸
勇
臨
床
科
学
八
巻

一
○
号
一
四
四
一
’
一
四
四
三

艮
山
と
東
洋
と
修
庵
と
「
東
洋
洛
語
」
を
め
ぐ
っ
て
大
塚
恭
男
漢
方

の
臨
床
一
九
巻
一
二
号
六
七
九
’
六
九
八

修
琴
堂
収
蔵
医
籍
解
題
傷
寒
雑
病
に
関
す
る
も
の
大
塚
敬
節
漢
方

の
臨
床
一
九
巻
二
号
七
七
’
八
○
、
三
号
一
四
五
’
一
四
八
、
四

号
二
二
六
’
二
二
八

因
幡
白
兎
説
話
と
蒲
黄
渡
辺
光
太
郎
京
都
家
政
短
期
大
学
紀
要
一

一
号
二
二
’
三
七

医
療
史
・
医
制
史

続
日
本
医
療
史
日
戸
修
一
日
本
医
事
新
報
二
四
九
五
号
九
○
’

九
三
、
二
四
九
六
号
八
六
’
八
八
、
二
四
九
七
号
八
七
’
九
○
、
二

五
○
二
号
八
九
’
九
三
、
二
五
○
八
号
八
八
’
九
二
、
二
五
一
二
号

八
七
’
九
○
、
二
五
一
五
号
八
七
’
九
○
、
二
五
二
○
号
八
七
’
九

○
、
二
五
二
五
号
八
七
’
九
○
、
二
五
三
三
号
八
七
’
九
一
、
二
五

三
五
号
八
三
’
八
八
、
二
五
三
七
号
八
七
’
九
二
、
二
五
三
八
号

九
○
’
九
三

日
本
医
療
制
度
史
（
２
１
３
）
西
洋
医
学
の
導
入
と
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用

（
一
’
二
）
菅
谷
章
社
会
保
障
二
六
巻
六
六
四
号
三
四
’
三

五
、
六
六
五
号
三
六
’
三
七

日
本
医
療
制
度
史
側
西
洋
医
学
の
導
入
と
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
（
そ
の
三
）

菅
谷
章
社
会
保
障
二
六
巻
六
六
六
号
三
四
’
三
五

日
本
医
療
制
度
史
⑤
衛
生
行
政
機
構
の
創
設
と
変
遷
菅
谷
章
社

会
保
障
二
六
巻
六
六
七
号
三
六
’
三
七

日
本
医
療
制
度
史
⑥
医
制
の
制
定
と
そ
の
意
義
菅
谷
章
社
会
保

障
二
六
巻
六
六
八
号
一
六
’
一
七

日
本
医
療
制
度
史
（
７
１
９
）
近
代
的
医
師
制
度
の
確
立
と
皇
漢
医
の
衰

退
（
そ
の
一
’
三
）
菅
谷
章
社
会
保
障
二
六
巻
六
六
九
号
一

六
’
一
七
、
六
七
○
号
一
五
’
一
七
、
六
七
一
号
一
六
’
一
七
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日
本
医
療
制
度
史
（
、
ｌ
焔
）
近
代
的
医
学
教
育
の
あ
け
ぼ
の
（
そ
の
一

’
七
）
菅
谷
章
社
会
保
障
二
六
巻
六
七
二
号
一
二
’
一
三
、

六
七
三
号
一
六
’
一
七
、
六
七
四
号
一
六
’
一
七
、
六
七
五
号
一

六
’
一
七
、
六
七
六
号
一
六
’
一
七
、
六
七
七
号
一
六
’
一
七
、
六

七
八
号
一
六
’
一
七

日
本
医
療
制
度
史
（
Ⅳ
）
予
防
衛
生
行
政
の
生
成
と
発
展
（
そ
の
一
）
お

雇
い
外
国
人
医
師
⑧
菅
谷
章
社
会
保
障
二
六
巻
六
七
九
号

一
二
’
一
三

日
本
医
療
制
度
史
（
魁
）
予
防
衛
生
行
政
の
生
成
と
発
展
（
そ
の
二
）

菅
谷
章
社
会
保
障
二
六
巻
六
八
○
号
一
六
’
一
七

英
国
国
営
医
療
成
立
の
歴
史
的
背
景
柿
崎
正
平
社
会
保
険
年
報
一

○
四
四
号
一
四
’
一
八

日
本
医
療
制
度
の
史
的
考
察
（
近
代
的
医
師
制
度
の
確
立
と
皇
漢
医
の
衰
退
）

菅
谷
章
病
院
管
理
研
究
所
年
報
（
昭
和
四
五
年
度
）
八
七
’
九
二

日
本
の
医
療
制
度
松
尾
正
雄
日
本
放
射
線
技
師
会
雑
誌
一
九
巻
一

号
三
’
九

戦
後
の
医
学
・
医
療
運
動
の
問
題
点
丸
山
博
健
康
会
議
二
四
巻

七
号
八
’
九

解
放
戦
争
小
史
保
険
医
辞
退
運
動
顛
末
記
山
崎
武
夫
北
海
道
医
報

二
九
七
号
二
’
四
、
二
九
九
号
二
’
四

開
業
医
史
説
⑨
明
治
・
大
正
時
代
（
上
）
布
施
昌
一
ペ
ン
十
字
三

巻
四
三
号
一
六
’
二
二

医
療
保
険
史
説
（
一
’
三
）
健
保
前
史
と
し
て
の
明
治
時
代
布
施
昌
一

ペ
ン
十
字
四
巻
一
六
号
一
四
’
二
○
、
一
七
号
三
○
’
三
六
、
一

八
号
二
五
’
三
一

医
療
保
険
史
説
（
四
’
六
）
健
保
直
前
の
大
正
時
代
布
施
昌
一
ペ
ン

十
字
四
巻
一
九
号
三
一
’
三
六
、
二
六
号
四
○
’
四
六
、
五
巻
一

号
五
九
’
六
五

医
学
生
の
医
療
研
究
活
動
の
歴
史
全
国
医
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
実
行
委
員

会
健
康
会
議
三
四
巻
八
号
五
六
’
五
九

私
の
社
会
保
障
史
長
瀬
恒
蔵
社
会
保
険
二
三
巻
一
号
八
’
二
、

二
号
八
’
二
、
四
号
一
四
’
一
六
、
七
号
八
’
二
、
八
号

一
○
’
一
三

日
本
社
会
保
障
史
の
一
節
健
康
保
険
の
主
体
を
ぬ
ぐ
っ
て
近
藤
文
二

社
会
保
障
二
六
巻
六
六
六
号
一
六
’
一
七

日
本
社
会
保
障
史
の
一
節
老
人
問
題
お
よ
び
社
会
保
障
へ
の
意
義
近

藤
文
二
社
会
保
障
二
六
巻
六
五
九
号
三
六
’
三
七

日
本
社
会
保
障
史
の
一
節
医
薬
分
業
問
題
近
藤
文
二
社
会
保
障

二
六
巻
六
五
二
号
一
六
’
一
七

病
院
史
・
医
育
史

病
院
史
の
ひ
と
こ
ま
医
療
法
成
立
の
頃
五
十
嵐
義
朗
病
院
一
一
二

巻
八
号
九
九

病
院
史
の
ひ
と
こ
ま
病
院
管
理
者
研
修
の
ス
タ
ー
ト
吉
田
幸
雄
病

院
三
一
巻
九
号
七
七

病
院
史
の
ひ
と
こ
ま
病
歴
中
央
化
に
踏
み
切
る
郡
勝
病
院
三

一
巻
一
三
号
七
六

束
京
医
科
大
学
と
そ
の
眼
科
学
教
室
小
史
銀
海
五
七
号
一
’
三

九
州
大
学
医
学
部
お
よ
び
同
眼
科
教
室
の
小
史
銀
海
五
八
号
一
’

一
一
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旧
外
島
保
養
院
誌
（
四
五
’
五
三
）
桜
井
方
策
楓
三
五
巻
一
号
四

１
一
○
、
二
号
二
’
八
、
三
号
二
’
八
、
四
号
二
五
’
二
九
、
五

号
二
五
’
三
二
、
六
号
二
四
’
三
○
、
七
号
二
’
八
、
八
号
二

五
’
三
○
、
九
号
二
’
八

お
玉
ケ
池
種
痘
所
小
川
鼎
三
富
国
己
旨
Ｐ
Ｆ
ｚ
両
君
の
一
二
八
号
四

卯
辰
山
養
生
所
に
つ
い
て
津
田
進
三
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三

号
一
九
二
’
一
九
三

医
学
教
育
改
革
論
序
説
吉
井
善
作
日
本
医
事
新
報
二
五
二
二
号

八
三
’
八
七
、
二
五
二
三
号
八
七
’
九
二

日
本
の
医
学
教
育
と
順
天
堂
大
学
懸
田
克
躬
順
天
堂
医
学
一
八
巻

二
号
一
五
三
’
一
五
九

医
師
の
生
涯
教
育
吉
岡
昭
正
医
学
教
育
三
巻
三
号
二
一
四
’
二

一
一
一

病
院
と
生
涯
教
育
牧
野
永
城
医
学
教
育
三
号
三
号
一
九
九
’
二

○
○

病
院
史
の
ひ
と
こ
ま
大
学
に
お
け
る
病
院
管
理
教
育
の
芽
ば
え
島
内

武
文
病
院
三
一
巻
四
号
八
三

日
本
の
医
学
教
育
史
小
川
鼎
三
医
学
教
育
三
巻
一
号
六
’
九

幕
末
の
医
学
教
育
日
習
堂
医
案
に
就
い
て
青
木
一
郎
医
讓
四
三

号
二
六
八
七
’
二
六
九
三

明
治
中
期
の
医
学
生
ノ
ー
ト
側
大
滝
紀
雄
医
研
新
報
一
巻
二
号

烏
取
大
学
医
学
部
と
そ
の
眼
科
学
教
室
小
史

岡
山
大
学
医
学
部
眼
科
学
教
室
の
あ
ゆ
み

長
岡
藩
医
学
校
「
済
生
館
」
扁
額
蒲
原

七
三
号

銀
海
六
○
号
一

銀
海
六
一
号
二
’
七

宏
新
潟
県
医
師
会
報
二

健
康
の
思
想
八
ベ
ー
コ
ン
と
健
康
の
技
術
学
中
川
米
造
医
学
の
あ

ゆ
み
八
○
巻
二
号
一
○
一
’
一
○
四

健
康
の
思
想
九
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
経
済
学
と
医
療
中
川
米
造
医
学
の

あ
ゆ
み
八
○
巻
七
号
四
七
七
’
四
八
○

健
康
の
思
想
一
○
百
科
辞
典
の
医
学
中
川
米
造
医
学
の
あ
ゆ
み

八
○
巻
二
号
七
一
三
’
七
一
六

健
康
の
思
想
二
カ
ン
ト
の
保
健
論
中
川
米
造
医
学
の
あ
ゆ
み

八
一
巻
二
号
九
八
’
一
○
一

健
康
の
思
想
一
二
ロ
マ
ン
主
義
と
医
学
中
川
米
造
医
学
の
あ
ゆ
み

八
一
巻
四
七
五
’
四
七
八

健
康
の
思
想
一
三
形
態
と
生
命
中
川
米
造
医
学
の
あ
ゆ
み
八
一

巻
七
三
四
’
七
三
七

健
康
の
思
想
一
四
調
和
中
川
米
造
医
学
の
あ
ゆ
み
八
二
巻
二
号

一
○
八
’
一
二

健
康
の
思
想
一
五
適
応
中
川
米
造
医
学
の
あ
ゆ
み
八
二
巻
七
号

四
六
○
’
四
六
三

古
代
シ
ナ
の
医
療
、
薬
療
観
宗
田
一
目
言
己
Ｃ
Ｏ
８
吋
二
一
七
号

一
九

病
苦
と
思
想
の
論
理
華
山
の
「
退
役
願
書
之
槁
」
か
ら
山
中
肇

健
康
医
学
二
二
一
号
九
二
’
一
○
○

一
二
半
〕

広
島
大
学
医
学
部
の
発
祥
と
そ
の
発
展
の
経
過
に
つ
い
て

広
島
医
学
二
五
巻
六
号
六
八
五
’
六
九
○

上
村
良
一
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看
護
・
倫
理

医
学
お
よ
び
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
教
育
に
お
け
る
制
度
史
柴
田
幸
雄
日

本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三
号
一
七
七
’
一
七
八

看
護
・
戦
争
の
も
た
ら
し
た
も
の
長
門
谷
洋
治
看
護
学
生
二
○
巻

二
号

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
約
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
細
田
泰
弘
慶
応
医
学

四
九
巻
四
号
二
八
七

医
の
倫
理
と
医
の
歴
史
小
川
鼎
三
日
本
内
科
学
会
雑
誌
六
一
巻
一

一
号
一
三
七
七
’
一
三
八
三

大
原
幽
学
の
遺
訓
草
光
宣
平
千
葉
県
医
師
会
報
二
三
巻
六
号
四

大
原
幽
学
の
遺
訓

書
誌

貴
重
本
と
の
出
会
い
小
川
鼎
三
労
働
の
科
学
二
七
巻
一
○
号
六

○
’
六
四

タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
に
つ
い
て
仙
酒
井
恒
日
本
医
史
学
雑
誌

一
八
巻
三
号
一
八
七
’
一
八
九

解
体
新
書
と
重
訂
解
体
新
書
を
比
較
し
て
酒
井
シ
ヅ
日
本
医
史
学
雑

○
六
’
四
○
七

誌
一
八
巻
三
号

「
医
学
天
正
記
」
の

一
八
巻
三
号
一

「
春
雨
雑
誌
」
と
「

覧
表
を
紹
介
す
る の

三

’
三

七

ノ、

研
究
（
第
二
報
）

一
九
七
’
一
九
八

「
医
心
」
を
加
え

る
矢
数
道
明

を
加
え

一
八
九

再
び
明
治
以
降
の
漢
方
関
係
諸
雑
誌
一

数
道
明
漢
方
の
臨
床
一
九
巻
七
号
三
七

矢
数
道
明
日
本
医
史
学
雑
誌

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
大
滝
紀
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻
三

号
一
九
○
’
一
九
一

蓮
左
文
書
収
蔵
、
蘭
書
《
白
①
・
皆
冨
》
具
照
己
の
の
筈
①
閂
．
．
と
伊
藤
圭
介

石
川
道
雄
現
代
医
学
二
○
巻
一
号
一
三
一
’
一
三
七

「
憶
松
閣
文
庫
」
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
酒
井
恒
十
全
同
窓
会
々
報

四
五
号

生
物
学
史

植
学
啓
原
に
お
け
る
遺
伝
学
矢
部
一
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
一
八
巻

三
号
一
九
一

正
誤

本
誌
第
一
九
巻
・
第
二
号
（
昭
和
四
八
年
八
月
発
行
）
に
掲
載
の
大
塚
恭

男
「
適
を
斎
薬
室
膠
柱
方
に
つ
い
て
」
の
わ
た
く
し
の
「
後
記
」
申
請
資
料

の
所
蔵
者
を
「
大
阪
市
立
図
書
館
」
と
し
た
の
は
「
大
阪
市
立
大
学
付
属
図

書
館
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
。
遺
憾
の
意
を
表
し
訂
正
す
る
。
緒
方
富
雄
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第
二
回
目
の
東
海
医
学
史
研
究
会
総
会
が
左
記
の
要
領
で
開
か
れ
た
。

×
×
×

日
時
一
九
七
三
年
二
月
一
七
日
（
土
）

所
名
古
屋
大
学
医
学
部
会
議
室

講
演
「
本
居
舂
庵
と
尾
張
藩
の
医
師
」
・
…
：
：
服
部
敏
良

報
告
と
話
題
提
供

○
「
津
の
蘭
方
医
た
ち
」
…
…
：
：
：
。
…
：
茅
原
弘

要
旨
》
津
の
關
方
医
越
村
家
、
川
北
元
立
な
ら
び
に
津
出
身

の
加
賀
藩
医
藤
井
方
亭
の
生
家
な
ど
に
つ
い
て
述
べ

る
。
ま
た
、
そ
れ
等
を
め
ぐ
る
蘭
学
者
に
つ
い
て
も

若
干
言
及
し
た
い
。

○
「
徳
川
時
代
に
お
け
る
煙
害
取
極
め
の

一
事
例
」
：
・
・
：
。
…
・
・
…
。
：
・
・
・
：
。
…
…
：
・
竹
内
宏
一

要
旨
”
安
政
年
間
、
現
在
の
岐
阜
市
芥
見
大
洞
に
お
い
て
、

製
瓦
所
か
ら
の
煙
が
養
蚕
に
被
害
を
及
ぼ
す
と
い
う

の
で
、
煙
害
防
止
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

○
「
薬
師
信
仰
に
つ
い
て
」
・
…
．
：
…
…
：
中
沢
修

要
旨
恥
医
の
世
界
に
最
も
関
係
深
い
薬
師
信
仰
に
つ
い
て
、

現
在
ま
で
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
報
告
す
る
。

○
「
愛
知
県
医
事
風
土
記
」
編
集
に
参
加

し
て
。
：
…
：
：
…
…
…
…
…
…
．
：
：
・
・
…
・
安
井
広

○
「
丙
○
冨
算
〆
○
目
の
国
巨
畠
庸
号
『

東
海
医
学
会
研
究
会
総
会
一

Ｊ
０
ｌ
ｊ
‐
、
ｆ
ｈ
Ｊ
ｉ
、
ノ
ｔ
ｉ
７
１
ｆ
ｆ
、
Ｉ
ｆ
１
０
ｊ
Ｌ
Ｉ
ダ
‐
、
ｌ
Ｊ
ｌ
１
Ｊ
、
ノ
ー
財
Ｊ
Ｉ
ｈ
Ｊ
Ｉ
１
ｒ
、
Ｊ
、
ノ
ｌ
ｊ
ｉ
、
ｊ
ｌ
１
ｆ
ｌ

日
本
学
術
会
議
第
糾
回
総
会
報
告

日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

第
“
回
総
会
は
、
加
月
塑
日
か
ら
３
日
間
日
本
学
術
会
議
講
堂
で
開
か
れ

た
。
総
会
開
会
後
ま
ず
江
崎
玲
於
奈
博
士
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
受
賞
受
賞
に
対

し
て
祝
電
を
送
る
こ
と
を
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
決
定
し
た
。

次
い
で
以
下
の
事
項
を
含
む
会
長
報
告
が
行
わ
れ
、
総
会
は
こ
れ
を
諒
承

し
た
。
’
一
、
前
総
会
第
２
日
の
審
議
が
続
行
不
能
と
な
っ
た
事
態
に
関
し
、

会
長
の
と
っ
た
措
置
及
び
そ
の
発
表
さ
れ
た
「
会
長
談
話
」
を
支
持
す
る
旨

の
回
答
が
各
部
か
ら
会
長
に
よ
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
会
長
の
審
議
依
頼

に
応
じ
て
原
子
核
研
究
連
絡
委
員
長
か
ら
次
の
回
答
が
あ
っ
た
「
当
日
の
総

会
を
続
行
不
能
に
し
た
一
部
傍
聴
者
の
中
に
、
本
委
員
会
委
員
が
一
名
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
は
遺
憾
と
思
い
ま
す
。
本
委
員
会
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
行

為
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
当
人
に
充
分
申
し
渡
し
ま
し
た
。
」
二
、
来
年
度

の
概
算
要
求
額
の
基
準
は
今
年
度
の
概
算
要
求
額
の
基
準
は
今
年
度
予
算
の

弱
％
増
で
あ
っ
た
が
学
術
会
議
で
は
初
％
増
で
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
国

際
会
議
出
席
旅
費
・
綜
合
研
究
連
絡
委
員
会
の
設
置
と
研
究
連
絡
委
員
会
増

設
等
に
要
求
の
重
点
を
お
い
た
。
三
、
南
極
特
別
委
員
会
の
研
究
連
絡
委
員

会
移
行
に
際
し
、
委
員
委
嘱
に
つ
い
て
前
総
会
の
戦
争
責
任
に
関
す
る
申
合

せ
に
そ
っ
て
措
置
し
た
。

！
弓
号
①
民
百
さ
印
①
に
ま
つ
わ
る
話
」
・
…
：
永
坂
三
夫

○
「
疫
学
史
に
お
け
る
ミ
ス
テ
リ
ー
」
英

国
発
汗
病
に
つ
い
て
：
：
…
…
…
…
…
・
岡
田
博
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会
長
報
告
の
あ
と
各
部
・
各
委
員
会
の
報
告
が
つ
づ
き
、
午
後
５
時
頃
提

案
審
議
に
入
っ
た
。
大
学
設
置
審
議
会
の
委
員
と
し
て
収
賄
の
容
疑
の
た
め

逮
捕
さ
れ
た
７
部
会
員
桐
野
忠
大
氏
か
ら
、
学
者
の
良
心
に
照
し
て
会
員
を

辞
任
し
た
い
旨
会
長
あ
て
に
申
出
が
あ
り
、
総
会
は
こ
れ
を
認
め
た
。
ま
た

７
部
会
員
有
賀
槐
三
氏
に
対
す
る
当
選
無
効
申
立
の
再
審
査
要
求
は
こ
れ
を

棄
却
・
却
下
す
る
こ
と
に
し
た
。
申
立
人
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
違
反
文
書

の
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
と
被
申
立
人
と
の
関
係
が
立
証

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
現
行
選
挙
規
則
で
は
当
選
無
効
と
は
な
ら
な
い
と
い

う
の
が
そ
の
論
旨
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
総
会
は
道
義
的
に
は
な
お
多
く

の
問
題
の
残
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
会
員
選
挙
に
関
す
る
声
明
を
議
決

し
た
。
次
い
で
第
７
部
長
が
こ
の
問
題
及
び
医
の
倫
理
に
つ
い
て
７
部
の
所

信
を
表
明
し
た
が
、
学
術
会
議
と
し
て
も
７
部
に
協
力
し
て
そ
の
検
討
を
す

す
め
る
こ
と
に
し
た
。

今
総
会
に
お
い
て
も
多
く
の
重
要
な
勧
告
・
申
入
れ
等
が
議
決
さ
れ
た
。

例
え
ば
総
会
第
二
日
に
上
程
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
に
つ
い
て
の
勧
告
で
は
、

文
化
財
が
自
然
と
と
も
に
人
間
に
と
っ
て
生
活
環
境
を
構
成
す
る
共
有
財
産

で
あ
る
と
い
う
観
点
の
も
と
に
、
そ
の
保
護
の
た
め
一
層
強
力
広
般
な
措
置

を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
文
部
省
側
で
大
学
院
に
関
す
る
諸
措
置
の
検

討
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
連
合
的
な
博
士
課
程
大
学
院
の
設
置

も
可
能
と
す
る
よ
う
な
弾
力
的
行
政
措
置
と
予
算
上
の
裏
付
け
を
「
要
望
」

す
る
こ
と
に
し
た
。
私
立
大
学
の
教
育
・
研
究
用
原
子
炉
に
関
す
る
勧
告
で

は
、
そ
の
共
同
利
用
促
進
の
た
め
の
助
成
措
置
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
こ

れ
ら
の
勧
告
・
要
望
は
何
れ
も
多
数
の
賛
成
を
得
て
議
決
さ
れ
た
。

ま
た
総
会
は
、
筑
波
大
学
関
係
法
成
立
の
経
過
に
遺
憾
の
意
を
表
明
し
大

学
の
自
主
的
改
革
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
事
項
を
指
摘
す
る
声
明
を

行
っ
た
。
更
に
大
学
運
営
臨
時
措
置
法
の
失
効
に
そ
な
え
て
政
府
が
何
ら
か

の
法
的
措
置
を
と
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
会
長
が
学
術
会
議
と
し
て

必
要
な
措
置
を
適
宜
と
り
う
る
よ
う
申
合
せ
た
。

占
領
中
ア
メ
リ
カ
の
押
収
し
た
日
本
の
重
要
資
料
が
同
国
内
に
分
散
し
て

い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
資
料
の
返
還
と
公
開
を
政
府
に

申
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

学
術
交
流
委
員
会
で
は
か
ね
て
か
ら
国
際
学
術
交
流
の
促
進
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
が
、
今
総
会
で
は
そ
の
た
め
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
政
府
に

「
申
入
れ
」
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
で
は
、
一
、
国
際
学
術
交
流
全
体
と
し

て
調
和
あ
ら
し
め
る
よ
う
計
画
・
調
整
す
る
こ
と
二
、
予
算
の
飛
躍
的
増

大
と
予
算
決
算
措
置
の
弾
力
化
三
、
国
際
学
術
交
流
の
計
画
運
営
に
対
す

る
科
学
者
・
研
究
者
の
総
意
の
反
映
等
の
項
目
を
力
説
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
た
め
の
何
ら
か
の
機
構
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
国
際
磁
気
圏
観
測
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
「
勧
告
」
し
た
。
ま
た

在
日
韓
国
人
科
学
者
の
人
権
の
保
障
に
関
し
、
韓
国
に
拘
留
中
の
北
海
道
大

学
助
手
金
詰
佑
博
士
の
今
後
に
つ
い
て
関
心
を
有
す
る
こ
と
を
「
声
明
」
し

た
。

総
会
第
一
日
に
、
人
文
・
社
会
科
学
関
係
の
唯
一
の
特
定
研
究
課
題
と
し

て
昭
和
蛆
・
９
の
両
年
度
に
学
術
会
議
の
選
定
し
た
「
第
二
次
世
界
大
戦
に

関
す
る
綜
合
研
究
」
が
不
採
択
に
な
っ
た
事
情
に
つ
い
て
疑
義
が
提
出
さ
れ

た
。
総
会
第
三
日
の
午
後
に
は
、
特
定
研
究
課
題
審
査
の
あ
り
方
及
び
研
究

費
全
般
の
問
題
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
を
交
換
し
た
。

来
年
は
日
本
学
術
会
議
が
発
足
し
て
妬
年
目
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
を
記
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三
浦
義
一
氏
の
私
財
提
供
に
よ
り
生
れ
た
財
団
法
人
三
浦
医
学
研
究
振
興

財
団
よ
り
、
本
学
会
に
助
成
金
を
出
し
て
も
よ
い
と
い
う
突
然
の
申
し
出
が

あ
り
、
本
年
度
分
と
し
て
三
十
五
万
円
の
助
成
金
を
本
誌
の
刊
行
に
対
し
て

出
さ
れ
た
。
こ
の
と
こ
ろ
の
相
次
ぐ
出
版
経
費
の
高
騰
は
予
算
を
立
て
て
も
、

全
く
無
意
味
な
も
の
と
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
こ
に
大
い
に
喜
び
、

感
謝
し
て
戴
く
こ
と
と
な
っ
た
。
三
浦
医
学
研
究
振
興
会
の
趣
旨
を
こ
こ
に

載
せ
て
感
謝
の
意
を
表
す
。

財
団
法
人
三
浦
医
学
研
究
振
興
財
団
設
立
趣
意
書

最
近
に
お
け
る
医
学
お
よ
び
医
療
技
術
の
長
足
な
る
進
歩
は
、
ま
こ
と
に

目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
種
々
の
疾
病
の
本
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
り
、

治
療
の
面
に
於
て
飛
躍
的
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
も
数
多
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
種
食
の
疾
病
の
死
亡
率
に
著
し
い
低
下
の
見
ら
れ
た
こ
は
、

多
く
の
人
の
知
る
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
ま
た
一
方
で
は
、
慢
性
、
難
治
性
の
疾
患
の
た
め
に
長
期
療
養
を

強
い
ら
れ
る
患
者
の
数
は
、
む
し
ろ
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
進
歩
し

た
医
療
技
術
を
応
用
し
て
も
な
お
不
治
と
さ
れ
て
い
る
疾
病
も
多
く
、
ま
た

念
し
、
学
術
会
議
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
事
業
を
次
の
総
会
の
前
日
に
行
う
こ

と
に
し
た
。
今
総
会
で
は
個
々
の
提
案
に
充
分
時
間
を
さ
い
て
活
溌
で
卒
直

な
討
論
が
行
わ
れ
、
地
味
で
は
あ
っ
て
も
重
要
な
多
く
の
結
論
が
得
ら
れ
た
。

三
日
間
の
総
会
の
旧
席
率
は
帥
％
か
ら
開
％
に
の
ぼ
っ
た
。口

三
浦
医
学
研
究
振
興
財
団
よ
り

日
本
医
史
学
会
に
助
成
金
で
る

逆
に
、
今
日
の
複
雑
な
る
社
会
機
構
、
特
に
大
都
市
に
於
け
る
異
常
な
る
生

活
の
た
め
に
、
新
た
に
種
々
の
疾
病
を
発
生
さ
せ
る
傾
向
す
ら
も
認
め
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
種
々
の
疾
病
の
犠
牲
と
な
っ
た
患
者
の
悲
惨
な
状
態
は
、
誠

に
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
見
る
と
き
、
わ
が
国
に
お
け
る
医
学
の
研
究
は
、
特

に
そ
の
病
源
に
肉
迫
す
る
底
の
基
礎
研
究
を
重
視
し
、
そ
の
病
根
を
追
及
し

た
上
で
の
新
ら
し
い
医
療
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
が
、
極
め
て
緊
急
か
つ
重

要
な
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

此
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
従
来
の
わ
が
国
に
於
け
る
医
学
の
研
究
は
、
欧

米
の
先
進
諸
国
に
較
べ
て
十
分
と
は
い
い
難
い
点
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、
と
く
に
諸
外
国
に
於
け
る
研
究
成
果
を
十
分
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
日

本
国
民
の
た
め
の
医
学
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性
も
強
く
ぜ
ら

れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
は
研
究
費
不
足
の
暁
路
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

わ
が
国
に
於
け
る
医
学
の
研
究
や
医
療
技
術
の
開
発
に
対
す
る
諸
経
費
に

つ
い
て
は
、
公
的
機
関
よ
り
の
年
度
予
算
に
よ
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
は

い
る
が
、
こ
の
予
算
が
常
に
不
足
勝
ち
で
あ
り
、
重
要
緊
急
な
る
研
究
が
意

の
如
く
進
ま
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
こ
の

予
算
の
増
額
を
希
ふ
ば
か
り
で
な
く
、
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
広
く
民
間
一
般

よ
り
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
近
代
医
学
、
医
療
技
術
は
長
足
の
進
歩
を
と
げ
て
は
い
る
が
、
な
お

未
解
決
の
点
が
多
く
、
国
民
の
健
康
と
い
う
面
か
ら
も
、
急
速
に
、
か

つ
広
範
囲
に
わ
た
る
基
礎
的
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
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財
団
法
人
三
浦
医
学
研
究
振
興
財
団
は
、
以
上
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
設
立
の
提
案
者
で
あ
る
三
浦

義
一
氏
は
昭
和
妬
年
満
氾
才
を
過
ぎ
て
は
い
る
が
、
少
年
期
よ
り
種
々
の
病

に
罹
り
っ
つ
も
こ
れ
を
克
服
し
、
壮
年
期
に
は
脊
髄
疾
患
の
た
め
一
時
歩
行

困
難
と
さ
え
な
る
ほ
ど
、
多
年
に
わ
た
り
、
疾
病
の
悲
惨
さ
、
健
康
の
貴
重

さ
を
自
ら
体
験
し
、
医
学
が
如
何
に
人
間
の
生
活
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
か

を
具
に
経
験
し
、
医
学
の
研
究
、
医
療
技
術
の
発
展
に
重
大
な
関
心
を
払
っ

て
い
た
。

今
回
、
売
財
一
億
七
千
万
円
を
提
供
し
て
、
こ
こ
に
財
団
法
人
三
浦
医
学

研
究
振
興
財
団
の
設
立
を
発
起
す
る
の
も
、
い
さ
さ
か
に
せ
よ
、
医
学
の
研

究
、
医
療
技
術
の
開
発
に
宿
与
し
て
、
わ
が
国
民
の
福
祉
に
役
立
て
た
い
と

い
う
趣
旨
か
ら
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
、
わ
が
国
の
す
ぐ
れ
た
研
究
者
に
よ

る
医
学
の
研
究
の
一
助
と
も
れ
ば
と
祈
念
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
氏
は
、
さ
き
に
郷
里
大
分
県
に
、
県
立
図
書
館
を
建
設
宿
贈
し
、

又
荒
廃
に
瀕
し
た
史
跡
義
仲
寺
を
独
力
に
て
復
興
す
る
等
、
社
会
事
業
に
多

大
の
貢
献
を
な
し
た
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

２
こ
の
た
め
に
は
、
関
係
各
機
関
が
、
公
私
あ
ら
ゆ
る
面
で
こ
れ
を
助

成
し
研
究
を
振
興
し
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３
こ
れ
ら
の
医
学
の
研
究
、
医
療
技
術
の
開
発
に
対
す
る
諸
経
費
の
不

足
を
補
い
、
援
助
を
与
え
て
日
本
国
民
の
健
康
の
保
持
と
疾
病
の
予
防

治
療
を
よ
り
完
全
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
官
民
一
体
と

な
っ
て
、
そ
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ｉ書
評Ｉ中

村
碩
里
『
生
物
学
の
歴
史
』

明
治
以
前
の
医
学
史
と
生
物
学
史
は
、
本
草
学
と
い
う
視
点
か
ら
、
医
史

学
家
と
生
物
学
史
家
と
は
共
通
の
興
味
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
西

欧
生
物
学
史
と
な
る
と
、
何
か
よ
そ
よ
そ
し
い
観
が
あ
る
の
は
ひ
が
め
で
あ

ろ
う
か
。
医
学
に
於
け
る
臨
床
と
い
う
も
の
を
一
応
横
に
お
い
て
見
る
と
、

医
学
と
生
物
学
は
共
通
の
基
盤
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
何
人
も
否
定
出
来
な

い
筈
で
あ
る
。
著
者
は
日
本
に
お
け
る
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
ヴ
ィ
研
究
、
初

期
王
立
協
会
の
実
験
生
理
学
に
つ
い
て
の
研
究
を
通
し
て
十
七
世
紀
医
学
史

生
物
学
史
研
究
の
実
質
的
な
第
一
人
者
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
本

書
を
医
史
学
研
究
者
の
皆
様
に
お
す
す
め
し
た
い
。

本
書
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
生
物
学
通
史
で
あ
る
。
中
国
・
日
本
の
生

物
学
史
に
は
触
れ
て
い
な
い
し
、
現
代
生
物
学
に
お
け
る
動
植
物
の
生
理
学
、

動
物
行
動
学
な
ど
の
分
野
が
欠
け
て
は
い
る
が
、
一
人
の
著
者
に
よ
る
通
史

の
殆
ん
ど
な
い
現
状
、
内
外
の
研
究
業
績
を
十
分
と
り
入
れ
て
書
か
れ
た
名

著
と
い
う
事
が
出
来
る
。
「
河
出
科
学
選
書
」
と
い
う
性
質
か
ら
、
時
代
的

背
景
に
か
ん
す
る
部
分
が
各
章
序
論
に
限
ら
れ
、
論
客
中
村
禎
里
の
科
学
観

を
十
分
う
か
が
え
な
い
の
は
残
念
な
点
も
あ
る
が
、
実
証
主
義
者
の
面
は
単

な
る
人
名
と
業
績
の
羅
列
で
終
り
勝
ち
な
世
間
一
般
の
通
史
と
異
な
り
、
実

験
研
究
の
か
な
り
な
説
明
か
ら
面
目
を
は
っ
き
り
現
わ
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
書
は
ゲ
ラ
段
階
で
、
関
連
部
分
の
原
稿
を
多
数
の
生
物
学
者
、

科
学
史
家
、
生
物
学
史
家
に
見
せ
、
討
論
の
上
、
誤
り
の
訂
正
を
行
な
っ
て

い
る
点
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
が
戦
後
の
科
学
、
科
学
者
に
つ
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い
て
の
発
言
謎
運
動
を
行
な
っ
て
来
て
い
る
事
は
、
彼
の
著
書
『
ル
イ
セ
ン

コ
論
争
』
、
『
生
物
学
と
社
会
』
（
い
ず
れ
も
み
す
ず
書
房
）
な
ど
か
ら
お
知
り

の
方
も
多
い
と
思
う
。
実
験
学
者
の
側
か
ら
は
、
本
書
の
記
述
で
の
現
代
生

物
学
史
の
分
野
が
足
り
な
い
と
い
う
発
言
も
あ
る
が
、
今
迄
の
医
学
史
生
物

学
史
通
史
で
こ
の
よ
う
に
十
九
世
紀
後
半
か
ら
最
近
の
分
子
生
物
学
史
ま
で

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
本
は
こ
の
本
以
外
皆
無
で
は
な
か
ろ
う
か
。

著
者
は
あ
と
が
き
で
、
生
物
学
史
研
究
の
貧
困
と
そ
の
悪
条
件
を
挙
げ
て

い
る
が
、
医
史
学
の
場
合
は
さ
ら
に
困
難
な
状
況
と
思
わ
れ
る
。
生
物
学
史

家
の
場
合
は
、
一
般
教
養
の
科
学
史
担
当
と
い
う
は
け
口
も
あ
ろ
う
が
、
医

史
学
の
場
合
、
専
問
課
程
の
一
駒
の
口
し
か
な
い
。
彼
は
若
い
研
究
者
の
た

め
に
も
と
い
う
配
慮
か
ら
も
、
巻
末
に
原
典
を
は
じ
め
、
ご
く
新
し
い
研
究

業
績
ま
で
含
め
て
三
七
八
種
に
及
ぶ
文
献
表
を
か
か
げ
、
さ
ら
に
そ
の
文
献

の
解
説
を
の
せ
て
い
る
。
こ
の
文
献
表
は
医
史
学
研
究
に
も
多
大
の
利
益
が

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
人
名
索
引
は
彼
の
手
で
多
数
の
人
名
辞
典
、

科
学
史
書
、
生
物
学
史
書
、
医
学
史
書
、
百
科
辞
典
を
駆
使
し
て
情
熱
を
傾

む
け
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
大
変
役
に
立
つ
筈
で
あ
る
。
惜
む
ら
く
は
、

頁
数
の
関
係
か
ら
件
名
索
引
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
の
著

書
が
母
体
と
な
り
、
さ
ら
に
、
大
部
の
、
そ
し
て
こ
の
書
に
書
け
な
か
っ
た

部
分
を
補
っ
た
生
物
学
史
書
を
将
来
書
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
矢
部
一
郎
）

（
Ａ
５
版
三
七
五
頁
河
出
書
房
新
社
八
八
○
円
）

Ｈ
・
Ｅ
・
ジ
ゲ
リ
ー
程
卜
轄
「
病
気
と
文
明
」

松
藤

技
術
革
新
や
物
質
文
明
の
豊
さ
が
病
気
を
変
え
、
病
気
を
創
り
出
し
て
い

く
事
を
、
我
“
は
身
近
に
見
聞
し
体
験
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
日
、
我
々
は

文
明
と
病
気
と
の
テ
ー
マ
を
改
め
て
問
い
か
け
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
時
、
本
書
「
病
気
と
文
明
」
が
邦
訳
出
版
さ
れ
た
の
は
時
を
得

て
い
る
。
ま
た
、
著
者
シ
ゲ
リ
ス
ト
（
ジ
ョ
ン
、
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
教
授
兼

医
学
史
研
究
所
長
）
が
「
病
気
と
文
明
」
（
。
邑
旨
島
９
画
目
己
蔚
笛
の
①
）

を
執
筆
し
た
時
は
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
最
中
で
あ
り
、
「
文
明
が
崩

壊
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
時
」
で
も
あ
り
、
技
術
が
人
間
を
圧
倒
す
る
と

い
う
点
で
は
似
た
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。

本
書
で
シ
ゲ
リ
ス
ト
は
、
文
明
が
病
気
に
及
ぼ
す
、
逆
に
病
気
が
文
明
に

与
え
る
影
響
を
様
左
な
分
野
に
分
け
て
述
べ
て
い
る
。
（
本
書
で
は
、
〃
文

化
〃
と
い
う
概
念
が
〃
文
明
″
の
中
に
含
ま
れ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
）

先
ず
著
者
は
「
病
気
の
発
生
要
因
と
し
て
の
文
明
」
（
一
章
）
と
題
し
て
、

衣
食
住
に
関
す
る
歴
史
を
総
論
的
に
述
べ
、
続
い
て
二
章
か
ら
十
一
章
ま
で

は
各
論
的
に
記
し
て
い
る
。
「
病
気
と
経
済
」
（
二
章
）
で
は
労
働
と
職
業
病

に
つ
い
て
。
「
病
気
と
社
会
生
活
」
（
三
章
）
で
は
、
レ
プ
ラ
や
精
神
病
等
の

患
者
を
例
に
病
人
が
日
常
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
か
を
。
「
病
気
と
法

律
」
（
四
章
）
で
は
伝
染
病
予
防
と
傷
害
に
た
い
す
る
賠
償
、
医
師
免
許
制

度
や
堕
胎
な
ど
に
つ
い
て
。
「
病
気
と
歴
史
」
（
五
章
）
で
は
ペ
ス
ト
、
発
疹

チ
フ
ス
、
マ
ラ
リ
ヤ
な
ど
が
歴
史
上
の
事
件
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
。
「
病

気
と
宗
教
」
（
六
章
）
で
は
呪
術
や
信
仰
に
よ
る
治
療
に
つ
い
て
。
「
病
気
と

哲
学
」
（
七
章
）
で
は
哲
学
が
医
学
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
過
程
を
。
「
病

気
と
科
学
」
（
八
章
）
で
は
解
剖
学
史
、
生
理
学
史
を
中
心
に
、
病
気
に
対

し
科
学
的
に
検
索
し
て
い
っ
た
歴
史
を
。
「
病
気
と
文
学
」
（
九
章
）
で
は

『
実
験
医
学
序
説
』
や
精
神
医
学
が
文
学
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
や
、
病
気
が
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Ⅳ
Ａ
伝
統
医
療
に
及
ぼ
し
た
西
洋
医
学
の
影
響
と
そ
の
逆
の
場
合

Ⅳ
Ｂ
二
つ
の
医
療
体
系
と
い
う
問
題
に
対
す
る
住
民
の
態
度
と
そ
の
原
因

Ｖ
今
日
の
台
湾
に
お
け
る
伝
統
医
学
の
教
育
と
研
究
に
つ
い
て

結
語

以
上
が
本
書
の
構
成
で
あ
る
が
、
評
者
に
と
っ
て
最
も
興
味
深
か
っ
た
の

は
本
書
の
著
者
が
現
代
薬
学
を
学
ん
だ
ド
イ
ツ
人
薬
剤
士
で
あ
り
、
そ
う
し

た
キ
ャ
リ
ヤ
ー
の
上
に
立
っ
て
中
国
伝
統
医
学
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

結
論
だ
け
云
う
と
、
彼
は
決
し
て
伝
統
医
学
礼
讃
者
で
は
な
い
。
こ
の
書

物
で
み
ら
れ
る
限
り
、
彼
自
身
は
や
は
り
現
代
医
学
の
信
奉
者
で
あ
る
と
云

え
る
。
し
か
し
、
彼
を
し
て
こ
の
よ
う
に
中
国
伝
統
医
学
の
研
究
に
深
入
り

さ
せ
た
の
に
は
何
ら
か
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
な
る
傍
観
者
乃

至
は
評
論
家
と
し
て
の
学
問
的
興
味
だ
け
か
ら
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ふ
し
ぶ

し
が
あ
る
。
彼
は
ま
だ
三
○
才
の
若
さ
で
あ
る
。
彼
の
中
に
あ
っ
て
ま
だ
明

白
に
は
形
を
な
さ
な
い
あ
る
も
の
が
な
ん
で
あ
る
か
。
今
後
の
彼
の
業
績
に

注
目
し
て
い
き
た
い
。
先
日
、
筆
者
は
彼
か
ら
の
私
信
を
受
け
と
っ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
今
秋
来
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
公
衆
衛

生
学
科
、
国
際
健
康
問
題
教
室
ｅ
①
胃
．
負
目
§
ロ
豊
。
ロ
巴
需
巴
昏
切

腎
冒
昌
旦
困
槁
毎
コ
①
“
且
胃
ｇ
ｏ
儒
里
昏
）
に
留
学
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

彼
の
他
の
近
刊
著
書
を
も
以
下
に
紹
介
し
、
こ
の
大
器
の
将
来
に
祝
福
を

お
く
り
た
い
。

画
一
一
一
］
四
彦
吋
①
目
『
騨
旦
三
○
口
の
二
①
弔
匿
四
目
ご
い
い
の
具
扇
彦
①
匡
蔚
氏
四
目
民
○
言
回
動
の
）

隠
埠
皿
ゞ
目
牽
図
ゞ
ル
い
く
、
／
〉
、
計
．
罵
言
圃
冨
８
印
く
旦
凋
室
．
己
囹

オ
ラ
ン
ダ
の
著
名
な
隆
史
学
者
リ
ン
デ
ポ
ー
ム
教
授
が
『
オ
ラ
ン
ダ
医
学

史
』
と
題
す
る
著
書
を
公
け
に
さ
れ
た
。
前
々
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
の
歴

史
を
主
題
と
し
た
著
書
を
渇
望
し
て
い
た
筆
者
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
願
っ
て

も
な
い
本
が
、
し
か
も
ま
た
と
得
難
い
オ
ラ
ン
ダ
有
数
の
医
史
学
者
リ
ン
デ

ポ
ー
ム
教
授
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
こ
と
は
筆
者
に
と
っ
て
最
高
の
喜
び
で

あ
る
。

目
次
に
よ
れ
ば
本
書
の
内
容
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

前
書
き

序
言

第
一
章
中
世

第
二
章
十
六
世
紀
前
期

第
三
章
一
五
七
五
’
一
六
二
五
年
代

胃
〒
ｇ
言
胃
巨
１
瓦
ｇ
昌
口
ｌ
言
一
つ
三
侭
ｌ
冨
○
“
ざ
皿
・
蔀
国
賊
罫
》
ル

旧
口
、
、
／
ｖ
、
計
．
罵
言
園
三
○
○
の
く
昌
樹
里
ご
国
．
（
明
末
の
勅
撰
本
草
害

『
本
草
品
彙
精
要
』
の
解
説
書
）

目
Ｃ
亀
画
『
・
の
吾
の
○
○
日
で
酌
門
禺
弓
①
の
日
旦
］
＆
諺
⑫
冨
口
言
①
巳
、
堅
い
望
黒
①
ョ
の

晋
望
丹
》
９
民
。
昌
冨
ご
己
く
．
厚
①
閉
．
（
淋
蝸
）

な
お
本
書
評
で
と
り
あ
げ
た
著
書
も
ｇ
貢
。
ｇ
冨
己
三
ぐ
．
刃
①
閉
か
ら
彼

自
身
の
手
に
よ
る
英
訳
書
が
刊
行
の
予
学
で
あ
る
。

（
大
塚
恭
男
）

の
。
彦
。
Ｆ
旨
邑
①
弓
色
色
目
．

＆
己
⑦
命
の
伽
⑤
冨
畠
⑦
己
画
く
融
冒
号
旨
呂
厨
⑦
写
⑦
君
の
篇
目
亜
皇
国
ご

旨
ｚ
①
色
⑦
昌
騨
冒
昌
》
》
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第
四
章
隆
盛
期
（
一
六
二
五
’
一
七
○
○
）

第
五
章
十
七
・
十
八
世
紀
の
産
科
学
と
外
科
学

第
六
章
十
八
世
紀

第
七
章
十
九
世
紀

第
八
章
二
十
世
紀
初
期

第
九
章
結
び
ｌ
註
解
ｌ
伝
記
ｌ
参
考
書
目
ｌ
索
引

各
章
は
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
の
節
に
分
れ
て
い
る
。
例
を
第
四
章

隆
盛
期
に
と
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ａ
解
剖
学
と
生
理
学

ガ
レ
ヌ
ス
の
医
学
論

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
学
説
と
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
そ
の
受
容

毛
細
管
の
発
見

赤
血
球
の
発
見

リ
ン
パ
管
と
乳
康
管
の
研
究

Ｂ
内
科
学

ル
イ
・
ド
・
ピ
ル
ス

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
イ
シ
ュ
の
デ
ピ
ュ
ー

ヤ
ン
・
ス
ワ
ン
メ
ル
ダ
ム

レ
イ
ニ
エ
ー
・
ド
・
グ
ラ
ー
フ

ア
ン
ト
二
・
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク

フ
レ
デ
リ
ク
・
ル
イ
シ
ュ

ア
ン
ト
ン
・
ヌ
ッ
ク

ゴ
ベ
ル
ト
・
ピ
ド
ロ
ー

ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ヘ
ル
ウ
ェ
イ
ッ
ク

ニ
コ
ラ
ー
ス
・
ト
ル
プ

ポ
ー
ト
、
ス
タ
ル
パ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ヴ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ー
メ
ル
プ

ル
ッ
ク

オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
臨
床
講
義
の
は
じ
ま
り

熱
帯
医
学
（
デ
・
ポ
ン
ド
、
ピ
リ
・
ス
フ
ー
テ
ン
、
テ
ン
・
レ
イ
ネ
）

医
療
化
学
派

フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ド
ル
・
ポ
ェ
・
シ
ル
ヴ
ィ
グ
ス

プ
ラ
ン
カ
ー
ル
ト
と
ポ
ン
テ
グ
ー

医
療
物
理
派

こ
の
一
例
か
ら
見
て
も
わ
か
よ
う
に
著
者
は
わ
れ
わ
れ
が
知
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
多
く
の
事
項
を
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
記
載
は
そ
れ
程
詳
し
い
も

の
で
は
な
い
が
、
一
応
わ
れ
わ
れ
の
期
待
を
十
分
満
た
し
て
い
る
。
た
だ
何

と
し
て
も
遺
憾
な
の
は
本
書
が
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
学
術
定
期
刊
行
物
）

の
交
付
決
定

本
年
度
も
文
部
省
よ
り
の
本
誌
へ
の
出
版
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
前
年
度
は
十
七
万
円
で
あ
っ
た
の
が
．
今
年
は
二
十
五
万
円
と
な

っ
た
。

’
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日
本
医
史
学
雑
誌
十
九
巻
目
次

第
一
号
昭
和
四
八
年
三
月
三
○
日
発
行

原
著

明
治
初
年
地
方
医
学
校
の
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
ド
イ
ツ
語

医
学
移
行
の
研
究
…
…
…
：
…
：
：
：
：
…
．
．
：
…
…
…
・
阿
知
波
五
郎
…
１

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
日
：
…
…
…
：
・
・
：
…
・
…
…
…
大
滝
紀
雄
：
岨

藤
原
宮
出
土
の
典
薬
寮
関
係
木
簡
考
・
…
…
…
：
…
…
…
新
村
拓
…
鋤

旧
約
聖
書
に
お
け
る
衛
生
状
態
：
…
…
：
…
…
：
：
…
…
・
小
沢
吉
晃
…
狐

正
倉
院
文
書
よ
り
得
た
る
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
…
：
…
…
Ｈ
野
英
子
：
．
即

畠
山
義
綱
と
医
道
伝
受
同
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
宮
本
義
己
：
。
弱

「
韻
斎
遺
稿
」
に
つ
い
て
間
…
：
…
…
：
・
：
…
…
…
・
…
大
鳥
蘭
三
郎
：
和

江
馬
家
に
あ
る
坪
井
信
道
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
詩
・
・
…
青
木
一
郎
…
鯛

資
料

堀
内
文
書
の
研
究
㈹
；
・
…
・
…
：
…
：
…
…
…
・
…
：
：
…
：
片
桐
一
男
…
例

例
会
記
事

昭
和
四
七
年
度
医
史
学
関
係
論
文
目
録
㈲
：
：
…
・
…
…
…
：
…
…
，
…
…
的１

第
二
号
昭
和
四
八
年
六
月
三
○
日
発
行

原
著「

適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
」
に
つ
い
て
…
…
・
…
…
…
…
：
大
塚
恭
男
：
加

西
説
内
科
撰
要
目
：
…
…
・
…
・
…
…
…
．
：
：
：
…
…
…
…
・
大
滝
紀
雄
：
戒

種
子
島
に
お
け
る
痘
瘡
に
つ
い
て
。
…
…
…
：
：
：
・
・
：
…
・
河
内
和
夫
：
血

華
岡
青
洲
に
よ
る
最
初
の
全
身
麻
酔
の
期
日
に
つ
い
て

松
木
明
知
：
血

写
経
生
と
病
気
：
…
…
：
：
…
・
…
・
・
・
・
：
…
・
・
：
…
：
…
…
：
新
村
拓

昌
８
冨
易
８
月
ｇ
旨
扁
閉
弔
ど
の
ざ
旨
ロ
ｏ
目
昏
①

霞
昏
鳥
目
席
目
ｑ
旦
冨
叩
国
尻
昏
ｌ
…
：
．
君
冒
匡
罰
ご
己
○
乏
切
圏

の
⑱
。
閂
巴
戸
口
＄
吾
＄
茜
色
ご
Ｑ
ｍ
巨
『
ぬ
閏
］
す
】

の①雷壷画霞湧．四○天四…・…◆……・・・……。シ蚕さ耳己冨醇弓切雷【『資料

前
野
良
沢
、
同
良
庵
、
高
山
彦
九
郎
の
書
簡
・
…
…
：
：
：
…
：
…
…
：

虎
岩
武
の
履
歴
書
…
：
：
…
…
…
…
：
：
：
：
：
…
・
…
．
：
土
屋
重
朗

例
会
記
事
・
・
・
：
・
・
…
…
・
…
…
：
…
：
：
…
…
…
…
…
…
：
：
．
…
…
…
・
・
・
・
：
：

第
三
号
昭
和
四
八
年
九
月
三
○
日
発
行

第
七
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会

一
般
講
演

正
骨
範
の
書
誌
…
：
．
：
：
。
…
…
：
…
…
・
・
：
…
…
．
：
．
．
：
・
・
・
蒲
原
宏

欧
亜
解
剖
学
史
資
料
展
に
就
い
て
‐
・
・
・
・
…
…
．
．
：
．
：
・
・
・
…
大
矢
全
節

安
楽
死
と
合
理
的
自
殺
に
つ
い
て
：
…
・
；
…
：
…
・
…
…
・
小
沢
吉
見

十
九
枇
紀
に
お
け
る
蝦
夷
地
の
疾
病
：
…
・
・
…
：
：
：
．
．
：
．
山
形
敞
一

来
日
宣
教
医
函
ｇ
ご
厨
昌
号

（
届
鹿
‐
こ
ぎ
）
に
つ
い
て
…
…
・
・
：
：
．
：
…
・
…
…
‐
…
長
門
谷
洋
治

九
州
に
お
け
る
医
学
放
射
技
術
者
の

先
覚
赤
間
与
三
次
先
生
：
：
．
…
…
…
…
：
…
…
．
：
：
：
．
今
市
正
義

精
得
館
医
学
生
好
本
純
蔵
の
長
崎
通
信
…
：
。
…
…
…
…
中
山
沃

橋
本
宗
吉
訳
・
未
刊
医
薬
書
２
点
に
つ
い
て
・
・
・
：
。
：
：
・
・
中
野
操

高
橋
重
賢
の
松
前
及
び
長
崎
の
勤
務
に
つ
い
て
．
．
：
…
：
谷
沢
尚
一

屯
出
兵
に
お
け
る
医
療
…
…
：
…
．
：
。
…
：
…
：
…
…
：
…
方
波
見
康
雄

267 1982坊220 212 245273272 2702釣郡0279278277276 274
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薩
摩
の
洋
医
学
…
：
…
・
・
・
：
…
・
…
：
：
…
・
…
…
…
…
…
・
森
重
孝
・
・
血

薬
師
経
と
薬
師
如
来
瑞
応
経
と
に
つ
い
て
：
…
：
…
…
関
根
正
雄
・
麹

「
糖
尿
病
」
の
名
称
に
つ
い
て
：
…
：
…
…
・
…
．
．
…
…
福
満
昭
二
：
”

関
寛
斎
の
研
究
第
二
報
長
崎
時
代
の
人
物
像
…
…
福
島
義
一
・
・
郷

広
島
医
学
校
の
学
生
ノ
ー
ト
、
明
治
十
六
年
か
ら
：
：
：
太
田
典
礼
：
燕

医
療
及
び
保
健
衛
生
面
に
お
け
る
検
査
技
術
者
の
歴
史

‐
…
・
…
…
・
…
：
．
：
…
…
：
…
．
．
…
：
・
・
：
。
…
…
…
・
谷
島
清
郎
：
鋼

種
子
島
住
民
の
長
崎
出
島
見
聞
録
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
医
官
列

狄
と
蘭
医
吉
雄
幸
載
を
中
心
と
し
て
！
：
：
。
：
：
。
…
・
河
内
一
郎
・
麹

比
較
語
学
的
方
法
に
よ
る
身
体
意
識
史
検
討
の
試
み

（
三
）
：
…
：
…
…
・
・
：
…
・
…
：
．
…
…
…
…
…
…
‐
・
…
三
輪
卓
爾
・
・
血

明
治
時
代
の
女
子
歯
科
医
師
教
育
に
つ
い
て
：
：
．
…
：
：
本
間
邦
則
・
血

本
邦
に
お
け
る
最
初
の
帝
王
切
開
に
つ
い
て
：
…
．
：
…
石
原
力
・
・
狸

麻
酔
の
発
展
に
関
す
る
史
的
考
察
・
…
：
．
：
．
．
…
…
・
…
…
栗
本
宗
治
・
蝿

梅
毒
の
起
源
に
つ
い
て
の
一
考
察
…
…
…
…
…
…
・
…
・
吉
井
善
作
・
・
顕

蘭
医
学
書
の
原
著
者
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
医
学
者
・
・
…
古
川
明
：
班

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
パ
タ
ピ
ア
か
ら
の
購
入
図
書
か
ら
見

た
シ
ー
ポ
ル
ト
：
…
…
・
…
・
…
…
…
・
・
・
…
．
．
…
・
…
・
…
矢
部
一
郎
・
・
動

明
治
期
学
校
術
生
史
の
研
究
（
一
○
）
学
校
医
制
度
…
…
杉
浦
守
邦
・
蝿

江
戸
時
代
末
期
、
筑
前
国
博
多
市
小
路
に
長
崎
よ
り
蘭

医
学
を
導
入
し
て
い
た
医
師
の
町
（
当
時
の
メ
デ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
。
：
．
…
：
：
：
：
…
：
…
…
…
奥
村
武
：
血

赤
松
（
田
中
）
了
斎
と
そ
の
医
史
学
上
の
業
績
に
つ
い

て
：
…
…
・
…
…
；
…
：
．
…
．
：
：
…
…
…
・
・
：
：
．
：
．
：
：
・
・
由
中
敬
三
；
血

Ｐ
の
鼻
匡
吋
①
○
国
民
望
①
ヴ
○
匡
○
ご
Ｐ
Ｃ
匡
口
ロ
。
Ｒ
匡
吊
ご
・
…
・
・
国
目
毫
閏
印
》
］
・
園
・

第
四
号
昭
和
四
八
年
一
二
月
三
○
日
発
行

原
著

種
子
島
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
人
口
推
移
の
状
況
に
つ

い
て
の
一
考
察
：
…
。
：
：
．
：
…
・
・
・
：
。
…
…
…
…
…
：
：
・
河
内
和
夫

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
（
三
）
：
…
。
：
…
…
：
。
…
…
・
大
滝
紀
雄

森
鴎
外
の
北
遊
記
に
見
え
る
軍
医
八
木
沢
正
雄
…
…
…
松
木
明

ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
と
「
箱
館
の
医
学
地
誌
」
：
：
：
…
…
…
松
木
明
知

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
計
報
…
：
…
…
：
。
：
・
・
・
：
．
…
…
：
…
…
松
木
明
知

医
史
学
と
私
…
：
：
…
…
…
。
：
：
・
・
：
…
…
…
…
…
…
…
：
小
川
鼎
三

諺
冒
弓
①
ｓ
ｏ
富
①
呂
口
旨
①
冒
卑
胃
胃
、
．
…
・
・
顧
口
目
庁
望
ぐ
望
日
日
四

第
別
回
日
本
医
史
学
会
総
会
抄
録

バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
書
（
い
わ
ゆ
る
革
新

解
剖
学
）
そ
の
内
容
と
表
現
…
：
：
・
・
シ
・
富
．
冒
滞
且
篝
‐
国
呂
○
員

タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）
・
・
・
：
．
…
酒
井
恒

資
料

堀
内
文
書
の
研
究
則
・
・
・
…
・
・
：
．
：
・
・
：
…
…
…
・
…
…
…
・
・
片
桐
一
男

羽
生
六
郎
左
衛
門
著
阿
蘭
陀
館
内
見
物
記
・
…
…
・
…
…
河
内
和
夫

例
会
記
事
…
．
：
・
・
…
．
：
…
…
：
：
…
：
・
・
・
・
・
・
：
…
…
・
…
：
…
…
：
．
…
：
・
…
・

昭
和
抑
年
度
医
史
学
関
係
論
文
目
録
（
二
）
：
．
…
：
．
：
．
・
・
・
：
：
…
：
…
…

雑
録
・
…
…
…
・
…
・
・
・
・
：
。
：
…
・
…
・
・
…
…
…
…
…
．
：
・
・
…
…
；
・
…
…
・
；
：

313452記4弱03553433詔3”3縄3764184054鴫397記5
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第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
開
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
つ
。
’

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
開
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
三
○
○
○
円
を
前
納
す
る
。
入

会
者
は
一
○
○
○
円
を
納
入
す
る
。
た
だ
し
外
国
に
居
住

日
本
医
史
学
会
々
則

す
る
会
員
は
年
額
一
五
ド
ル
と
す
る
。

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
（
維
持
）
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
、
理
事
、
監
事
、
幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

三
、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
准
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、
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幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
（
た

だ
し
会
長
を
除
く
）

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
）
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が

行
な
う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ

と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
版
等
を
除
く
）
で
五

印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
）
ま

で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ペ

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

別
刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学

医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
烏
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
室
賀
昭
三
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
圭
堂

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、
Ａ
・
Ｗ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
緒
方
富
雄

常
任
理
事
石
原
明
大
烏
蘭
三
郎

会
計
監
事
宗
田
一

理
事赤

松
金
芳
阿
知
波
五
郎
石
川
光
昭

今
田
見
信
内
山
孝
一
大
塚
敬
節

大
矢
全
節
緒
方
富
雄
蒲
原
宏

佐
藤
美
実
杉
靖
三
郎
鈴
木
正
夫

鈴
木
勝
宗
田
一
津
崎
孝
道

戸
苅
近
太
郎
中
野
操
三
木
栄

矢
数
道
明
吉
岡
博
人
和
田
正
系

幹
事大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

赤
松
金
芳
安
芸
基
雄
阿
知
波
五
郎

青
木
一
郎
石
原
明
石
田
憲
吾

石
川
光
昭
今
市
正
義
今
田
見
信

岩
治
勇
一
内
山
孝
一
大
鳥
蘭
三
郎

大
塚
敬
節
大
塚
恭
男
王
丸
勇

大
矢
全
節
緒
方
富
雄
小
川
鼎
三

大
滝
紀
雄
哉
島
四
郎
片
桐
一
男

川
島
恂
二
蒲
原
宏
金
城
清
松

本
年
は
外
国
か
ら
の
投
稿
も
あ
っ
て
、
欧
文
論

文
を
多
く
掲
載
し
た
。
本
誌
の
通
巻
号
数
の
第
一

号
は
明
治
過
年
に
中
外
医
事
新
報
第
一
号
と
し
て

発
刊
さ
れ
た
時
を
第
一
号
と
数
え
、
本
号
は
遂
に

一
三
九
四
号
を
な
っ
た
が
、
今
年
ほ
ど
内
容
の
豊

富
な
欧
文
論
文
が
続
い
て
掲
載
さ
れ
た
時
は
な
か

久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎
酒
井
シ
ヅ

酒
井
恒
佐
藤
美
実
清
水
藤
太
郎

杉
靖
三
郎
杉
田
暉
道
鈴
木
正
夫

鈴
木
勝
鈴
木
宜
民
瀬
戸
俊
一

関
根
正
雄
宗
田
一
高
木
圭
二
郎

高
山
担
三
田
中
助
一
津
崎
孝
道

津
田
進
三
筒
井
正
弘
土
屋
重
朗

戸
苅
近
太
郎
中
泉
行
正
中
川
米
造

中
沢
修
中
西
啓
中
山
沃

長
門
谷
洋
治
中
野
操
服
部
敏
良

福
島
義
一
藤
野
恒
三
郎
本
間
邦
則

富
士
川
英
郎
古
川
明
丸
山
博

松
木
明
知
三
浦
豐
彦
三
木
栄

三
廼
俊
一
谷
津
三
雄
山
形
敞
一

矢
数
道
明
山
下
喜
明
山
田
光
胤

安
井
広
吉
岡
博
人
和
田
正
系

以
上

編
集
後
記

っ
た
。
一
方
、
邦
文
の
論
文
も
各
時
代
を
通
じ
た

価
値
あ
る
論
文
が
投
稿
さ
れ
、
内
容
の
豊
富
に
な

っ
た
こ
と
は
本
当
に
う
れ
し
い
。
そ
の
た
め
か
、

会
員
数
も
昨
年
か
ら
漸
増
し
、
五
百
人
に
あ
と
一

息
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
明
年
か
ら
の
一
層

の
発
展
を
願
っ
て
今
年
の
最
後
の
後
記
と
す
る
。

（
Ｓ
）

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
十
九
巻
四
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
悸
奉
史
檸
今
腋
鼎
三

〒
三
一
東
京
都
文
京
区
本
郷
〒
一
‐
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

研
究
室
内

振
替
東
京
一
五
二
五
○
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

医
学
文
化
保
存
会

〒
三
一
束
京
都
文
京
区

湯
島
〒
三
‐
茜

印
刷
者
五
協
印
刷
有
限
会
社

〒
一
茜
東
京
都
板
橋
区

南
常
盤
台
一
‐
〒
三 ’
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thananexception.

Atthetimeofprescribingforthepatient, thedoshicpatternsof

thepatientandhisdiseaseat thetimeoftreatmentareelaboratedon
thebasisof thesymptomsduring thedisease, general traits during

thestateofhealth, thedoshiccharacteristicsofthetime, theseason,

theclimate, thefamilydiet, thepsycho-somatic constitutionof the

patient, thefamilyandtherace, thehereditaryandacquiredmetabolic
leanings, theageandthestrengthofthepatient,pastdiseasepatterns,
andotherrelevantfactors.

Thephysician, having assembled thedos""-pattern, prescribes

Gdrugs, dietsandpractices' tocorrect thepathogenicdoshicpattern

andrestorethepatient tonormaldoshicmetabolicequilibrium.

Thissoundsacomplexprocess intheory. Inpractice,however, the

physicianpicksupthetechniqueprogressively, and, finally, learnsto

practisetheAyurvedicmedicinewithoutexperiencingmuch confusion

orperplexity. Incourseoftime, aphysician, adequatelyconversant

withtheAyurvedicandthemodernsystems, beginstofindtheAyur-

vedicapproachtobeeasier, simplerandlessinvolvedthanthemodern

medicalapproachrequiringmuchmorepinpointeddifferentialdiagnosis

basedonlargerparaphernaliaofpathologicalfindingsandprescribing

muchmoreaccurate andpowerful therapeutic agents. Ajudicious

co-ordinationofthetwoapproaches, athigher levels, inthehandsof

intelligent experts, canprove (andhasproved) agreater boonto

patientssufferingfromdifficultandcomplicateddiseaseswhichmay
notbeamenabletoanexclusiveeffortbytheoneortheother.

IbelievethatanextensivestudyoftheAyurvedicclinicalmedicine

bvmodernscientists incollaborationwithlearnedAyurredicphysicians
ご

oflndiashouldproveapotential sourceof substantial improvements

intheeffectivenessofclinicalmedicine.
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ptionof Gcooling' elemens.

SomeExplanatoryObservations.

Gclearness',Someattributesof thedos"as，e,9．，‘roughness'，‘clearness ，

<whiteness', $heaviness',etc.appear irrelevant inthecontextofthe

doshicelementsinthelivingbody.Theyare.Thereasonforattributing

suchqualitiestofﾉ"α,〆"αand々""fz lies inanAyurvedicdogma

(whereintheyassumerelevance), notdiscussedinthisarticle, having

noimmediatebearingondaytodaypracticeofAyurvedicmedicine.

Thedogmaequatcsthe livingbeingwiththeuniverseas aminiature

oranepitomeofthelatter.Thismakestheが"α一complexofmanthe

analogueof theTgjfzs, theheat-lightcomplexof theuniverse; たα”α

theanalOgueoftheFγZ〃zjj-AP/heearth-water(solid-liquid)complex

of theuniverse;and"""theanalogueof theVEy", theair-and-gases

complexoftheuniverse; thecavitiesof thebodyconstitutingthean-

aloguesoftheA""(ether)oftheuniverse.

Anumberofsymptomsappearcommontoopposingdos""activi-

ties・Theirpathogenesis isnot identical. Sweatinghasbeenmentioned

amongboththevaticandthepaitticsymptoms, butthe sweatingdue

toheat ispaitticandduetofearvatic.

BarringthemodernisedIndian, theaverage lndian, throughlong

familiaritywithdoshicconcepts, instinctively, intuitivelyandempiric-

ally,understandsthelanguageofthedos""s, andmakesrepeateduse

ofthatknowledgeforhisownbenefitandforthebenefitof thosewho

areunderhiscare. Headjusts his routine inaccordancewith the

requirementsoftheseason, theclimate, the timeof dayandnight,

hisownconstitutional traits, etc.

Evenifheis incapableof justifyingtheseconceptsthroughscientific

rationaleandexperimentalverifications, theaccurateornear-accurate

(oratanyrate,pragmaticallyutilitarian)empirico-intuitionalbuild-up

yieldedbymilleniumsoftrialanderror coupledwithakeenobser-

vationoffacts, hasPlacedasysteminhishandswhichcontinues to

maintainnotmerelyitshighutilityasatherapeuticapproachtohealth

anddisease, butalsotheamazingpredictabilityandconsistencyof its

results・Thecasehistoriesrecordedearlierarenot isolatedexamples

oftheeffectivenessofAyurvedicapproach.Theyrepresentarulerather
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innatequalitiesof片α"fzormodifiedactionsofhα"fzonthebody.

"Unctuousness, coldness,whiteness, heaviness, sweetness, firmness,

sliminessandviscosityaretheinnatequalitiesof"α"".''

KaphaExcitingandAmelioratingFactors

KaP""-ExcitingFactors K""fz-AmelioratingFactors

Sweet, sourandsaltyfoodstuffs Pungent, bitterandastringent

anddrinks. foodstuffsanddrinks.

Fattysubstances. Non-greasysubstances.

Liquidfoods, Dryfoods.

Heavyfoods. Light foods.

Sleepingduringtheday. Keepingawakeatnight.

Avoidanceofeffortandexercise． Indulgenceinphysicaleffort,

exerc1se・

Springseason. Rainyseason.

Earlyhoursofdayandnight The lastpartsofdayandnight

(6a.m. to10a．m. and6p.m. to (2p.m. to6p．m. and2a.m．to6

10p.m.) a.m.)

Theperiodofconsumingthe Theperiodafterthemealshave

meals. beendigested.

Childhood. Oldage.

Cold． Heat.

Continence. Sexual intercourse.

Useoffatsfor lubricating the Emesis.

bodyinternally(includingoilyen-

emataandretention enemas con-

tainingmedicatedornon-medicated

oilsorfats).

Keepingtheheadexcessively Sternutation(useoferrhines),

greasy.

Thirst.Excessivedrinkingofwater.

Avoidingsmokinganduseof Smokingandeatingbetel leaves.

betel leaves.

Rest. Walkingandrunning.

Allanti-vaticfactors. All 〃"/a-promotingand""α一

aggravatingfactorswiththeexce-
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Ingeneral, heatingandanti-ka- Ingeneral, coolingandh"〃a-

phaicsubstancesaggravatel"". promotingsubstancescontrol餌がα・

Purgativesareeffectiveが"a-con-

trollersor餌"a-tranquillizers.

KaphainHealthandDiSeasc.

Theleft columnbelowlists theactivities of ""〃αwhen it iS

functioningnormally.The right columnshows the activities of the

vitiated""""complex,i.e,.whenthekaphaicmetabolic activityis

abnormalorsubnormal.

Normal Vitiated

Unctuousness． Dryness.

Holdingtogether(e.g. joints) Loosening.

Hardness, stabilityanddensity． Softness、 instabilityandporo-

usness･

Steadinessof character, Deter- Unsteadiness, frailty, laziness.

mmatlon.

Heaviness. Lightness.

Plumpness (alsowell-nourished Leanness, emaciation.

system).

Sexualstrength. Impotence, sexualdebility.

Physicalstrength． Weakness.

Forgiveness. Desireforrevenge.

Contentment, tolerance Discontent, intolerance.

Absenceofgreed. Greed.

TheKaphaicDigease.

Some of thekaphaicdiseasesmentionedbyCαγαhaareglven

below:Anorexia, torpor, hypersomnia, stiffness, heaviness of limbs,

indolence,sweetishtaste inthemouth,salivation,mucousexpectoration,

bulkystools, lossofstrength, indigestion, precordialheaviness, incre-

asedsecretionsofmucous inthestomach, post-nasaldischarge, athe-

rosclerosis, goitre, excessive corpulence, sub-normal temperature,

urticaria, pallor,whitishtingeofurineandfaeces.

Caγαﾙasavs: "Inall theabovementioneddisordersand in those
‐

notmentioned, theexpertswillmakeanindubitablediagnosisof陶α”a-

discordanceinthatparticularorganbyobservingall or someof the
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red, fleshyodor, pungentandacidtasteandmobilityare the innate

qualitiesof餌"α､

Andthesebeingits innatequalities, the followingsymptoms are

pmducedinthedifferentorgansofthebodywhenaffectedby〆"α・

Burning, heat, suppuration, perspiration, softening, sloughing, itching,

discharge, redness, emanationofsmell, colourandtasteaccordingto

theinnatenatureofP〃m-thesearetheeffectsproducedonthebodyby

theactionof伽がα. Conditionsaccompaniedbyanyofthesesymptoms
抑

shOuldbediagnosedasaが"αdisorder,

PittaExcitingandAmelioratingFactorg

Someofthefactorswhichaggravate力〃mandthosewhichameli-

orateitaregivenbelowintheleftandtheright handcolumns res-

pectively:

Pi""ExcitingFactors PガオaAmelioratingFactors

Pungent,sourandsaltfoodstuffs Sweet, bitter andastringent

anddrinks, $heating' foods. foodsanddrinks,(cooling' foods.

Anger. Serenity.

Nutrition, particularly, useofFasting.

ghee(clarifiedbutter)andmilk.

Sunshine,noon, dayingeneral. Night.

Excessivesexual intercourse (it CIosecontactwiththebodyofa

disturbsvaticequilibriumalso). desirablememberof theopposite

sex(not leadingtoexcitementbut
onlytopleasure).

Suppressionofthirstandhunger. Drinkandfood.

Alcoholicdrinks. Milk.

AutumnandSummer． WinterandSpring.

Mid-dayandMid-night(10a.m. Firstpartsofdayandnight(6a.

to2p.m.and1Op.m. to2a.m.). m.to10a.m. and6p.m.tolOp.

m.).

Theperiodcoveredbydigestion Periodcoveredwhiletakinga

ofameal． meal.

Youth. Childhoodandoldage.

Constipation. Purgation

Decreaseinsecretionofsweating． Freesweatingandmicturation.
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"ctioningnormally･Therightcolumnshowstheactivitiesofthevitiated

が"αcomplex, that is,whenthepaitticmetabolicactivityisabnormal

orsub-normal :

Normal Vitiated

Digestion. Indigestion.

ClearVision. Disturbances inclaritvofvision

orabsenceofvision.

Correctregulationofbody Sub-normalorabnormalbody

temperature． temperature.

Naturalcomplexion andColour Unnatural colourof theskin.

oftheskin.

Courage. Cowardice.

Joy. Anger.

Normal formationof haemoglo- UnhealthychangeS inhaemoglo-
bin. bincontent.

Intellectualbrilliance. Lackof intellectualbrilliance.

Absorptionofchemicalsfrom Non-absorptionofelementsfrom

applicationsontheskin． preparationsappliedontheskin.

Loftinessof ideals. Lowideals.

ThePaitticDiseases

SomeofthepaitticdiseasesmentionedbyCαγαﾙaaregivenbelow

:Sensationsofheat, scorchingandburning, localisedorgeneralised

(e.9．,burningintheeyes, ears, scalp, urethra, soles,palms, stomach,

claviculararea,etc.),waterbrashandhyperacidity,pyrexia,excessive

sweating(generalandlocal),localfetor,sensationofburstingpainof

variousorgansandareas,poly-Cythemia, crackingoftheskin, excori-

ation, haemorrhagicdisorders, skinrashes, pigmentationof skinand

mucousmembrane, herpes, jaundice,bittertasteinthemouth,metallic

taste,halitosis,pharyngitis,ophthalmitis,stomatitis,proctitis,urethritis,

faintness, yellowcolorationofeyes, urineandfaeces, etc.

Caγαha further says : "Inall theabovementionedpittadisorders

andinthosenotmentioned, theexpertswillmakeadiagnosisofが"α

discordancebyobservingallorsomeoftheineptqualitiesofが"aor

modifiedeffectsof theactionofが"αonthebody・ Forexample,heat,

acuteness, fluidity, slight unctuousness, colour otherthanwhiteand
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PhVsicalover-exertion.

Excessivesexual indulgence.

Avoidanceofexertion, rest.

ContinenCe, verymoderate

indulgence.

Avoidanceofswimming,

fallingandinjury.

Non-suppressionof urges.

Swimming, falling, injuringoneself

Suppressionofurges, e.g. tohold

backfaeces, urine, flatus, sneeze,ya－

wn, tears, eructations, cough,breath,

hunger,thirst,powerfulsexurge,etc.

Wakefulness, lackofsleep,

Passion, sorrow, anxiety, fear.

Soundsleep.

Absenceofpassion, sorrow

anxietvandfear.
咳

Regularandbalancedmeals,

selectedonthebasisoffitness

forone'sconstitution, timeof

thedayandseason, etc.

Eatingafterfulldigestionof

thepreviousmeal.

Relevant,mildandsoft, pr-

operandbriefcoIf7ersation.

Wellnourishedbody, child-

likecarefreemind,affectionate

disposition, eatingcheerfully.

Springseason, firstpartof

thedayandfirst part of

night(6to10a.m. and6to

10p.m.)

Fasting(alsostarvatiOn), under-

nutrition(under-eating),irregular

mealsandunbalanceddiets.

Eatingbeforethepreviousmeal is

digested.

Irrelevanttalk, shouting, endless

chatter.

Emaciation(duetomalnutritionor

disease), senility.

Rainyseason(Ay"γ"gd"hassix

seasonsoftwomonthseach), dewy

season(i.e. twomonthsfollowing

severewinter), thelastpartsofthe

dayandthenight(2p.m.to6p.m

and2a.m.to6a.m. respectively).

Emesis, purgation,haemorrhages. Simpleandretentionenema-

ta(oilyandotherwise), swe-

ating,controlofhaemorrhages,

massage(withorwithoutoil).

PittainHealthandDigeage

Theleftcolumnbelowliststhe
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temporal headache, frontal headache, generalisedheadache, facial

paralysis, clonicconvulsions, tonic convulsions, faintness, giddiness,

tremors,hiccups, asthenia, hyperphasia, senseofdryness,hypertrophy

oftheskin, insomnia,mental restlessness,etc. Iamreproducingbelow

threeparagraphsfromCαγα片αSα池〃"面, chapterXX(JamnagarEdition

1949, p.127), alsohavingabearingonthe〃〃αcomplex:

"Inall〃"ffzdisordersmentionedabove, and in thosenotmen-

tioned, theexpertswillmakeafaultlessdiagnosisoffﾉ"”discordance

inaparticularorganbyobservingallorsomeoftheinnatequalities

offﾉ""orthemodifiedeffectsofvaticactivityonthebody.

i< 4Dryness', $coldness', $lightness', $clearness', @motion', <invisibili-

ty', and @ instability' aretheinnatequalitiesof 汐耐α; the following

arethesymptomsproducedinthedifferent organsofthebodywhen

effectedbyits innatequalities:

"Theyare-subluxation, dislocation, dilatation, contraction, laxa-

tion,depression, excitation, attractio'1(alsorepulsion),tremor, circular

movement,motion, prickingpain, achingpainandmovement; also

coarseness, harshness, clearness, porousness,dusky-redness, astringent

tastes, dysgeusia, dehydration, aches, numbness, co,1tractions, rigidity,

lamenessahdothers.Thesearetheeffectsproduced in thebodvbv

theactionof⑳"fα・ Aconditionsuggestiveofanyof these signsor

symptomsshouldbeassociatedwithvaticdisorders.
”

VitaExCitingandAmelioratingFactorg.

Someoffactorswhichaggravate⑳"faandthosewhichameliorate

itaregivenbelowintheleftandtherighthandcolumnsrespectively:

V海ffzexcitingfactors W耐aamelioratingfactors.

Excgssiveuseof light, coolingand Useof heavy, heatingand

dryingfoOds, e. 9. rice, lentils, greasyfoods, e.g．,meat, fish,

vetchling. commonpea, greenpulse eggs, kidneybean,wheat, cr-

(phasPolusmungo),paspalumscrobi- eam, butter, ghee (clarified

culatum, ixoraparviflora, lathyrus butter), yogurt, etc.
sativus, pigeonpea, etc.

Useofbitters, pungents andast- Use of sweets, sours and

ringents. salts.
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Todesiccatethemorbiddoshic Tostopdryinguptheun-

secretions. wantedmorbidexudatesand

secretionsresultingfromthe

malfunctioningofthedoshic

metabolism.

Toregulatenormalbreathing. Toupsetnormalbreathing.

Tosustaintheprincipleof life． Toobstructthesmooth

functioningof theprinciple

of life.

TheVaticDigeages

Thevaticdiseases, i､e., thediseasesdueto""fzvitiationorde-

viationofvaticactivity-complex, orpartorpartsthereof,fromnormal

functioni'lg, arecountless. Anobservant andexperiencedphysician

shouldbeabletorestorethe imbalancesasandwhenhediscernsand

analysesthem,makingajudicioususeofdrugs, dietsandpractices,

assembled，co-ordinated, andprescribedinaccordancewiththerequi-

rementsandexigenciesofeachindividualcase, andwithdue regard

tothecircumstancesandtheoccasions・AccordingtoCαγα虎α, itshall

neverbepossible' forthephysician< tonameall thediseasegthat
G

canpossiblyexistorarise.However, someofthevaticdiseases,men-

tionedbyC"'αhα, are givenbelow (newer disease patterns can

alwaysbeamelioratedbyanalysingandnormalisingthedoshic imba-

lancesbehindthem) : Dystrophyofnails, dermatophytosis, flatfoot,

paralysisoffoot, club-foot, stiff ankle, cramps in thecalfmuscles,

sciatica,bowleg, knock-knee, spasticityof thigh, atrophyof thigh,

paraplegia, hemiplegia,monoplegia, quadriplegia, prolapseofrectum,

proctalgia, cryptorchidism, priapism, bubonocele, intestinaldyskinesis,

sheep-dungstools, lameness, scoliosis, dwarfism,stiffwaist,stiffback,

pleurodynia, girdlepains, cardiac irregularities､achycardia,emphyse-

matouschest, impairmentofthoracicmovement, pectoralgia, brachial

atrophy, stiffnessoftheneck,torticollis, coarsenessofvoice,dislocation

of jaw, harelip, squint, looseness of teeth, aphasia, lallingspeech,

astringent tasteinthemouth, drynessofthemouth, anosmia, otalgia,

acousma,hyperacousia,deafness,rigidityofeyelids,retractionefeyelids,

eye-ache,paralysisofocularmuscles,paralysisofsupra-orbitalmuscles,
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Normal

Tosustainthe entire structureand

functionsofthebody, tomaintainand

operateall theparts, sub-partsorgans

ofperceptionandacton, andtissuesof

thesvstem.

Topromotenormal conception,deve-

lophealthyfoetus (andgivenormal

shapetoit)andcausenormaldelivery.

Vitiated.

Tovitiateanddisturbthe

normal functioningof the

partsandsub-parts，organs

ofperceptionandactionand

tissuesofthebody.

Toaffect adverselv the
ｰ

processesandcourseofnor-

malconception,causeabnor-

malitiesandmalformations

inthefoetusandobstruct,

interferewithor causedif-

ficultiesinthewayofnormal

deliverv.

Toaffectadverselvthe

normalcontrolofmovement,

Toleavetheminduncon-

trolledandcausethe thin-

king tobe irrelevant and

disjointed.

Tovitiatethenormalfun-

ctioning(invaryingdegrees)

of theorgansof senseand

theorgansofaction.

Toinitiate, directandcontrolmove-

ments.

Tocontrolandconduct themental

proCessesandtoinspirethemind.

Toconnectthesenseswiththeobjects

ofsenseperceptionandguidetheorgans

ofactionintoharmoniousactivity.(The

fivesenses :eyestosee, earstohear,

nosetosmell, tonguetotaste, skinto

feel the touch･ Thefiveorgans of

action: thehands/hefeet, theorgan

ofspeech,theanusandthepenis).

Tostimulate thedigestive (fire'

(promotionandmail1tenanceofnormal

secretionsofthedigestivejuices).

Tooriginatehealthyexcitementand

ammatlon.

Todisturbtheproduction

of normal secretionof the

digestive juices.

Tocausedepressionor,

conversely,unhealthyexcite-

mentandirritabilitv.
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Theydonot laughorcry. Theyarenot jealous. Theydonot tell

lies.Theydonotwanttodestroyeachother.Asalreadystatedabove,

eventheanalogyofananimal, subjectedtovivisectionorotherexpe-

rimentation, isnotentirelyadequatetodescribethehumancomplexi-

tiesunder identicalcircumstances.Theanalogyofa car isbound to

bemuchmoreinadequate, but itcanserveasanelementaryexample

tohelpthereadertounderstandahighlygeneralizedpatternof the

threedos"(zswhichistobeexplainedingreaterdetail inthefollowing

pages.

Anexampleofwidelydifferentcapacitiesforadaptationtounde-

sirableconditionsamonghumanbeingswillbefoundinthestudiesof

anaemiaconducteddytheAyurvedicResearchlnstituteatJamnagar,

Saurashtra, India.Generally,whenhaemoglobinfallsbelow3grammes

perlOOc.c. ofblood, theconditionisconsideredincompatiblewithlife.

TheJamnagar lnstitute,whileconductingresearchonanaemia, recei-

ved,amongtheirpatients, anumberofwomenwhosehaemoglobinwas

foundtobeas lowas2.5grammes; andyettheywalkedthedistances

fromtheirhousestothelnstitute, toreceivetreatment,carryingchildren

intheirarmsandevencookingmeals in their houses・Whenpeople

whohavebeenmeat-eatersall their livesdecidetobecomevegetarians

allofasudden,manyofthemsufferacutesymptoms of indigestion,

flatulenceandabdominaldistress・ But iftheypersist instickingto

vegetarianism, inspiteofthissuffering, theygetover the symptoms

withoutanytreatment as the systemadjusts itself to the changed

conditions・ Incountries conqueredbystrongernations, particularly

bydespotsortotalitarians, theproudestofthe land learnto live in

subordinationandindignity. This, too, is anadaptation, howsoever

painful tothe individual. Thosewho refuse toadapt themselves to

suchdegradation, areeliminated.Revertingtothecomplexityofman,

eventhesedifferencesofbehaviour donot fall outside theactivity

patternsofthethreedos""swhichareallpervading.

Therefore, thefﾉ"α,〆"αand"""(zofthehumanbeingareafar

cryfromthemotioncomplex, theheatcomplexand thecounter-heat

complexofthecar.Thevarietyofthe lastcomplex, for example, is

confinedtomerelythewater intheradiator, the oil in theengine,
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toremainwithincertainlimits, otherwisetheoilwill clogtheplugs,

partsof thetheengine,etc.,throughexcessoroverflow.

Thereisplentyof latitudefortheequilibriumtofluctuatewithin

thenormal limits, butthefluctuationmustnotexceedthepermissible

limits.Eveninthecaseofthecar,animbalanceindicatingdisturbance

beyondthemaximumpermissiblelimits,willstoptheefficient func-

tioningofthecar・ Incaseofexcessivedeviations, thecarwill stop

functioningaltogether.

AnAyurvedicphysician, incollaborationwithmodern experts,

workinginahospital unit orwin9, maintainingcorrectdata from

boththemodernandtheAyurvedicangles,willbeagoodproposition

forthemodernstostudyandevaluateAy"γ"ed";asonlybycontinued

observationandpraCticecantheproperknackbedevelopedby the

WesternphysiciantopractisetheAyurvedicmedicinesuccessfully. In

thepracticeofAyz"'〃8d(z there is very littledanger of injudicious

medicationaldeleteriousside-effects.

Theonlydrawbackinthepureobservationalandintuitional app-

roach, howsoeverwell-developed, lies, incertaincases, indiagnostic

mistakes. Forexample, acerebral tumour,undetectedbythephysician

intheabsenceofmoderndiagnostic facilities, canbemistakenfor

mlgralne.

Thiscanbepreventedbythecollaborationtechniqueofferingho-

spitaldiagnosticfacilities, as suggestedabove. Suchanexperiment

conductedin theWest,withthecharacteristicefficiencyandthorou-

ghness of aWesternscientificeffort, shouldpay rich therapeutic

dividends.

Ofcourse, theanalogyofthecar,whiChdoesnotgoevenasfar

asexperimentationonanimals, cannotgoveryfar inthematter of

comparisonwithhumanbeing・ The automobile, unlike theman, is

incapableofauto-repair.

1tcannotadjust itselftochangedconditions.Everycarofasimilar

brandbehaves identically, consumingthesametypeofpetrol. It has

noneofthe cemplexitycharacterisinghumannatureandfunctions.

Therearenomaleandfemalecars, nor isonecarattractedbyano-

therbeautifulcar, creatinganumber of psycho-somatic complexes.
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from(i.e.towhichdoshiccategorythediseaseitselfbelongs),thetypes
ofdrugs, dietsandfactorsthatwouldcounterthedoshicimbalances.

Wewill takeuptheclassificationofsomeofthese categories as
viewedfromtheirdoshicattributes.

Vata

V""(秒”αand〃"y"will beusedas synonyms throughout this

note) itselfisthemost importantofthe three constituent-complexes

ofthelivingmatter・Inthemanitcoverseveryphenomenonconnected

withmotion.The lateDr・GananathSenhadtranslatedの"y"as .the

bio-motorforce'. ShriYogendra, India'sfrontrankingYogi, bothas

ascholarandasapractitioneroftheart andscience ofYoga, has

translatedthe @Pγα"α' partof似αy"asbionergy.Ayurvedictextsmake

thewordcoverall themotorandsensoryphenomena, theentirefunc-

tioningofthecentralandautonomousnervous systems・ Thenormal

functioningof the five senses of perception, of exteroceptors and

interoceptors, ofcirculatoryprocesses, or organs of elimination, of

expulsionofwasteproducts, throughmicturition,defecation,perspira-

tion, expectoration, sneezing・ etc., ismaintainedbythenormal func-

tioningofthe"""complexofthebody・ Thesigh, theyawn, lachri-
mation, ejaculation, enthusiasm, thrill, are all vaticactivities. The

despatchoffoodsanddrinks-throughproperchannelsandmovements,
totherelevantorgansandthebreakupofthevictuals intonutritio-

nalandwasteproducts, takingthemtovarious tissues, inlets and

,outlets, arealsovaticfunctions・ Ordinarily,〃"jαis @cooling', but it
canalsopartakeof theattributes of other factors. It canbecome

@heating' inconjunCtionwiththepaitticand !cooling' inconjunction

withthekaphaicelements・ By itself, it tends tobe $cooling' and
4drying'.

VatainHealthandDisease

The leftcolumnbelowlists theactivitiesof"""whenit isfun-

ctioningnormally.Therightcolumnshowstheactivitiesofthevitiated

zﾉ""complex,i.e.,whenthevaticmetabolic aCtivityis abnOrmalor
sub-normal.
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thegreaseintheaxlesandtheexcellenceoftheheatresistantmate-
rialortheworkmanshipwhichmakes a superior car comparatively

moreresistanttothedestructiveeffects of high temperatures. Ina

certainsense, eventhesolidbodyofthecar itselfconstitutesananti-

motionandanti-heatprinciple.

Thedoshictypes differ inhealth. Theyalsodiffer indisease_

Theydiffer insusceptibilitytodisease, toactionofthedrug, toaller-
gies tovarious substances, emotions andconditions. OI1emayget
urticariaduetoanger, anotherduetocashewnuts, yet anotherdue

topollenordust, tohumidity, todryness, toheat, tocold, tosun, to

rain, totheabsenceofone'sspouseortotheproximityofone'sspo-
use. Ineachcase, thedoshicconstitutionandthedoshicrelationships

playthemajor role, andameliorationor restorationof thedoshic
equilibriumconstitutesacure・Byandlarge, onetypeispronetoone

setofdiseases,andanother toanother. This holds true incaseof

seasons, foods, climates, emotions, all factorsthathaveabearingon

thepsycho-somaticmechanismof thebeing．Thephysician's jobisto･
evaluatethedoshic pictureof the patient and thedisease. In the

modernmedicine, it is important toknowwhat typeof disease the

patient issufferingfrom. InAy呪γ"gd", it isevenmoreimportantto･

findoutwhat typeofpatient issufferingfromthedisease. TheAyur-

vedicphysicianhastoelaboratethetridoshicpatternofthedeviation
fromthenormal inrelation toeverydrug-, diet-orpractice-factor,

alsothevitiatingordos"a-disturbingcauses-physical,physiologicalor･

psychological-andthenenceavourthroughtheadministrationofdrugs,

dietand/orpracticestorestorethedoshicequilibrium.Thisrestoration

ofequilibriumisattainableinthecaseofcurable(s""")diseasesand

unattainable(orpartiallyattainable)inthecaseof incurable("s""yfz)
diseases.Theamelioration(§α加α"α)isamatterofdegree-amounting

tomereimprovement, relief, or cure and immunity, the last being

permanentor impermanent, dependingontherelativeeffectivenessof
thedos"α－，γα§α加α"a(pacificationof thevitiateddos""ordos"s>
andthesubsequentcorrectbehaviour (jitendriyatva)ofthepatient.

Viewingeverythingfromthedoshicangle, one shouldfamiliarise･

oneselfwiththetypeofpatient, thetypeofthediseaseheissuffering
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themechanismofalivingorganism, evenofanamoebaorasinglecell

inthebody, isnevertrulyatrest.Cessationofallactivityinaliving
being, asinthecaseofanautomobileatrest,meansdeath･Therefore

it isonlywhentheautomobilesprings intoactionthatthecomparison

betweenitandtheunitof lifebecomesfeasible.

Thestateofmotionispossibleonlybecausethere isabodyofthe

cartobeginwith. Intheabsenceofthebodytherecanbenomotion.

But thebodyandthemotioncannotexisttogetherwithoutproducing

or losingenergy. Inthecaseofthemovingautomobile, theenergyis

producedintheformoftheheat.Tocontrol theheat thusproduced,

themachinehastobeprovidedwithananti-heat factor tosave it

fromdisintegrationthroughuncontrolledheat.

Thewater intheradiator, theoil in theengine and thegrease

for lubricationofvariouspartsare someof the constituents of the

car'stotal anti-heat complex. In this extremelysimpleandcrude

example, ifwecomparethemotionwith"αJ", theheatwith〆"α,

andthe lubricantswith""加or s"es〃加α, of thehumanbody, we

willhaveabasetodwell uponandexplain, at a lower level, the

structureofthetridoshicequilibrium.

Ayz"'zJedfzusestheworddos""foreachofthesethreecomplexes.

Itwillnowbeeasytounderstandwhynolivingbeingcanexist ina

strictlymonodoshicstate. Intheanalogyofthemovingcar, theexis-

tenceofthesinglefactorofmotion is inconceivable. Apartfromthe

factthatpuremotionwithoutabodycanhavenobasetoexist; even

inrelationtothebodyitcannotexistoutsidecertainnorms・Forexa-

mple, ifthecardecidestomoveatspeedof light, itwillceasetobe

acar・ Itwillbecomeastreakof light.

Theheat,too,hastoactwithinitsnorms.Whenitfallsbelowa

certainlevel, thecarrefusestomove. During thewinter season in

thenorthwehavetoput hotwater in the radiator and cover the

bonnetwithablanket tobeabletostart theengine. But, conversely,

thecarcannotbeoverheated・ Iftheautomobileturnedunidoshic, for

example, justheatandnothingelse, itwouldbeautomaticallyburnt

outanddestroyed,andwithoutheatandmotiontherewillbenomoving

bodybutalifelessmassof inanimatematter・ Eventhelubricationhas
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nicallyknownasDoS""s, literally <Fault3: this isbecause, in this

conditiontheygiverisetofaultsorill-healthinthebody,.Somehow-

everusethetermD"""andDos""assynonyms…"Forthepurposes

of thepresent treatisethetwowordsmaybetreatedassynonyms.

It istheallpervadingtridoshicunity, inthediversityofexistence

ofall thatthemindorthebodycansenseandexperience, thatcon-

stitutesthebedrockoftheAyurvedicdefinitionof :medicine'(inthe

senseof a $therapeuticagent' andnot of @medical science') that

$nothingexiststhatisnon-medicine'.TheancientAyurvedistsobserved

the $heating' emotions likeangerandwrath, @heating'phasicalfactors

likesunorproximityoffire, @heating' drugs likeginger, musk, asa

foetida, adrenalin, alcohol, etc., or (heating' foods andspices like

walnut,cashew,pistacio,chillies,brinjals, etc. andfoundthatall these

differentcategoriesofphenomena-physical, physiologicalandpsycho-

logical-hadsomesimilarityintheirrespectiveeffectsonanindividual,

eventhoughall theindividualsdidnotreacttothesecommon-factor-

phenomenainanidenticalmanner.Thus, all these synergisticfactors

willhavemoreor lessanidenticalactiononamesomorphoranendo-

morph,buttheiractiononthemesomorphwillnotbethesameason

theendomorph.

ThePj"α一，γα"", (sometimesreferredtoasPtype) intheSum-

marywill experiencea similarityof effectwhen subjected to the

influenceofthesepaittic, i.e., roughly (and imperfectly) speaking,

thermogenicor thermometabolicfactors・All emotions, diseases,medi-

cines, foods, hereditaryfactors, seasonalandclimaticconditionshave

beendividedbyAy"""intothreedoshic(nothumoural)categories,

vis－a－vistheirbearingonthehumanpsychosomaticconstitution.

Theunbalancingof thedoshicequilibriumconstitutesdisease・ Re-

storationoftheconstitution toabalancedmetabolismconstitutes a

cure.Maintenanceof thenormalmetabolismwithinthepermissible

latitudesanditsprotectionagainst invasionbyanydisturbersofthe

equilibrium-emotional, dietetic, internal, external, epidemicorany

otherfactor, constituteshygiene.Letuscomparealivingbeingwith

Emautomobileinmotion, sinceanautomobileat rcstcannot be com-

paredwithalivingorganism, evenifthelatter isatrest.For,intruth,
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ingonthestateofhealthofthepatient, ontheother.

Dos〃αsord"""s are the three irreduciblebasicbiocomplexes

outsidewhichnophenomenon, whichhasanybearingwhatsoever on

life, canexist.Thedomainofeachofthethreebio-complexesconsti-

tutesalegofthetripodof life.Forlifetoexist,evenasacell,animal

orvegetable, thethreebio－complexesshouldsupporteachother ina

harmoniousbalancewhichshouldbemaintainedwithincertainpermis-

siblevariationsor latitudes.

Theliveprotoplasm,whetherofanimalorvegetableorigin,hasgot

tobetridoshic・ Otherwise, itwill be amassof inanimatematter.

WhilethethreedOS""sofAy〃α"e"areconsideredbysometobe

analogoustothefourhumoursoftheGreekmedicine, eventhescho-

larsofmodernandGreekmedicineandofmedicalhistory, whohave

actuallystudiedAy"γ秒ed", assertthattheydonotconstituteidentical

concepts.

ThelateCaptainG.S. Murty, aneminent lndiandoctor, who

exercisedequalmasteryovermodernmedicine, inwhichhehadgra-

duated, andAy"γ〃e",whichhehadassiduouslystudied,hadthis to

sayonthefallacyof identifyingtheAyurvedicdos""swiththeGreek

humours,inamemorandumonT"eScie""""オルeAJ'/ o/I""α〃

Medici"e, submittedbyhimtoaGovernmentCommitteeonlndigenous

SyremsofMedicine: "Thefirst thingtonoteabout them(thedoshas

ortheAyurvedicbio-complexes) istolearnwhattheyarenot.Hence

Iconsider itnecessarytorepeatat theveryoutsetthatthethreeD""‐

"s(i､e.,DoS""sfunctioningnormally)-Vαｵα(V"y"),Pj"αandKzz-

”α一are,mostemphatically,NOTthethree<humours'Wind,Bileand

Phlegm，Whatthenarethey？.…･･ theyare :matter' ineverysenseof

theterm-notmereabstractions･･, "Next,theyarethethreeelemen-

taryunitsfromwhichthewholeandeverypartfromtheminutest to

thegrossestofourboeyisbuilt; as it isthattheyarecalledD〃"/"s，

whichliterallymeans !supporters'; theyare, inliteral truththema-

instaysandsupportsofthebody, wheretheyarenot therethebody

itself isnot;without theirconstantsupporteverywherein thebody,

thebodywillperish;whentheyareinnormalequilibriumitishealth,

andill-healthwhentheyarenot, inwhichcasetheD""/"s aretech-

449 （ 6 ）



confusedthanhewouldbe if hewas offeredasimpleexpositionof

Ay〃γ""as it has existed through thecenturies, leavingit tohis

owndiscretionandjudgement toevaluate theentirecorpusofAyur-

vedicknowledge, andtoacceptorrejectthematerial, in full or in

parts, accordingtohisownlightandrequirements.

MODERNBEDOFPROCRUSTES

It issaidofProcrustes, ademonrobberinGreekmythology, that

heusedtodecoytravellers,whohadlost theirway, tohiscastlein

aforestand,after feastingthem,offer themhisbed.Iftheguestwas

shorter inlengththanthebed, hewouldpullhisfeetandheadinthe

oppositedirectionstill thelengthofhisbodybecameonewith the

bed. If, however, thebedprovedshorterthantheguest, thedemon

choppedoffsuchportionsofhisheadand feet asprotrudedout of

thebed, tomakehimfit thedimensionsof thebed. Ineithercase,

theunfortunateguestdiedandthedemonappropriatedhisbelongings.

Thewriterwhorecordedthisstorycouldhavelittleideathatthe20th

centurywillwitnessamedical science,Ajﾉ"γzﾉ"(z, beingsubjected to

identical treatmentvis-a-visthemodernscience.

WhatfollowsisAyurvedictherapy, plainandsimple, as it has

beenpractisedbythelndianphysiciansandaswe, theVizzidy"s,un-

derstandittoday, initsage-longtraditions anddimensions, without

beingstretchedorchoppedofftofittheProcrusteanbedofmodern

medicine. Inalimitedtreatiseof thisnature, onlysuchaspectsof

Ay〃γ"ed"havebeenselectedforexplanationasinfluencetheday-to‐

daypracticeofAy"γ〃g"inthehandsof thepractitioner. However,

inordertomaketheAyurvedic theorymoreeasilyunderstandable,

itwillbenecessary, fromtimetotime, to refertosomeofthedise-

ases, inmodernmedical terminology,causedbytheupsetoftridoshic

balances.

DOSHAS

TheessenceofthepracticeofAyz"'"g"lies indevelopingakn-

ockorafeel for thedos〃a(seethenextparagraph)patternsand

relationsexistingbetweenthedisease, ortobemoreAyurvedic, bet-

weenthepatientontheonehandandthedrug, diet,practiceorenvi-

ronment, seasonal, climaticoranyotherfactorhavingapossiblebear-
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Kαγ加α〃theory・Anyreferencetothesupernaturalorthemetaphysical

willbemadeonlywhenfoundinevitableinpresentationofthetotality

oftheconcept.

AYURVEDAINPRACTICE

LABOUREDINTERPETATIONS

Aperfect interpretationofAyurvedicconceptsinmoderntermsis
notVetentirelypracticable. Itisnotthatageneral ideaofdifferent

fundamentalsofAJ"''"edccannot at all beconveyedto themodern

scientificallytrainedandgenuinelycuriousmind,butthetworespec-

tiveseriesofconcepts, theAyurvedicandthemodern, belongtosuch

differentplanesofconceptualbuild-up that theycannotfit, intheir

entirety, intoeachother insuchawayastobecomeindistinguishable.

InspiteofthefactthatAy"γ"edfzhaslaidgreat stressonrepeated
observation(B"yo-d"""")andacceptanceofdataas reliableonly
onthebasisoftheiruniformconsistency(Aれりα")unmarredbyany

contradictions(Vyα"γe虎α), intuitionhasplayedthebasicroleinthe

developmentofAyurvedicconcepts・ Theconceptsofmodernscience,
on theotherhand, arebasedonexperimental observations. It is

difficultforthetwodifferentpatternsofconceptsbasedonintuition

andexperimentationrespectivelytobecomeabsolutelyindenticalwith
eachother. Ofcourse,inviewof the indentityof thesubject, the

humanbeing, andtheobjective, freedomfromdisease, it isinevitable
that thereshouldexistspheresofsimilarity,andevenideptity,inboth

●

thesvstems.

MuchlabourhasbeenexpandedontwistingandtorturingAyurve-

dictextstosqueezemodernmedicalmeaningsout of them. Akeen

observeramongthemoderns,ifheweredirectlyconversantwiththe
Ayurvedicprinciples,willbeamazedandshockedat theamount ofご

intellectualdishonestyandchicanerywithwhichAyurvedictextshave

beentreatedtomakethemresemblethemoderntexts・ Asaresult,

theverybaseofAy"z)edfzhasdisappearedinsomeof thedesperate

attemptstosellAy"γ""tothemoderns. Theworstresult ofthese
attempts isthat inthelaboriousprocessofwrenchingmodernknow-

ledgeoutofancientaphorisms, thetreatmentofaconceptbecomesso

painfullytortuousandinvolvedthattheWesternreadergetsevenmore
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wouldhavenotruckwhatsoeverwith the institutionofprayer and

performhisoperationequallysuccessfully，Itwouldbeobservedthat

thescepticismofthenon-believerand the faithof thebeliever are

attitudeswhichdonot, inanyway, affect theactual techniqueof

surgeryintheleast, ineithercase.

Therearemanymodernsurgeonsandmedicalwriterstodaywho

believeinreligion.Theonlydifferencebetweenthemodernreligious-

mindedsurgeonsandthesurgeonsofancient lndiawould lie in the

formernot introducingtheirpracticeofprayer intheirtextbooksof

surgerywhereas the ancientswould record their entire routine in

theirworksonscience. Ineithercase, theelementofreligion,whet-

herconfinedtomerepracticeasatpresent, orextendedtothereco-

rdsofscienceas incaseofAy"γzﾉ""inancient times, failedtomake

anydent inthescientificstructureoftheconceptitself.Thisapproach

establishedapleasantrelationshipbetweenthescientistandthepriest

inancient lndia・ ItcreatedasettinginwhichamillionGalileoscould

freelyroamaboutwithoutbeingmolestedor persecuted・ Perhaps in

noothercountryhas the co-existence between scienceandreligion

beensocordial andindulgentas ithasbeeninthecaseofAj,郷γ"ed(z

inancient lndia.This intelligent andmutually tolerant comradeship

hascontinuedtofunctiontothisdaV.

Thegreatadvantagesciencehadoverreligionwas its readiness

toacceptchange・Withreligion, thestatiCconceptacquiredwhatmay
P

betermedaconsciencevalue. Therefore, it isverydifficult foran

ardentbeliever inreligiontobudge froma stand that his forbears

hadtakenupintheremotepast・Fortunately, thereareno $conscience

values' attachedtoscientificbeliefs，Theycanbecheerfullyaccepted,

givenupormodifiedtoaccommodatenewer findings offeringmore

cogentandconsistentexplanations forphenomenaunder observation

or investigation.Ay"γ"ed"managedtopromotethisattitudeamongst

scientistswithoutmakinganyinroads intotheirreligiousbeliefs and

practices.

Inviewofwhathasbeensaidabove,itwillbeadvisabletoconf-

inethispapertothescientificconceptsofAy〃γ"e"exclusively, lea-

vingoutthereferenCestoreligioninCludingthosetosoulandto the
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heretofamiliarizeyourselveswiththeAyurvedicconceptswhichare

holdinginlndiaeventoday, unaffectedintheirpopularitybyall the
advancesofmodernmedicine.

Itwillbeadvisabletofirstclarifytherelationshipthat hasexis-

tedbetweenAjJ郡γzﾉed(zandthereligiOnof itspractitiOners as ithas

existedthroughtheages.

SCIENCE&RELIGION.

Writinginanagewhenreligionruledsupreme,withitsfirmhold

onthemindsofmen,thelndianmedical pioneersbrought abouta

compromiseandaworkingarrangementbetweenreligionandscience
whichenabledthelattertoprosper unhinderedbyreligiousdogmas

andwithoutarousingtheslightestantagonismamongtheorthodoxy.

Thisworkingarrangementbetweenscienceandreligionwasdisarmi-

nglysimple. If, inaccordancewiththeprevalentlawsofhealthand
hygiene, apersonwasadvisedtoriseinthesmallhoursofthemor-
ning, longbeforesunrise, andaskedtocleansehimself internallyand

externally,withdetailedinstructionsonthecareoftheteeth, andon

bathinganddressing,etc.,hewasalsoaskedtosayhisprayersbefore

startinghisday'swork. If themanwasanatheist, hecouldcutout

theobservanceof theprayer・ Hestill obtained thebenefit of the

restoftheadviceasmuchasthebelieverdid.

Itwasauniquecompromisebetweenrigidityand flexibility-the

rigidityofreligionandtheflexibilityofscience.Thereligionstoodits

ground.Thesciencemovedforward.AndyettheancientAyurvedists
keptbothinstepwitheachother.Likethe lotusleafwhich remains
submergedinwaterbutneverpartakesofitsmoistureandcomesout

alwaysdry, theancientlndianscientist accepted the religionas he
did themannersandthe etiquetteofhis times, andyetkeptthe

scienceentirelyfreefromthe influenceofreligiononitsgrowthand

expansion. Take theexampleof two identical surgical operations,
appendectomies, intwodifferenthospitals,bytwodifferent surgeons,
oneof thembeingacommunistandtheotheraRomanCatholic, an
ardentbeliever inGodwhowouldneverstarthisday'sworkwithout

sayinghisprayers・The latter,bysheerforceofhabit, would invoke
theblessingsofGodtomakehisoperationasuccess・ Thecommunist
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AYURVEDICMEDICINEINPRACTICE

by

PanditShivSharma*

Friends,

It isarealprivilegetohavebeeninvitedtoaddressthemedical

scientistsofagreatnationlikeJapanwhichhasastoundedthecivili-

zedworldwithitsspectacular progress in the fields of scientific,

industrialandeconomicachievements.Tome, apractitionerof tradi-

tionalAy"γ〃gda－thelndianScienceofLife-thehonour isevenmore

significantwhenlfindthevanguardofthe20thcenturymedicalpro-

fession, comingfromahighlydevelopedcountry, assembledhere to

receivewhat theSeersofancientlndiahadtogive to theworldto

solvetheproblemsconcerningthehealthanddiseaseofits inhabitan-

ts・Myfirstwords, onthismemorableoccasionshould, therefore, be

wordsofgratitude.

Iamdeeplygrateful totheninecultural, scientificandmedical

societieswhichhavegraciouslyextendedtheir joint invitation tome

tobetheir guest inJapanand toassociatemyselfwithanumber

ofprestiglous functions includingmyaddressingthisdistinguished

assembly.Tomymindthisinvitation is symbolical of the spiritof

trueinquirywhichtranscendsallbias, andwhichcuts through time

andspacetocreateameetinggroundevenbetweentheAncientsand

theModerns, separatedfromeachothernotbycenturiesbutmilleni-

ums・Imayrepeat thewordsofc"γα片α; "Theentireworldconsists

ofteachersfor thewiseandenemiesforthefools･ Therefore, know-

ledgecollducivetohealth,longevity,fameandexcellence,comingeven

fromanunfamiliarsourcc,shouldbereceived,assimilatedandutilized
”

withearnestness･･･

It isinthisspiritofcαγαhα, Ibelieve, that youhavegathered

*Author'saddress :PanditShivSharma,Baharestan,BomanjiPetitRoad,

CumballaHill,Bombay-36, India
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